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はるか 頭上に 響く 爆音に ふと 目を 上げる と、 いかにも 超音速で 飛ぶ ぞと いわんばかりの 後退 
翼を した ジェット 戦闘機が 猛 スピー ドで 飛び去っ ていく。 そうかと 思えば、 こんなに 大きな 金 
属の 塊が どうして 空に 浮かぶ のかと 首をかしげ たくなる ほど 巨大な ジャンボ ジェット機が 悠 
然と 飛んで いる。 

そんな、 ごく ぁりふれた 日常の 光景の 中で、 やや 鈍い エンジン 音に 気づいて ふと 見上げる 
と、 二つの プロペラを 精 いっぱい 回して 飛ぶ 「YS11」 の 姿態が 目に 入った。 ややう つむき 
加減に 首を 突き出し、 力を ふり 絞って 飛んで はいるが、 先の ジヱッ ト 機には とても 追いつく ス 
ピ ー ドでは ない。 

その 姿は、 日本が 経済大国と 呼ばれる には ほど 遠かった 時代、 奢り もな く、 額に 汗して ひた 
すら 働いて いた 昭和 三〇 年代を 彷彿させる ひたむき さが 感じられる。 

数 ぁる 飛行機の 中で、 日本人に もっとも 広く 親しまれて いるものと いえば、 戦前 •戦中は 
「零戦」 (|^式艦上戦闘槪)でぁり、戦後は「丫811|ではなかろうか。 
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激動の 昭和 史に 登場した 「零戦」 は 日本 独特の 技術に ょって 生み出された 名 機と して 名高 
く、 太平洋戦争の 前半期までは 華々 しく 活躍して、 その 名が 世界に 知れ渡った。 それだけに、 
これまで も、 数々 の ドキュメントが 綴られて いる。 

それに ひきかえ、 YS11 は プロペラ 輸送機 (旅客機) であって、 派手 さはな く、 国際的な 
知名度 も 高く はない。 かつて、 「航空機 大国」 とまで 呼ばれた 日本 も、 敗戦から すでに 半世紀 
がた とぅとし ている 今日では、 その 見る 影は なく、 YS11 が 唯一の 国産 旅客機 (輸送機) で 
あり、 しかも、 戦後 日本の 航空機 政策の 路線を 決定 づけた、 きわめて 重要な 意味を もつ 飛行機 
でも ある。 

YS11 以後、 日本は 独自 国産の 道を 断念し、 リスクの 少ない 国際 共同 開発の 道を 選択し 
た。 事実上は、 アメリカの ボ ー ィング 社の 下請けに 近い B767  (Yx)、 B 777 の 開発 • 
生産であった。 それから すでに 三〇 年が 経過した。 

今日、 日本は 「経済大国」 「技術 先進国」 と 呼ばれる までに 成長し、 あらゆる 工業技術 分野 
で 世界を 凌駕しつつ あるが、 なぜか 航空 •宇宙 だけは いまだに 立ち後れ ている。 その 理由の す 
べては ¥ 311の中に見出すことができる。 

だが、 これまで、 YS11 をつ くり 上げた 技術者の 姿 や 声 も 含めて、 開発の 発端から® ^ ま 
での 全体 像が 真正面から とらえられ、 描かれた ことはなかった。 YS11 の プロジェクトは、 
日本の 航空機 産業が 抱える さまざまな 矛盾 や 問題 tt を 集約した 形で 内包して いる。 そのため、 
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業界 内では 一種の タブ ー とされて いた。 

ところが 最近に なって、 「YS11 の 開発とは なんであった のか」 とする 問いが 再び 業界の 
中で 頭を もたげ、 新たな 角度から 見直されようと している。 

日本の 航空機 産業は 「親方日の丸」 の 防衛 需要を 当てに して、 これまで 着実に 発展して きた 
が、 東西の 緊張緩和に よって、 先進 各国と 同様に、 国防 予算の 大幅 削減を 迫られ、 岐路に 立た 

されて いる。 

打開 策と して、 軍需から 民需への 転換に 向け、 丫511の後継機である次期輸送機 ¥ 3><の 
開発の 可能性を 模索しつつ ある。 

こうした 時代 状況に なって ようやく、 YS11 でつくり 上げた 実績と ノウハウ、 手放した 遺 
産の 大きさを 改めて 実感す るよう になっ てきた。 

どこから ともなく 「もし、 YS11 の 生産を あの まま 続けて いれば、 日本の 航空機 産業は か 
なり 違っ たものに なって いただろう」 とする 声が 業界 関係者の 口に 上る ようになっ てきた。 
一般に 流布され ている 定説では、 YS11 は 「五 人の サム ラィ」 によって 設計され たこと に 

なつて いる。 

その 五 人とは、 戦前 •戦中の 航空機 技術 および 航空機 企業を# 表し、 名 機と 謳われた 「零 
戦」 「隼」 「紫電 改」、 B29 を 迎え撃った 水冷 エンジン 搭載の 「飛燕」、 世界 周回 航続 記録を 
樹立した 「航研 機」 (航空 研究所 長距離 機) などを それぞれ 開発した 木 村 秀政や 堀 越 二 郎らの 
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主任 設計者たち である。 当時の 政府、 マスコミからは 「これ 以上は ない 豪華 メンバー」 ともて 
はやされた。 

しかし、 これは 必ずしも 正確では ない。 昭和 一桁に 大学を 出た 五 人の サム ライより むしろ、 
後の 三つの 世代 ^ 昭和 三〇年 前後 卒の 若手に よる 格闘と、 昭和 一六 年、 一二 年 卒のリ ー ダ 
. ― ^ シップに よって 生み出された というべき であろう。 

それは、 草創期から 全盛時代の 「航空機 大国」 を 形づくった 五 人の サム ライたち の 技術が、 
敗戦、 そして 以後の 七 年間の 航空 禁止に よって 一度 断ち切られ たが、 その後、 いかにして 若手 
に 継承され たの か、 それとも、 技術 進歩の 激しい 航空機 開発の 波に 押し流され、 時代遅れで 使 
いものに ならず、 切って 捨てられた のか、 という 興味深い 苦闘の ドラマを つくりだし ている。 

世界の 巨大 企業、 アメリカの ボー イング 社 や マクドネル •ダグラス 社、 ョ ー ロッ パの エア バ 
ス •インダストリー 社が ハイテクを 駆使し、 数千 億円の 開発 費を 注ぎ込んで 展開す る 民間 機ビ 
ジ ネスの 世界は、 スポ ー テイ ー ゲ ー ムとも 呼ばれる ほど リス キ ー で スリリング である。 それ だ 
けに、 経済大国 となった 日本の 航空機 産業で さえ も 手が 出せず、 いまだ 下請けに 甘んじて い 
る 0 

ところが、 高度成長の 走りの 時期、 昭和 三〇 年代 前半の 日本は、 失敗 も 恐れず、 「夢を もう 
一度」 と 果敢に 挑戦した ので ある。 それが YS11 開発 プロジェクトで あった。 

奎 日で 語られる、 YS11 の 開発に 関わった 多くの 技術者た ちの 志 直な音口 葉は、 東西 冷戦 構 


造の 崩壊を 経て、 軍需から 民需への 時代の 変化がなければ、 決して 得る ことは できなかった で 
あろうし、 ^41 日 もこの ような 形では 成立は しな かつた であろう。 

一九 九 四 年 三月  00 
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序章  I 八 二 機の 名 機 


失敗の ファイル 

1足 霞が関に ある 雑居ビルの 最上 階の 狭い 一室は、 息苦しい までに 人が つめ 込まれて、 とて 
も 役所の オフ イスとは 思えない 風情だった。 

向い側には 理髪店、 その 隣り の 喫茶店からは 夏と もなる と 熱風が 室内に 吹き込み、 西日の 照 
り 返し も 加わって 蒸し暑 さは 我慢の 限度を 超えて いた。 冷房 どころ か 扇風機す らもな く、 ノー 
ネクタイ、 半袖 シャツの 男たち は、 せわしな く あおぐ 扇子の 微風で 噴き出す 汗を なんとか しの 
いでいた。 

やがて、 季節は 移り、 冬と もなる と、 今度は 一転して 寒さに 身を ちぢめながら 仕事し、 効き 
過ぎる 暖房に 唇を 乾かせて いた。 

「もはや" 戦後" ではない」 の 言葉が 話題になる 昭和 三 一年 (一九 五六 年) の 御用始めの 日、 
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そんな 通産省 航空機 武器 課の 一室で、 ほんの ささやかな 宴が 始まって いた。 この 集まりの 主役 
である 課長の 赤沢璋 一は 冷や酒の コップを 片手に、 するめを かじりながら 一つの 思いを 言葉に 
した。 「やがて、 防衛庁 機の 需要は 頭打ちになる。 これからは 日本の 航空機 工業 も 民間 輸送機 
を やらん といかん . 」 

自らに いい 聞かせて いるかの ょうで も あったが、 このと き、 戦後 日本 初の 中型 輸送機 YS1 
1 が スタ^ ~ 卜して いたので ある。 

前年 一二 月、 通産省 重工業 局 航空機 武器 課の 三代 目 課長に 赤 沢が 就任した。 彼は、 ただち 
に、 日本の 航空機 メー ヵー を 精力 的に 見て まわり、 1 刖 から 飛行機を 設計、 生産して きた 技術 
者 や 会社 首脳ら と 次々 に 懇談した。 その 中の 一人  > に、 石 川 島 重工 (現 石 川 島播磨 重工) 社長. 
土 光敏 夫が いた。 食事を 交えながら 二人が 言葉を 交わした とき、 土 光は こう 切り出した。 

「赤 沢さん、 その 会社の 技術 レベルを 計る のに、 どこで 
見れば いいと あなたは 考えて おられます か」 

一  赤 沢は 誰でもが 思いつき そうな 「特許の 数 かなん かで 
濟 すか」 と 問い返す ょうに 答えた。 

赤 「そうじ ゃない のです。 その 会社に ね、 技術 開発した と 
きの 失敗の ファィルが どのくらいの 厚みで あるかと いう 
のが、 その 会社の 技術 レベルな のです 一 
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思い も かけない 「失敗の ファイル」 という 言葉に 赤 沢は 「いたく 感激」 すると 同時に 「なる 
ほど、 これは 養子 じ や だめ だとい うこと なんだ な」 と 察して いた。 

この ころ、 日本の 航空機 産業は 敗戦 後の GHQ  (連合国 占領軍 総司令部) による 航空機 製造 
禁止の 「空白の 七 年間」 を 経て 解禁と なり、 緒に ついた ばか りだった。 

在日 米空軍、 あるいは アメリカから 導入した 防衛庁 向けの T 33 ジェット 練習機、 F86 ジ 

ェッ ト 戦闘機な どの 修理 や オーバ ー ホ ー ルを 始めた ばかりであった が、 この 先には、 ライセン 
ス 生産が 予定され ていた。 

ライセンス 生産 

敗戦から 一〇 年余が たち、 名 機と 呼ばれた 「零戦」 や 「紫電 敗」 「隼」 「二 式 飛行艇」 「A 
26」 などを 設計、 生産して きた 技術者が 渡米して、 アメリカの 航空機 メ ー カ ー を つぶさに 見 
学し、 米 飛行機の 現物 も 修理して きた。 そして、 国内では アメリカから 届く 技術 資料を 検討 
し、 米軍 機の 修理を 体得して いた。 

その 彼らが 「いや あ、 米軍の マニュアル や 在庫管理、 品質管理、 治 工具の 使い方な どには 驚 
きました。 終戦 前の 日本なん かとは 比べ ものに ならない。 イロ ハの イ から 勉強し 直して いま 
す。 それでも、 二 年 やらして もらつ て、 なんとか、 今 マスター しかけて います」 と 語つ た。 
そんな 話を 行く先々 で 聞かされた 赤 沢は 「どうも、 日本の 航空 技術は アメリカから 一 〇年以 
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上 後れて いるよう だ これを 取り戻す のは 容易な ことでは ない」 と 思わざる をえなかった。 今 
の 日本の 実情から すれば、 せいぜい、 一段 飛躍を 狙った ラィセンス 生産く らいが 目 いっぱいの 
ところ かとする 見方が 支配的だった。 

そんな 日本の 実情を 踏まえて、 土 光は 持論の 「ラィセンス 生産と いうのは 所詮、 養子みたい 
な もんだ」 との 言葉を 吐いて、 問題 性を 指摘した ので ある。 

赤 沢は 自身の 子供たち の 成長過程を 思い出し ていた。 

「小学校の とき 肺炎に かかった とか、 こんな もの 食わしたら、 下痢を したと か、 そういう 子供 
を 育てる ときの 失敗の 歴史が 親たち には いっぱい あって、 その 中で^ II の 技術と いう ものが 育 
って いくとい うこと か。 確かに、 生まれな がらの 子供を 育てる のと、 大学を 卒業した 成人を 養 
子に もらう のとは 違う。 議証明 書付き の 養子は すぐ 使い ものになる のでい いのに きまって い 
るが、 それでは . 。うん、 なるほど、 そういう もんか」 

赤 沢は 目を覚まさせられる 思いで、 あらためて 「技術とは 何な のか」 と 認識を 新たに してい 
た 。 

「零戦」 への 想い 

土 光との やり取りと 合わせて、 赤 沢の 心を 動かした もう I つの ことがあ った。 1 刖 •戦中、 
東京 帝国 大学 航空 研究所に あって 「航研 機」 や 「A26」 の 開発に 携わり、 周回 航続距離の 世 
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界 記録に 挑戦した 木 村秀政 教授、 「零戦」 の 主任 設計者だった 新 三菱 重工の 堀 越二郎 から も 話 
を 聞く 機会が あった。 その 中で 木 村 も 堀 越 も 口を そろえて 訴えた。 

「私 どもが 生きて いるう ちに、 頭が しやん としてい るう ちに、 もう 一度、 戦前に 培った デザィ 
ン エンジニアリングの 技術を 次の 世代に 伝えて おきたい。 もうあと 一〇 年したら、 いろんな こ 
とも 忘れて しまう。 あとは ボケる だけで、 そうな ったら もうだめ だ。 なら まだ やれる し、 若 
い 技術者に も 教えられ、 伝承が きくので す」 

これを 聞いた 赤 沢は、 航空機 武器 課長と いう 日本の 航空機 政策の 方向を 決定 づける 行政官と 
しての 立場を 超えて、 胸に 突き刺さる ものが あった。 それと 同時に、 戦時中に、 海軍の 戦艦 
「比 戴」 に 乗艦して 南太平洋 上で 目に した 「零戦」 の 勇姿を 思い浮かべながら、 っくづく 思っ 
た 。 

「航空機 産業の 特質から も、 日本の 産業の 中での 位置づけから 見ても、 やっぱり、 航空機 技術 
は 何としても 残しと かんとい かんな あ …… 」 

「戦中 •戦後」 と 題す る 小冊子の 中で 彼は 「戦時中 私の 目の前で 勇戦した あの 零戦の 技術を 何 
とか 戦後の 日本で 生かした いという 私な りの 気持ちが あって 始めた 日本 初の 旅客機 (YS1 
1)」 と 綴っ ている。 

のちに、 赤 沢は、 日本の 中核で ある 重 化学工業を 束ねる 通産省 重工業 局長に 就任し、 省 内で 
の 実力者と なる が、 その 彼は、 「戦後 生きて きた 五〇 年の 原点は 戦場での 体験で ある」 とも 語 
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i 日を 記す に当たって、 平成 五 年 (一九 


九 三年) 「YS 
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の 生みの親」 と 呼ばれ 


る 赤 沢を 産業 犠 記念 財団の 会長 室に 訪ね 
た。 奇跡的と もい える 日本の 高度成長を 成 
離 功 させた、 いわゆる 通産省の 重 化学工業 化 
| 路線を 形づくった 高級 官僚の 一人で も ある 
所 赤 沢は すでに 七三 歳。 通産省を 退職 後、 富 
I  士 通の 副社長、 副会長を 歴任した あと も、 

空 
航 


日本 貿易 振興 会 理事長を 経るな ど、 各種 団 
体の トップと して 精力 的に 活動を 行なって 
g いるせ いか、 元 役人と いぅ 感じは しない。 
むしろ、 企業 経営者と いった 雰囲気で あっ 
た。 

「私は 前線に いました ので、 日本の 戦闘機 
が 戦つ ている 姿を 目の前で 見て いました。 
確かに 昭和 I 八 年 (一九 四 三年) にもなる 
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と、 『零戦』 はグ ラマンに 次々 に 撃ち落とされて いました が、 少なくとも、 昭和 一七 年までは、 
圧倒的に 『零戦』 は 強かった。 i に 強いと いう 印象を 如実に 受けました。 アメリヵの 戦闘機 
との 空中戦では、 『あれが いれば 大丈夫 だ』 という 安心感が 艦隊 全員に ありまし たし、 パィ ロ 
ット 連中 も 日本の 飛行機は 世界一 だとい うこと で、 自信を もっ ていました から …… 。 

それに、 昭和 十四、 五 年 ごろの 日本の 航空 技術、 製造 技術は 世界に 冠たる ものだった と、 そ 
の 当時 も 思つ てました し、 Ar もそう 思っ ています」 

赤 沢は 日米 開戦の 昭和 一六 年 (一九 四 一年) 一二 月に、 三 力 月 繰 上げで S M 帝国 大学 法学部 
を 卒業、 翌年 一月 七日に 商工 省に 入 省、 時の 商工 大臣 •岸 信 介から 辞令を もらった が、 二週間 
後には 短期 霞で 海軍 経理 学校に 入り、 この あと、 「比 敷」 に 着任した。 

赤 沢の 初陣は 日 產 軍が 最初の 大敗 北を 喫する ミッ ドゥ ヱ ー 海戦 (一九 四 二 年) であった。 
このと き、 戦艦の 甲板から 「零戦」 の大 活躍を 目の当たりに していた。 さらに、 日本軍の 潰走 
への 分水嶺と なる 日米 最大の 激戦 地 ガダルヵナル島の 攻防を めぐる 第三 次 ソロモン 海戦 (一九 
四 二 年) には 機動部隊の 一翼を 担っ て 出動した。 「比©」 は 撃沈され、 数々 の 死に 出会う こと 
になる。 

赤 沢は 「比 S が 沈没した ときの 様子を 日記に 生々 しく 綴って いる。 

「十一月 十二 日、 ニニ 〇〇 (注 •ニニ 時の こと)、 当直 交代、 艦橋に 立つ。 猛烈な スコー ル 雷 
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鳴 電光、 四界 暗黒な り。 一旦 サボ 島 付近に て 反転、^ 11 中止の された る も 後に 空の やや 晴 
たるを 見て 更に 三 転して ガ 島に 突っ込む。 二三 三〇 、戦闘 ラッパ。 二三 三 五 頃 『前方に 大型の 
艦が 見える。 巡洋艦ら しい』 との 見張りの 報告。 飛行場 砲撃は S を これ 等 敵 艦 群に 変更。 

照射の 中に 敵 艦は あざやかに 浮かび、 その 瞬時 敵 発砲。 夜戦 艦橋 大 火災の 報。 ぅなる は 敵弾 
か、 味方の 砲 か。 砲弾は 赤、 青の 尾を引いて 我 艦に 迫る。 左に 兵 二 名た おる。 一名は 既に 戦 
死。 はっしと 我 胸に も 弾片 当たる。 思わず やられた と 叫んで 倒れた が、 胸に 当てた 手は 血に 染 
まる も 負傷な し。 猛烈な 機銃 弾の 掃射。 人差し指 位の 赤い 炎が 左右に 飛んで 物凄い。 いつの 間 
にか 服は 鮮血 りんりたり。 いつしか 艦は 交戦の 敵と 離れぬ。 蛇 故障。 見 わたせば 夜戦の 凄烈な 
ことよ。 赤、 青、 黄の 火の玉 海上を 飛び、 砲声は 麻き、 燃 ゆる 敵 艦 随所に 見 ゆ。 夜戦 艦橋の 火 
は 上に 移り 来り、 右舷 非常 ラツ タル も 今 も 使用 不能。 せまき 窓より ロー プが 下ろされた。 下を 
見れば 機銃 甲板では 猛烈な 誘爆、 艦橋 も 既に コンパス 後部より 火を 吹いて いる。 ロープ にす が 
って 一段 一段と 下りる。 やっと 二番 砲塔に 下り、 前 甲板に 下りる。 消火に 努め 朝方 やっと 鎮 
火。 艦は 舵を やられ、 やっと サボ 島 近くに 出た。 

夜明けと 共に 艦は 漂泊。 左舷に 敵 巡を 認め蹦 沈す。 火柱 高く 昇る。 十三 日 午後 一 一時 頃 迄に 敵 
機の 来襲 十回、 爆弾 八 $ 約 六、 魚雷 四。 | 五 〇〇頃 『雪 風』 に 移る。 敵機の 下な り。 

十五 日朝、 更に 『神国 丸』 に 移る。 

主計 科、 主計 長 戦死。 佐 藤、 飯 塚 戦死。 佐 藤の ことは 開戦 前の ことと 思い合わせて 哀れな 
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り。 『比 敷』 沈みぬ。 戦死 約 二百 名。 我が 不思議に 助かりぬ。 嗚呼」 

赤 沢の 戦闘 配置は (ブリッジ) であり、 任務は 戦闘 記録係であった。 「あの 夜の 戦闘の 
さいの 記憶は 今 もな お 生々 しい」 と 赤 沢は いう。 西 田 艦長が 負傷して 倒れる まで 「撃て、 撃 
て」 と 怒号して いた こと、 先任 参謀が 「やられた」 と 叫んで 材木を 倒す ように 瞬時に 即死した 
こと、 そして、 爆風で 倒れた 赤 沢は 「主計 中尉し っかりし ろ」 と 抱き起こされ たこと など。 

傾く 「比 敷」 から 退 艦 するとき、 総員 名簿と 機密 書類を しっ かりと 抱えた 赤 沢は 一番 カツ タ 
1 に 乗り込み、 グ ラマンの 機銃掃射の 下を 「雪 風」 目指して 力漕した。 この あと、 横 須賀に 帰 
投し 、残務整理を 済ませて のち、 海軍省に 顔を 出す と、 すでに 戦死した ものと 思っ ていた 同期 
生たち は 一様に 驚きを 隠さな かった。 

エンジニアの 情熱 

赤 沢は 「戦中 •戦後」 で 次のように 締め括って いる。 

「『比 敷』 の 日々 は 私に とって 痛烈 無比な 人生 経験で あり、 いって みれば 私の 第二次大戦 その 
ものであった ような 気がする」 

この 少し あと、 赤 沢は 歌を 詠んだ。 
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身は たとい 市に あると も 忘れざる べし 砲のう なりと 潮の ひびきを 

そして、 このと きから 半世紀が たち、 赤 沢は 「戦友の 血潮に 濡れ、 槪 C 包まれた 戦艦 比叡の 
艦橋、 昭和 十七 年 十一月 士 二日 未明 ◦この 艦橋を 原点と して 今日まで 五十 年」 と 結んで いる。 

ところで、 官僚と しての 赤 沢が、 1 刖の 体験の みに 引きずられて 「民間 機を」 と 口にした の 
ではない。 この ころ、 日本 経済は 朝鮮戦争 による 米軍の 特需 ブーム を ばねに、 敗戦 後の 混乱 期 
を ひとまず 脱して いた。 そして、 やがて 起こる 高度成長を 前にして、 通産省の 重工業 局 内は 活 
気に 満ち 溢れ、 勢 いづいて いた。 通産省 宣房 企画室に いた 赤 沢ら 若手 官僚は、 今後、 日本の 産 
業 政策を どう 展開し、 また 育成して いくべき かを めぐっ て、 連日 夜 遅くまで 激論を 闘わして い 
た。 そして、 矢継ぎ早に 臨時 機械工業 振興 法、 臨時 電子 工業 振興 法な どの 法律を 作成して、 
次々 と 国会に 上程して いた。 

「そういう 空気の 中に 私は いたのです」 と 強調す る 赤 沢は、 「この 仲間に 一つ 飛行機 も 入れて 
もらおう。 飛行機と いえば なんとい っても 最高級の 精密 工業で ある ことに 間違いない。 航 
空 工業 振興 法を つくらせて ほしい」 といい 出した のだった。 

この 提案に、 さすがの 官房 企画室 も 「航空機まで やる のかね」 との 反応であった。 

「正直 いって、 YS11 に関しては、 通産省 内で 猛烈な 反対が あったの も 事実です が、 航空機 
産業を 日本に 根づ かせたい と 考えて いくと、 どうしても そういう 結論に ならざる をえ 2 いので 
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す」 と 赤 沢は 語る。 

赤 沢は インタビュ ー の 中で 「人情話み たいになる おそれが あるので すが」 と 前置きして、 先 
の やり取りが あった 土 光、 木 村、 堀 越、 そして 新 明 和 興業 (戦前の 川 西 航空機、 現 新明廟 エ 
業)の «! _^、新三菱重エ航空機部門の最高責任者だった荘田泰蔵など「 1 刖からの生粋の 
航空 エンジニアの 方々 の 話に 非常に 心 動かされました。 それが むしろ 中型 輸送機を 国産し よう 
という 基本的な 原動力に なった かも 知れません」 と 述懐す る。 

「技術は 見捨てられた」  , 

浜 離宮を 後に した モノ レ ー ルが 大 森、 蒲 田な どの 風景を 見下ろしながら 東京湾 沿いを 走り、 
やがて 東京 国際空港 (旧 羽田 空港) の 四つ 手前の 駅で 停止す ると、 ほぼ 満員の 車両からは 二、 
三人の ビジネスマン らしき 男たち が 降り 立った。 

ほんの 目と 鼻の 先に ある、 人混みで にぎわう 空港の 華やか さとは 違って、 ここ 整備 場 駅の 昼 
下がりは 人気が なく、 その 名のと おり 工場の 構内 かと 錯覚を 起こさせる。 

窓越しに ジェットエンジンの 巨大な タ ー ビンが のぞいた りする エアライン 各社の オ ー バ ー ホ 
1 ル エ場の 一角に、 三菱 重工業 株式会社 名古屋 航空 宇宙 システム 製作所 羽田 補給 所と 書かれた 
金属 プレ ー トが 取りつ けられて いた。 受付は なく、 タイム カ ー ド だけが 置かれた 裏口の ような 
屋用 『から 階段を 上つ ていく と、 事務所と も 倉庫と も 区別の つかない ガ ラーン とした 室内と な 
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つていた。 

平成五年(|九九三年)四月のある日、そこにィンタビユーを申し込んだ船|^^5が待ち受 
けて いた。 

「私たちが YS11 でつくり 上げた 民間 機の 技術は 見捨てられた のです」 

挨拶を 交わした あと、 塩 原が こちらの 目を じつと 見つめつつ 発した 最初の 言葉で あつた。 
「戦後の 日本で 初めて 手がけた 民間 輸送機で すから、 それは 苦労 させられました。 何もかもが 
初めてだった のです から . 。 

戦中は 『零戦』 だ 『紫電 改』 だな どと、 日本 も 世界に ひけを 取らない 飛行機を つくり 出し ま 
した。 航空機 産業の 規模 も かなりの ものでした。 YS11 のプ ロジェ ク トには 航空機 設計の 経 
験 豊富な 大先輩 が 何人も おられました。 でも その ほとんど すべてが 軍用 だっ たんです ね、 だか 

ら 、誰も 知らない のです、 民間 機を つくる こと、 売る と 
いう ことが どういう ことか。 お客さんに 向かつ て 何を し 
なければ いけな いかがわ かってい なかった のです。 だか 
ら 、大変な 苦労を させられました」 

塩 原は、 YS11 計画の 予備 段階に 当たる 昭和 三 二 年 
(一九 五 七 年) に 発足した 財団法人 輸送機 設計 研究 協会 
(輸 研) そして、 この 機の 設計 •生産 •販売を 行なった 
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日本航空 機 製造 (日航 製)、 さらに、 業務を 引き継いだ 三菱 重工の 現在まで、 一貫して 携わっ 
てきた ただ 一人 残る 設計 技術者で ある。 

彼 もまた 六 年 前に、 三菱 重工を 定年で 退職して いたが、 「YS11 を 最初から 知っている 人 
間が いなくな つてし まぅ と、 何かと 困る こと も 出て くる。 若い ものたち を 教育す る 意味で も、 
顧問と して 留まっ て ほしい」 と 懇願され、 籍を 残す ことにな った。 

「私は 昭和 二 七 年に 大学を 卒業して 三菱 重工に 入りました。 最初から YS11 の 設計に 関わっ 
た 中で、 年齢 的には われわれの 世代が もっとも 年下です。 

この 世代で、 航空機 メーヵ ー の 中に 残って いるのは ほんの 数人です。 YS11 の 製造 中止と 
同時に、 多くの 人たち は 別の 分野に 散っ ていきました。 わずかに この 業界に 残った 人たち もリ 
タィアし ました。 ですから、 YS11 でせ っかく 築き上げた 技術 や ノウハウを 受け継ぐ ものは 
もぅ 日本に いないの です。 われわれが 最後の 世代です」 

「醜い あひるの 子」 

昭和 三 四 年 (一九 五 九 年) 六月から 本格的な 計画 •設計に 入った YS11 は 昭和 三 七 年 (一 
九 六 二 年) 八月に 一号 機が 完成し、 量産 機は 昭和 三 九 年 (I 九 六 四 年) 八月に 型式証明を 取 
得、 昭和 四〇年 (I 九 六 五 年) 四月から 定期 路線に 就航した。 当初は、 民間 機の 素人が つくっ 
たため、 初期 トラブルが 頻発して、 さんざん 手を 焼く ことにな ったが、 次第に 改良され て、 ユ 
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I ザー の 評判 も 上がって いった。 

当時の 中型 輸送機と しては 欲張った 六〇人 乗りながら、 短距離 離着陸を 特長と した YS11 

は 経済性が 高く、 内外の パイロットから 「安定 操縦 性な ど 飛行 性は 総合的に 優れていて、 使い 
やすい」 と 評判は 高まつ た。 

ところが、 昭和 四 八 年度 ( | 九 七三 年度) を もって 製造は 打ち切られた。 生産 合計は 一八 二 
機、 そのぅち 七 五 機が 外国に 輸出され た。 一二 力 国に 輸出され、 民間 エアライン 向けは 一四 五 
機に 上っ たが、 この 数字は、 YS11 の 販売が 終っ た 昭和 四 七 年 時点に おける 西側諸国 内の 双 
発 ターボ プロップ 民間 輸送機と しては、 オランダの フォ ッヵ— 社の フレンドシップ F27 に 次 
ぐ 二位の 記録であった。 

当初は 寿命が 三 万 時間 (約 | 〇 年) くらいと 見られて いた YS11 だが、 丈夫で 使いやす か 
ったこと から、 世界 各国で 中距離 輸送機と して 利用され、 その後 も 飛び 続け、 現在で も 一ー ニ 
機 (一九 九 八 年 七月 現在、 八 〇 機) が 世界の 空で 活躍して いる。 今や 五 万 五 〇〇〇 時間 S 万 
六 〇〇〇 サイクル) を 超えて いるもの すら ある。 

特定の お 客 だけを 相手に する 軍用機と 違って、 民間 機は 大勢の 人の 命を 預かる 世界の エア ラ 
インが 対象 だけに、 メー ヵー への 信用が 売り込みの 成否を 大きく 左右す る。 全く 技術 も 信用 も 
実績 も、 何もなかった 昭和 三〇 年代 末の 後進 工業国 日本に あって、 ほとんど 不可能だろぅ とい 
われながら も、 日本の 航空 技術者た ちは ハイテクの 頂点に ある 民間 旅客機を 開発し、 世界に 羽 


ばた かせた。 

計画段階では 「安かろう 悪かろう の 後進国 日本が つくった 旅客機な ど、 どこの 誰が 買う の 
か」 「I のない のが i と 揶揄され、 試験飛行 のころ 問題が 続出して、 「いつにな ったら 飛 
ぶの か 欠陥 輸送機」 などと 非難を 浴びた。 いわば、 YS11 は 「醜い あひるの 子」 のように 扱 
われた。 

共通す る 無念の 想い  >; 

航空機の 売り込み 競争は 億 単位の 賄賂が 飛び交い、 氷山の 一角に しかす ぎない 「 In f キード 
事件」 が 生まれる ほど 激烈で ある。 どんな 業種に も 勝る 「壮絶な 世界」、 あるいは 賭事と 同じ 
「スポ ー ティ ー ゲ ー ム」 とも 呼ばれる この 業界に、 日本は YS11 を もってよ うやく 足が かり 
を 築いた のであった。 その 努力には 想像を 超える ものが あり、 この 世界の 厳しさを 知らない 人 
間には うかがい 知れない ほどの 労苦が あった。 

ところが、 昭和 四 七 年になる と、 赤字を 理由に、 日本は 民間 機の 製造 販売を 打ち切り、 あっ 
さりと 手を 引いて しまった ので ある。 YS11 に対する 評価は じつに 単純 明快だった。 「技術 
的には 成功した が、 経営 的には 失敗だった」 の 一言で 結論 づけら れ 、切って 捨てられ たので あ 
る 0 

以後、 日本は 自力で 本格的な 民間 機を 開発した ことが 一度 もない。 YS11 の 事業 的 失敗に 
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懲りて、 大きく 後退し、 リスクを 避けた 「寄ら ば 大樹の 陰」 の 道を 選択した。 民間 機の 王者 ボ 
— イング 社の 下請けに 近い B767  (Yx)、 B777 輸送機の 部分的な 開発 •生産に 甘んじ 

ている。 

やはり、 塩 原と 同じ 時期に 設計 技術者と して 日航 製に 加わり、 ともに YS11 を 設計 •生産 
してきた 日本航空 機 開発 協会の 鳥 養 鶴 雄は、 常務 理事の 要職に ありながら も、 歯に & を 着せず 

にこう 語っ た。 

「YS11 で 培った 技術 や ノゥハゥは B767 や B777 には 生かされて いないの です ◦こと 
に、 もっとも 苦労して つくり 上げた 売り込み 実績に よる エアラインとの パイプ や、 プロダクト 
サボー トに ついては、 ボー イング 社が 担当して いますので、 日本は 必要ない のです。 です か 
ら 、この 二つの プログラムでは、 人の 面から いっても、 完全に 切れて いるので す。 

本当は、 一九 八 五 年に、 石 川 島の 専務だった 今 井 兼 一郎さん が 『中国と 民間 機を 共同 開発し 
ては』 といい 出しました が、 あのと きが 最後の チ ヤンス だっ たのです。 もし あのと き 実現して 
いれば、 年齢 的に も、 YS11 の 生き残りが 辛うじて 各社に 残っ ていて、 受け継ぐ ことができ 
たのです。 今からで はもう 遅い のです。 もし YS11 の 後継 機を やる とすれば、 一からの やり 
直しです。 

YS11 は ある 意味では やらなかった ほうがよ かった かもしれ ません。 なぜなら、 今後、 日 
本が 仮に 民間 輸送機の 開発を やろうと するとき に、 YS11 のように また 途中で 放り出す ので 


4〇 


はない のか、 との 不信の 今 心を もたせる 1 刖例 をつ くつて しまったので すから。 信用 第一で 成り立 
つてい る この 世界は そういう ものです」 

一九 七〇 年代 ごろから 急速に 国際 競争力を つけて きた 日本の 技術は、 自動車、 エレクト ロニ 


時計 や カメラな どの！^ 機器の 工業製品 でも 世界を 圧倒した。 
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ありながら、 「なぜ、 航空 宇宙 だけが 日本は だめな のか」 と 人々 は 素朴な 疑問を 航空 関係者に 
投げ かける。 

塩 原と 同じく、 日航 製の 解散まで 看取った そのと きの 取締役 技術 部長 •島 文 雄は、 YS 
の 開発、 売り込みで、 責任者の 立場と して もっとも 苦労した 技術者だった。 七 四 歳に なって、 
現役を 退いて いるが、 「すでに 歴史的な ことと なつて いる YS11 について ィンタビュ ー を お 
願いしたい」 との 申し込みに 対し、 いったんは 断わりの 返事を 受け取った。 

「私に とつて は、 まだ、 過ぎ去つ てし まつた 歴史的な こととは とてもい えない のです。 国の 命 

の 生産が 一方的に 打ち切られ、 日航 製が 解散に なって しまって、 一緒に 苦労した 
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仲間たち を 受け入れて もらえる 航空機 メ ー カ ー がなくて、 エアラィン や 自動車、 その他 別の 分 
野に も 散って いきました。 その 人たち のこと がま だ 目に 浮かんで くるので す。 せっかく YS1 
であれ だけ 苦労して 築き上げた 技術は 全く 無駄だった のです。 正直 いって、 まだ 割り切れぬ 
思いが あります」 
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落ち着いた、 抑えた 口調で 語る 島であった が、 話が 進む につれ、 表情の 奥には、 まだ とても 
諦め 切れない 無念の 思いが にじみ 出て いた。 

こうした YS11 についての 思いは、 何も この 三人 だけでなく、 ィンタビュ ー した 人たち の 
ほとんどに 共通して いた。 航空 業界の リ ー ダー である 三菱 重工に あって、 航空 宇宙 部門の 最高 
責任者で ある 日 根野穣 常務取締役は、 塩 原な どと ともに YS11 の 設計を 手がけた 若手 だっ 
た。 その後、 防衛庁 向け C1 輸送機、 T 2 咼讓習 機、 ボー ィング 社との B777 輸送機の 共 
同 開発に 携わり、 たえず、 業界の 主流を 歩んで きた。 

YS11 が トラブルに 苦しみ、 悪戦苦闘した とき、 日 根 野は 若手の 代表格と して、 月に 二 五 
〇 時間を 超す 残業に よって 諸問題を 克服した。 「あの ころは、 あまりに 近くに いたた めに、 必 
ずし もい い 飛行機 だとい える かどう かとい う 不安が ありまし たが、 三〇年 飛んで、 特に これと 
いった 問題がない。 今にして みれば、 いい 飛行機だった と 思って います。 それに、 YS11 に 
対しては それ こそ 命懸けで やりました から、 悪口を いわれる と、 腹が立ちます」 と 冗談 混じり 
ながら も 語気を 強めて 話す。 

関わった 多くの 人たち が、 今な お割り切れぬ、 無念の 思いを 抱き 続けて いる 国産 輸送機 YS 
11 プロジェクトとは 一体 何であった のか。 

YS11 は 日本で 初めて 開発され た 本格的な 中型 民間 輸送機だった。 その 当時の 日本では、 
国民は もちろん のこと、 政府、 政治家、 マスコミ も 含めて、 民間 機、 特に 旅客機を 開発す ると 


42 


はどうい うこと か、 その 特殊性が 全くと いって いい ほど 理解され ていな かった。 理解し ようと 
もしな かった。 そして、 自動車 や 船舶と 同じような 尺度に よって、 表面的な 評価、 判断が 下さ 
れ たのだった。 YS11 に 関わった 技術者に いわせれば、 それは 「いまだに 続いて いる」 の 
だ 0 

苛烈な ビジネス 

昭和 五一 年 (一九 七 六 年) 七月 二七日、 ロッキ ー ド 社の トライ スタ 1 機の 売り込みに 伴う 裏 
工作の 発覚に よって、 時の 総理大臣 •田 中 角栄が 逮捕された、 この 「ロッキー ド 事件」 の 背景 
は、 民間 機 ビジネスの すさまじい 内幕を 浮き彫り にし、 その ほんの 一端を 垣間見せ て くれた。 

ロッキ L ド 社は 第一 一次 世界 大 1 刖 から 旅客機の 名門と して その 名を 馳せ ていた。 戦後 も、 優 
美な スタイルの 高 _ 四 発 プロペラ機、 コン ステ レ ー シ ョン •シリ ー ズを 送り出して、 ダグ ラ 
ス 社と 世界の 市場を 二分して いたが、 一九 六〇 年代から 花形と なる ジェット 旅客機の 開発では 
後れを取る ことと なった。 米ソの 東西 対立が 激化す るに 従い、 軍用機の 生産に 大きく 傾斜した 
からで ある。 

朝鮮戦争を 経て、 さらに ベトナム戦争が 泥沼 化する 中で、 ロ ッキ L ド 社は C130 輸送機、 
C5 ギャラ クシ _1 輸送機、 P3C オラ イオン 対 潜 哨戒機な どを 大量 受注し、 軍用機の 生産 だけ 
で わが 世の 春を 謳歌す る ことができた。 そんな 中、 念願だった 民間 機 部門に 再度 進出す る こと 
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を 決定し、 経営の 多角 化を 進め、 ジェット 旅客機 LI 
011 ト ラィス タ— を 開発して 新規 参入を 図ろぅと し 
たので ある。 

ところが、 長く 遠ざかっ ていた 旅客機 開発だった た 
一 め、 いくつもの 誤算が 生じて 完成は 遅れた。 当初 見込 
夕んで いたょり はるかに 巨額の 費用が かさみ、 赤字を 累 
ィ積 させ、 アメリカで 一、 二を 争ぅ 航空機 メ^  — 力^ — の 口 
a ッキー ド 社が 窮地に 追い込まれた。 「救済 か 倒産 か」 
1011 をめ ぐって 政府の 公聴会が 開かれる ほどだった。 「倒 
KL1 産は 社会的 影響が 大きく、 国防の 見地から 国益に 反す 
| る」 との ニクソン 大 の 政治的 決断で 倒産は 回避 さ 
ッれ 、なんとか 生き延びる ことにな ったので ある。 

口  その 当時、 共産圏を 除き、 世界の 大型 旅客機 市場の 
ほとんどは ボ^ — イング 社と ダグラス 社が おさえて い 
た。 これに なんとか 食い込もうと 、ロッキー ド 社が な 
り ふり かまわず 売り込んだ。 その 結果が ロッキ ー ド 事 
件と なつた ので ある。 それは、 他の 工業製品とは 比べ 


キ 
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ものに ならない ほど 特異性を もった 民間 機 ビジネス ならではの 実態を 明らかにし ていた。 

ロッキ ー ド 社 ばかり か、 戦前は 全米の 輸送機の 九十 数 パ ー セントまで も 占めて いた ダグラス 
社 も、 昭和 四 二 年 (一九 六 七 年) には 破産 怒 ]! S に 陥り、 軍用機で 莫大な 利益を あげていた マク 
ドネ ル 社に 吸収合併 された。 民間航空機の 王者 ボ ー イング 社で さえ も、 超音速 旅客機 SST や 
米軍の 次期 大型 輸送機の 受注 失敗、 エアラインの 景気 低迷で、 一時期、 倒産の 危機に さらされ 
た。 

そんな すさまじい 世界で、 ロッキー ド 社よりは るかに 信用 も 実績 もない 後進 工業国の 日本 
が、 昭和 三〇 年代 末から、 YS11 の 売り込みを 開始した ので ある。 その 困難 さがい かなる も 
のであった か 想像が できよう。 

島は 「欧州諸国では、 二十 数年 もの 間、 赤字が 続きながら、 エアバスを バックアップし 続け 
て、 ここまで 発展 させて きたので す。 やれば できない ことは なかっ たはず なのです」 とも 語 
る。 

彼が こう 指摘す る 例は、 YS11 の 生産 中止が 決まった ちょうど 同じ年に、 欧州の 仏、 独 
(昭和 四 七 年には スペイン、 昭和 五 四 年には 英が 参加) が 共同出資して 設立した 民間 機の 開発 製 
造 会社 エアバス •インダストリ ー 社の ことで ある。 相 前後して 取り組んだ 英仏 共同 開発の 超 音 
速 旅客機 コンコルド プロ ジヱク トは 一六 機を 生産した だけで 中止と なり、 当時の 金額で 一兆 円 
近い 大 赤字を 発生 させた。 
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慢性化した 「 英国 病」 による 経済の 停滞、 ポンド 危機 下に あった 英国は この 赤字の 半額を 負 
担しつつ も、 さらに、 二十 数年に わたり、 エアバスの 開発に 巨額の 資金を つぎ 込んで きた。 今 
では、 民間 機の 王者 •米ボ ー ィング 社の シヱ アを 確実に 侵食し、 第二 位であった 米マク ドネ 
ル •ダグラス 社を 追い抜いて、 三 〇 パー セント 以上を 占める までに 成長した。 

しかし、 エアバスは、 今な お 決算を 一般 公表で きない ほどの 赤字で ある。 最近は 販売機 数 も 
増えて、 改善され てきた とはいえ、 売っても 売っても 赤字が 減らない « 態が 続いて いる。 それ 
でもな お、 欧州諸国は 国の 威信を かけ、 ハィテク 産業の 育成を 名目に 全面 支援し、 事業を 続け 
てきた。 最近に なつて、 ようやく 将来 的な 見通しを 得る ところまで こぎ 着けようと している。 

そうした 実例 も ある だけに、 経済大国と いわれながら、 こと 航空機 産業に 関して 日本は いか 
にも お 粗末で、 政府、 産業界の 一貫性を 欠いた 姿勢が ひときわ 目立って くる。 

ともあれ、 母体 企業の 日航 製は 消えても、 産み落とされた YS11 の 翼 だけは、 今 もな お 世 
界の 空を 飛び 続けて いるが、 あとに 続く 機種は なく、 まさに 孤独な 飛行で ある。 

敗戦から 半世紀が たとうと している 今日、 赤字を 理由に Y S 1 1 の 生産 中止を 決定した ころ 
の 否定的な 見方とは 全く 逆の 方向から も 問いが なされる ようになっ てきた。 

東西 冷戦 構造の 崩壊に よって、 先進 各国と も 軍事 予算の 大幅 削減が 行なわれつつ ある。 これ 
まで も 一時的には こうした 削減が あった ものの、 長期的に みての 低落は、 戦後、 半世紀 近くが 
たった 今回が 初めてで ある。 日本の 航空機 産業の 売上の 八〇 パー セント 以上を 占める 防衛 需要 
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は 平成 五 s  (一九 九 三年 度) から 実質的な 削減と なり 、ム溪 とも 予算の 伸びは 期待で きず、 
こうした 傾向が 続く 見通しで ある。 

世界に 向けて 売り込む 努力の 必要の ない、 「親方日の丸」 の、 ただ 防衛庁 だけを ひたすら 当 
てに して 発展し 続けて きた 日本の 航空機 産業は 岐路に 立たされ こいる。 入溪、 世界的 規模で 行 
なわれ つつ ある 軍需から 民需への 転換の 波に 乗り 後れまい と、 模索を しはじめて いるが、 その 
手がかり すら 一向につ かめない まま 苦戦して いるの が 実情 だ。 

あると すれば、 欧米諸国からの 民間 機の 下請け か、 欧米の 巨大 航空機 企業が 主導す る 共同 開 
発に 参加 させても らう ことを 頼みと する しかない。 だが、 彼ら もまた 国防費の 削減で 軍需の 仕 
事 量が 低下し、 日本に 出す ほどの 量は もちあわせて いない。 

そんな 中、 「YS11 プロ ジヱク トを 通じての 最大の ミスは、 その 生産 販売を 打ち切った こ 
とで あつた」 といい 切る 航空 関係者 もい る。 

日 根 野 も 述懐す る。 「確かに 経営 的には 問題が あったが、 苦しくても、 赤字で も、 YS11 
を あの まま 続けて いれば、 今は もう 少しなん とかな つていた といえる かも 知れない」 
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第 I 章 五 人の サム ライ 


通産省 航空機 武器 課 

昭和 二〇年 (一九 四 五 年) 八月 一 五日の 敗戦に よって 日本は 無条件降伏し、 ポツダム 宣言に 
基づき、 占領軍は 対日 方針と して 財閥 解体、 農地 解放、 旧 陸海 軍の 徹底 解体を 進めた。 

九月 ニニ 日には 「降伏 後の 日本に 関する 米軍の 最初の 政策」 が 発表され、 「武壮 靡 除 並に 軍 
国 主義の 抹殺」 の 一項に よって、 約 三 力 月間、 軍用機、 民間 機と もに 徹底的に 破壊され た。 続 
いて 二 四日には 民間航空機 および 部品な どの 生産 も 禁止され た。 

さらに、 二月 一八 日、 GHQ  (連合国 占領軍 総司令部) は 覚書を 発表し、 民間 機の 航空 活 
動 も 含め、 航空機の 生産 •研究 •実験を 始めと して 一切が 禁止され た。 運輸省 航空 局は 一二 月 
三 一日を もって 廃止され、 そのほか、 大学の 航空学 科 および 航空 研究所な どもす ベて 廃止され 
て、 「日本の 空には 模型飛行機 すら 舞ぅ ことが なくなっ た」 とまでい われた。 
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ところで、 第二次世界大戦 末期の 連合国 内部では、 日、 独、 伊の 敗戦 処理を めぐって 利害が 
対立し、 すでに 確執が 始まって いた。 

戦後に なって 米ソの 決定的 対立を 迎えて、 東西 冷戦の 時代へ と 突入して いった ◦昭和 一 一四 年 
(一九 四 九 年) 一〇月 一日、 毛 沢 東 率いる 共産党 紅 軍の 勝利に よって、 日本と 海を 隔てた 大陸 
には 中華人民共和国が 成立した。 勢いを 増す 共産 勢力は 朝鮮民主主義人民共和国 (北朝鮮) を 
経て さらに 南下し、 これを 嫌った アメリカが あと 押しす る 韓国 (南 朝鮮) との 間で 昭和 二 五 年 
六月 二 五日 未明、 北緯 三 八 度 線を 境に して 全面的な 戦争の 火蓋が 切って 落とされた。 戦火は 一 
挙に 拡大し、 日本を 含む 極東 地帯 だけでなく、 東と 西の 陣営に 二分して、 世界を 緊張 させた。 

朝鮮戦争の 勃発と 相 前後して、 米国は 日本への 共産主義の 浸透を 警戒し、 それまでの ポッダ 
ム 宣言に 基づく 対日 占領 政策を 大きく 転換 させた。 むしろ、 日本に 軍備を もたせる ことで、 共 
産 主義への 防波堤の 役割を 担う 国と して 育て上げよう とした。 

その 総 仕上げが、 昭和 二 七 年 (一九 五 二 年) 四月 二八 日に 発効した 対日 講和条約 (サン フラ 
ン シスコ 条約)、 日米安全保障条約 であり、 それに 先立つ 三月 八日に、 G H Q から 日本の 航空 
機 製造 事業の 再開が 許可され た。 同じ年の 八月 一日、 通産省 重工業 局 内に 航空機 課が 新設され 
る ことにな つた。 

歴代の 課長 および 課員たち は、 航空機 武器 課 一一 五 周年 記念 作文 集 「翼の ある 部屋」 の 中で そ 
れぞれ の 時代を 以下の ように 振り返って いる。 
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初代 課長の 井上 亮は 第一の 任務と して 「平和条約の 締結で、 日本 国が 独立国と なり、 占領 政 
策が 終了した ことに 伴い、 従来、 ポツダム 勒 令で 禁止され ていた 航空機の 生産、 武器の 製造を 
制限 的に、 かつ 秩序 ある 統制 下に 許可し ようとい う 政* {夹 施の ための 行政機関 とする」 ことを 
挙げてい る。 そのための 具体策と しては、 航空機 製造 法 および 武器 製造 事業 法を 策定して、 国 
会の 審議を 受けて 施行す る ことで あった。 国会では 野党から 「憲法 (第 九条) 違反の 法律で あ 
る」 と 激しい 批判を 浴び、 強硬に 反対され た。 

一方 「占領 行政が 解かれた とはいう ものの、 なお 強力な 極 裏 H 軍 や 米陸軍の 駐留は 続いて い 
たため、 ここからの 修理 発注 も あり、 また 行政 そのものへの 干渉がなかった とはいえない 時期 
であっ た」 (前掲 書) と 井上は 控え目に 当時の 実情を 述べて いる。 

また 技官の 山野 正 登は 「航空機 工業とは いえ、 当時は 修理と 部品 製造の みで 未だ 製造 組立の 
ない 頃で、 課長の お供で 明治 生命 ビルに あった 極東 米空軍 司令部に 日参した。 MURPHY と 
いう あから 顔の 空軍 大佐 (のちに ボー ィング 社の 副社長) が 資材 部長を つとめて いたが、 彼を 
訪れた 井上 課長は、 タンクの 如き 体軀で 見上げる ような 大男に 堂々 と 米軍 機 修理の 国内 発注を 
要請した。 

(中略) 今 井 (裕) さん、 宝 金 (昭 造)、 前 原 (実 男) 等の 諸兄と 神 田 明 神の 旅館 や、 代々 木 
上 原の 寮で ジェ ーンの 航空機 年鑑と 首っ びきで 徹夜 作業を した ものである。 (中略) 鉛筆な め 
なめ 作った 試案が 新聞に ス クープ されて 上司から お目玉を 頂戴 じたり で、 どうも 余り ^ i いくな 
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い 思い出 ばかりの よう だ」 (前掲 書) 

さらに、 昭和 二 七 年の 四月から 特別 調査 室に 移って、 武器 等 製造 法を 立案す る 作業を 進めて 
いた 木 村喬 頼は 次のように 回顧して いる。 

「とにかく、 民間航空機 もま だ 発達して いなかっ たし、 戦争 中の 記憶 もま だ 消えて いなかった 
当時の 世間の 空気と しては、 航空機、 とくに 兵器の 生産は、 その 頃 私生児の 産業だった という 
思い出が 残る」 (前掲 書) 

戦争の 深い 傷痕を まだ ひきずって いた 日本国内では、 航空機 生産と いえば 反射的に ィコー ル 
軍需産業、 死の商人 あるいは 再軍備へ とつな がるとの 見方が 強かった。 事実、 朝鮮戦争に とも 
なう 米軍 特需の 修理 仕事が 各 飛行機 メ ー ヵ ー の 売上の 大半を 占めて いた。 

昭和 二 九 年 七月、 二 代 目の 課長に 就任した 宮本惇 は 述べて いる。 

「私が 航空機 課 時代の 仕事と いえば、 航空機に 関しては F86 及び T33 の 生産に 係わる 日米 
の 協議でした」 (前掲 書) 

昭和 二 九 年 六月に 防衛庁 設置 法、 自衛隊 法が 公布され、 それまでの 保安 隊が 改組され て 陸海 
空 三 自衛隊が 誕生した。 このため、 航空機 課の 主な 業務は、 始まろう とする 米国 製 戦闘機 や 練 
習 機の ラィセンス 生産に 関連した ものであった。 

宮 本は 初代 課長 時代から 集められた 陣容に よって 「航空機 課の 二〇 人で 防衛庁の 一八 万人に 
対抗す るんだ という 気迫に 満ちて いた」 と 当時の ことを 強調す る。 業務の 内容から も わかる よ 
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T33 ジエッ ト 練習機 


うに、 航空機 課と いっても、 民間 機の 生産 
は ほとんど なく、 防衛庁 向けの 軍用機が す 
ベて といっ てよ かった。 武器 も 扱う ことか 
ら 、翌年には、 内容に ふさわしい 航空機 武 
器 課と 改称す る ことになる。 

しかし、 三代 目の 課長が 就任す るに 及ん 
で 様子は 変わって くる。 

昭和 三〇年 (一九 五 五 年) 一二月一日、 
m 空 機 武器 課の 三代 目 課長と して 赤沢璋 
一が 就任した。 

赤 沢は 「航空機 武器 課長と して 三年 半 も 
やらせて もらった が、 私の 職歴の 中で も 一 
番長い のです」 と 述べる とともに 「この 課 
の 課長 在職 期間と しては 最長 記録の ようで 
す」 と さりげなく 口にする。 この 記録は、 
彼に とっては 密かな 自慢で も あった。 猫の 
目の ように クル クル 移動して 回る 政府 役人 
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にあって、 この 言葉の 裏に ある ものは、 単に 在職 期間の 長さ だけを 意味す るので はなかった。 
日本で 唯一の 本格的な 民間 輸送機を 自らの 発案で 実現し えたと する 自負が 含まれて いる。 

彼は 航空機 武器 課長 だけでなく、 その後、 昭和 四〇年 (一九 六 五 年) 六月には 航空機 行政に 
絶大な 権限を もつ 通産省 重工業 局 次長に、 そして 昭和 四 四 年 (一九 六 九 年) 一一 月には 局長 も 
つとめる ことになる。 日本の 航空機 政策は 赤 沢を 抜きには 語れない。 

前任 課長が 仕事の 山と した 防衛庁の F86 や T33 の 組立、 生産に 関する 日米 取り決めが こ 
の 年の 昭和 三〇年 六月に 成立し、 それぞれ 七〇 機、 九 七 機の ラィセンス 生産が 軌道に 乗ろうと 
していた。 おぼつかない 足取りながら、 まがりなりにも、 よちよち 歩きし はじめた 防衛庁は、 
昭和 三 三年 (一九 五八 年) から 三 五 年 (一九 六〇 年) までの 第一 次 防衛 力 整備 計画を すでに ス 
夕^ — 卜 させて いた。 

戦前の 中島 飛行機を 引き継ぐ 富士 重工業は、 昭和 三〇年 六月に 自主 開発した LM 連絡 機の 初 
飛行を 成功 させ、 同じく 連絡 機の L19 に関して 米 セス ナ 社と 技®^ 携 した。 このほか、 川 崎 
航空機 工業、 東洋 航空、 岡 村 製作所な どが 次々 と 軽 飛行機を 開発し、 さらには、 日本 ジ ヱッ ト 
エンジン 株式会社 (NJE) が 戦後 初の ジヱ ット エンジン Jol を 前年 一二 月に 完成 させて い 
た。 

こうした 努力の 一方では、 日本の 航空機 メ ー カ ー が、 防衛庁の 選定 候補に なりそう な 有力 機 
種を もつ 欧米 メ ー カ ー と ラィセンス 契約を 結ぼうと、 先を 争うよう にして 次々 と 押し かけ、 
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「ラィセンス 料を つりあげて、 自らの 首を 絞めて いる」 とジ ャーナ リズムで 酷評され たり もし 
ていた。 

「日本の ダィヤの指輪」 

そんな 時期に 航空機 武器 課長の 辞令を 受けた 赤 沢は、 これまで 日本が 手を つけて いなかった 
民間 機の 構想を 描いて いた。 それだけで なく、 「できる ことなら、 防衛庁 機と 民間飛行 機を う 
まく 共通の ものに できない かとい う 考えが あった ことは _ です」 と 述べる ように、 需要が 少 
ない 日本の 実情を ふまえた 現実的な 路線 も 併せ もっていた。 

再開 後の 日本の 航空機 工業では、 朝鮮戦争に ともない 米軍が 日本 企業に 発注した 軍用機の 特 
需 修理が 航空機 工業の 全 生産額の 大半を 占めて いたが、 その ブーム も 終って、 昭和 三〇 年に 
は、 景気の 端境期に 当たって いた。 防衛庁 需要を 主と する 売上が 昭和 三〇 年の 一四 億円から、 
三 一年には ニー 億円に 急増し、 特需の 売上を 追い越した。 明らかに 特需 産業から 防衛 産業への 
転換を 遂げて いた。 

この 年、 日本の 民間 航空は 占領下の 制約から 解き放 たれ、 新しい 胎動を 始めて いた。 昭和 二 
六 年 八月に 設立され た 日本航空、 翌年の 一二 月に 設立され た 日本へ リコ プタ I ( 全日空の 前 
身) や 極東 航空な どは、 次々 と 新しい 輸送機を 購入 するとと もに 路線を 開設し、 三月には、 運 
輸省 航空 局が 羽田、 伊丹な ど 四 空港の 管制 権を 米空軍から 引き継い でいた。 
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一方、 世界に 目を 向ける と、 経済性 や 安全性では 劣る ものの、 速度が 速い 利点を 生かして、 
航空 輸送が 花形に なろうと していた。 たとえば、 アメリカの 一九 四 六 年から 一九 五 四 年までの 
約一〇 年間に おける 航空 輸送の 旅客 マイルは 約 五 九 億 旅客 マイル (約 九 四 億 九 四 八 七万キ ロメ 
—ト ル。 旅客 マイルは 乗客 一人ひとりの 飛行 距離を トー タルした もの) から 約 一六 九 億 旅客 マ 
イル (約 二 七 一億 九 七 一七 万キ ロメー トル) と 三倍に 増加して、 今後は さらに 伸びが 大きくな 
る ものと 予想され ていた。 

日本で も、 昭和 三 一年の 航空 旅客 数は 航空 再開した 昭和 二 七 年の 三 •五倍の 三 六 万人に 急増 
して おり、 五 年後を 考えても、 かなり 伸びる であろうと 予想され た。 赤 沢は この 伸びの 分を 国 
産 民間 輸送機で まかない たいと 思つた。 

赤 沢は 当時の 民間 輸送機に ついて、 次の ような 顕著な 二つの 傾向が 表われて いたと 強調す 
る 0 

「一つは 国際 路線を 中心として 大型ジ ヱッ ト 輸送機が 出て きた ことです。 アメリカの ダグラス 
DC8、 ボ ー イング B 707 、イギリスの コメット、 フランスの カラベル などが 国際 路線で 競 
争を 始めた。 日本航空 でも、 ダグラス DC8 の 四 機の 注文を 取りつ けて いた。 

二つ目は ロー カル 線の 中型 輸送機の 問題です。 日本の 国内 航空路 線は 強力な 整備 拡充が 行な 
われようと していました。 この 路； ^充に ともなう 航空機の 増強を いかなる 機種を もつてする 
かが、 大 問題でした」 
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ダグラス DC  3 


そのころ 、ダグラス 社が 戦前に つくった 
傑^^の DC3 プロペラ機が 世界の 空で 約 
一万 三 〇〇〇 機 も 使われて いた。 軍用 輸送 
機と して 使われて いた DC3 や C46 が、 
終戦と なつて 民間 機と して 払い下げられた 
り、 改造され たりして、 市場に 大量に 出回 
ったので ある。 航空機 史上に おいて、 あと 
にも 先に も、 一機 種で 一万 三 〇〇〇 機 もの 
民間 機が 使われた 例はなかった。 この 代替 
需要が 大変な 数になる 見通しで、 各国と も 
当て込んで、 新しい 航空機の 開発を 進めて 
ぃた。 

「日本と 同じょぅな 小国で ある オランダ 
は、 フォ ッカ ー 社の フレンドシップ F27 
を 世に 送り出し、 ィギリス も 試作を すすめ 
ていた。 これに 後れを とる と、 日本の 航空 
機 産業の 健全な 育成が できない。 おそらく 
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一〇 年後に 航空 輸送は 急激な 勢いで 伸びる だろう。 日本 だって 航空機 利用は もっ ともっ と 大衆 
化して いくだろう」 これが 赤 沢の 読みであった。 

国産 輸送機を 開発して、 欧米が 狙う DC3 の 代替 需要の 一角に 日本が なんとか 食い込めない 
ものだろう か、 と 赤 沢は 考えた ので ある。 それだけ ではなかった。 

彼は 今にい う キャ ッチ フ レー ズのコ ピーが 絶妙で、 時代を 先取りし ていた。 皂刖の 「航空機 
工業 ダイヤモンド 論」 を 展開して、 これ また 近年の 論調と 似た 産業構造の 転換を ぶち あげたの 
である。 

「航空機 工業は 日本の 産業に とっても 将来の 輸出に とっても 大変 意味が ある。 第一、 裾野は 広 
いし、 非常に® で： 価値が 高い 工業 だから、 技術 開発に よる 波及 効果 も 大きい」 を 持論と 
して 吹聴して 回っ ていた。 

「どんな パ ー テイ ー でも、 そのと きに ご 婦人が どんな 洋服を 着て いても、 やっぱり ダイヤの 指 
輪 一つ 持って いないよ うな 人は 一流では ない。 産業の 国際 比較を してみ た 場合、 やっぱり 小粒 
でもい いから ダイヤが ほしい。 航空機 工業は、 その 意味では 小粒で あっても ダイヤであって、 
航空機 工業を もっていない 工業国は、 世界の 中では 一流の 工業国と しては 通用 しないん じ やな 
いだろう か」 

敗戦の 痛手から ようやく 立ち直り かけ、 なんとか 日々 食べて いける 程度に なった 昭和 三〇年 
代 初めの この 時期で ある。 高度成長への 幕開きには まだ 時間が 必要だった が、 赤 沢は 将来を 見 
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込んで、 早く も 欧米 先進国を 十分 念頭に おいた 日本人の プラィド、 ナショナリズムの 炎を 燃や 
そうとして いた。 

「こういう 絶好 機に む ざむ ざ 指を くわえて、 米軍 機の ラィセンス 生産 だけ やって おってい いも 
のか、 結局、 そこから 民間 輸送機の 開発に 踏み切った のです」 と 語る。 

日本の 空を 日本の 翼で 

ところで、 こうした 持論を 展開す る 赤 沢の 戦後の 軌跡は こうで あった。 

福 岡で 敗戦を 迎えた 主計 中尉の 赤 沢は、 九州 地方 海軍 部の 残務整理を 終えて、 この 年の 一一 
月に 商工 省に 復帰した。 

「人事、 経理、 庶務を 担当す る 主計 官と いうのは、 船が 沈む とき もそう です が、 最後まで 残る 
一人なん です ね。 最後に 金銭 出納簿を もって 経理 局に 納めに いって、 人事 関係は 人事部へ 行っ 
て、 かくかくし かじかで 残りは 毛布 何枚で、 いくらの 金額が 残って と、 すべて 物品 明細書を そ 
ろえ て、 その後、 人事部からの 検閲が あって、 『確かに ある。 よし わかった。 ところで、 今度 
おまえは どこへ 行け』 となる のです。 敗戦のと きもそう でした」 

赤 沢は 残った 金を 日本銀行 福 岡 支店に 納め、 「まさに 海軍の お 葬式を 出した という 感じで し 
た」 と 振り返る。 

赤 沢は また 昭和 二 七 年から 通産省 宣 房の 企画室に 二 年 ほど おり、 日本の 産 糧 興の ための い 
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わ ゆる 重 化学工業 化 路線に ついて、 毎日の ように 省 内の 若手と して 論議を 戦わして いた。 鉄鋼 
や 化学と いった 国の 基礎を 支える 素材 産業は 大 々的な 設備投資を 行なっ ていた。 

「鉄は 国家な り」 とする 重 化学工業の もっとも 基礎になる 鉄鋼 産業は 飛躍的に 生産 量を 伸ば 
し、 八幡 製鉄、 富士 製鉄、 日本 鋼管の 高炉 三 社 体制から さらに 川 崎 製鉄が 千 葉に、 住友 金属が 
和歌 山に 一貫 製鉄所を 建設して、 五社 体制に 移ろうと していた。 

化学 も 同様であって、 海岸線に 巨大 コンビ ナ ー トを 次々 に 建設し、 通産省の 主導に よる 石炭 
から 石油への 大 々的 転換が 行なわれた。 三 井、 三 池 炭鉱な どの 合理化、 さらには 閉山へ と 向か 
うこと が 既定 路線と なり、 やがては 泥沼の 反対 闘争が 展開され る ことになる。 

世界は、 まさに 新しい 石油 時代に 入ろうと していた。 通 産宣房 企画室 も 含めて、 重工業 局 内 
の 赤 沢ら が、 さんざん 議論して きた ことは 「重 化学工業の 筆頭で ある 鉄は これから 猛烈な 勢い 
で 伸びて いくだろう し、 化学は 石油化学 工業と して 華々 しく 登場す るだろう。 これらは 基幹 産 
業で ベ ー ス だから どうして もやらん といかん し、 ム r 後と も 応援して いく けれど、 この 歴史的 大 
転換期の 問題は、 このべー スの 上に 載る 建物は 何 か」 という ことだった。 赤 沢は 強調す る。 

「化学 も 鉄鋼 も 素材 産業 だ。 確かに 将来と も 基幹産業 であり 続ける だろう が、 その 一方で、 諸 
外国の 例を 見ても、 果たして 中枢 的な 産業で あり 続け るんだろう かとい う 疑問が ありました。 
素材 産業の 上に 何を 築き上げ るかの 議論の 末が、 震 加工 組立 産業を 振興して いかなければ な 
らな いという 結論でした。 電気、®® などの 付加価値の 高い S 加工 組立 産業を どう 育成す る 
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かが 中心 議題でした」 

具体的には 工作 § であり、 諸§ を 構成す るね じ や 歯車 や ベアリング などと いった 要素 部 
品で あり、 部品 工業 (サポ ー テ イング •インダストリ ー ) をまず 育成す る ことで あった。 

そして、 三代 目 航空機 武器 課長に 就任した 赤 沢に とっては、 それが、 震 組立 産業の 頂点に 
立つ、！ 一^で 高 付加価値を もつ 航空機 工業の 育成であった。 

当面する 課題は 「生産の 波が 激しい 防衛 需要に 全面的に 頼る のでは なく、 どのよう にして 航 
空 機 生産を 安定 的に しかも 継 の ある ものと していく か」 であった。 また 「日米 安保条約の 
下では、 日本と アメリカの 機種の 統一な どの 事情に より、 防衛庁 機を 直刖で 設計から 始めて 製 
造す る ことは、 おそらく 一〇 年、 一 五 年 かか っても できないで あろうし、 せいぜい ライセンス 
生産が 限度だろう」 との 見方 も あった。 

赤 沢は 当時の 日本の 航空機 工業の 主流であった 防衛 需要に 無知であった わけでは ない。 

赤 沢は 昭和 二 九 年 六月 九日に 施行され た 防衛庁 設置 法に 基づき 設けられた 防衛庁 調達 実施 本 
部 (調 本) に、 昭和 二 九 年 四月から 出向して、 調整 課長に なった。 それまで、 陸海空の 自衛隊 
は バラ バラで 物資 調達を していた が、 一元化して 効率を 上げよう との 考え方から、 「通産省 か 
らも 誰か 人を 出せ」 となって 赤 沢に 白羽の 矢が 立った のだった。 

赤 沢は 上司から 「調 本へ 行って、 とにかく レー ル だけし いて こい」 といい 渡された。 調 本は 
東京 江 東 区の 越 中島に ある ® 刖の 商船大学の 跡に あり、 「私 も 長年 役人を やりました けれども、 
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便所 行く のに 傘 さして 行っ たという のは あそこ だけです」 という ほどの ぼろ 家であった。 

防衛 一 課長には、 後の 国防会議 事務局長の 海原 治が おり、 制服 組と シビルが 半々 くらいで あ 
った。 赤 沢の 役割は、 アメリカ 式の 横 割り システムだった 調達に ともなう 契約、 原価計算、 検 
査 といった 三つの 部の 調整を する 役目であった。 ほとんど 前例ら しきものがなかった ため、 規 
則を いくつ もつ くり、 設立した ばかりの 調 本の 地なら しを 行なっ た。 

防衛庁では すでに、 F86、 T 33 の 後継 機を どうす るかの 議論が 出て いた。 一年 ほどした 
ところで、 赤 沢は 「今度は 通産省に 帰って 航空機 武器 課長を やれ」 といわれ、 増 原恵吉 防衛 次 
官 (後の 参議院議員) に 退任の 挨拶に 行った。 

すると 「君は まだ 満期が きて なくて、 一年ち ょっ とで 満期 除隊とは いかない が、 防衛庁と 非 
常に 縁の ある 航空機 課長と いうと ころで、 わが 庁 も 大変 お世話になっ ている から、 喜んで 返す 
ことにした」 と 冗談め かしに いわれた。 

だから、 赤 沢は 「私は いささか 防衛庁 あるいは 防衛庁 機に 関する においは かいで いた」 と自 
負す る。 情報の 集まる 調整 課に いただけに、 彼は 防衛庁の 置かれて いる 実情を 認識して いた。 
その 彼が あえて 民間 機の 開発に 取り組むべき だとい い 出した ので ある。 

「大型の ジェット機を 開発す るのは 今の 日本の 実力では とても 無理 だが、 中型 輸送機な らば 不 
可能では ない」 とする のが 赤 沢の 結論であった。 

国産 中型 輸送機の 実現に 向けた 出陣を 前に、 航空機 武器 課員が 交わす 合言葉は、 これ また 赤 
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沢の コピー 「日本の 空を 日本の 翼で」 だった。 そして、 昭和 三 一年の 三月から 赤 沢は 外界に 向 
って 行動を 開始した。 

まず 手初めに、 東京 会館で 機体 メ ー カ ー の 各 首脳と 個別に 会談を もって、 中型 輸送機の 国産 
化 計画に ついて 意向を 打診し、 その 反応を 探った。 

後に これらは 「東京 会館 シリー ズ」 と 呼ばれる ことになるが、 このと きの 相手は いずれも 各 
企業の 航空機 部門で 中心的役割を 果たしていた。 新 三菱 重工業の 荘田泰 蔵 副社長、 由 比 直一航 
空 機 部 次長、 堀 越 二 sia 術 部 次長、 川 f 航空機 工業の 砂 野 仁 副社長、 土 崎英利 常務、 中 南 ® s ^l 
取締役、 富士 重工業の 吉田孝 雄 専務、 太田稔 航空機 部長、 新 明 和 興業 (戦前の 川 西 航空機、 現 
新 明 和 工業) の 河 野 博 常務、 菊 原静男 技術 顧問、 日本 飛行機の B 崎 正 見 社長、 昭和 飛行機の 岩 

ぶち しんじ 

淵 新 治 専務ら であった。 

その 結果 「積極的、 消極的の 差 こそ あれ、 一様に 賛意の 表明が あった」 と 赤 沢は 述べる とと 
もに、 「勇ましい 川 崎の 砂 野 仁 副社長は 強烈な 方で、 ずいぶん 尻を ひっぱたかれた」 と 印象を 
語る 。 

また、 新 明 和と 新 三菱の 一一 社は 積極的であった。 三菱 や 川 崎な どょり 規模の 劣る 新 明 和は 防 
衛 庁から、 これと いつた 仕事 も 受注す る ことができないで いたから である。 

一方、 三菱 重工は 戦前、 中島 飛行機と 双璧を 成した 日本を 代表す る 航空機 メ ー カー であった 
が、 航空 禁止に なって、 行き場を 失った 技術者、 作 _ たち 多数を 自動車な どの 別の 部門に 移 
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動 させて 温存して いた。 それに 荘 田は 新 三菱に あって 航空機 部門を 代表す る 人物と して、 かね 
てから、 次のよぅに 航空機 工業の 育成 強化を 主張して いた。 

「従来、 わが国は 海運、 造船 国と して 世界に 重きを なし、 かつこれ によって わが国 経済の 発達 
に 寄与す ると ころが 非常に 大 であっ たが、 今後は 航空 国、 もしくは 航運 国と して 航空 輸送 およ 
び 航空機 製造を 発達 させ、 わが国 経済の 発達に 貢献す る ことは、 大いに 期待し える ところで あ 
る。 かく あらしめ るた めには、 国家は 育成 施策を 速やかに 樹立し、 各国の 航空 霧 送界に 伍す 
るの 自覚を 明に する 必要が ある」 (「経団連 月報」 一九 五三 年 五月 号) 

また、 同じく 新 三菱の 由 比は 正月 早々 の 昭和 三 八 年 (一九 六 三年) 一月 一日 付の 「航空 新 
聞」 で、 当時の 赤 沢との やり取りに ついて 記して いる。 

「昭和 三十 年 春、 (中略) その 当時、 同じ 航空機の 仕事で しばしば 赤 沢 氏に 面接し、 互いに 意 
見 交換す る 機会が 多かった ので あるが、 そのぅちに 赤 沢 課長が 航空機 工業の 特殊性、 航空機 エ 
業 振興の 必要性、 航空機 工業の 輸出 産業と しての 適格 性に ついて 十分なる 知識を もち、 その上 
に 立脚して 航空機 工業の 振興に ついて 非常な 熱意を もって おられる のを 感知す る ことができ 
た。 この ことは 私に とり 非常な 喜びで あり、 また 百万の 援軍を 得た 感じで、 私に 勇気と 自信を 
与えて くれた」 

続いて 由 比は、 日本の 航空 再開 直後の 昭和 二 七 年 八月に 発行され た 英国の 週刊誌 「ォブ ザ ー 
バ丄に 掲載され た、 いまだ 深刻な 経済 危機の もとに あえいで いる 「英国の 将来を 再考す る」 
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と 題す る 次の ような 論文に いたく 共鳴して いる。 

「努力と 耐乏 だけでは 不十分で あり、 産業構造の 大幅な きりかえが 必要で ある。 そして 最新の 
材料から 最も 大きな 利益を あげる 可能性の ある ものを 選び出し、 他の 産業は 縮小 解体して もい 
いくらいの 覚悟が 必要で ある。 例えば 世界で 独占的な 地位を 占めて いる ジヱ ット 航空機を 伸ば 
す ことで ある。 自動車の 値段は 使用 資材 トン 当たり 六 百 ポンドで あるが、 ジヱッ ト 航空機は 二 
万 ポンドで ある。 はるかに 安い 日本、 ィンドの 綿糸 布と 競争す るよりも、 これを 放棄して その 
技術と 労力を 他に 転用すべき である」 

由 比は 日本が 置かれた 状態は まさに 英国と 同じで あり、 たとえ ジヱッ ト 航空機は 無理と して 
も、 航空 工業を これから 伸ばして いき、 大いに 輸出して いくべき であると 強調して いた。 

由 比と 考えを 同じく する 赤 沢は、 持論で ある 「日本に おける 航空機 工業を ダィヤモンド とし 
て 育てて いきたい。 それに 民間 企業です から、 当然 安定 的な 需要が あり、 安定 的な 生産が 継続 
していかなければ 成り立たない。 そういう 意味に おいて 輸送機を 中核に 据えて、 その上に 防衛 
庁 需要を のっ けて いくべき ではない か」 と 宣伝して 回った。 

通産省の 空手形 

しかし、 各 航空 企業の 置かれた 状況から して、 きわめて 難しい プロジェクト である ことは 誰 
しも 十分に 予想して いた。 赤 沢は そのころ の 各 企業の 姿勢を 次のように 述べて いる。 
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「ただ、 これが 果たして 企業 的に 採算が 合う かどう か、 正直に 言って 誰も わからなかった。 だ 
から、 ぜひ 私に やらして ください、 私が やります、 という 人は 一人 もい なかった。 そういう 意 
味では やっぱり 誰かが オ ー ガ ナィ ズ をし、 あるいは リ ー ドして いかなければ、 なかなか ああい 
う ふう (YS11 の 実現) にはなら なかっ たと 思います」 

表面上の 派手な 言動は 別と して、 各 企業の 本音は おおむねこう だった。 「一応は 計画に 乗る 
だけ 乗って おこう、 特に 損する わけで もない」。 国が 金を 出し、 しかも、 業界を 指導して いく 
立場の 通産省が やろうと する 計画に 特に 反対す る 理由は ない として、 消極的 賛成の 姿勢が 見ら 
れた 。少し プロジェクトが 進めば、 見通し もは っきり してく るだろう から、 そのと きになっ 
て、 本格的に コミットす るか どうかを 会社 全体として 判断して 決めても 遅くはないだろう とす 
る ものだった。 

昭和 二 七 年 春の 航空 再開の ころは、 敗戦から まだ 七 年し かたって おらず、 各社は 戦前に 大輪 
の 花を 咲かせた 記憶が まだまだ 鮮明に 残っ ていた。 いずれも、 「夢よ もう 一度」 と、 大いに 期 
待した ものだった。 

しかし、 この ころに なって くると、 かなり 様子が 違って きていた。 防衛庁 機の 導入な どで、 
アメリカの 巨大 航空機 企業、 ロッキー ド 社やノ ー スア メリ カン 社、 GE 社、 ビーチ •エア クラ 
フト 社な どと 実際に 接触し、 工場を 見学したり すると、 これら 企業が 取り組んで いる 技術 開発 
の 規模は あまりに も 巨大で、 その実 If を 知る につれ、 敗戦 前の 日本とは 大 違いで ある ことが わ 
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かつてき た。 これから 日本が 世界の 巨大 航空機 メ ー カ ー に 伍して いくな ど、 とうてい 不可能に 
近いとの 思いを 深めて いた。 

赤 沢と 会談した 富士 重工業の 太田稔 航空機 部長は、 富士 重エ璧 口 併 前の 宇都 宮 車両 時代、 昭 
和 二 八 年から 二 九 年に かけて 半年 間、 ビーチ •エア クラフト 社を 訪れた。 これらの 米 企業の 中 
でも もっとも 規模が 小さく、 主に 小型 機を 生産して いた 企業で ある。 防衛庁が 採用した 初等 練 
習 機 T34 の 技術 導入の ためで あるが、 そのと きの 印象に ついて 太 田は こう 述べて いる。 

「もっ とも 痛感した ことは 生産技術の 相違で ある。 戦後 可成り の 年月が 経っ ている とはいえ、 
まさに (戦前の 中島 飛行機とは) 雲泥の 想埋 という 驚きであった」 (『飛翔の 詩』) 

太 田は 戦前 •戦中、 中島 飛行機に あって 戦闘機 や 爆撃機な どの 主要 機種を 設計し、 日本が 初 
めて 欧米に 追いついた とされた 九 七 式 戦闘機 や 「隼」 「疾風」 などの 設計を 担当した 技術者 
だった。 

こうした 航空 工業に おける 日本の 後れ だけでなく、 通産省には 前科が あった。 「通産省の 空 
手形」 といわれた 日本 ジェットエンジン#^ 会社 (NJE) の 前例であった。 

航空 再開 直後の、 まだ 富士 重工の 大合 併が ある 前の ことだった。 旧 中島 飛行機を 構成す る 富 
士大宮 工業、 大 宮富士 、富 士 精密、 それに、 新 三菱、 石 川 島な ど 五社が 集まり、 戦前 •戦中に 
はほんの わずかし か 経験の ない ジェットエンジンの 開発が 重要で あると して、 共同出資し、 会 
社を 設立す る ことにな った。 これには 通産省 も 大いに 乗り気で、 音頭を 取り、 かなりの 額の 助 
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成を する 方針を 決めて いた。 

ところが、 いざ 準備に 向けての 検討：^* が 始まり、 欧米の ジェットエンジン 開発に ついて 調 
ベて いけば いくほど、 日本が 手がける ことの 難しさが わかって きた。 すると、 通産省は ての ひ 
らを 返した ょうに、 消極的と なり、 資金の 援助は しない ことを 決めた ので ある。 

すでに、 昭和 二 八 年 七月に NJE は 設立され、 人材 も 設備 も 投入して 日本 初の 国産ジ ヱッ ト 
エンジン Jol を 開発し、 続いて J3 エンジン も 開発し ょうとし ていた 矢先の ことで あった。 
通産省に 梯子を はずされ、 補助金は 受けられず、 代わって 防衛庁が 「J3 の 導入を 予定す る」 
とはして くれた ものの、 かなりの 額の 資金は 各社が 負担す る ことにな った。 

そうした 実例が ほんの 二、 三年：！ 刖 にあった だけに、 各社は 「今度 も NJE の 二の舞な のでは 
ないか」 と 疑って かかり、 慎重な 姿勢を 見せて いた。 もちろん、 日本の 実力から して、 世界の 
エアラィンに 通用す る 中型 輸送機を 開発で きる のか、 信用 も 実績 もない 国産 機を 国内 外に 売り 
込める のか、 との 疑問は きわめて 強かった。 

中型 輸送機の 国産 化 構想 

ともあれ、 赤 沢は 業界 も 巻き込む 形です でに 動き 出して いた。 

赤 沢は まず 手 初めと して 「通商産業 研究」 (一九 五六 年 五月 号) に 論文を 発表して、 「航空機 
関係に おいては、 高度 かつ 広範な 試験 研究を 行なう 必要が あり、 しかも 担当 事業者に 資金 的 余 
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裕 のない 現状に おいて 一層 強力なる 助成 措置を 講ずる 必要が あろぅ」 と 訴え かけた。 

昭和 三 一年 五月 三〇 日、 通産省の ビル 五 階に ある 航空機 武器 課で、 記者を 前にして 赤 沢は 中 
型 輸送機の 国産 化 計画の 構想を 初めて 明らかにした。 業界 記者で ある 航空 新聞社の !! € «! 11 は 
「YS-11』 の 中で そのと きのこと を 記して いる。 

「実は、 君 (注 •記者) も 薄々 感づいて いるか もしれ ない が、 三十 二屢 予算の 大綱 審議と 関 
連して、 民間、 軍用 そして 輸出に アベ イラ ブルな 中型 輸送機の 国産 化 計画を 検討して いる 


ヮシ (注 •赤 沢 課長) は 航空機 武器 課長に 就任 以来、 航空機 工業の 振興を はかる ため、 税制 
面、 金融 措置な ど 一連の 助成 対策に ついて 検討を 重ねてき たが、 この 反面、" 安定した 航空機 
工業" の 再建を はかる ためには、 より 広範で、 継続的 需要の 確保が どぅしても 必要で あると 考 
えた。 輸送機 だ。 輸送機を つくる 以外に 安定した 航空機 工業の 再建は あり 得ない」 

赤 沢が 就任 以来 あたため ていた 構想で、 しかも 戦^® の 試み だけに、 話には 熱が 入った。 翌 
日の 新聞に、 この ニユ ー スの 大きな 見出しが 躍る ことは 目に 見えて いた。 

梅 沢 記者は そのと きのこと をこぅ も 記して いる。 

「こいつは いける。 ビッグ ニ ユース に 緊張した 記者は、 赤 沢 課長の 語りを 一言 片言 も 聞き漏ら 
すまいと、 思わず 身を 乗り出した。 航空機 生産と いえば、 ラィセンス 契約に よる 防衛庁 向けの 
戦闘機、 練習機 以外は あまり 考えられな かつた 時代で あり、 この 輸送機 国産 化 構想は、 非常に 
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画期的な ものであった」 

来年 度 予算に 計上す るなら、 夏 前までに は ほぼ 計画 や 予算の 内容が 固められて いなけれ ばな 
ら ない。 計画を オ ー プン にした 赤 沢の 動きは いっそう あわただし さを 増した。 

翌 六月の 一三 日、 航空 エ髪 w の 第 四 五 回 定期 理事会に 出席した 赤 沢は、 すでに 知れ わたって 
いる 中型 輸送機の 国産 化 構想に ついて 説明し、 「メ— カー 側の 考え も 盛り込んだ 計画案を 七月 
中旬までに 提出しても らいたい」 と 要請した。 通産省が 思い切った 中型 輸送機の 計画を 打ち出 
した 主な 背景には、 先の 産業の 高度 化、 輸出 産業の 育成に 加えて、 次の ような 方針が あった。 

(1)  防衛 需要への 一辺倒と なって いるが、 それ も 昭和 三 五 年 ごろには 頭打ちに なり、 その 先 
の 需要 見通しが 不明の ため、 今後 安定 的な 発展を 図る 必要が ある。 

(2)  今後、 航空 輸送の 飛躍的な 増大が 予想され、 DC3 の 代替 需要を 狙う ことに 加えて、 軍 
用と 民間 用と を 兼ねた 輸送機と して 計画す る ことで 生産 機 数を 確保し、 さらに、 アジアへ 
の 輸出が 期待で きる。 

とする 需要 見通しで ある。 

赤 沢 課長からの 検討 要請を 受けた 航空 エ は、 二日 後の 一 五日に 懇談会を 開いて、 各社で 
検討した 案を 突き合わせて、 結論を 出した。 

メ ー カ ー、 ユ ー ザ ー として 望ましい 中型 輸送機の 主な 仕様は、 四 〇〜四 五 人 乗り、 搭載 エン 
ジン 三〇〇 〇 馬力 級の 夕— ボ プロップ ニ 発、 総 重量 二〇〜 二 五 トンで あるとの、 かなり おお ざ 
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っばな 内容であった。 

じつは この 仕様は、 新 明 和が 運輸省の 研究 予算に ょってす でに 進めて いた 独自の 計画 内容 
—— 六 年後に DC3 に 代わる 短距離 輸送機 I を かなり 反映した ものであった。 

戦前 •戦中は 大型の 二 式 飛行艇 や 「紫電 改」 などの 名 機を 生んで 独自の 技術を つくり 上げた 
新 明 和 だが、 同業 他社に 比べて 経営 基盤が 弱く、 資金 も 設備 も 劣って おり、 戦後の 航空 再開 後 
の 動きでは、 新 三菱、 川 崎、 富 士 などと 比べて 出遅れて いた。 この ころの 航空 エ戀 2X は、 防衛 
庁 機の 受注を めぐって 熾烈な 受注 合戦を 演じ、 裏では 虚 々実々 の 駆引きを 繰り広げ ていた。 

航空機 製造に 関する 認可 権限を もつ 航空機 武器 課の 担当者には、 仕事中 だけでなく、 自宅に 
まで もメ ー カー が 夜討ち 朝駆けで 押し かけて きて、 働き かける ほどだった。 

防衛庁が F86、 T33 と 合わせて 予定して いた P2V7 対 潜 哨戒機を めぐって、 新 明 和は 
昭和 二 九 年から 受注 活動を 開始して いた。 すでに F86 を 受注して いた 新 三菱、 T33 を 受注 
していた 川 崎な どから も、 「次の P2 V は、 旧 日本海 軍の 大型機の 専門 メ ー カー であり、 これ 
まで 二 年 近く も 可能な 限り 資料を 集め、 関係 当局に 協力して きた 新 明 和が、 当然 契約 会社に な 
る もの」 と 思われて いた。 

ところが、 新 明 和が 防衛庁から 受け取っ た 通達は 「主 契約 会社は 川 崎 航空機 工業と し、 もし 
希望す るなら ば、 下請け 協力 会社を 新 明 和 興業と する」 であっ た。 

早くから 受注 活動を 繰り広げ ており、 「このょぅな 結果になる とは、 当初 夢想 だに しな かっ 
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た。 ただ、 この 数 力 月 来の 各方 面の 動きから ある 種の 予感がない ではなかった が、 まさかと い 
う 気持ちの ほうが 強かった。 しかし、 現実には っきり 決定され てみ ると、 会社 幹部を はじめ 担 
当 者 一同 茫然と して 涙 も 出なかった」 (『新 明 和 工業 二十 年 史』) 

このょうに 防衛庁からの 受注では ハン ディを もっていた 新 明 和は、 1 刖の 大型機の 開発、 生 
産の 実績から、 運輸省の 技術 研究 補助金を 受け、 同社の 中：^ 術 者であった 菊 原 静男や 徳田晃 
一を 中心に して、 短距離 輸送機の 研究を 進め、 模型を 製作す るな どして 風洞 実験 も 行なっ てい 
た 0 

一年を かけて 検討され た 新 明 和の 研究は、 軍用 一辺倒の 1 刖の 航空機 メ ー ヵー にと って 馴染 
みの 薄かった、 ICAO  (国際 民間航空機 構) の 安全 基準を 満足す ると 同時に、 運航 費を もっ 
とも 安くす るには どういった 輸送機の 諸元で あるべき かとする 本格的 内容で あった。 

それまでの 日本は、 民間 輸送機に 真正面から 取り組んだ ことがない だけに、 開発す ると すれ 
ば、 せいぜいが DC3 を 近代化した 程度の、 与圧 室な しの 安価な レシプロ 機 あたりが ロ ー ヵル 

線には 適当と する 考え方が 幅を きかせて いた。 その 意味で、 新朋 和が まとめた 基礎 M - 短 

距離 輸送では、 与圧 室 装備の 三〇 席から 五〇 席、 区間 距離 五 〇〇浬 (約 九 二六キ ロメ ー トル)、 
滑走 距離 一二 〇〇メ ー ト ルと し、 ぜいたくと 思われて いた 夕 1 ボブ ロップ 機の ほうがむ しろ 経 
済 的で あり、 DC3 の 代替 機で ある ことを 示した この 研究の 意義は 大きかった。 

そんない きさつ も あり、 もっとも 進んで いた 新 明 和の 計画案を 基本に しながら、 航空 工業 会 
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としての 案を まとめて 通産省に 提出した ので ある。 この 案を 受けて、 今度は 航空機 武器 課が 昭 
和 三 一一 年度 予算 要求の ための 五 力 年 計画案を つくる ことにな った。 輸送機の 主要 籠に ついて 
は 五月 ごろから 八月に かけて、 堀江 寛 技官が 中心に なり、 若い 事務官の 前 原 実 男と ともに、 航 
空 エ*^ からの 意見 や 資料、 新 明 和の 研究な どを 参考に しながら まとめ あげた。 

鷄 

通産省 VS. 防衛庁 

堀江は 昭和 一七 年 (一九 四 二 年) に 東京 帝国 大学 航空学 科に 入学し、 戦時中は 林毅 助教授の 
下で 軍からの 委託研究に 携わった 経験が あった。 とはいっても、 航空 そのものと いうより、 ジ 
ユ ラル ミンが 不足して きたた め、 代替 材料と して スチ ー ルに できる かとい った 研究だった。 こ 
の ほか、 ドィツが 開発して いた vl n ケットに 類す る ものを つくる ため、 発信す る パルスに よ 
って 装置が 振動す る ことを 防ぐ ための 防 振 ゴムの 弾性 テストを やったり、 「まる ケ ( © )」 と 呼 
ばれる 赤外線を 使った ダラ ィダ ー 爆弾の 軌道 計算な どを 担当した。 

このの ち、 敗戦に よって 航空学 科は 廃止され、 応用数学 科と 改称され て、 昭和 ニー 年 九月に 
卒業した。 「卒業した ときには、 航空と いう 言葉す らいうのを 憚られる 状況だった」 とも 述べ 
る 堀江は、 特許 標準 局 や 中小企業庁で _ 分野の 指導を 行なった りした のち、 本人の 希望 も あ 
って、 昭和 一 一七 年 三月に、 航空機 課の 準備室に 引っ 張られた。 

当時、 通産省 内には 航空機を 知る 者が ほとんど おらず、 堀江は 航空機 武器 課と なってから も 
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技術的な 仕事を こなす 貴重な 存在と なった。 その 堀江が 計画案を まとめた のだった。 

諸元 乗客 数 四 〇〜四 五 人 乗り、 搭載 エンジン ニ 四 〇〇〜 二 六〇〇 馬力 級の 夕— ボ プロップ ニ 
発、 総 重量 一九〜 二三 トン、 全幅 三 〇メー トル、 全長 ニー〜 二四メ ー ト ル、 巡航速度 毎時 四 八 
〇キ ロメー ト ル、 航続距離 二〇 〇〇キ ロメ ー トル。 

特長は、 日本には まだ 整備され ていない 戦前からの ロー ヵル 空港が 多く、 滑走路が 短いた 
め、 仮に 一つの エンジン故障に ょって 片発 だけで 離陸す る 最悪の 場合を 想定して、 最大 滑走 距 
離を 一一 〇 〇メ ー ト ルに 置いた ことだった。 すると、 通常の 双発の 離陸 時の 滑走 距離は 八〇〇 
メート ルになる とした。 エンジンは 当時、 ロ ー ルス •ロィス 社が 開発した 夕— ボ プロップ 式の 
ダ ー ト エンジン シリー ズを 念頭に 置いて いた。 この 基本的な 1 諸元は、 新 明 和の 菊 原ら が検 
討して いた 構想が 基礎に なって いた。 

昭和 三 一年 七月に 入る と、 次年度の 予算 要求を めぐって 各省 庁の 動きは 活発に なって いた。 
並大抵の 努力では この 計画が 実現で きない ことは わかりきっ ていた。 協力を 取りつ ける ため、 
赤 沢は 通産省 内は もちろん のこと、 各省 庁を 精力 的に 回って 説いた。 「この プロジェクト はと 
て も 一省、 一局で できる 仕事では ない」 とみて いたから だった。 

防衛庁で 担当す る 装備 局 航空機 課長には、 通産省から 行った 赤 沢の 先輩に 当たる 黒津 兆太郎 
がいた。 赤 沢は まず 彼に 「通産省と しては 最初から 設計の 中に 防衛庁の 要求を 入れる ょぅにす 
るから、 ひとつ 防衛庁 側が 見た 防衛庁 用の 輸送機に ついて、 この 程度の 範囲で 基礎的な 設計 研 
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究を やって おいて もらえば うちに も 使える よ、 という やつを 出して くれ」 と 頼み込んだ。 

赤 沢は アメリカ などで も 行なって いる 軍用機の 民間 機への 転用を さらに 推し 進めて、 両者が 
兼用で きる 案を 頭に 描いて いた。 「通産省 一人で やっても、 反対され たのでは しようがない」 
との 考えから でも あった。 

赤 沢は 各省 庁で 知り合いの 課長 クラスを 動員して 、プロジェクト チー ムを 発足 させ、 七月 一 
二日、 鈴 木義雄 重工業 局長の 名で 招集し、 公式な かたちの 四 省庁 会議が 開かれた。 そこへ 通 産 
省の 「中型 輸送機 国産 化 五 力 年 計画」 の 概要が 提出され、 議論が 交わされた。 

主に 運航 面を 監督 下に おく 運輸省 航空 局は、 各 エアラィンと 相談した 結果、 輸送量が 急増し 
ている 線には 大型 高速 機が 必要で あり、 ロー カル 線との 機種の 共通 化は 無理で ある 。国産 輸送 
機は ロー カル 線を 主体に して 計画すべき であるとの 考えを すでに 通産省に 伝えて おり、 DC3 
の 近代化した 機種を ィメ ー ジ していた 観が あった。 

だが、*-% は 「省庁 会議 そのものに ついては サポ ー トして くれたが、 いわゆる、 国産 機が 開 
発で きれば いいと いった 程度で、 疆 的に 協力して くれた わけでは なく、 反対は しないと いう 
程度だった」 と 堀江は 語る。 

計画の 概要は、 昭和 三 二 年 (一九 五 七 年) の 初^® は 八 〇〇〇 万円と し、 設計 研究を 主な 作 
業と する。 昭和 三 二 年から 三 三^; にかけ ては 模型を つくって 風洞 試験 やその ほかの 各種 試験 
を 行なう。 三 四^ K からは 先行して 進める 強度 試験 用の ゼロ 号 機の 試作に 着手 するとと もに、 
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下半期からは 飛行 試験 用の 一号 機の 試作に も 着手す る。 三 五 年度 中には 二号 機の 試作に 着手す 
るな どであった。 試作に 要する 予算 総額は 二 九 億 五 〇〇〇 万円であった。 

航空機 武器 課と しての 計画案 (予算 書) をつ くった 堀江は 当時を 振り返りな がらこぅ 語っ 
た。 「来年 度 予算と して 要求す るので、 きちっ とした 予算 書の 形に しなければ なりません。 立 
案 当初、 業界から 予算は 二〇 億円く らいでは ないかと 聞いて いて、 実際に 計算し はじめて みる 
と、 強度 試験 装置な どに も かなりの 金が かかる し、 とても こんな 金額 じ や 足りない となっ た。 
本気で 予算を 組む となると、 じつに 大変 だとい ぅこと がわ かってき たのです」 

堀江は 赤 沢に 「予定の 二〇 億円が こんなに 膨らんで しまいました」 と 報告した。 すると 赤 沢 
は 「それは、 いいよ、 いいよ」 とさ ほど 気にする 様子で もなかっ た。 とりあえずは 、もっとも 
らしい 予算 書を つくる ことが 何よりも 重要で あった。 

この 計画案の 問題点の 一つは、 いざ 飛行機を 設計 するとな ると、 設計 技術者が 一 〇〇人 以上 
は 必要になる ことだった 。もっとも 規模の 大きい 新 三菱と いえ ども、 まともな 設計者は せい ぜ 
いが 二〇人 程度し かおらず、 それ も、 防衛庁 機で 手一杯の 状態で ある。 とても 民間 輸送機に そ 
んな 人数を 引き当てる ことは できない のが 現状だった。 

少し 検討して いくと、 大きな 問題が 山 ほど あり、 前途 多難な ことは 誰し も 想像が できた。 

決定に 向けた 会議は 次々 と 続き、 中で も 最大の 山と なる 第 六 回 航空機 生産 審議会が 昭和 三 一 
年七月二〇日に第三公邸で開かれた。 51' ^? 湛山会長の代理として岡野保次郎議長、同じく石橋 
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湛山通 産 大臣の 代理と して 石 原 武夫 事務次官、 鈴 木義雄 重工業 局長な どの ^ a Jfl および 説明の の 
ち、 議事に 入った。 防衛庁 機な どに 関する 議題を 終え、 最後に 赤 沢が 中型 輸送機 計画の 説明を 
行ない、 審議に 入った。 

意見は 予想に 反して、 慎重 ムー ドが 支配的であった。 特に、 需要 見通しに ついては リスクが 
あるた め、 十分 見き わめ、 慎重に 進めるべき であると 指摘され た。 しかし、 計画の 趣旨には お 
おむ ね 賛成で あり、 この結果を 受けて、 計画は 一気に 加速され る ことにな った。 

七月 二 五日、 運輸省 航空 局は 各 エアラィン などと 協議し、 「三、 四十 人 乗りの、 幹線よりも 
ロー カル 線を 主体に した 機種が 望ましい」 などの 方針を 決め、 細かい® 0B 要求を まとめた。 

これに 対し 防衛庁は、 計画には 賛成で あるが、 設立して 間 もない ため、 将来 的な 国産 輸送機 
を 検討す るな どの 長期的な 計画は まだ もち 合わせて いなかった。 「当面する F86 や T3  3 の 
ラィセンス 生産、 ジヱッ ト 練習機の 国産 化 だけで、 検討 も 予算 も 含めて 手が まわらない。 財政 
的な 援助 もとても できない」 との 姿勢であった。 

「最終的には 防衛庁 案と 運輸省 案の 両方の 案が あまりに 開きす ぎて どうに も 一致で きな かっ 
た」 と 赤 沢は 実情を 説明す る。 通産省が 抱く、 ® 刖 •戦中の ような 軍用、 民間 用と もに 一種 類 
の 輸送機で なんでも 間に合わせよう とする 構想は、 戦後 のこのこ ろには 通用せ ず、 もろく も 崩 
れ去 った。 

今の 時点で ただちに 結論を 出す ことは とても 無理で あり、 予算 要求の スケ ジユー ルから して 


ボーイング B52 爆撃機 


も 時間 的な 余裕はなかった。 このため、 赤 
沢は 次の ょうな 見解を 発表した。 

「運輸省と 防衛庁の 要求は 合致して い 
ない が、 月と ス ッボン ほどの 差は ない。 し 
かし、 二 機種の デザィンは 必要と なろう。 
その 場合は 民間 用を 基礎に 防衛庁が 独自の 
立場で 改造 設計を 加えれば ょい。 したがっ 
て、 この 計画は あくまで 民間 用を 主体に 進 
める 方針 だ。 防衛庁は 第二次 防衛 計画で 輸 
送 機 問題が 表面化す るので、 民間とは 時期 
的に ズレる ことにな ろう」 (fYS-11』) 
一般的に、 世界の 民間 機 開発は この 逆の 
順序を 取って いた。 昭和 一一 九 年 (一九 五 四 
年) に 完成され た B707 の 原型 機 367 

—  80 ジ ヱッ ト 機は、 それ 以前に 同社が 開 

発した 半 空軍の B47、 B52 といった 大 
型 ジェット 爆撃機な どで あらかじめ 技術的 
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な 確認が なされた うえで、 その あと 民間 機に 適用して いた。 ジャンボ ジ ヱッ ト 機 B747 でも 
そうであった。 だから、 基礎試験 や；^ そのほかの 装置 機器の 開発に かかる 費用は これによ っ 
て 大幅に 軽減され ていた。 

とかく 軍用機は 安全性より 篇 RE 重視と なり、 高度な 新技術の 開発を 目標と する が、 費用は 国 
防 予算で 消化され、 その 恩恵を 民間 機が 受け継ぐ スピン オフの やり方で ある。 しかし、 経験 も 
実績 もない にもかかわらず、 日本が 戦後 初めて 手がける 民間 輸送機の 開発は、 最新 鋭とは いか 
な いまでも、 新技術の 開発 も 費用 もす ベて 自前で 負担し なければ ならない。 それだけ 余計に ハ 
— ドルが 高く、 ともなう リスク や 困難が より 大きい ことを 意味して いた。 

外国 メ— カー の 売り込み 

こうした、 日本の 輸送機 計画を 聞きつ けた 世界の 機体 や エンジン メ ー カー 首脳ら は、 この 機 
を 逃すまい と 次々 と 来日した。 「完成 機の ライセンス 生産を しない か」 「わが 社の エンジンを ぜ 
ひ 搭載して ほしい」 などと 売り込みに きた。 

まず 最初に やってき たのは、 極東 地域に も 事務所を 構える ロー ルス •ロイス 社であった。 英 
国の 名門と して、 第二次世界大戦では 傑作 エンジン 「マリー ン」 を 一 五 万 台 以上 も 生産して、 
ナチ ス ドイツを 航空 戦で 打ち破り、 その 名を よりいっ そう 高めた。 そのころ、 いちはやく ジェ 
ット エンジンを 開発し、 戦後は 台頭して くる アメリカの プラット アンド ホ イッ ト ニー 社 や G E 
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社、 ライカ ミン グ社 などと 伍して、 世界を 舞ム ロに 活躍して いた。 

昭和 三 一年 七月 五日、 ロ ー ルス •ロイス 社 駐日 代表の マクドナルド (マクドナルド 商会) お 
ょび 駐オー スト ラ リア 代表の パ ー ティ ー が 通産省に 赤 沢を 訪問し、 同社の タ ー ボ プロップ エン 
ジン 「ダ ー ト」 の 売り込みを 行なった。 この ころ、 戦前までの 主流であった ピストン エンジン 
に 代わって、 次代の 花形と して ジヱッ ト エンジンが もてはやされ ていた。 世界で 数多くの メー 
ヵー が ジェットエンジンの 開発に 乗り出し、 競い合って いたが、 実用化され たものは 少なく、 
その 中で、 遠心 式 夕— ボ プロップ エンジンの 「ダ ー ト」 は 高く 評価され、 すでに 世界の 空を 飛 
ん でいた。 

ところで、 現在 も 広く 実用化され ている ジ ェッ ト エンジンは 、夕— ボジ ェッ ト、 タ ー ボプロ 
ップ 、夕— ボ シャフト、 タ ー ボ ファンの 四 種類に 大別され、 圧縮機の 形式では、 遠心 式と 軸 流 
式と が ある。 

この ころ、 マッ ハー 以上の 高速 性を 有する 戦闘機 や ジェット 旅客機な どには、 夕— ビンの 後 
方に ある 絞られた 円筒形の 出口から ジェット 噴出して その 反動 力で 飛行機を 飛ばす 夕— ボジェ 
ッ トが 使われて いた。 

これに 対して 夕 1 ボ プロップ 機は、 エンジン 前方に 取りつ けられた 減速 歯車 装置を 介して プ 
ロ ペラを 回転 させ、 その 推進力で 飛行機を 飛ばす ので ある。 ターボ プロップ 機の スピー ドは 速 
くても マッハ 〇 •七 程度まで しか 出ない が、 燃料 消費 率が ょく、 小型から 中型の 輸送機、 対 潜 
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哨戒機な どに 多く 使われて おり、 それほど 
高い 高度は 飛ばない。 

それは ともかく として、 この 年の 秋、 赤 
沢が 「非常に 刺激的で もっとも 意識して 手 

本に した」 といぅ オランダの フォ ツカー 社 
が 新鋭 機の フレンドシップ F  2  7 を もって 
日本に やってきた。 「ぼく も 羽田で デモ フ 
ライ トのと きに 乗せて もらっ たのです が、 
じつに りっぱな 飛行機でした。 これは 国産 
機を 開発したい としていた われわれの 闘志 
を 大いに かきたてました」 と 語る。 

来日した フォ ツカー 社の フォン •デイー 
ペン 技術 部長の 目的は 「フレンドシップ 機 
を 共同 生産 (ライセンス 生産) しない か」 
との、 執 糊な までの 誘い かけであった。 

「アジアの 地域は 日本に 任せて いい、 おれ 
たちは ヨーロ ツバと アメリカを テリ トリ ー 
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とする」 という 条件で、 八 r#、 アジア 向けと して 見込まれる 生産 量の 具体的な 数字を 挙げて 示 
してきた。 これに 対して 赤 沢は フォ ッカ— 社が 催した レセプションの 席上で 「日本は 日本の 力 
で 開発す る」 と 大見得を 切った が、 それでも、 デイー ペンは 引き下がらなかった。 

フォ ッカー 社に 対して 「私は 真っ 向から 挑戦した」 といき まく 赤 沢は 「今に あなたの フレン 
ド シップを 追い こす ほどの 優秀 機を 世界中に 売って 見せる」 と 豪語した。 

「赤 沢さん、 今から つくる つくる といっ て おられる が、 ちよっ と タイミングが 悪 いんじ ゃない 
です か。 そのく らいなら、 この フレンド シップの ライセンス 生産を 手初めに やって、 この あ 
と、 これを モデルチェンジ すると かいうと きに、 一つ 共同で やる という ことで どうで しよう 
か。 アジア 市場は 日本に 任せます よ」 

提案を 受け入れない 赤 沢に 対して、 フォ ッカ ー 社は その後 何度も 通産省に 足を 運んで きた。 
赤 沢は そのと きを 振り返りながら 、「じつは、 この 提案は 相当 真剣に 考え込ん だんです けど、 
初心 忘れ 難くて ね、 残念ながら お断わりした のです」 という。 

後日談になる が、 昭和 四 一年 (一九 六 六 年)、 赤 沢は YS11 の デモ フライ トで ョー ロッパ 
に 行った とき、 フォ ッカー 社に デイ ー ペン 副社長を 訪ねた。 このと き、 デイ ー ペンは 赤 沢を 自 
宅に 招き、 話が 弾んだ。 彼は 「いや あ、 赤 沢さん の 執念には 驚きました よ。 私が ライセンス 生 
産の 話を もち 込んだ とき、 こんない い 提案は ない。 これなら 誰でも 飛びつ くと 思っ たのに、 あ 
なた は 断固 拒否を した。 じつに 勇気の ある 人 だ」 と 感心しながら 語っ たという。 
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赤 沢には 1 刖 •戦中の 日本の 航空機の 栄光が いつも 頭から 離れなかった。 

「戦時中 あの グラマ ンや ロッキ ー ドに 勝った 日本の 航空 技術が フォ ッカ ー に 負ける はずが な 
い、 という 気負いに 似た 確信が、 私には あったょ うです」 と 述べる。 赤 沢は 航空機 武器 課の 合 
言葉 「日本の 空を 日本の 翼で」 「夢ょ もう 一度」 を 地でいっ たので ある。 

このほか にも、 アメリカで 計画が 進んで いた フレィ •サフ ァリ、 ダグラス 1940 などの ラ 
ィ センス 生産の 提案 や 日本航空 整備が 夕— ボ プロップ 化する コン ベア 4 40 の ラィセンス 生産 
を 構想したり したが、 いずれも 実現には 至らな かった。 

ところで、 航空機 武器 課に 所属した ことの ある メンバー の 「年 三 会」 なる 集まりが ある。 こ 
れ は、 赤 沢 航空隊 長 率いる メンバー ー同が、 年に 三回の 飲み 会を もち、 最後には 肩を 組み、 必 
ず 「ラバウル 航空隊」 を 声高ら かに 歌う ことにな っていた。 

当時、 人気が 高かった 東宝 映画の シリ ー ズに 、中国大陸を 転戦す るは みだし ものの 兵士が く 

り ひろげる 「独立 愚連隊」 が あったが、 赤 沢は それに 倣って 航空機 武器 課を 「独立 愚連隊」 と 
命名した。 

赤 沢の 下にいて、 その後 四 代 目の 航空機 武器 課長に なった 川 田， 良は こう 振り返って いる。 
「赤 沢 氏 命名 『独立 愚連隊』 というの が、 航空機 武器 課の 一面を 表わして いた。 決して ぐれて 
いる わけで もない が、 省 内の 他の まともな 課に くらべる と、 仕事の 内容が 多方面で、 つぎつぎ 
に 具体的な 結論を 下して 進まねば ならぬ こと、 他 省との 交渉 事が 多い こと、 しかも、 省 内で 局 
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長、 次長を なるべく 勝 わさないで、 判断を 下さざる を 得ず、 その 結果を 誤る と、 業界、 政界 か 
ら 反撃を 喰う こと 等を 指して いた」 (「翼の ある 部屋」) 

堀江 も 述べて いる。 

「とにかく、 非常に 特異な ことを 航空機 武器 課が 独自に やつて いるた めです が、 それ も、 赤 沢 
さん ゆえに やれた といえるで しよう」 

若き 赤 沢に 強烈な 体験を 強いた 太平洋戦争 下での 航空機に 対する 思いが、 戦後 日本 初の 中型 
輸送機の 国産 化と ダブって 彼の 脳裏に よみがえっても 不思議はなかった。 

ともあれ、 通産省は 秋口に、 「中型 輸送機 設計 試作 五 力 年 計画」 として、 設計 費と 実験 費を 
合わせた 総額 二 億円の 予算 要求 案を 次のように まとめた。 初年 度の 昭和 三 二 年度、 三 三年 度は 
ともに 九 〇〇〇 万円、 三 四 年度 二 〇〇〇 万円で ある。 量産 価格は 一 〇〇機 生産した ときに 一機 
二 億 五 〇〇〇 万円とは じき 出した。 業界紙は 「課の 首脳が 某所に 集い、 暮夜 秘に 練った 構想」 
と 評した。 

九月 一八 日、 赤 沢 課長は 大蔵省に 初めての 予算 説明を 行なった。 当初から、 大蔵省は 難色を 
示す だろうと の 予測は 十分に もってい たが、 やはり、 壁は 厚く、 この あと 一〇 月に かけて 五 回 
にわた る 予算 折衝で も、 受け入れられる ことはなかった。 

甬產省 だけの 力では 獲得す る ことが 厳しい 見通しと なつた 一〇月 一八 日、 赤 沢ら は 航空 工業 
会の 臨時 役員会に 出席して、 経過を 説明し、 業界の 側面からの 協力を 要請した。 いわゆる、 関 
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係 大臣 や 次官ら 有力者への 働き かけを 業界 首脳に 依頼した。 この 後、 一二 月まで、 さまざまな 
パィブを 通じての 接触が 行なわれた。 

年が 明けて 昭和 三 二 年 一月 一〇 日、 自民党 政 * 審議会は、 一二 月 二 三日に 発足した ばかりの 
石橋 湛山 内閣が 掲げる 三 大政 策の 一つ、 輸送力 増強の I 環と して 中型 輸送機の 国産 計画が 重要 
政策で あると 採択し、 あと 押しを する ことにな つた。 それだけに、 I 四日の、 予算 要求に 対す 
る 大蔵省の 第一 次 査定 内示が 注目され た。 しかし、 期待に 反して、 その 中に 中型 輸送機は 盛り 

込まれて いなかった。 

池 田 勇 人 大蔵大臣 率いる 大蔵省の 壁は 厚く、 続く 第二次、 第三 次 査定 も ゼロであった。 

赤 沢ら はこの 現実に、 危機感を 覚えた。 予算 折衝 も、 いよいよ 最終 局面に きた I 八日 夕方 か 
ら一 九日 朝に かけて 行なわれる 事務 レベルでの 最後の 復活 折衝に 望みを 託す ことにな った。 

連日 つめていた 赤 沢は 寝不足の 連続で、 この 一週間は 平均 三時 間の 睡眠で しかな く、 出席し 
た 鈴 木 重工業 局長、 大堀弘 同 次長、 金 谷 栄治郎 防衛 産業 参事官ら も 似た よぅな ものだった。 だ 
が、 体力には 人 I 倍 自信の ある 赤 沢は 疲れ も 見せずに 精力 的に 走り まわって いた。 復活 折衝で 
大蔵省が よぅやくわず かに扁 度を やわらげ、 かすかな 望みを も 抱かせる ことにな った。 

翌二〇 日夕 方、 水田 三 喜 男 通産相と 池 田 蔵相との 最後の トップ 会談に よる 政治 折衝が 行なわ 
れ た。 その 結果、 中型 輸送機の 初篇の 設計 研究費と して 三 五〇〇 万円が 鉱工業 技術 研究 補助 
金に より 交付され る ことが 決まっ た。 要求 額が 半分 以下に 削られた とはいえ、 認められ たこと 
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だけで も 大きな 成果であった。 

先の 石橋 内閣が 掲げた 三 大政 策の 一つに 合致して、 時代が 味方した こと も あるが、 直接の き 
っかけ は、 赤 沢と 海軍省 時代からの 知り合いだった 大蔵省の 鳩 山 威一郎 主計 官が 理解を 示した 
からと いわれて いる。 赤 沢には 鳩 山 だけでなく、 東京 帝 大時代 や 海軍省 時代の 豊富な 人脈が あ 
って、 その 中には、 後の 総理大臣 •¥ 曽脫 弘や YS11 の 予算 要求の 際に 活躍した 自民党 代 
議士の 早川崇 など もいた。 

堀江は 赤 沢に ついて SE g ってい る。 

「中型 輸送機の 計画に 対して 通産省の 中で も 反対は あった し、 赤 沢さん に対する 批判 も あった 
が、 それを 乗り越える だけの 馬力が とにかく あった。 各省 庁は もちろん のこと、 政界、 財界に 
人的つな がり ももって おられた。 いわゆる、 力量を もっ ていたから、 これ だけの 仕事が できた 
といえ ます。 役人は 失敗した ときに 責任を 負わない といかん という 意識が 反射的に 出る。 だか 
ら 、赤 沢さん のょうには 強く は 出られない のです。 YS11 は 赤 沢さん がいなかったら 実現で 
きなかった でしょう。 それだけ、 情埶 〖を もって おられた」 

予算が 認められた ことを 受けて 堀江は 当時、 「こうして 『失敗す る ことが 許されない』 計画 
が スタ ー ト したわけ だ。 日本の 場合、 一度 失敗した らもう 最後、 再び 予算が つく ことは ないか 
ら だ」 (『YS-11』) と 語った。 

堀江は 当時を 振り返って 語る。 
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「役所は 特定の 企業を 応援す る ことは できない ので、 共同で やって もらわない と金が 出な (の 
です が、 かと いって、 各社の 寄り合い所帯は 問題です。 理想は 各社に よる 競争 設計なん かを や 
ら せれば いいんで しようが、 あのと きは、 それし かやりよう がなかった。 とにかく、 これ 一本 
で 終り、 失敗は できない プロジェクト、 背 水の 陣 という 皮肉を 込めて あのと き、 そういっ」 この 
です」 

ここに、 日本 初の 民間 輸送機の 計画が 動き 出す ことにな った。 

旧 陸海 軍 関係者を 登用 

予算 決定を 受けて、 昭和 三 二 年 (I 九 五 七 年) 四月 五日の 航空 工業 臨時 役員会は、 通産省と 
の 打ち合わせに 基づき、 研究 組合の 性格を もっ 「財団法人 輸送機 設計 研究 協会」 (輸 研) の設 
立が 決められ、 六月 中旬には、 官民 学 合同の 調査団を 欧米に 派遣す る ことにな った。 

四月 二百には 早く も、 輸研 設立に 関する 第一 回の 発起人 会が 開かれ、 首脳 人事が 話し合わ 
れた 。理事長には、 航空 エ蹇一 ^ の 理事長で あり、 業界の リ—ダ — である 新 三菱の 荘田泰 蔵が 就 
Iff % た。 順当な 人選であった。 専務 理事の 人選は^^ あった が、 住友 金属 取締役の^^; 
修が 就任す る ことに なった。 杉 本は 輸 研の 人事の いきさつに ついて 自著 『わが 空への 歩み』 の 
中で 以下の ように 述べて いる。 

「昭和 三十 二 年 四月 十八 日、 私の 泊まって いた 大阪の 宿に、 突然、 航空 エ璧 XC の 理事長で ある 
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荘田泰 蔵 氏から 電話が 入った。 『今回 わが国で 中型 輸送機を 開発す る ことにな り、 その 研究 機 
関と して 財団法人 輸送機 設計 研究 協会を 発足す る ことにな った。 ついては あなたに その 協会の 
理事に 就任しても らいたい』」 

杉 本は 突然の ことで あり、 「全く 予期し ない ことだった」 ので 住友 関係者ら に 相談した 後、 
引き受ける ことにな った。 

専務 理事を 誰に する かでは、 防衛庁に も 影響力を 持つ 旧 陸海 軍の 関係者が 考えられ ていた。 
ュ矢^ I は 杉 本の ほか 二人で、 いずれも ® 刖の 陸海 軍に あって 航空機 試作に 関する 計画 責任者の 
立場に あった、 元 海軍 技術 少将で 飛行機 部長な どを 歴任した 岡 村 純、 元 陸軍 航空 本部で 試作 計 

画な どの 指導 的 立場に あった 安藤 成 雄 技術 大佐であった。 

杉 本は 大正 一一 年 (一九ニ ニ 年) 一二 月、 海軍 選科 学生と して 東京 帝国 大学 航空学 科に 学ん 
だ。 召 和 四 年 (一九二 九 年) 九月には マサ チュ ー セッツェ 科 大学 (M  IT) 航空学 科に 留学 
し、 昭和 一〇年 一一 月から 海軍 航空 s? ffir Mi 0' 科学 部員に なり、 一四 年には 同廠 飛行機 部長、 一 
六 年 (一九 四 一年) には 海軍 少将と なり、 一六 年 一一 月からは 住友 金属の プロペラ 製造所 長と 
なって、 やがて 終戦を 迎えた。 戦後は 公職追放 にょって 住友を 去り、 職を いくっか かえるが 
昭和 一一 七 年 二月に 解除され、 住友に 復帰す る。 

この 前年 ころから、 日本では、 アメリカからの 働き かけ も あって、 再軍備の 問題が 論議され 
るょぅ になっ ていた。 元 東大 教授で、 戦前 衆議院議員 だっ た 渡辺銕 蔵が 主宰す る 渡 辺 研究所が 
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中心に なり、 杉 本を 始め 旧 陸海 軍の 有志が 集まって この 問題を 検討して いたが、 「大体の 成案 
を 得た ので、 その 案を 渡 辺 研究所の 名を 以て 米国 ダレス 国務長官に 進 達した。 この 案は 通称 
三、 三、 三 1^ § Ib L^ fli 兵力 三十 万、 海軍 艦 三十 万 トン、 空軍 三千 機を 保有す る もので あり 主と 
して 海軍の 保 科 善 四 郎君な どが 纏めた ものである」。 (前掲 書) 

杉 本ら に 見られる ように、 日米 講和条約の 締結、 航空 再開に よって 旧 陸海 軍の 関係者ら が 表 
の 舞台で 活動す るよう になつ た。 また、 この ころ、 財界の 有力者な どと ともに 集まりを もつ 
て、 国防の 見地から ム 溪 の 防衛 生産が どう あるべき かな どの 議論 ^' 火 SFrs, v こ 亍，？ つ 


ようになつ ていた。 

の むらき ぶろう 

杉 本は 元 海軍 大将 •野 村 吉三郎 を 中心に した 防衛 産業の 調査 機関で ある 海 空 技術 懇談会を つ 

くつた。 

r この 会は 差し当たり 防衛 産業に 対する 技術 調査を 行なう ほか 極東 米海軍と 連絡を とり、 培 # 
発註に 対して 民間 会社に 協力す る ことを 任務と していた」 

昭和 三 二 年 五月 一日に 輸 研の 設立が 認可され、 八日には 東京 丸の 内の 工業 クラブで 協会 初の 
役員会を 開き、 理事 以下の 役員 人事が 決定され た。 

"S 事 •土 崎英利 (川 崎 航空機 常務)、 吉田孝 雄 (富 士 重工 社長)、 河 野 博 (新 明 和 常務)、 «" 妒 
操 (日本 飛行機 副社長 r 岩 淵 新 治 (昭和 飛行機 専務)、 槪， 齡皆 (日本航空 常務)、 が掀 彩 KI 
(日本 大学教授)、 有 森 三 雄 (航空 工業 会 専務 理事 〇 
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監事 •土 光敏 夫 (石 川 島 社長)、 橋 井真 (東京 計器 社長)。 

評議員 •航空機、 8、 部品な どの メ ー カ ー 首脳。 

顧問 •岡 野 保次郎 、荒木 万寿 夫 (後の 文部大臣)。 

この 役員会の 中で 木 村は 技術 委員会の 設置を 提案し、 入 溪 、どのように 計画を 進めて いくか 
について、 各 機体 メ ー カ ー の 技術者を 中心に して 検討して いくこと になつ た。 

輸 研が 設立され、 人事 も 決まって、 いよいよ 中型 輸送機の 開発計画は スタ ー ト する ことにな 
った。 昭和 三 二 雲の 設計 研究費は 補助金の 三 五〇〇 万円、 それに 民間 各社からの 出資 合計 四 

五〇〇 万円が 加わり、 計 八 〇〇〇 万円であった。 

輸研 作業の 中心と なる、 どのような 輸送機を 計画す るの かを 検討す る 第一 回 技術 委員会が 一 

四日に 開かれた。 杉 本、 木 村、 赤 沢、 それに 機体 メ ー カ ー 六 社 および 日本航空を 代表す る 技術 
関係者ら が 出席し、 協議を 行なっ た。 

このと き、 前年に 堀江が 予算 要求の ために 作成した 中型 輸送機の® i 元が 叩き^ H IT ま 
ず 提出され た。 この 内容に 目を通した 技術 委員の 一人で ある 「零戦」 の 主任 設計者 堀 越 二郎は 
「いい加減に やった にして はずい ぶんいい 数字が 出て いるな あ」 と 彼 独特の 単刀直入な 感想を 

述べた。 

こうした 検討の 結果、 新 明 和から 提出され た、 運輸省の 昭和 三 一 1 科学技術 研究 補助金に 
よる 「中距離 用 中型 輸送機の 安全性に 関する 研究」 を 中心に して 研究を 進める ことを 確認し 
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た。 この 研究は 輸 研が 計画す る 内容と ほぼ 一致して いたし、 すでに かなりの 検討が 進んで いた 
からだっ た。 

この 技術 委員会の M ウバ ー は 木 村を 委員長と して、 新 三菱 重工 技術 部 次長. 堀 越 一 I 郎 、日本 

1 行 機 設計 部 次長 •馬場 _ 治 、昭和 飛行機 調査 室 課長 •河 島 謙 三、 新 明 和 役員 待遇 • *? 願 齡 

n B 本 航空 技術 部長 •駒 林 栄ん郎 、富 士 重工 社長室 付 •お SS、 川 崎 航空機 開発部 長 . It l 

伊喜雄 (後に 土 井 武夫が 担当) の 計 八 人で あった。 この 人選は 主として 荘 田と 木寸の 手に ょっ 
て 決められた。 

木 村秀政 技術 委員長 

委員長に 就任した 木 村は 1 刖、 1 足 帝国 大学 航空 研究所 (航 研) にあって、 長距離 周回 航続 

飛行の 世界記録を つくった 「航研 機」 や 未 公認では あっ 
たが その 記録を 更新した A  2  6 に 関わった ことで 名を W 
せて いた。 戦後は 日本を 代表す る 航空機の 研究者と し 
て、 数々 の 委員会の 委員長を つとめる ことになる。 木 村 
の 戦前、 戦中、 戦後の 軌跡を 振り返る と、 それは 日本の 
航空 史 とともに あった 人生 そのもの だった。 

敗戦から 航空 再開を 経て 輸研 発足に 至る 時期に つい 
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て、 木 村は 自著 『わが ヒコ ー キ 人生』 の 中で 以下の よう 1 振り返って いる。 

「七 年間 われわれを しばりつけ ていた 禁止 令が 解けた。 遂に われわれは 飛行機の 研究 も設 
計 •生産 も、 運行 も、 すべて 自分たち の 手で 白 由に できる ようになった ので ある。 思えば、 私 
にと って、 まことに 苦難の 七 年間で あった」 

ラィト 兄弟が 人類 初の 動力 飛行に 成功した 七 年後の 明治 四 三年 (一九 一〇 年) 一二 月 一九 
日、 日本では 搬 JIIK 柄 船が フランスから 購入した ファルマン 機に 乗って 初めて 空を 飛んだ。 高度 
七〇メ ー ト ルで 四 分 間、 距離は 三 〇〇〇 メ ー トルの ささやかな ものだった が、 このと きの 舞台 
になる 代々 木 練兵場の 近くに 少年 時代の 木 村は 住んで いた。 この 初飛行 こそ 見逃した ものの、 
東京を 訪れる 飛行機 や 飛行船は 必ず 代々 木の 練兵場を 発着 場に していた ので、 木 村 少年は 何 か 
が ある 度に、 どんな こと もさて おいて とんで いき、 夢中に なって 見つめて いた。 

木 村が 初めて 「空飛ぶ 撬」 にお 目に かかっ たのは 明治 四 四 年 (一九 一一 年) 二月 八日で あ 
る。 日本航空 界の 先覚者 • als ygf 一， 一 ®！ が 日本で 初めて 飛行船を つくり 上げ、 野外を 飛ばす こと 
に 成功し、 引き続いて 第二 号 機を 完成 させ、 その 飛行 試験を 行なっ ている ときだった。 

この 日、 大 崎の 工場を 出発して まもなく、 飛行船は エンジンが 不調に なり、 それでも なんと 
か 飛び 続けながら 青山 練兵場 (現在の 神宮外苑) まで やってきた。 ちよう ど 兵隊が 演習を やっ 
ており、 着陸 時に ロ ー プを つかんで もらえる のに 格好の 場所と 判断した のだった が、 強い « に 
あおられ、 必死に しがみつく 兵士たち は 振り まわされ、 あげくは 電線を 何 本 も 引きちぎる など 
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大 暴れの 末に 取り 押えられ、 やっと 停止した。 

全長 三 三メー トル、 エンジンと プロペラを ぴかぴか光らせた 巨体は 少年の 好奇心を 大いに か 
きたてた。 

「はじめて みる 空の 巨鯨の 印象が、 当時の 私に とってい かに 強烈な ものであった かは、 六〇年 

後の 今日で も、 その 情景を はっきり 思い出せ るので も わかる だろう」 と、 木 村は 回想して い 
る 0 

飛行機を 初めて 見た のは それから 二 力 月 後の 四月 四日の ことだった。 日本に やって きた アメ 
リカの ボー ルド ウィンの 空中 サー カス 団で あった。 そのころ、 後進国の 日本では 、飛行機を ち 
ょっ と 飛ばして 見せる だけで、 十分 商売に なった ものだった。 目 黒の 競馬場で 興行した とき、 
木 村は 叔父に 連れられ、 見物に 行った。 骨組み や § が 複雑に 見えた 飛行機を 身近に し、 もっ 
ともらし く ピカ ピカ 光る 革 や 飛行 帽、 飛行服に 身を 包んだ 飛行家 (操縦士) が 誇らしげ なょう 
すで 歩いて 見せてから、 プロペラを 手回しし、 エンジン 音が 響き わたった。 

当時と しては 二 円から 五 円 もの 高い 入場料を とって 見せた が、 この 日は 強風が 止まず、 観客 
は 長い 時間 待たされた。 しびれを 切らした 観客が 騷ぎ 出した ので、 しかたなく、 強風を ついて 
力 1 チス 複葉機は 飛び立っ た。 しかし、 スタンド G ある 競馬場の 上空は 気流が 悪い の は蠢の 
ことで、 強風に あおられて、 栅に 激突して 飛行機を 壊して しまった。 この間た つた 数秒。 高い 
入場料を 取られた うえに 長い 時間 待たされ、 その あげくが たった 数秒 間の 飛行では 観客は おさ 
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まらない。 

「入場料を 返せ」 「ィンチキ だ」 と騷ぎ 出した ので ある。 

「私たちの いた 席は 一番 安い か あるいは 無料の 席だった と 見え、 メィン スタンドの さわぎは 知 
ら なかっ た。 また 離陸す るまでは、 飛行機の 形 も 分からな かつた。 しかし、 フワ ッと 数秒 間 浮 
いた 飛行機の 形が 不思議に 強く 印象に 残った。 家に 帰って から、 さっそく その 印象を 表現して 
みたが、 それが なんと 二 枚の 長方形の ボール 紙を マッチ 棒で つないで 複葉に した もので、 尾翼 
も エンジン も 車輪 もつ いていなかった。 飛行機に ついて なんの 予備知識 もなかった 幼い 私の 目 
には、 ポッ カリ 空間に 浮かんだ 一 一枚の 翼 だけが 強く 焼きつ いた ものと 見える」 

六 歳だった 木 村 少年は このと きの 強烈な 体験が 昂 じて、 やがて 航空の 道へ と 進み、 大正 一三 
年 (一九二 四 年) に 壅 足 帝大 航空学 科に 入る ことになる。 

日本の 航空機の 草創の 時代と ともに あった 木 村は、 子供 時代から 飛行機 一筋で きた だけに、 
太平洋戦争の 敗戦の ショックは 大きかった。 敗戦は 航空機の 研究を 断念し なければ ならない こ 
とを 意味して いたから だ。 

敗戦 直後、 木 村は 疎開 先の 娘に 手紙を 出した ことがあ つた。 そこには 意気消沈した 当時の 木 
村の 姿が 描かれて いた。 

「直ち やん、 しばらく お 手紙を 書く ひま もありませんで したが、 そちらでは 皆さん お 元気です 
か。 お父さんは 十五 日の 休戦の 大詔を 中 塩田 (注 •木 村の 研究室の 疎開 先) で 拝し、 すぐ 上京 
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しました。 四 五日 前から 雨は、 少しも 止まずに 降り続いて います。 今日は アメリカの 飛行機が 
厚木に 進駐す る 日です が、 天気が 悪い せいか、 爆音 も あまり 聞こえません。 アメリカ 軍の 上陸 
がせ まっても、 東京の 様子は 今までと 少しも 違って いません。 

お父さん たちが、 千葉県の 飛行場で、 いっしよう けんめい 試験して いた 飛行機 も、 とうとう 
戦争には 間に合いませんでした。 本当に 残念です。 この間、 飛行場に 行って みたら、 せっかく 
苦心して 作った 飛行機 も、 試験したり、 計算した りした 書類 も、 何もかも 焼いて しまった 後で 
した。 ほんとうに 悲しくて、 涙が ぽろぽろ 出ました。 

それ以来 お父さんは、 急に 身体の 力が 抜けた ようにな って、 何を する の もい やにな り まし 
た。 おうちの そばの 石段を 登る の も おっく うです。 それで 今は 何もし ないで、 うちで ぶらぶら 
しています。 しかしもう じき 元気が 出る でしよう から、 心配し ないで 下さいね」 

虚脱 g ffi になって いた 木 村は それでも 柏 飛行場を 訪ねた。 これまで、 苦心して 積み上げ てき 
たもの すべてが 敗戦に よって 一瞬のう ちに 崩壊し、 灰になっ てし まった 現実を 目の前にした 
後、 木 村は 奇妙な 症状に 襲われた。 四、 五分 おきに 無性に 小便が したく なって 我慢が できない 
のであった。 こんな 症状が 数日間 続いた。 のちに、 木 村は 飛行機 好きで 知られる 精神科 医の 斎 
藤 茂 太 博士に 話した ところ、 「1^ 的に 強い ショックを 受けた ときに そういう 症状を する こと 
が ある」 と 教えられた。 

幼少の ころから 航空に すべてを 注いで きた 人生 だけに、 G I-I Q による 航空の 全面禁止 令は 
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「ダブル パンチを くらった ような もの」 で、 あまりの 憔悴ぶ りに、 彼を 訪ねた 叔母は 「自殺で 
もす るので はない か」 と 心配した ほどだった。 

昭和 ニー 年 (一九 四 六 年) 三月、 航空 研究所は 廃止に なり、 かわって 理工 学 研究所が 設立 さ 
れ たが、 定員は 航 研の 半分に も 満たなかった。 このため、 何人 かは 退官し なければ ならない。 
果たして 「誰を 退官させる か」 が 問題であった。 敗戦で 軍需工場は すべて 閉鎖 同然に なり、 巷 
は 失業者、 復員して きた 兵士で 満ち あふれ、 就職口は おい それと 見つからな いころだった。 そ 
んな とき、 誰も 東大 教授 や 助教授の ポストを 失いた くはなかった。 

「私は 洋上で 船が 難破した 情景を 思い出した。 皆が ボ ー トに 乗って 逃げたい が、 ボ ー トの 定員 
は 限られ、 はみ出した 何人 かは^® 一にな って 海に 沈まなくて はならぬ」 

問題は ボ ー トに 乗る 人間を どうやって、 何を 基準に して 決める かであった。 なりふり かまわ 
ず 人を 押しの け、 何とかし がみつ いてで も 乗ろうと する、 醜い ばかりの 争いが 起こった。 

誰を 辞めさせ るかを 決める 一つのより どころ として 「理工 研 所員と して 不適格な 人間」 を 各 
自に 投票させる という、 「それ こそ 血で 血を 洗う 非常手段」 も 実行され た。 

そして 「戦争に 協力した やつは けしからんから、 まっ 先に やめさせろ」 という 議論 も 出た。 

「こういう 時には、 人間は あさましい エゴィズムが 露骨に 出る ことを、 いやというほど 思い知 
ら された。 結果と して 私は ボ ー トに 乗り そこなっ て、 東大 教授を 首に なった」 

木 村は 「航空 研究所 官制 廃止に より 自然 廃官」 という 珍しい 文句が 書かれた 辞令を 受け取る 
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ことにな つた。 

「やめた 仲間の 顔ぶれから 見ても、 われわれが 首に なった 決め手は、 戦争への 協力の 度合いだ 
ったょう だ。 戦後 知り合った アメリヵの 航空 関係者が、 戦時中、 私が 軍用機を I 機 も 設計し な 
かった 点を 指して、 『あなたは 平和を 愛する 設計者 だ』 といっ た。 しかし、 これは ピン トは ず 
れの 見解で、 私が 大学の 研究所に いて、 その 機会がなかった だけの 話で ある。 私は、 陸海 軍の 
飛行機の 性能を 少しで も 向上させる ために、 夢中に なって 仕事を した。 祖国が 戦争に 入る と 
き、 それを 阻止で きなかった 以上、 祖国の ために 身 <一 叩を なげうって その 方針に 従う のは 国民と 
しては 当然で あると 思っ た。 そう 思う と、 何 かさば さばした 心境に なった 一 

木 村は 戦時中、 先の r 航研 機」 の ほかに、 陸軍と 協同で 試作した 極秘の 「口 式 B または SS 
1」 と 呼ばれる 一万 メ—ト ル もの 高空を 飛行で きる 高高度 研究 機の 基礎 設計を 行なった。 

1 刖に 、太平洋を 横断して アメリヵまで 無着陸で 飛ぶ 朝日 新聞 主催の 日米 親善を 目的と した 
長距離 機の 基礎 設計 も 行なった が、 日米 開戦と なって 試作は 中断した。 やがて 軍の^^ で 設計 
は 再開され たが、 並行して、 A26 を 改造して 米国 本土を 爆撃す る 長距離 機キ 77 の 設計が 立 
川 飛行機で 始まった。 これは 完成し、 米国 本土 爆撃に 向けた 出撃 準備を している 段階で 敗戦を 
迎える ことにな つた。 

さらに 木 村は、 日本の 敗戦 も 時間の問題 となって きた 昭和 二〇年 春、 妻の 実家が ある 松 江に 
家族を 疏開 させ、 独りで 千葉県 野 田に 下宿して、 柏 飛行場に 通った。 ここでは、 特攻 機と なる 


ロケット 戦闘機 「秋水」 の 飛行 試験と 乗員 
の 訓練が 行なわれ ていた。 


あらま さよし 


陸 * 番査 部員だった 秋水 隊 隊長の 荒蒔義 
次 少佐の 依頼で 顧問を 引き受けた 木 村は、 
隊員と きをと もに していた。 

「戦後、 太平洋 戦記を 読んで、 この 時点で 
7KI は、 連合艦隊は すでに 壊滅し、 航空 戦力 も 
m すっかり 低下して 敗色 歴然だった ことが わ 
機かった が、 その 頃、 何も 実情を 知らされて 
戦 いない 私は、 バヵ 正直に 日本の 最後の 勝利 
弱を 信じ、 何とか 秋水を ものにして、 憎い B 
29 を バタ バタ 撃墜して やろぅと 意気 盛ん 
だった」 

航空 技術に おいては いつも 世界を 見回 
し、 最先端を 走ろぅと していた が、 日本が 
置かれた 情勢の 読みに ついては 疎かった。 

ともあれ、 敗戦と なり、 航空 禁止と なる 
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や、 勤め先の 航研に アメリカ 兵が やってき 
て、 日本を 代表す る 風洞を ガス 切断機で 片 
っ 端から 切り刻んで いった。 

木 村の 同僚の 八 田 桂 三は 述べて いる。 

「まさか 風船 爆弾の ためで も あるまい とお 
もい ますが、 気球 (飛行船に 非ず) の 研 
究 、教育まで 禁止したり、 旧 東京 帝国 大航 
空 研究所の 私の 研究室に あった 空気 源 用 夕 
—ボ ブロアまで 、ジェットエンジンに 関す 
る 研究に 使った といぅ 理由で 米軍が ガス 切 
断して 破壊、 持ち去った」 (「日本航空 宇宙 
学会 誌」 一九 八 五 年 三月 号) 

木 村が 設計して 世界記録を つくった 航研 
機は、 G H Q が 羽田 空港の 拡張 工事を する 
とき、 米軍の ブルドー ザ ー で 海に ほぅり 込 
まれた。 

山梨県 の 飛行場に 野 ざら しにされ、 
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放置され ていた A26 は、 修理して 神奈川県 追 浜まで 飛ばし、 米 艦艇に 載せられ、 アメリヵに 
持ち去られる ことにな ったが、 途中、 太平洋 上で 嵐に 遭い、 海に 投げ捨てられ、 藻く ずと 消ぇ 
た 。 

夕— ボ プロップ エンジン 

一八 年 勤めた 航 研を 去って 浪人 生活と なった 木 村の 退職金は わずか 六 千 数百 円で しかな く、 
家財 道具な どを 次々 と 売っての 竹の子 生活で 食料を 買い求め、 なんとか 飢ぇを しのいで いた。 
そんな 時代が 二 年 ほど 続いて いた ある 日、 航研 時代の 同僚で ある 粟野 誠 一の 誘いを 受けて、 昭 
和 ニニ 年 九月に 日本 大学 工学 SW 工学科に 就職した。 

そのころ のこと を 粟野が 述べて いる。 

「戦時中に 暖房 用の ボィ ラー や ラジェ タ— をす ベて 供出して しまった ので、 私達 も 学生 諸君 も 
州 套を 着た ままで 講義と いう 有様で あった。 私は 小川 (清 二) 先生から 材料 力学の 講義を やる 
ょうに 仰せつか ったが、 専門 外の ことで あるので 閉口、 適任者を 探す ことと し、 木 村 先生に 目 
をつ けた。 

当時 木 村 先生は、 航 研を 辞められた 後、 新 宿の 大久保 百 人 町に あった 岩 本 先生の 御 自宅で 約 
十 人 程度の 航空 関係者と 共に、 工学 辞典の 編集を して おられた。 私は 何度か 伺っ てとうと う 日 
大に 来て 戴く ことができた」 (『九天 飛翔』) 
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木 村は 材料 力学 や 振動を 教える ことにな った。 航空 関係には タッ チで きず、 し よげ ていた 木 
村は、 昭和 二 四 年 (I 九 四 九 年) ごろ、 友人の アメリカ人 記者から 「航空 再開の 日は 近い」 と 
励まされた。 

木 村は ようやく 将来に 向けて 明るい 希望が 泉の ように 湧き上って くるのを 感じ、 「再開まで 
約 七 年 も 続いた が、 この間 私は 他の 分野への 転向な ど 見向き もせず、 忍耐強く 待つ ことができ 
た」 と 述べて いる。 

航空 禁止に なって おり、 正式な 講義は もちろんで きなかった が、 再開 後は、 木 村の 研究室に 
ぼつぼつ 集まっ てく るよう になった 飛行機 好きの 学生たち を 集め、 日本で もっとも 早く 二人 乗 
り 軽 飛行機 N52 の 設計に 着手し、 昭和 二八 年 四月に 初飛行 させた。 

そんな 木 村が 初めて 欧米を 旅行した のは 昭和 三〇年 八月であった。 旅券 発行の 厳しい 時代 
で、 外務省 渡航 課に 何度も 足を 運び、 領事館に 出頭して 指紋まで 取られた うえでの 許可で あっ 
た。 

木 村の 目的は、 八月に アメリカの シアトルで 開かれる 夕— ビン 輸送機 シンポジウムに 出席す 
る ことと、 アメリカ 各地で 戦時中の 日本の 航空 技術に ついて 講演す る ことで あった。 

将来 有望と されて いた ジェットエンジンに よる 夕 1 ビン 機の 開発に、 アメリカの ボ ー ィング 
社、 ダグラス 社、 ロ ッキー ド 社、 フランスの シユド 社、 オランダの フォ ッカー 社な どが いつせ 
いに 手を つけて いた。 
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これらの 企業の 技術者が 一堂に 会して、 新しい 輸送機を 開発す るう えでの 問題点を 話し合う 
この シンポジウムに 木 村は 「どうしても 出席した かった」 ので ある。 

ボー イング 社の 本拠地で ある シアトルでの シンポジウムは、 形式張って 居眠りす る もの もい 
る 日本の 学会とは 大違 いで、 ユ ー モラ スで しかも 活発な 論議が あり、 木 村を 退屈 させな かっ 
た。 日本の ように、 数式を 羅列した 理論 や 抽象的な 議論が 主流を 占める ものではなかった から 
だ 0 

この 中で、 木 村が もっとも 注目した のは、 数年 後に 登場して くる 新しい 世代の ジェット機、 

B 7  〇  7、 D C 8 、シユ ド •キヤ ラベル、 フォ ッカ ー  •フレンドシップ などの 開発に おいて 実 
際に 直面して いる 技術的な 諸問題に 関する 論議で あった。 

この シンポジウムで 得た ことが、 やがて、 中型 輸送機を 検討す るう えで 大いに 役立つ ことに 
なる。 

このと き、 木 村は ョーロ ッバに も 足を 延ばす が、 九月に ロンドンから ストックホルムに 飛ん 
だとき、 当時、 世界で ただ 一つ 就航して いた バイ カウントの 夕 1 ビン (夕 1 ボ プロップ) 輸送 
機に 乗っ た。 赤 沢ら が 進めようと している 日本の 中型 輸送機と 同じ タイプで あった。 木 村は こ 
のとき の 感動を こう 述べて いる。 

「従来の ピストン エンジン 機では、 エンジン 始動のと き 機体が ブル ブ ルッと 激しく ゆすぶられ 
るのに、 夕 1 ボ プロップの 振動は まことに 滑らかで、 乗客は プロペラが まわり だすのを 目で 見 


ていないと、 いつ 始動した か 気がつかない。 運よく、 その 日の 気流が よかった せい も あるが、 
飛行 中 も 全く 機体に 振動が 感じられず、 まるで 雲の上を 滑って 行く ようで ある。 将来の 輸送 幾 
は、 どうしても これでなければ ならぬ と、 つくづく 思った」 

ピストンの 往復 運動で ある レシプロ エンジンと 、夕— ビン や コンブ レッサー の 回転運動 であ 
る ジェットエンジンとの 違いが、 木 村には はっき りと_ 心で きた。 

掘 越二郎 

木 村を 委員長と する 技術 委員会の 主な メンバ ー は、 やがて 昭和 三 三年に 発足す る 中型 輸送機 
の 各 設計 班の 主任に もなる が、 この 顔ぶれに ついて 木 村は のちに 振り返って いる。 「基礎 設計 
の スタッフは 私の ほか 堀 越二郎 、土 井 武夫、 菊原静 男、 太田稔 、の 諸君で、 戦時中、 幾多の 傑 

を 設計した 錚 々たる メンバー だっ た。 何しろ この 道 
で 一家を 成した 連中の 集まりな ので、 何かと いえば 激し 
郎い 議論に なった。 しかし、 お 互いに 遠慮なく ものが いえ 

^ る 間柄 だし、 雜に 技術的な 議論な ので 本当に 楽しく、 

掘 時の 経つ のを 忘れた」 

同じく この メンバ ー の 人選に ついて 杉 本 専務 理事は こ 
う 述べて いる。 


「それぞれの 主任の 人選に あたって 私は かなり 苦心した。 結局、 各社に お願いして、 終 1 刖ま 
102 でに 数多くの 軍用機を 設計され た 最も 有能な 技術者で ある 以上の 方々 に 引受けて もらう ことに 
した。 私は これらの 人達が、 その 当時の 中型 輸送機の 設計者と しては 最適の 方々 と 深く 信じて 

いる」 (『わが 空への 歩み』) 

木 村は のちに こう も 述べて いる。 

「あんな 大家を 集めなくても よかった かもしれ ません が、 大蔵省に 金を 出させる ためには、 大 
物を 並べた 方が よかった。 もちろん、 日本で 初めての 夕— ビン 機です から、 みんなで 知恵を 出 
し 合う 必要が あった。 ただ、 そのため まとめる のは 大変でした。 みんな 私の 手に 負える 連中 じ 
やない。 委員会で ずいぶん 議論し ましたよ」 (「読売 新聞」 一九 八 二 年 二月 一七 日付) 

木 村が、 技術 委員会は 「幾多の 傑作 機を 設計した 錚 々たる メンバ 丄 であり、 「その 道で 一 
家を 成した 連中」 といい、 杉 本が 「数多くの 軍用機を 設計され た 最も 有能な 技術者」 というの 
は、 誇張で も お世辞で もなかった。 その 言葉のと おり、 戦前 •戦中の 日本の 航空機 メーヵ ー を 
代表す る 主任 設計者を 集めて きた 目を 見張る ばかりの 豪華 メンバ ー で、 戦前では 決して 実現し 
えない、 日本の 名 機を 生み出した 超 一流の 顔ぶれだった。 

木 村と 同じく、 他の 四 人の サム ラィたち にも それぞれの ® 刖 、戦後が あった。 

堀 越 二郎は 世界に 誇る 「零戦」 をつ くり 上げた 主任 設計者と して、 戦後 その 名を 広く 知られ 
るよう になった。 「零戦」 は 国内 だけでなく、 外国で も 性能の 高さが 評価され た。 たとえば 一 


io3  第一章 五 人の サム ライ 


九六三年、アメリカ上院調査委員会で、海軍作戦部長界.0.アンダーソン大将は次のよぅに 

証言した。 

「過ぐ る 太平洋戦争の 初め、 日本の 『零戦』 は、 われわれ のどの 戦闘機よりも 運動 性と 行動 力 
で まさって いた。 その 差は ひじよぅ に 大きな ものとは 見えなかった が、 『零戦』 による わが国 

の パイロットと 航空機の 損害、 および 『零戦』 が 護衛して きた 雷撃 機 や 爆撃機に よる 味方の 艦 
船の 損害は きわめて 重大であった」 

「零戦」 に 至る 前、 堀 越は 日本の 航空®:^ 術が 世界の 水準に 達した といわれた 海軍の 九 六 式 艦 
上 戦闘機 (九 六 艦 戦) も 設計して いた。 

戦後、 アメリカに 負けた 日本の 科学技術の 後進 性が 指摘され、 卑下され た。 欧米からの 技術 
導入 一辺倒に なって いた 時期だった だけにな おさらだった。 そこへ、 アメリカの ニユ ー ョーク 
タイムズ 紙を 始めと して、 海外の 雑誌 や、 戦中に 対した ことの ある パイロット たちが 「零戦」 
を こぞって 賞賛して もち 上げた の だから、 国産 技術の 中に 後進 性 ばかりを 見て いた 人たち の 間 
でもい っそぅ 人気を 高める ことにな った。 

しかし、 堀 越の 昭和 二〇年 八月 一 五日から このと きまでの 一〇 年余の 軌跡には、 戦中 そして 
敗戦の 体験から くる 深い 傷痕が 刻み 込まれて いた。 堀 越は 自著 『零戦』 の 中で 敗戦 前後の ころ 
を 綴っ ている。 

「ベー ルを ぬいだ 新鋭 戦闘機」 と 華々 しく もてはやされ、 新聞紙 上を 飾って 国民を 鼓舞した 零 
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戦 も、 敗色 も 濃くな ったころ には 特攻 機と して 使われる ようになっ ていた。 朝日 新聞社 出版 局 
が 『神風 特攻隊』 と 題す る 特攻隊を たたえる 本を 刊行す るに 当たっ て、 設計者で ある 堀 越に も 
原稿 依頼が きた。 忙し さも あったが、 気が 重く、 筆は 一向に 進まなかった。 

堀 越は 「襟を 正して 応えん」 と 題す る 短文を 書き あげた。 

「なぜ 日本は 勝つ 望みの ない 戦争に 飛び こみ、 なぜ 零戦が こんな 使い方を されなければ ならな 
いの か、 いつも そのこと が 心に ひっ かかっ ていた。 もちろん、 当時は そんな ことを 大ぴら に 言 
える ような 時勢ではなかった。 しかし、 次の ような 一節 だけで も 強く 訴えたかった。 

…… 敵は 富強 限りなく、 わが 生産力には 限界 あり。 われは 人智を つくして 凡ゆる 打算を な 
し、 人的 物的 エネ ルギ ー の 一滴に 至る まで S 効に 戦力 化すべき 凡ゆる 体制を 整へ、 これを 実行 
しつくしたり や、 内に これを 実行し、：^ 風 特攻隊 あら ば われ 何ぞ 恐れん。 …… 

私が この 言葉に 秘めた 気持ちは、 ひじよう に 複雑な ものであった。 その 直 S は、 戦争の ため 
とはいえ、 ほんとうに なすべき ことを なして いれば、 あるいは 特攻隊と いうよう な 非 i 吊 手段に 
訴えなくても よかった のでは ないかと いう 疑問だった」 (『零戦』) 

昭和 二 〇 年に 入る と、 軍需工場を 標的に する 米軍の B29 は 三菱 名 古屋の 航空機 工場を たび 
たび 爆撃し、 堀 越ら は 長野県の 松 本に 疎開した。 もはや 敗戦は 時間の問題と 受け止め ていた 
が、 まもなく その 日が やって きた。 いつも 昼食は 間借りし ていた 家に 帰って する ことにし てい 
た 堀 越は、 炎天下、 自転車を 走らせ、 帰宅して すぐ、 いつものよう に 水で 絞った 手拭で 体を 拭 
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いて ラジオの 前にす わった。 

「この 日は、 朝の ラジオ 放送で 正午 ごろ 重大な 放送が あると いうので、 昼食 どころ ではなく、 
ラジオの 前に その 家の ご主人 夫妻と 妻と いっしよ にき ちんと すわった。 

録音 盤の すれる 音で、 天皇陛下の 沈痛な お 声は 半分 ほどし か 聞き とれなかった が、 予期した 
とおり、 まさしく 終戦の 詔勅で あった。 四 人は その 場に うつむき、 目から あふれ 出る 涙を 懸 
<j 叩に こらえよう とした。 それぞれの 胸のう ちに 万感が こみあげ たが、 いま それを 言葉に する 気 
力 もな く、 私は 『これで 私が^ を こめた 仕事が 終った』 と 思った。 それと 同時に、 長い 苦し 
い 戦いと 緊張から いっぺんに 解放され、 全身から 力が 抜けて いくのを 覚えた。 これで 飛行機と 
は 当分、 いや 一生 お別れになる かもしれ ない、 そう 思う と 寂しく 悲し かった。 この 十 年 私たち 
は 充実した 日を 送った。 しかし その 間、 日本の 国は なんと 愚かしい 歩みを した ことか。 愚かし 
いのは、 日本 だけでなかった かもしれ ない」 

この 日の 日記に 堀 越は 次のように 記した。 

「戦は 終った。 飛行機を 造る ことが 終っ たという 以外、 現実には 何も わからない。 

われわれに、 世界の 自由な 交易を 世界が 許して くれなければ、 疲弊から 立直る ことは できな 
い。 そもそも 先進国の ブロック 経済 主義が、 この 戦争の 根本 原因では なかっ たか。 日本が、 否 
日本の 軍部と それと 結ぶ 政治家が、 外交で 平和的に 打開す る ことを せず、 武力に 訴える 所まで 
短気を おこした のが、 戦争の 原因ではなかった か。 
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日本に 壊滅を もたらした 政策を 指導して 来た 者が 全部 去らなければ、 腐敗の 種は 残る。 『誠 
実にして 數智 ある、 愛国の 政治家 出よ』 これが 願いで ある」 

「零戦」 設計者の 誇り 

翌 昭和 ニー 年、 堀 越は 母と 妻、 六 人の子を 郷里の 群馬県に 残して 上京した。 三菱は 財閥 解体 
で 分散し、 独立した 吉見 製作所の 技術 部長と なった。 手元に 残った 材料で ナベ、 カマを つくり 
はじめ、 やがて 農機具 や 冷 mm も 手がけた。 この 先、 一体 どうなる のだろう と 不安な 思いは い 
つも 頭から 離れなかった。 

昭和 二 七 年 五月、 対日 講和条約の 発効を 待って いたかのよう に、 吉見 製作所を 含む 分散して 
いた 工場が 合同して 新 三菱 重工が 発足した とき、 堀 越は 技術 部に 復帰し、 家族を 東京に 呼び 寄 
せた。 一家 八 人の 生活は、 この あとの 二、 三年が もっとも 苦しかった。 

航空 解禁と ともに、 戦中の 航空機に ついての 雑誌 記事な どが 氾濫す るよう になり、 当時の 技 
術に 対する 批判 も 噴き出し ていた。 「幕 戦」 を ことさら 持ち上げる 風潮と 合わせ、 もう 一方で 
は 「特攻 機と して 数多く 使われた 零戦」 あるいは 「防弾を 犠牲に した 人命 軽視の 設計 思想」 と 
して さまざまな 批判を 浴びる ようにな った。 

堀 越は やはり 『零戦』 の 中で 以下の ように 反論して いる。 

「技術者の 仕事と いう ものは、 芸術家の 自由 奔放な 空想とは ちがって、 


的 


零戦 （零 式 艦上 戦關 機) 


な 条件 や 要請が つきまとう。 (中略) 私が 
零戦を はじめと する 飛行機の 設計を つうじ 
て 肝に 銘じ たこと も、 与えられた 条件の 中 
で、 とうぜん 考えられる ぎりぎりの 成果 
を、 どうやっ たら 一歩 抜く ことができ るか 
という ことを 常に 考えねば ならない という 
ことだった。 (中略) 

どんな もので も、 それを 技術の 面から 評 
価 するとき、 そこに 与えられて いたいろ い 
ろな 条件を、 十分 考慮した うえで 評価し な 
いと、 真実を 見誤る ことにな りかね ない。 
零戦の 欠点と 称される ものに ついて 考える 
とき も、 この ことを 忘れて はならない と 田 心 
うので ある」 

当時、 堀 越な ど 機体 設計者の 置かれた 条 
件は、 苛酷な ものだった。 

「根本的には、 日本が 先進国に くらべて エ 
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ン ジンの 馬力が 常に 二割 か 三 割 少ない にもかかわらず、 飛行機の# 一^では 張り合って いかな け 
れ ばなら なかっ たという 事情から 発した ことで ある。 このため、 必然的に、 あれ も ほしい これ 
も ほしいと 多くの 要求を 総^: g に 盛り こむ ことは とても 不可能と なり、 数かず の 要求のう ちか 
ら 、正しく 優先順位を 見つけ 出し、 その 順位に よって 飛行機を 具体化して いかなければ ならな 
かった。 そのこと が、 日本では どの 国よりも きびしく 要請され ていたの である。 

この 考えに 立てば、 戦闘機に 防弾が なかっ たと しても これは とうぜん である。 なぜなら その 
優先順位と いうのは もちろん 機種 によって異なり、 たとえば、 爆撃機な どでは、 いくら 速度が 
早い といっても、 昼間、 敵の 戦闘機に 狙われたら 被弾を まぬかれない。 (中略) 

しかし、 戦闘機では、 防弾は、 飛行機の 籠と パィロットの 腕で ある 程度 おぎなう ことが で 
きる。 つまり、 戦闘機では、 防弾の 優先順位が 低かった ので ある。 (中略) 

つまり 『戦闘機と いえ ども』 という 言葉に 端的に 表われて いるよう に、 当時は 防弾な どに 憂 
き 身を やつす より、 防弾に 費やす 分 だけで も 重量を 減らして 運動 性を よくし、 攻撃力を 増す ほ 
うが 有利だった ので ある。 防弾が 必要な のは 将来で あり、 そのころ までには、 むしろ 防弾の 欠 
如は、 攻撃力を 強める という 積極的な 意味を もってい たので ある。 事実、 零戦に 対して 防弾が 
必要に なった のは、 後に アメリカが 反攻の 勢いを 増し、 圧倒的多数の 大 馬力の 新 戦闘機を 戦線 
に 投入し はじめてからで あった」 

「零戦」 の 設計 思想に 対する 批判者への 堀 越の 反論は 以上の 説明に すべてが 含まれて いる。 
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堀 越は 自らの#^ について 「私は 少年 時代から どちら かと いえば 口べ たで はにかみ屋 であっ 
た。 私の 武器は、 納得が ゆく まで 自分の 頭で 考える ことだった。 裏 づけの ない 議論の ための 議 
論は きらいで、 実物と 実績で 見ても らいたい という 主義だった」 と 述べて いる。 

このような 性格 だけに、 マスコミで 騒がれ、 振り回される ことは 本意では なかっ たし、 批判 
に対する 先の ような 反論を 展開す る ことで かなり 消耗 させられ ていた。 

この間、 うさばらしに 、ガストン •ルル ー や クリス ティー の 推理小説を 読んで 時を 過ごした 
という。 

航空 再開と ともに、 日本の 航空機 生産は 防衛 需要を 中心に 動きが 始まり、 新 三菱では 日本の 
防衛 産業の 中核 企業と して F86 戦闘機の 国産 化が 始まっ た。 堀 越は こうした 形での 航空機 復 
活が 必ずしも 本道とは 思って おらず、 「週刊 朝日」 (一九 六 二 年 二月 二日 号) の 取材に 対して 次 

のように！ A nn った。 

「ョー ロ ッバ 小国 群の トップに たつ オランダは、 軍用機の 開発は やって いないよ うな もの だ 
が、 国力に 合った 輸送機を 手 はじめに、 ひとかどの 商用 航空機 生産 国に なろうと いう 念願に 燃 

えてい る」 

戦前 「零戦」 を 開発した ことで さまざまな 体験を した 堀 越は、 あからさまには 言葉に しない 
ものの、 戦後の 日本は 軍需 中心では なく、 オランダを 一つの 手本に すべき だとの 考えを もって 
いた。 その 意味で も、 輸 研の メンバ ー になっ たことは 喜びであった。 


菊 原静男 —— 「紫電 改」 設計者 

菊 原静男 もまた、 戦前から 川 西 航空機の 
中心的な 設計 技術者であった。 九 七 式 大型 
飛行艇の 主任 設計者であった のを 始め、 こ 
れ以後 、二 式 飛行艇、 さらに 水上 戦闘機 
「強風」、 局地 戦闘機 「紫電」 「紫電 改」 な 
どの 戦闘機の 主任 設計者 もつ とめて きた。 

大正 九 年 (一九二 〇 年) の 創立から、 海 
軍の 飛行艇 や 水上 戦闘機な どを 主に 専門と 
して 実力を つけて きた 川 西は、 日米 開戦の 
二〇日 後に、 初めて 「紫電」 の 設計を 命じ 
られ 、ちょぅ ど 一年 後に 初飛行を 迎えた 
が、#^、 視界 不良な どに ょり、 いたって 
評判が 悪かった。 

「兵 庫の 片田舎の 水上 機屋が 戦闘機なん ぞ 
つくれる のか」 と 揶揄され ていたと おりに 


二 式 飛行艇 


なつた。 

このため、 昭和 一九 年 二月、 海軍は 改良 
型 「紫電 改」 の 設計を 命じた。 菊 原ら は 汚 
名 返上と ばかり、 「紫電」 の 教訓を 生かし、 
翌年 一月に 初飛行 させた。 その後の 改良で 
最高 速度は 時速 六 二〇キ ロメー トルを 記録 
し、 空戦 性は 抜群で あった ことから、 「零 
戦」 がすで に 時代遅れに なった 後を 引き継 
ぐ ものと して 期待され た。 

その 真価は 早く も 二 力 月 後に やってき 
た。 この 年の 三月、 海軍基地の ある 呉を 攻 
撃す る 米 機動部隊が 四国 沖に 接近して、 米 
艦載機へ ル キャット F6F 三〇〇 機の 編隊 
が 西日本 各地を^ 一手した。 このと き、 開戦 
の 真珠湾 攻撃の 際 戦闘機 部隊を 指揮した 源 
田 実 大佐が 率いる 「紫電 改」 五〇 機の 三 四 
三 航空 部隊は、 このぅち の 一五〇 機のへ ル 


キ ャッ トと 遭遇して 大 活躍し、 じつに 六 四 機を 撃墜し 
て、 その 名を とどろかせた。 その後、 「紫電 改」 は 鹿 児 
男 島の 鹿屋や 沖縄に 進出して 活躍した。 

藤 終戦の 一力 月 前、 菊 原は 川 西に 来訪した 当時の 軍需 大 
菊臣に 呼ばれ、 大広間に 会社 幹部、 軍 関係者が 大勢 並ぶ 
中、 「ょい 戦闘機を 設計して いただいて まことに ありが 
とぅ。 国家を 代表して お礼を 申します」 といわれ、 握手 
を 交わした。 菊 原は そのと き 声が 詰まって 何もい えず、 ただ 涙が 出る だけだった。 

敗戦に ょって 「紫電 改」 は 米国に 持ち去られ、 飛行 実験され たが、 搭乗した パイロットは 
「ライト フイー ルドで 紫電 改に 乗って、 米空軍の 戦闘機と 空戦の 演習を やって みた。 どの 米 機 
も 紫電 改に 勝てなかった。 ともかく この 飛行機は、 戦場で ぅるさい 存在であった」 (『続 •日本 
傑作 機 物語』) と 評した。 

そんな 情報が 入って くるのは 戦後し ばらくたって のこと であるが、 敗戦の 四〇日 前に 設計 部 
長から 丘 ハ 庫 県 鳴 尾に ある 第二 工廠 長を 命じられ ていた 菊 原は、 従業員の 醒雇 などの 残務整理 
に 追われる 一方で、 毎夜の ごとく 出没す る ト ラック 強盗から 資材を 守る ための 対策を たてたり 
の 毎日で、 忙しく 走り回って いた。 

そんな 混乱す る 三 力 月が 過ぎた ころ、 突然、 菊 原は 原因不明の 四〇度 近い 高熱に 襲われ、 五 
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〇 日間、 寝た きりとな ってし まった。 極度の 心身の 疲労が 積み重なって いたのだった。 

やがて 健康を 取り戻した 菊 原は、 残 資材を 利用して ナベ、 カマを つくる ほかの 工場とは 違っ 
て、 印刷所を 始めた。 

じつは 戦時中、 名 機と して 名高い 「紫電 改」 を 全国 八 力 所の 工場で 広く 生産す る ことにな っ 
たが、 図面の 量が 膨大な ため、 いちいち 青写真を とって いたのでは 間に合わな いと、 オフ セッ 
卜 印刷機を 購入して 刷っ ていた。 その § が 戦災に も あわず、 そっくり 残っ たため、 印刷業を 
始める ことにな ったので ある。 縁 あつて 聖書な ど 宗教 書を 印刷したり したが、 欲を 出し、 次に 
は、 「子供と 科学」 を 刊行し、 一時は 五 万 部 も 刷る ほどの 盛況ぶ りであった。 

その後は、 他の 航空機 メー カー と 似て、 GHQ の 自動車の 修理な ども 手がける ょぅになっ 
た。 やがて、 オート 三輪の 明 和 自動車の 常務と なって 転出した が、 昭和 一 一七 年 三月に 航空が 再 
開と なり、 一方で、 新 明 和 興業の 嘱託と して 飛行艇の 研究 も 始めて いた。 しばらくして、 アメ 
リカに 持って いかれた 大型の 二 式 飛行艇の 優秀 さに 目を つけた 米 マー チン 社、 グラマ ン社か 
ら 、艇 体の 改造 実験を 依頼され る ことにな つた。 

なにしろ、 菊 原が 三 三 歳のと きに 設計し、 昭和 一六 年に 初飛行した 二 式 飛行艇は、 第二次 世 
界 大戦に も 使われた 米 PB2Y 四 発 飛行艇、 英 ショー ト •サンダー ランド 四 発 飛行艇と 比べ 
て、 最高 時速で 一一 〇キ ロメ— ト ル、 航続距離で 二〇〇 〇キ ロメー ト ル も 上回る ほど 高® だ 

つた。 
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稔 

田 

太 


改造 実験に よって 「戦後、 航空機に 関して アメリカ か 
ら ドル 外貨を 稼いだ のは 菊 原が 最初だろう」 といわれた 
り もした。 


太 田稔. 


「九 七 戦」 設計者 


業 後、 


続く、 太 田 稔は五 人の サム ラィの 中では もっとも 若 
く、 昭和 九 年 (一九 三 四 年) に 東京 帝大 機械工学 科を 卒 
一 菱と 双璧を なした 中島 飛行機の 設計 部に 入社した。 「小山 悌 技師 指導、 指揮、 総括の 
もとに、 私 も 学校を 出てから 終戦までの 十 年余、 寝食を 忘れ 青年時代の 情熱を 燃やした もので 
ある」 (『飛翔の 詩』) と 述べて いるが、 彼 もまた、 若く して 九 七 式 戦闘機 (九 七 戦) の 設計を 
担当した。 

九 七 戦は 堀 越が 設計した 九 六 式 艦 戦と ともに、 日本が 欧米に 追いついた とされた 戦闘機で あ 


る。 特長は ー トンに も 満たない 超 軽量 小型で、 空戦 性が よく、 昭和 


当時の 蒙古と 


満州の 国境 付近で 勃発した ノモンハン 事件の 際、 ソ連の ィ 15、 ィ 16 と 空中戦を 演じて、 
〇対 一の 圧倒的な 強さを 見せつ けた。 これにょ って、 それまでは 相手に もされな かった 日本の 
航空機が 世界に その 名を とどろかせた。 

九 七 戦の 設計で、 太 田は、 これまでの やり方とは 違って 胴体を 前後に 二分 割し、 翼は 左右を 


九 七 式 戦闘機 


一体 構造で つくる 大胆な 設計を 取り入れ、 
軽量で しかも 丈夫、 加工 や 組立 も 容易に し 
た。 この 方式は、 太 田が 実質的な 設計 主任 
として 引き続いて 担当した 「策」、 すな 
わち、 国民的 英雄に 祭り上げられた 「加 藤 
隼 戦闘 航空隊」 で 知られた 陸軍の 戦闘機 キ 
4  3 など、 以後の 中島 飛行機の すべての 機 
種に 採用され、 他社 もこれ に 倣ぅ ほどで、 
現在の ジエ ット 戦闘機 もそぅ である。 

このほか 「大 東亜 決戦 機」 と 呼ばれた 陸 
軍の 重 戦闘機 「疾風」 など も 設計した 太 田 
だが、 戦争 も 末期に 近づいた ころには、 も 
はや 新しい 機種の 設計より 「一機で も 多く 
戦場へ」 となつ て、 設計 部門から 宇都 宮エ 
場の 生産 部長に なり、 増産の ために 1〗 #! し 
た。 工場 疎開の ため、 大谷 石を 採掘した あ 
との 地下 洞に 約 一万 坪の 工場を 設け、 昼夜 


一式 戦閼機 「隼」 


なく 大量の 工作® 8 を 運び込ん でいた。 そ 
ん なさ 中に 敗戦の 放送を 聞いた 太 田は 悔し 
くて、 「もぅ 一生 飛行機は やるまい」 と 思 

った。 

財閥 解体に ょって、 中島 飛行機の 首脳 陣 
はすべ て 退陣し、 技術者で ある 太 田は 宇都 
宮 工場の 副 工場長に なり、 GHQ の 許可を 
もらって 戦災 車両の 修理、 やがては 新しい 
車両の 生産に も 手を 広げる ことになる。 

技術 一筋であった 太 田は 経営者の 一人と 
なり、 万年 資金 不足の 中、 金策に 走り回 
り、 強かった 組合との 交渉に エネ ル ギーを 
費やした。 重役とは いえ、 農家の 離れの 八 
畳 一間に 一家 五 人の 暮らしは 楽では なかっ 
た。 そんな 苦労を 忘れさせて くれる のが、 
1 刖 から 同僚 技術者と ょく 行った 利根 川上 
流での 渓流釣りだった。 日曜日には 釣り糸 
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を 垂れ、 針に かかった 流線型を した 鮎の 銀 
鱗を 見て、 かつて 設計した 戦闘機の 姿態を 
思い 浮べたり もした という。 

航空 再開から しばらくして、 朝日 新聞社 
の セス ナ機 「小 鳩 号」 の 修理が 持ち込ま 
れ 、まだ 残って いた 中島 飛行機 時代の 職人 
が 朝飯前と ばかりに 修理を した。 すると、 
各 新聞社の セス ナ 機が 次々 と 持ち込まれる 
ょうになり、 いつのまにか、 再び 航空の 世 
界に 首を 突っ込む ょうになって いた。 

太 田の 部下で あり、 富 士 重工から 出向し 
て YS11 の 設計に 関わった 鳥 養 鶴 雄は 述 

ベて いる。 

「中島 飛行機で 戦時中 活躍され た 先輩たち 
は、 なぜか、 戦時中の 活動に ついて 話を す 
るのを 好まれない 雰囲気が ある。 特に 陸軍 
機を 担当して いた 方々 に その 傾向が 強い」 
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太 田 も その 一人で あり、 戦中の ことにつ いては 多くを 語っ ていない。 

昭和 三〇年 四月 一日、 財閥 解体で 分割され ていた 旧 中島 グル ー プ の富士 工業、 富士 自動車 エ 
業、 大 宮富士 工業、 宇都 宮 車両、 東惠 虽士 産業の 五社が 合併して、 富 士 重工業を 設立した。 太 
田は 本社の 航空機 部長を 命じられ、 やがて、 輸 研の 技術 委員会に 引つ 張られる ことにな つた。 

土 井 武夫 —— 「飛燕」 設計者  ひぇ 

最後の 一人、 土 井 武夫は 日本では きわめて 珍しい 水冷 エンジン 搭載の 戦闘機 「飛燕」 など、 

戦前の 川 崎 航空機が 開発した ほとんどの 機種の 主任 設計者であった。 

土 井に ついては 後述す るが、 これら 五 人の サム ラィに 対して、 飛行 _ きの 赤 沢は 航空機 武 
器 課長と しての 職分を 越えて、 個人的な 特別の 思いが あった。 

「技術的な 面で いうと、 1 刖の 昭和 十二、 三年から 士ハ 、七 年 ごろまでに かけて 日本の 航空 技 
術が 世界的に 見ても 非常に 高い レベルに あった ことは 間違いない。 その 技術、 とくに 設計 開発 
技術が まったく 死に かけて いた。 これを ほうっておいて いいんだ ろうか」 (『戦後 産業 史の証 
言』) 

「これから 先 おそらく フィ ー ルド エンジニアリング だけが 残って、 基本になる 航空機の 技術は 
死滅す るので はない かとい う 危機感が あった。 それでは 如何にも 惜しいで はない か」 (『Y x \ 
767 開発の 歩み』) 


赤 沢が この 五 人と 話し合った とき、 彼らから 「戦時中は 世界 レベルに あった この 航空機 設計 
技術を、 何とか これからの 日本の 世代に 伝え 残して ゆきたい」 という 切々 たる 訴えが あった。 
木 村は こう もい つた。 

「赤 沢さん、 飛行機の 設計と いう ものは ある 種の 芸術です よ」 

これを 受けて 赤 沢は 強調す る。 「芸術作品は ある 年齢に 達します と、 創作 性と いう ものが 枯 
れち やう。 現に 木 村さん なり、 堀 越さん なりが 1 刖に 立派な 飛行機を つくられ たの も、 みんな 
三〇 歳ち よっ と 過ぎた ころです。 零戦に しても 堀 越さん が 設計した のは 三十 一、 二 歳 じ やない 
でしよう か」 

この 赤 沢の 考えは、 常 日ごろから つきあいの あった 新 三菱 重工 本社の 航空機 部 次長 •由 比 直 
一の •=■ 口 葉で も あった。 

「当社の F86F の 国産、 川 崎 重工業の T33 の 国産は 
共に 軌道に 乗って 進行しつつ あった。 然し これらは いず 
夫れ も 米国からの 技術提携を 受けて 製造す る ラィセンス 生 
■産であった。 戦時中に 優秀なる 航空機 および 発動機を 設 
土 計し、 且つ 量産した 多くの 航空 技術者は 戦後の わが国の 
不安定なる 社会経済 g 態に 直面し、 多くの ものは その 進 
路を 他に 転換し、 又 他の ものは 航空に 対する 郷愁を 抱き 


つつ も 何らの 希望 もない 放心 贫態 であった。 これらの 航空 技術者の 中の チ ー フ •デ ザ ィナ ー や 
120 幹部 達は 当時 既に 相当の 年齢 (五十 歳) に 達して おり、 このまま 航空機 工業の 真の 再開 I 
即ち 自己 開発、 自己 設計から 量産 —— がなければ、 将来、 日本の 航空 工業技術に 大きな 空白 
が 出来て 再起 不能と なる のでは ないかと 憂慮され た」 (『本 航 物語 其 一』) 

のちに YS11 の 設計 部隊を 率いる ことになる 新 三菱の 東條輝 雄は この 五 人に ついて こう 述 
ベて いる。 

「昭和 三 一 一年に 協会を つくっ たんだが、 その 際、 技術 委員会を っくって 木 村 先生を 据ぇて、 ほ 
かの 四 人を 呼んで きたのは、 赤 沢さん が 予算 取りを やり、 この あとの 日本航空 機 製造を つくる 
ための 応援団を つくっ たのでは ないか」 

先の コピ ー と 同様に、 外に 向けた アピー ルが 巧妙な 赤 沢は、 日本人の 心の奥底 にある 戦前 • 
戦中の 日本の 航空 技術に 対する 郷愁 や 憧れ、 「航空 日本」 の 復活を 心の底で 願う 国民 感情を 十 
分 念頭に 入れ、 追い風に 使おうと していた。 そして、 専務 理事の 杉 本は、 世界から 大きく 取り 
残されて しまった 日本の 航空 技術の 起死回生の 切り札と して この 五 人を 人選して 登場 させた の 
だった。 まさに、 誰も 文句の つけょう のない ほど 豪華な 顔ぶれで、 各メー カー に 分かれて 互い 
に 競い合っ ていた 敗 1 刖 には 決して 実現し ぇなかった、 さしずめ オ ー ルス タ 1 総 出演と いった 
ところ だつ た。 

赤 沢の 思惑 どおり、 ジャ ー ナ リズムが 飛びつ き、 何もせ ずと も 書き立てて くれた。 
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少し あとになる が、 たとえば 「週刊 朝日」 (一九 六 二 年 二月 二日 号) の 評判に なった 九べ 一 

ジの トップ 記事 「YS-11 と 五 人の サム ライ - S 吾び も 悲しみ もす ベて ツバ サ に」 のまえ が 

きには こぅ蚩 日 かれて いた。 

「YS-11 が 羽ばたく までには、 零戦 や A-26 長距離 機な ど、 過去の すぐれた 国産 機を 造 
りあげた 技術が 土台と なって いる。 そして、 その 土台を 新しい 旅客機に 結びつけ たもの —— 
それ こそ、 これから 紹介し よぅとす る 五 人の サム ライの 執 今 心なの だ」 

昭和 二 九 年 四月に 製作され た 黒 沢 明 監督の 映画 「七 人の 侍」 は 国内で も大 ヒットした が、 九 
月の ベネチア 映画祭に 出品され、 銀 獅子 賞を 獲得し、 世界で も 評判に なった。 それまで ほ とん 
ど 顧みられな かった 日本 映画 ここに ありと 一躍 その 名を 広めた。 いくさで 国は 荒れ果て、 落ち 
ぶれた 各々 一匹狼の 七 人の 浪人たち が 集められ、 勇敢に 立ち向かって 逆境を はねのけ 勝利へ と 
導く、 そんな 姿を 「五 人の サム ライ」 と ダブらせて、 大いに アビー ルした のだった。 

五 人の サム ライの 中で、 太 田と 菊 原の 二人を 除いた 残りの 三人、 木 村、 堀 越、 土 井、 これに 
加えて、 中型 輸送機 国産 化 計画の 実現に 向けて 人一倍 奔走した 三菱の 由 比、 さらに 同じ 技術 委 
員 会 メンバー で 日本航空の 技術 部長 •駒 林 栄太郎 の 五 人は、 ともに 昭和 二 年 東京 帝大 航空学 科 
卒の 同窓生であった。 

これらの メンバ ー は、 1 刖 から 航空 界の 中核を それぞれ 担っ ていたが、 一〇 年余を 経て 再び 
檜 舞台に 登場した のだった。 


この 五 人の 中で ただ 一人 健在で ある 土 井 武夫は、 旧友たち について 次のょうに 語った。 

「YS11 を やった 五 人のう ち、 わたし 以外は みんな 亡くなっ てし まった。 一〇年 前に 堀 越、 
続いて 木 村、 菊 原、 太 田と …… 。昭和 三 四 年 六月に 日本航空 機 製造が でき、 堀 越 や 木 村 それ 
に 菊 原 君は 実務から 手を 引く が、 私と 太 田 君の 二人は その後 も 残って 担当した のです」 

太 田は 主に 企画、 営業 面を 担当した。 その 意味に おいて、 この 世代では、 YS11 の 実際の 
設計を 通して 身近に 接し、 戦前 •戦中に 培った 日本の 航空 技術を 戦後の 世代に 伝えた のは 土 井 
だけであった。 

まだ 航空機 設計の ィロ ハ も 知らない、. 息子 同然の、 二十 数 歳 も 年下の 若い 技術者た ちに 交じ 
って、 土 井は YS11 の 設計を 担当した。 それ も、 岐阜から f 赴任で S 足に ある 川 崎 航空機 
の 独身寮に 寝 泊り したので あった。 土 井は 五 人の やり取り をこう 述べた。 

「飛行機は ずっと やって きました から、 横目で 見ても これが 適当 かどう かわかり ます。 だか 
ら 、担当 以外の ことで も 口を出した のです。 それに、 堀 越 や 木 村は 同じ クラスで すから、 何も 
慮は いらない のです。 おい、 おまえの 関係です から」 

木 村 も 記して いる。 

「昨年の 九月、 パリの 日航 ホテルの ロビ ー で 大学 時代の クラ スメ ー トの 土 井 武夫 君に 偶然 出会 
った。 彼は 戦時中、 『飛燕』 (三 式 戦闘機) はじめ 川 崎 航空機の 名 機の 数々 を 手がけて 来た 名設 
計 者。 お 互いに 『君』 も 『さん』 もつ けずに 呼び 合う 仲で ある」 (「出会いの 楽しみ」 「中央 公 


mm 


三 式 戦闘機 「飛燕」 


論」 一九 七 九 年 一月 号) 

五 人の サム ラィの 中で もっとも 世間に 名 
前が 知られて いるの が 木 村と 堀 越で ぁろ 
ぅ。 堀 越の 「零戦」、 菊 原の 「紫電 改」 、二 
式 飛行艇、 太 田は 九 七 式 戦闘機、 「隼」 戦 
闘 機、 そして 土 井は 水冷 エンジンを 積んだ 
戦闘機 「飛燕」 の 設計者と して 知られて い 
る。 

だが、 これら 五 人の 中で 圧倒的に 多い 数 

の 航空機を 設計して きたの が 土 井な ので ぁ 
る 0 

土 井が 主任 設計者と して 担当した 航空機 
の 数は、 堀 越の 三倍 近くになる 二十 数 機種 
にも のぼるが、 その 理由に ついて 本人は こ 
ぅ 述べて いる。 

「川 崎に 入社して、 ドィツから きた フォー 
クト 博士に ついて、 一緒に 五 機く らい やつ 
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てから、 独り立ちし ましたが、 川 崎は 三菱 や 中島 飛行機と 違って 規模が それほど 大きくな いの 
です。 だから、 三菱で いぇば、 私 クラスの 主任 設計者が 堀 越 ゃ久保 (富 夫) さん、 本庄 (季 
郎) さん、 由 比な どと、 何人もいた。 中島 も 同様です。 それに 比べて、 川 崎は 若い 人 ばかり 
で、 私の すぐ 下が 六つ 違いだった のです。 ですから、 すべての 機種は 私が 責任者に なった」 

人の 命を 預かる 飛行機の 設計 技術者は 仕事 がら、 極限を 追究す る だけに、 なにかと 物事を 理 
詰めで 進めが ちで、 気難しかったり、 自己の 信ずる 理論に 固執した りする 場合が 少なくない。 
特に— 肌の 堀 越と 菊 原には その 傾向が 強かった。 

そんな 中、 行動 力の 旺盛な 土 井一 人が# 一^を 異にして いた。 戦後の 苦労した 時代が 長かった 
だけに、 取り巻く 周りの 現実を 見据ぇつつ、 柔軟な 対応で、 YS11 の 実現に 向け、 五 人の 中 
でもっ とも 大きく 貢献した 。白ら 「ョ ィト マヶを 進んで 引き受けた」 といぅょ ぅに、 予算 獲得 
のた めの 泥臭い 役 も 買って出て、 技術者ら しからぬ 大 芝居を 演じて 見せ、 役人を 感激 させたり 
もした。 

八 九 歳の 青年 

日本の航空界を代表する設計者の土井は、 川崎重エ のある岐^〇^の古びたたたずま い の家 
で 夫人と 二人 暮らしを している。 平成 四 年 (一九 九 二 年) 一二 月の ある 日、 * 刖に ィンタビュ 
1 の 趣旨を 書いた 手紙と 拙著を 送り、 許可を 電話で 確認して から 岐阜へ と 向かっ た。 この 世界 
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の 大御所で あり、 しかも 高齢で ある ことから、 どんな ィンタビュ ー がで きる かと、 やや 不安と 
緊張を 交えな がらの 訪問であった。 

ところが、 そんな 思いは またたくまに 吹っ 飛んで しまった。 このと き 八 九 歳とは 誰が 見ても 
信じられない、 十数 歳は 若い と 思える ほど 元気で、 しかも、 学生時代に 柔道で 鍛えた 体は 今 も 
ガッチ リ として おり、 こちらの 質問には 驚く ほどの 記憶力に ょって、 次々 と 答えが 返っ てく 
る。 若造を 相手に しながら も、 決して 偉ぶ る ことなく、 ユー モアを 交えながら 丁寧な 言葉で 応 
え、 こちらを 温かく 包み込んで しまう。 

土 井の 人柄を 語る エ ピソー ドには こと 欠かない。 土 井の 自著 『飛行機 設計 50 年の 回想』 には 
以下のょうな エ ピソ ー ドが 綴られて いる。 

たとえば 1 刖 、どこの メーヵ ー でも まともな 形で 実現し えなかった 水冷 エンジン 搭載の 戦闘 
機 「飛燕」 の 開発を 成功 させ、 陸軍で 制 式 採用に なった ことから、 土 井は 主任 設計者と して 表 
彰の 副賞に 一万 五 〇〇〇 円を もらった。 今の 金額に 直せば、 二、 三千 万円には なる であろう。 
こんな 金は もっ ともらし くしまい 込む のでは なく、 こんなと きこ そ、 部下たち の 労を ねぎらわ 
ねばと、 岐阜 駅前の 商工 奨励 館の 五 階に あった 洋食 店を 借り切り、 フル コ ー スの 祝賀会を 一週 
間 ほどに わたって 連日 くりひろげ、 土 井は 責任者と して 毎日 出席して 賞金を 惜しみな く 使っ 
た。 なにしろ、 そのころ の 設計 部門は 約 五 〇〇人 ほどが おり、 さらに 試作 工場の 全員 も 加わっ 
ていた。 
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YS11 の 完成に 果たした 功績で 昭和 三 八 年 (一九 六 三年) 四月、 科学技術庁長官 賞を 受賞 
し、 昭和 四 一年 四月 一日には 名 城 大学 工学部 交通** 学科 教授と なった。 五 年 目には 学科 長に 
なり、 昭和 四 八 年 (一九 七三 年) には 合わせて 学生部長に 就任した が、 この ころ、 名 城 大学 も 
ご 多分に もれず、 大学紛争で 荒れ、 若い 学生たち との やり取りは なにかと 難しい 時期で あっ 
た。 

そんな 中、 とかく 事なかれ主義に 流れが ちな 学内に あって、 物事の スジ や けじめを つけ、 は 
っきり ものを いう 土 井は 特異な 存在で、 またたくまに 職員から も、 学生から も 名物 先生と 呼ば 
れ 「名誉 学生部長」 の 称号を もらっ てし まった。 

「学生との 約 WI- ははっ きりとい うべき だ。 『できる ものは できる、 できない ものは できない』 
と、 私は 常にそう してきた」 といい きる。 

「常に 全体を 眺められる 人間に なれ、 細かい ことば かり 見ないでも っと 視野を 広げよ」 は、 Y 
S11 の 開発のと きに も 実践して きた ことで、 とかく 自分の 専門 だけに 目を 奪われが ちな 若い 
技術者に アドバイスし ていた。 

学内では あいまいな 態度に 終始す る 大学 管理者は 学生に 対する 姿勢が 逃げ腰の ため、 「指導 
者た る もの、 次の 時代を 常に 考えよ。 指導者た る もの、 多少の 非難を 浴びよう とも、 次代を 背 
負う 責任感から 信念を もって 行動せ よ」 「もっと 先の 見通しを 立てるべき だ、 今の 大学 職員は、 
時間 的 視野が 狭す ぎる。 つまり、 スケー ルが 小さす ぎる。 もっと 将来を 見て ほしい」 とは ばか 
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る ことなく 苦言を 吐いたり した。 

敗 1 刖は 国家の 非常時に おいて、 戦闘機の 開発な どを 通して 幾多の 修羅場を くぐり 抜けて き 
た 体験が ある だけに、 たとえ 大学で 学生との 間で 問題が こじれても、 「人の 命までは 左右し な 
い」 と 動じず、 時には 自信に 裏づ けられた 頑固 さから、 ワンマン のょうに も 受け取られた。 

「人は ょく 責任を 取れと いうが、 責任って 何 だ。 今の 職 (学生部長) を 辞めろ という ことか、 
それとも 学校を 辞めろ という ことか。 責任と いう 意味 も わからず、 軽々 しく 使うべき ではな 
い」 そんな 言葉が 飛び出したり もした。 

もうす でに 人の 何 倍 も 事を なして きた 土 井に とっては、 大学の ポストに 固執す る ことな ど 何 
もない。 かとい って、 いったん 引き受けた 以上、 責任を 放棄す る わけには いかない と、 いうべ 
きことは はっき りと 口にした。 だが、 土 井は ほかの 教授たち と 違って、 頭 ごな しに 上から 押し 
つける のでは なく、 若い 学生たち との 話し合い (団交) には 徹底して つき 合っ た。 

土 井は 「授業 優先」 を® 木と している ので、 学生との 話し合いが 始まる 時間は 遅く、 おおむ 
ね 夕刻の 七 時 ごろからで あった。 終る のは £ 刖二時 や 三時に 及ぶ こと も しばしば あったが、 こ 
の 間、 土 井が 吸う タバコの 本数は すごく、 見る 間に 灰皿が 山盛りに なって、 いつも 八〇 本は く 
だらなかった。 

昭和 四 八 年 (一九 七三 年) 一 〇月二 九日のと きな ど、 翌日の 午前 六 時まで 話し合い、 最後に 
は 学生の ほうが 根負けす る ほどであった。 あるときの 団交の 場面を 名 城大織 員の 牧田 一幸は 語 
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つてい る。 

「学生たち はもち ろん のこと われわれ でさえ ドギモ をぬ かれた ことがある。 話し合いの 最中 
に、 やおら 右手を 背広の 内ポケットに 入れ、 とり 出した のは 長さ 一 五 センチぐ らいの 葉巻 タパ 
コ 。それ も 一本では なく、 二〜 三本と り 出し、 一本は _ 分 がく わえ、 残りは 最刖 列の 学生に 渡 
し 吸い 方まで 教えて やる 始末、 一同 笑いが 生じ、 いっぺんに 話し合いが なごんで しまった。 ま 
さしく 貫禄と 言おぅ か、 学生たち と 話し合いを する ことを 楽しんで いる 風に もとれた。 毎度、 
感心 させられ たのは、 何時に なろぅ が 食事を とらな かった ことで ある ◦『食事は いらない ょ。 
家で 女房が 食べずに 待って るから』 と 言って」 

このと き、 土 井は すでに 七〇 歳であった。 

豐田 街道に 面した 名 城大の 入り口から 正門まで、 約一〇 〇メー トル ほどの 定年 坂と 呼ばれる 
坂道が ある。 若くて 元気の いい 学生で すら、 息を弾ませる その 坂は、 定年 まぢかに なった 教師 
が 必ず 一度は 立ち止ま って ひと 息 入れる。 そんな 姿を 目に すると、 「アア 、あの 先生 も そろ そ 
ろ 定年 だな」 と 人は つぶやく ので ある。 

ところが、 例外の 教師が 一人いた。 はちきれん ばかりに 詰め込んだ 六 キロ 近い 重さの 頑丈な 
鞄を いつも 手に し、 七 二 歳とは とても 思えない 早足で 一気に 上り 切る。 「小型ながら 馬力の 強 
いジ ー プさ ながら」 と もっぱらの 評判であった。 鉋の 中には、 深夜にまで 及ぶ 団交に 備えて、 
洗面 用具 や 日用品 までが 詰まって いた。 _宅 からの 距離が 二 時間 余 あるた め、 ときには 大学に 
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泊まる こと も ある。 そんなと きの 土 井は もっぱら 木賃宿 や 学生 部の ベッドを ね ぐらと しじ。 飽 
にはい つも 愛妻弁当が 仕舞い込まれて あり、 ときに 鞄の歡 ら みがょり 大きい ときは、 酒 びんで 
あったり した。 

いっもの ょうに 学生との 話し合いに 熱が こもり 遅く なって、 大学 前の 名 城 飯店で 遅い 夕食に 
「軽く ソバで も 一杯」 となっても、 土 井は 入る や ただちに、 注文を 酒に 変えて しまう。 午前 三 
時 ごろから 酒を 飲み はじめても、 翌日に 調子が おかしい といっ たこと などつ いぞ 聞いた ことが 
ない と、 職員 仲間は 驚きを 交えて 話す。 

土 井への ィンタビュー は 健勝な 夫人 も 交えて 長時間に 及んだ ため、 この間、 夕食に ボリ ュー 
ム たっぷりの 鰻丼を 取った。 特製の 山盛りと いっていい ほどの 量が あったが、 パク パクと 平ら 
げ ていき、 その後は、 「君、 アル コー ルの ほうは 大丈夫 かね」 となり、 ブラン デー を スト レー 
卜で 数 杯 飲み干し ていた。 

さまざまな 航空機を 設計 

土 井の 豪傑ぶ りを 示す エピ ソード はさて おき、 肝心の I 刖 •戦中の 業績に ついて 触れて おか 
ねばならない。 

戦前から、 三菱、 中島、 川 崎、 川 西な ど 航空機 メー ヵー では 名 設計者と 呼ばれる 技術者を 何 
人 も 輩出した が、 その 中で、 数に おいて 二〇 機種 以上 も 設計した 土 井と 肩を 並べる ものは いな 
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いであろう。 それ も、 名 機と 11; われた 「飛燕」 戦闘機に とどまらず、 さまざまな 種類の 航空機 
を 手がけた ことで も 傑出して いる。 

土 井は 川 崎に 入社した 昭和 二 年から 終戦の 昭和 二〇 年までの 一九 年間に、 陸軍の 九 二 式 戦闘 
機、 九 三 式 単発 軽爆撃機、 九 五 式 戦闘機、 九九 式 双発 軽爆撃機、 一式 貨篇送 機、 二 式 複座 戦 
闘 機 「si」、 三 式 戦闘機 「飛燕」、 五 式 戦闘機、 102 襲撃 機な ど 一六 種類を 設計した。 これ 
らの合 計 生産 機 数は 八 五 〇〇機 近くに 上っ ている。 この間、 昭和 九 年から 終戦までの 一二 年間 
は 主任 設計者と して 活躍した。 戦後は 昭和 二 七 年の 航空 再開から 昭和 四 一年までの 一四 年間 
に、 Ysll、 P2J など 四 機種を 手がけた。 

こうした 豊富な 実績を 残した 土 井 だが、 大学を 卒業した ころは 五 人の サム ラィの 中で もっと 
も 苦労した 一人だった。 

土 井の 七〇 年に およぶ 航空機 設計 一筋の 人生の スタ ー トは 、外国から 導入した 技術から 昭和 
初期に 始まる 日本の 航空 獲 術の 皂ユ 期、 いわゆる 外国から 導入した 技術を マスタ ー して 国産 
開発へ 突き進もう としたち ようど その 時期と 一致して いる。 その後は、 他の 四 人の サム ラィた 
ちと 同様に、 たえず 日本の 航空 界の 先頭に 立って 戦前の 全盛期を 自らの手で 築き上げた。 そし 
て、 航空 禁止の 七 年間を 経て 再 登場して、 YS11 を 通して 戦後の 世代へ と 引き継ぐ 役割を 果 
たした。 その 意味で、 日本の 航空機 工業の 歴史を 自らの 人生を 通して 体現して いる 存命す る 唯 
一の 設計 技術者と いつて よい。 


九 五 式 戦閼機 


土 井は ラィト 兄弟が 初の 動力 飛行を 成功 
させた 翌年の 明治 三 七 年 (一九 〇四 年) 一 
〇月三 一日に 山形 市に 生まれた。 一 〇人兄 
弟の 七番 目の 子と して 生まれた 武夫の 父は 
教員だった が、 なにしろ 子供の 数が 多く、 
母は 荒物 商の 小 商売を やって 生計を 助けて 
いた。 「小さい ときから 私は 木工 や ブリキ 
細工が 大好きだった」 といぅ 土 井は、 つく 
った 自慢の 作を 学校に もっていって 先生 か 
ら ほめられたり していた。 

小学校 六 年のと きには、 単式 ピストンの 
蒸気機関車を つくつ たり もした。 小学校 四 
年の 夏に、 ちょぅど 第一次世界大戦が 始ま 
り、 少しして 発刊され た 「大戦 画報」 に 
は、 活躍した 飛行船、 飛行機、 タンクな ど 
の 写真が ちりばめられ、 土 井 少年は その 中 
にあつ た ドィツの ゴータ 爆撃機を まねて 一 


メ ー トル ほどの 模型を つくり、 店の 天井に ぶら下げて 得意に なったり していた。 同じ ころ、 ア 
I32 メリ カから やって きた ア ー ト •スミスの 飛行機 曲芸 団が 日本 全国を 巡回した おり、 学校の 先生 
に 連れられて 練兵場に 見物に 行った。 このと きが 土 井の 飛行機との 初めての 出会いであった。 
とはいっても、 木村秀 政の ように 飛行機 少年に なった わけではなかった。 

中学 二 年のと き、 父親は 定年と なり、 母親の 荒物屋を 手伝う ことにな った。 この ころには 商 
売 も 少しずつ 繁盛す るよう になり、 扱う 品物 も 増えて 縄 ムシ ロな どの わら 加工品 も あった。 米 
をつ めた 傲 y さらに ムシ ロで_ して 出荷す る 力仕事を 父は 手伝うよう になっ たが、 一年 足ら 
ずして 心臓麻痺で 突然死 去した。 

土 井 少年の 上の 二人の 姉は 女学生のと きに 死亡、 ほかの 四 人は いずれも 山形を 離れて 上級 学 
校に 進んで おり、 彼が 店の 仕事を 手伝う ことにな った。 

米の 収穫期になる 一〇 月から 翌年 三月まで、 米屋に 縄 ムシ ロを 配達す るの が 土 井 少年の 仕事 
だった。 前の 晚に 荷車に 縄 ムシ ロを 積んで おき、 翌日 登校す る 際に、 荷車を 曳 いて 配達し、 空 
車を 預けて、 学校の 帰りに また 曳 いて 帰宅す る 毎日だった。 そんな 日々 が 五 年間 続いた。 

当時、 山形には 中学より 上級の 学校は なく、' ± 井 少年は 「仙 台の 工業 専門学校に 進みたい」 
と 心密かに 思って いたが、 父の 死で、 それ も 叶わぬ かとみ えた 大正 九 年 (一九二 〇 年) に、 山 
形 市に 高等学校が 開設され る ことにな った。 土 井 少年は 店の 手伝い も 続けながら 山形 高等学校 
へ 通う ことを 考えた。 
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それまで、 高等学校の 受験資格は 中学 五 年を 終了して からだっ たが、 この 年に 制度が 変わっ 
て、 中学 四 年で も 受験で きる ことにな った。 

土 井 少年は 早速 チャ レンジした。 「中学 時代は 英語と 数学は よく 勉強した が、 他の 科目は あ 
まりやら なかっ たので 自信はなかった」 が、 理甲 (英語を 第一 外国語と する) に 見事 合咨し 
た。 

そのころ、 高等学校の 数は 少なく、 このため、 山形 高校には 全国から 若者が 集まっ てきて お 
り、 年齢の 幅 も あって、 もっとも 年下の ' ± 井より 一〇 歳 も 年長者が いた。 学生は 寮 生活の もの 
が 多く、 バン カラな 青春 時代を 大いに 謳歌す る 学生が 多い 中、 土 井は_ らず 店の 手伝いに 追 
われ、 行動を ともに する ことは きわめて 少な かった。 しかし 「勉強は よくやっ たと S ってい 
る」 と 本人が 述べる ように、 ガン バリ 屋の土 井は、 第二 外国語と して ドィツ語を 勉強し、 その 
実力は 理乙 (ドィツ語を 第 1外 国語と する) と 同じく らいには 読める ようになっ ていた。 そう 
はい っても、 「工学 的な ものと しては、 アメリカの 雑誌 『ポピ ユラ！  メカニックス』 を 読む 
程度で、 飛行機には ほとんど 関心は 持っ ていな かった」 という。 

この ころに なると、 土 井家 も 母の 苦労で 大学への 学費を 工面で きる ほど 商売は 繁盛して い 
た。 そんな 高校 時代を 終えた 年の 初め、 土 井は 学校の 掲示板に 張り出された 大学 入試の 案内書 
で、 東京 帝 大工 学部に 航空学 科が ある ことを 初めて 知った。 

家に 帰って 早速 母に 話す と、 驚いた 様子で 「飛行機は 落ちる から やめた ほうがよ い」 とと ど 
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めた。 「乗る のでは なくつ くる ほう だから」 と 説明して 納得して もらっ たが、 その 当時、 一般 
に 飛行機は 落ちる ものと 思われて いた。 

東京 帝国 大学 航空学 科  なか ♦かゎもり ゆき 
ところで 土 井と 同学年で、 ともに 壅 M 帝大 航空学 科を 志望した 山形 高校の 同級生に 中 川 守 之 

がいる。 

「土 井は (高等学校) A 組で トップの 成績で あり、 B 組の トップは 私だった。 そのために、 高 
等 学校の 中では、 一番 難しい ところを 受ける という 雰囲気が 自然と 出て きた ものだった」 と 中 
川は 七〇年 近く 前の ころを 振り返る。 土 井よりも 年上の 中 川 だが、 やはり かくし やくと して お 
り、 所用で 毎日の ように 車の ハンドルを 握って いる。 

「今年の 四月、 免許の 書き換えになる の だが、 果たして 発行して くれる だろう かね。 これ まて 

数十 年、 無事故では とおして きてい るんだ が . 」 と 笑いながら 話す ほどで ある。 

この二人以外にも、航空学科を志望する同級生が数人い气、願書を出したが、応募者からし 
て 「とて ii する のは 難しいだろう」 といっ て、 新 山 春 雄 (後の 中島 飛行機を 代表す る 技術 

者) のように 途中で 志望 先を 造兵 学科に 変える もの もいた。 

東京 帝大 航空学 科の 歴史は 浅く、 大正 一二 年 (一九 一二 靈に 第一 回目の 卒業生を 出した 

が、 このと きは たった 三人で、 その後 も 二、 三人で しかな く、 このと きは ようやく 定員が 七 人 
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東京 帝国 大学 工学部 航空学 科 同期生 （昭和 2 年卒） 
右から 中 川、 村 上、 駒 林、 木 村、 土 井、 由 比、 児 玉、 
掘 越と 1 年上 級の 島 本克巳 


になっ ていた。 そのため、 先輩は ほとんどい な 
かった。 

中 川は 述べて いる。 「いっち や 悪い が、 航空 
学科は できた ばかりで、 ぼくたちの 前は 偉い人 
ばかりだった。 一回 生は 中島 飛行機の 吉田 孝， 男 
さん、 それに 陸軍からの 選科 学生の 駒 村 利 三 
(後の 陸軍 少将) さん、 それに 海軍から も 一人 
です。 だから、 航空学 科なん かいくん じ やない 
と アドバィスして くれる 人が いなかった。 確か 
に パィオニア 的では あるの だが」 

中 川は 指摘す る。 「入学は した ものの、 航空 
学科の 体制が できて おらず、 また、 航空では つ 
ぶしが きかない から 困った」 

それは そぅとして、 成績 優秀な 二人は 互いに 
ちょく ちょく 遊びに 往き来したり していて、 意 

識し  <ー ロつ ていた。 

入試の 前年に 関東大震災が あった ので、 建築 
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学科に 志願者が したが、 それでも 倍率は 二倍 強く らいだった。 三月に 行なわれた 東京 帝国 
大学の 試験には 土 井、 中 川と もに 「全く 自信が なく、 これは、 とても 受かりそぅ にない」 と 思 
い、 二人 そろって 京都 帝国 大学の 理学部に 第二 志望の 願書を 出しに いった。 

京都の 宿に つくと、 友人から 電報で 「航空学 科に 合格した」 との 知らせが 届いた。 ところ 
が、 土 井は それでも 信じられず、 ただちに、 東京に 戻り、 東京 帝大の <1 構 者 発表を 自分の 目で 
確かめる 始末だった。 

土 井が 航空学 科に 顔を 出した のは、 一学 期 も ほぼ 終りに 近づいた 七月 一日からで あった。 四 
月からの 三 力 月間、 腹膜炎を 起こし、 山形で 入院して いたから だった。 

入って みると、 七 人の 定員だった のが 八 人で あった。 じつは、 七番 目の 同じ 点を とった もの 
が 二人いた ためで ある。 

クラスは もちろん 一つで、 同級生には 一高から きた 木村秀 政、 堀 越二郎 、駒 林 栄太郎 、松 山 
高校から由比直一、 |0- &1^、村上和祥、山形高校からは土井、中川であった。このほか、海 
軍からの 選科 学生と して 沢 井秀夫 海軍 機関 大尉、 陸軍からは 信 濃成繁 砲兵 大尉の 合計 一〇 人で 
あった。 

航空学 科の 授業 や 教授陣は 歴史の 浅い 日本の 姿 そのものを 物語って いた。 学生の 数と 同じ 一 
〇 名の 専任の 教師が いたが、 航空学 科と 銘ぅ つては いるものの、 航空に ついて まともに 知っ すて 
いる 教授が ほとんどい ない ので ある。 まともに IS* できる のは、 航空 力学の 横 田 成年 教授と 栖 
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原 豊太郎 教授の 二人く らいで しかなかった。 

主任教授の 横 田の 講義は 難しい という 定評が あり、 木 村は 『わが ヒコ ー キ 人生』 の 中で 以下 
のように 記して いる。 

「学問的に も 立派な 先生 だが、 威厳が あって、 われわれ 学生は こわくて まともに 話 もで きな か 
った。 酒が お好きで、 朝 授業 前に 一杯 やった とみえ、 まっかな 顔で 教室に 来られる ことがあ 
る。 マ グロず しが 好物で、 よく 昼食に とって おられる のを 見た ことがある。 それが、 十五 銭の 
カレー ラィスを M としていた われわれ 学生には、 ひどく ぜいたくに 見えた。 (中略) 

横 田 先生に 限らず、 大学の 講義は 一般に むずかし いか、 不親切 か、 未熟 か、 興味の もてる も 
のが 少なかった。 中には、 外国の 航空 力学の 本を もってきて、 それを そのまま 学生に 訳して き 
かせる 先生 も あった。 わが国で 航空学 科が 創設され たばかりで、 大部分の 先生は S 科 や 造船 
科の 出身 だから、 無理の ない ことだった かも 知れない。 しかし、 1 が このように 不親切 だっ 
たので、 しかたなしに 学生は 独学で 原書に 取り組んだ りして、 よく 勉強した。 あまり 懇切 丁寧 
に 講義す ると、 学生が かえつ て 勉強し なくなる のでは ないかと、 考える ことがある」 

中 川 もまた 「ほとんど 先生 も 学生 もな く、 一緒にな って 外国の 専門書を 初めて 勉強して いる 
といつ たと ころで しよう か」。 だから、 おのず と 英語 や ドィツ語は 勉強す るし、 また 自然と 覚 
える ようにな つたと 語る。 

授業では、 見学 や 夏休みの 実習が よく あって、 川 西 i 飛行機 部 や 小石 川に ある 陸軍の 砲兵 
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工廠に 行き、 試作 中の 飛行艇を 見せて もらったり もした。 

彼らは よく 学び、 よく 遊び、 人数が 少ない せい も あって まとまって 行動した。 海軍から きた 
沢 井は 年 も 上で、 すでに 家庭 ももって おり、 自宅に 八 人が そろって おしかけ、 徹夜で^^ や卜 
ランプに 興じたり する ことが よくあった。 しかし、 卒業を 待たず 同級の 村 上が 病死し、 七 人に 
なった。 

村 上の 先祖は、 かつて 瀬戸 内を 根拠地に して 東 シナ 海まで も あらした といわれる 村 上水 軍 
(海賊) の 末裔で、 眼光 炯 々とし、 頭の 切れる男であった。 在学 中に 理学部の 田 丸 卓郎に 心酔 
して、 講義 もす ベて 田 丸 式 ロー マ 字で 書き、 卒業論文 もそう であった ため、 主任教授が 受けつ 
けなかった。 すでに 就職先は 中島 飛行機と 決まっ ていたが、 そうこう している うち、 胸を 悪く 
して 病死した。 

彼らが 卒業す る 昭和 二 年は 不況 ムー ドで 就職難の 時代では あったが、 航空学 科の 学生は 引っ 
張り だ こで、 売手 市場だった。 

大正の 終り 頃から、 陸海 軍と もに、 欧米に ならって 各 機体ソ ー カ ー に 競争 試作を させる 方針 
に 切り かえて いたから だった。 各社と もに 外人 技術者を 招聘して 日本人 技術者を 助手と し、 独 
自の 設計を 始めて おり、 これから ますます 機種 も 増えて いくこと がわ かってい たから、 有能な 
人材を ほしがっ ていた。 なにしろ、 航空学 科は 東京 帝大 にしかない ので ある。 このため、 航空 
学科 だけでなく、 i 学科 や 造船 学科、 造兵 学科な どの 卒 i も 採用され た。 学生は 実習のと 
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き や、 教授を 通じて 企業から 打診が あったり して、 早々 と 就職先を 決めて いるもの、 そうでな 

いものと、 いろいろ だつ た。 

たとえば 木 村の 場合は、 すでに 二 年のと きに、 二大 航空機 メ ー ヵ ー の 中島 飛行機、 三菱 航空 
機の 両方から ともに 先輩が 何度も やって きて、 誘いを 受けた。 中島では ちょう ど ィギリスの グ 
ロ スター 社から 技術 導入して 新しい 海軍 向けの 戦闘機を 試作して おり、 「君が 入社したら、 さ 
っ そく その 設計 チ ー ムに 加わって もらう」 などと、 飛行機 好きの 木 村には 魅力的な 話で あっ 
た 。 

その 一方で、 「会社なん て あまり 期待して くると 幻滅 だょ」 と 本音の 話を する 先輩 もいた。 
二人の 先輩が 入れ かわり 立ち かわりき て 親切に 勧めて くれる もの だから、 木 村は 「もし、 一つ 
の 会社に 決めたら、 他社の 先輩の 顔をつぶして 申し わけない という 事態に 追い つめられて しま 

った」 という。 

木 村は 大正 一一 年 (一九ニ ニ 年) に 父親を 亡くし、 家計は 火の車で、 母親は 質屋 通いを して 
いる ほどだった が、 結局、 両方と も 断 わっ てし まった。 すると、 父親の 死後、 何かと 面倒を 見 
て くれていた 叔父が それを 聞きつ け、 「サ ラリ ー マンの 憧れの 的と もい える 三菱が、 向こう か 
ら 入れて くれる といって 来て いるのに、 それを 断 わるとは 何 ごと だ」 と、 大変な けんまくで 怒 

った。 

設計 技術者を 志して いた 木 村 自身 も、 それを 「あきらめ るのは まことに つら かった が、 大学 
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院で 勉強して いるう ちには、 何とか 途が 開かれる だろう」 と 自分に いい 聞かせて いた。 

このほか、 堀 越、 由 比は 三菱 航空機へ、 児 玉は 東京 瓦斯 電気工 業へ、 中 川は 石 川 島 飛行機 
へ、 駒 林は遁 信 省 航空 局へ 行く ことになるが、 土 井は 卒業が 近づく につれ 「就職を 考えねば な 
らな いのは もちろん わかっ ていたが、 私は なんとい うこ ともなし にあ まり あわてな かった」 と 

ぃう。 

あとから 聞いた ところでは、 同級生の ほとんど はかなり 前から 就職先が 決まっ ていた。 卒業 
の 少し 前にな って 土 井は ようやく 教室 主任の 横 田 教授に 就職の ことを 依頼した。 「川 崎 造船所 
飛行機 部長の 竹 崎友吉 氏に 話して あげよう」 と 引き受けて くれ、 就職が 決まった。 

昭和 二 年 (一九二 七 年) 四月 一日、 土 井は 川 崎 造船所 飛行機 部に アブ レン ティスト (見習い 
エ) として 入社した。 ア プレン テ ィス トとは、 第一次世界大戦 後の 大 不況の 時、 川 崎 造船所の 
松 方 幸次郎 社長が 採用した 制度で、 大学の 工学部 および 工業 専門学校を 卒業した ものに 対し 
て、 二 力 年の 工場実習の 機会を 設ける ものであった。 このため、 給料は 日給 制で、 一日 一円 五 
〇銭 でし かなく、 当時の 工場は 週 二回の 休みが 通常だった ので、 月収 約四〇 円であった。 この 
ころ、 引っ張り だ この 航空学 科卒 は、 たとえば 中島 飛行機では 糧 学科 卒 などより 少し 給料が 
多 かった。 石 川 島 飛行機へ 行っ た 中 川は こう 述べて いる。 

「あの ころ、 大学の 工学部を 出ても 初任給は 六〇円 程度だった が、 私は 七 五 円でした。 それに 
手当が ついて 九 五 円と、 破格の 扱いに して くれた」 
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同級生た ちは 七 五 円から 一 〇〇円 近い 給料を もらっ ていたのに、 土 井は 給料 も 身分に ついて 
も 不満であった。 中 川は こう 述べる。 

「土 井は 川 崎 ヘア プレン テイストの 見習い工 として なっぱ 服で 入った が、 彼は なかなか フ ァイ 
卜が あって ね、 よく 我慢した と 思っ ている よ」 

日本航空 工業の 自立 期 

卒業後の 彼らの 活躍は さまざまで あった。 三菱の 堀 越は 早く も 「隼」 (中島 飛行機の ものと 
は 別種) の 強度 計算の 一部を 担当した。 飛行 試験で フラッ タ— (振動) が 発生して 空中分解を 
してし まう トラブルが 起こっ て、 対策に 奔走して いたが、 やがて、 欧米に 派遣され る ことにな 
る 0 

同じく 三菱の 由 比は 入社 早々 に イギリスの ブラック バタ— ン社に 出張を 命じられ、 英語の 発 
音で 困つ たな どと 同級生た ちに 帰朝 談 をした。 

駒 林は 中島 飛行機が 試作した N36 輸送機の 立ち会い 試験の 際、 目の前で 同 機が 墜落して 搭 
乗員 全員が 死亡す る 事故を 目撃したり していた。 

一方、 大学院に 残った 木 村は 惨めだった。 

「同級生だった 仲間たち は、 みな 水を 得た 魚の ように 責任 ある 仕事を 与えられて、 生き生きと 
している のに、 私 一人は、 研究の 方針 も 仕事の 上の地位 も 定まらず、 ただ 悶 々として 日を 送っ 
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ていた。 もともと 楽観的で ものごとに くよくよ しない 性質の 私 だが、 この 時期 ばかりは ノ イロ 
1 ゼ気 味で、 自分の 将来に 不安を 感ずる こと も あった」 (前掲 書) と 漏らして いる。 

大学院 生で ありながら も 働かなくて は 食って いけない 木 村は、 羽 仁 もと子の 自由 学園で 数学 
を 教えたり、 文部省の 航空 評議会 や 帝国 海事 協会の 嘱託と して 飛行機の 強度 規定な どを 作る 仕 
事を する ことで、 こまごまとした 収入を 得て、 それでも、 合計す ると 何とか 一家の 生計は 立て 
られる ほどの 額に なって いた。 

大学 卒業後、 高給を もらい、 一、 二 年に して 早く も 華々 しく 活躍して いる 学友の 姿を 想像し 
ながら、 悶 々としていた 木 村 だが、 それでも、 東大の 大学院 生と して 学んで いると 自らに いっ 
て 聞かせられる 理由が あるから まだよ かった。 

それに 比べて 土 井は、 全国の*^ たちが 憧れる 東京 帝大 航空学 科を 卒業した 技術 員で ありな 
がら、 「一介の 臨時 エ でしかない 身分 的に も 不安定な 待遇であった ため、 心から 憤りを 感じて 
いた」 (『飛行機 設計 50 年の 回想』) 

なにしろ、 彼が 二 年間の ア プレン ティスト、 さらに 二 年間の 社員 見習いを 経て 初めて 社員と 
なった とき、 同期で ア プレン ティスト として 入社した 七 人の ほとんどは すでに 会社を 辞めて い 
た ほどだった。 それでも、 少年の ころから 家事を 手伝い、 黙々 と 励んで きた 土 井は 持ち前の 粘 
り 強さ、 忍耐強 さで もって、 腐りた くなる 気持ちを 抑え、 乗り越えて いこぅと していた。 

そんな 彼 も、 当時、 ドイツから 川畸 にきて いた リヒャルト •フォ ー クト 博士との 出会いに よ 
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って 運命は 導かれ、 前途は 大きく 開けて くる。 

土 井が 昭和 二 年に 就職し、 一人前の 技術者に 成長して いこぅと する 時期は、 ちよぅ ど 日本の 
航空 工業の 自立 期に 当たって いた。 大正 末までの 日本の 航空 工業は、 外国 機の ライセンス 生産 
が 主流であった。 

ところが、 大正 一 五 年 (一九二 六 年) の 春、 陸軍が ョーロ ツバに 倣って 民間 各社に よる 偵察 
機の 競争 試作 方式を 初めて 導入す る ことにな った。 各社は 飛行機を つくる 技術は なんとか 身に 
つけつつ あったが、 新しく 設計す る 技術は とても もち 合わせて いなかった。 このため、 なんと 
しても 競争に 打ち勝た ねばと、 中島、 三菱、 川 崎、 石 川 島の 各社は 競って ョ ー ロ ツバ 各国から 
外国人 設計 技術者を 招聘して、 高給を 払い、 これに 当たらせた。 

大正 一四 年、 川 崎は ドイツ 航空機 会社の 名門 ドルニエ 社との 間で、 当時、 最新式の 全 金属製 
飛行機に 関する ライセンス 契約を 結んだ。 

そのころ の ドイツは、 第一次世界大戦の 敗退 後の 一九 一九 年 六月 二八 日に 結ばれた ベル サイ 
ユ 平和条約に よって 飛行機に 関する 活動は 禁止され ており、 国内の 航空機 メーヵ ー は スウ ェー 
デン、 イタリア、 デン マー ク など 国外に 拠点を 移して 生産 活動を 行なっ ていた。 

蠢 

ドイツ人 設計 技術者、 フォ —クト 

川 崎は ドルニエ 社との 契約 条件に あった 技術 指導を する 二 九 歳の 設計 技術者 フォー クト他 数 
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人を 招き、 この 当時、 最先端を いく 全 金属製 飛行機の 製作の 指導を 仰ぐ とともに、 このの ちに 
始まる 偵察機の 主任 設計者と して 試作を 委ねる ので ある。 このと き、 入社して 間 もない 土 井が 
フォ ー クトの 助手と して 飛行機 設計を 担当す る ことにな った。 

昭和 二 年の 四月、 日本は 金融恐慌で 川 崎 も 主力の 造船 部門を 縮小し、 その 人員が 飛行機 部に 
移動して きた。 七月からは 陸軍の KD A3 戦闘機の 設計が 始まり、 土 井は 直接 フォ ーク トの 指 
導を 受ける ことにな つた。 

「博士との 会話は 英語と ドイツ語 のち ゃん ぽんであった が、 私には 学生時代に むきになって 勉 
強した ドイツ語が 後々 まで 役に たった」 と 土 井は 述べて いる。 

フォ 1 クトは 英語版 および ドイツ語 版の 自伝 的 著書 『一人の 飛行機 設計者の グロー バルな メ 
モアー ル』 を 記して いる。 

一八 九 四 年 一二 月、 ドイツ 中部の 大都市 シュトゥッ ト ガルトの 近くで 生まれた フォー クトの 
父親は 飾り職 人で、 カフスボタン や ブロ ー チな どを 作る マイ スタ— (親方) であった。 子供 時 
代から 工学 的な ものに 興味を もっていた フ ォーク トは 独学で 飛行機の 設計を 学んだ。 

一六 歳のと き 入学した 高等学校の 下宿の 近くの 草原には、 飛行機の パイオニア たちが 集まっ 
ていた。 その 中には 後に 名 パイロットと なったり、 ドイツの 航空 企業を 興す ことになる エ ルン 
スト. •ハインケル、 ヘルム^ ~ 卜 •ヒルト、 ア レキ サンダ ー  •バウ マン、 ハンス •ホル メ^  — ラ 

—、 グルック など 錚 々たる 技術者たち がいた。 


145 第一章 五 人の サム ライ 


高校 時代の フォー クトは 自分で 飛行機を つくったり していた が、 一九 一四 年に 抓 難した 第一 
次 世界大戦に 志願す る。 しかし、 航空機を 経験した フォ ー ク トは 戦争 中に 招集 解除され て、 飛 
行 船で 有名な ツェッペリン エ場に 行く ことにな り、 複座 偵察機の 設計を する ことにな った。 

一九 一八 年の 第一次世界大戦 終了と ともに ツヱッ ペリン エ場を 退職し、 シュトゥッ ト ガル ト 
の 工科大学に 入った フ ォーク トは、 この 後、 大学では 巨人 機の 設計で 有名な バゥ マン 教授の 下 
で 学び、 卒業後は 同 教授の 下で 助手を つとめる ことになる。 さらに、 わずかな 期間 だが、 ハィ 
ン ケル 社で 飛行機 づ くりに かかわり、 この 後、 川 崎に くる ことになるの である。 

フ ォーク トが 最初に 設計した KDA2 は 陸軍の 八 八 式 偵察機、 八 八 式 軽爆撃機 として 採用 さ 
れ 、昭和 六 年 九月 一八 日に 勃発した 満州事変で 大 活躍し、 フ ォーク トは 世界的な 飛行機 設計者 
の 一人と して 知られる ことになる。 

フ ォーク トは 昭和 八 年 (一九 三 三年) に 日本を 去る ことになるが、 帰国の 際、 陸軍大臣が 同 
氏の ために 晩餐会を 開いた。 その 席上、 陸軍大臣は フォー クトの 功績を たたえて、 「満州事変 
で 勝利を 得た のは 同氏の 設計した 八 八 式 飛行機に よると ころが 大 である」 と 賞賛し、 「帰国し 
たら、 大いに この ことを ョーロ ッバの 人たち に 話して、 誇りと すれば よい」 ともち 上げた。 お 
世辞とは 思いながら も、 悪い 気 もしな かった フォ ークト だが、 陸軍大臣に 向かって あえて 「ョ 
I ロ ッバでは 満州事変は あまり 評判が よくないで すよ」 と 答えて、 ドィツ人 たる 気骨を のぞか 
せて いた。 
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土 井は フォ ー ク トの 下で KDA 3、 続いて 同じ 陸軍 向けの 複葉 戦闘機 K D A 5 を 設計した 
が、 同氏は 図面に 対しては 厳しかった。 

「私は 長い 時間 かかって ようやく かき 上げた 図面を 博士のと ころに 持って いくと、 二日 後に 真 
っ 赤に 直されて 戻っ てきた ときには 涙が 出る ほどであった。 私は 心の中で" 今に 見て いろ" と 
叫んだ こと も しばしばで あった。 

また 博士と 私との 間で、 ホット •デ イス カッ シ ョンの すえ 結論が つかなかった 場合、 博士は 
私に アイ •ドント ノ ー と 叫び、 さらに 三十 秒の 間を おいて 語尾に アクセントを つけて ユ！ ド 
ント ノーと 叫んだ (後には 私 もこの 言葉を 使わせて もらう ことにな った)。 このと き 私は 地団太 
を ふむ ほど 口惜しかった が、 博士には どうしても かなわな かった。 理論に 実際の 経験が 伴った 
ときに 初めて ほんとうの エンジニア といえるの だと、 また いわゆる キ (手) へんの 拙 計と 言 
(ごん) べんの 設計との 違いは こんなと ころに あるの だと、 しみじみ 思い知らされた」 (『飛行 
機 設計 50 年の 回想』) 

こうして フォー クトに 鍛えられつつ、 飛行機 設計の 経験を 次第に 積んで いった 土 井は 昭和 六 
年 四月の 末、 設計した KDA5 の 陸軍に 対する 宣伝 飛行で 立 川に きていた とき、 竹 崎 所長から 
突然、 ドイツ 行きを 命じられた。 フォ ー クトの 推薦であった。 フォ ー クトは 土 井の 渡欧より 一 
足早い 五月から 半年 間 ドイツに 帰国す る ことにな って おり、 「できるだけ、 フォ 彳クト 氏と 一 
緒に ドイツ、 イギリス、 フランスの 航空機 工場を 視察せ よ」 という ものであった。 
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昭和 六 年 五月 半ば、 パリに 出張す る 三輪 
とともに 神 戸を 発った。 満州事変 勃発の 四 
力 月 前であった。 土 井は 中国大陸に 渡り、 
南満 州 鉄道で 長 春まで 行き、 その後、 シべ 
リア 鉄道を 経由して モスクワ へと 向かっ 
た。 さらに 深夜に ポー ランドとの 国境で パ 
リ 行きの 国際 列車に 乗り換え、 ワルシャワ 
経由で 晷刖に ベルリンに 到着した。 

土 井は 先の 三 力 国の 航空機 工場 —— ド 

ルニエ、 ツ ヱッ ペリン、 ハン ドレペ 1 ジ、 

ユン カー ス、 MAN、 BM W 、 フォッ ケウ 
ルフ、 DVL 航空 研究所、 ダィ ムラ ー ベン 
ツ 、アブ ロ、 グロス タ— など 各社を 精力 的 
に 見学して 回り、 世界的な 航空機 設計者と 
して 有名な ドルニエ 博士な ど 著名 人に も 面 
会した。 
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満州事変と ナチ ス台頡 

この間の 九月 二〇 日ごろ、 ベルリンの 中国 料理屋で ドイツ 女性と 一緒に 食事を していた とき 
だった。 連れの 女性が 土 井に、 中国人の ボーイ が 変な 顔を する ことを 告げた。 すると、 その ボ 
1 イが土 井の 席に やって来て、 けげんな 様子で 何 かを 聞いた。 土 井は 意味が わからず ドイツ人 
の ボーイ 長を 呼んで 事情を 問ぅた。 すると、 二日 前、 満州に おいて 日本軍と 中国 軍が 衝突し、 
満州事変が 勃発して いたのだった。 土 井は そのこと を 知らなかった。 

中国人 ボ ー イは 日本人 客を ボイコットし ていたの だった。 食事を すませ、 外に 出る と、 入り 
口の かたわらに 大きな びら が 貼って あった。 「満州で 日中 間に 戦闘が 勃発した が、 これは 世界 

戦争に 発展す る 危険が ある」 と 書かれて あった。 

翌二 一日、 イギリス 政府は 市場 初めての ポンドの 金本位 停止を 断行し、 マクドナルド 首 想 半 
いる 内閣は 総辞職した。 イギリスの 経済 不安は 一気に 高まり、 ポンド 建てで 出張 手当を 受け取 
っていた 土 井は、 この 日が 日曜であった ため、 翌日、 ただちに ドイツ 銀行に 走った。 手持ちの 
ポンドを マルクに 両替す るた めで ある。 ところが、 ポンドの 為替相場が 立たない ため 両替は で 
きないと 門前払いであった。 仕方なく、 駅の 両替屋で 交換した ところ、 ポンドの 価値は 一挙に 
二 五 パ ー セン ト 近く も 下落して いた。 

ヨ彳ロ ツバは より 不安定な 時代へ と 突入し よぅとし ていた。 

土 井は、 雪を 頂いた スイスの アルプスが 望める 風光明媚な ドイツの フリ ー ド リッ ヒス ハー フ 
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エンに ある、 当地 一流の ク ー ルガ ル テン ホテルを 拠点に して ョ ー ロッパ 各地を 旅して いた。 と 
ころが、 円 レ ー トの 下落で 神 戸からの 送金 もま まなら なくなっ てきた。 一九 三 二 年 二月 末、 し 
かたなく、 ぜいたくな ホテルを 引き払って ベルリンの ニユー ルン ベルク プラッツ 近くの 安宿に 
移った。 

人口が 一万 人に 満たない のんびり とした 避暑地の フリー ド リッ ヒス ハー フヱン と 墓って、 首 
都べルリンには緊迫した空気がみなぎっていた。すでに、ヮィマール政権は末期症状を «| "し 
ており、 三月 一三 日には 大統領選挙が 予定され ていた。 このため、 左右の 両 勢力が 先鋭化し、 
正面から 激突し、 街 中では、 昼日中に ナチ ス 党員と 共産党 員と が ピストルで 撃ち合ぅ こと もま 
れ ではなかった。 

大統領選挙では、 現職 大 の ヒンデンブルク 「 7cx g を 間に 挟んで、 ナチ ス 党の ヒット ラー、 
共産党を 率いる テ ー ルマンの 三人が 立候補して 激しい 選挙戦を 展開して いた。 第一 回目の 投票 
では、 いずれも 過半数の 得票を 獲得で きず、 四月 一〇 日には 三者に ょる 第二 回目の 決選投票が 
行なわれた。 その 結果、 過半数を わずかに 上回る 五三。 ハー セントを 獲得した ヒンデンブルクが 
再選され たが、 ナチ ス 党の 台頭は 著しく、 増 勢には 目を 見張る ものが あった。 

三 力 月 半 後の 七月 三 一日に 行なわれた ドィツ 国会議員 選挙では、 ナチ ス 党が 二三 〇 議席を 獲 
得し、 ドィツ 社会民主党と 共産党の 合計 数を も 上回って 第一 党に 躍り 出た ので ある。 

ヒンデンブルク 大統領は ヒツト ラー を 首相と して 任命し、 ますます、 ナチ ス 党を 勢 いづかせ 
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る ことにな つた。  ほ 

この 年の 一〇 月、 ヒット ラ ー は、 第一次世界大戦の 敗北に ょって 結んだ ベルサイユ 条約を 反 
紀 にして、 再軍備を 発表した。 これまで 国外に 拠点を 移して いた ドイツの 各 航空機 企業が 国の 
大 々的な バックアップを 受けて 本格的な 再建に 乗り出す ことにな った。 この 余波は ただちに 日 
本に も 表われた。 

来日して いた フォ ー クトに 対し、 ドイツの 二つの 航空会社 —— クレム 飛行機 会社、 ブロ ー 
ム •ウン ト •フォス 造船所 (後の ハンブルク 飛行機 会社) から 帰国の 意思の 問い合わせが 寄せ 
られ た。 フォー クトは 後者を 選び、 翌 一九 三 三年 九月、 一〇 年間に 及ぶ 日本での 技術 指導を 終 
えて ドイツへ 帰国す る ことになる。 

フォー クトの 実力を 買っ ていた 陸軍は 手放したくない ため、 常々、 土 井に 対して 「川 崎は フ 
ォ ー クト 博士を 一生 飼い殺しに するべき だ」 とけし かけたり していた。 

土 井は フォー クトが 帰国す る 一年 前の 一九 三 二 年一〇 月に、 ロンドン、 地中海 経由で 帰国す 
る ことにな った。 ドイツを 去る に 当たり、 土 井は 改めて ヨ ー ロ ツパ滞 在の 日々 を 振り返っ てい 
た。 

「 K D A -5 戦闘機の 成功の ごほぅび の 意味だった かもしれ ない。 私の 若い 時期に 二 か 年 近く 
の 間 ドイツに 滞在して ヨ ー ロ ッバの 文明に 接し、 航空機 工業の 技術を 直接 見聞きで きた こと 
と、 外国 こ (て 祖国 日本を みる ことができた ことは、 その後の 私の 物の 見方、 考え方に きわめ 
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て 大きい 影響を もたらし たものと 確信して いる」 (前掲 書) 

土 井が ドィツに 滞在した 二 年の 間、 川 崎では フォ ー クトの 指導に より、 単発 軽爆撃機 KDA 
7 の 設計が 進められ、 キ 5 新型 戦闘機、 C5 高速 通® などの 設計が スタ 1 卜 しようと してい 
た。 帰国した 土 井は フォー クトの 指導に よって キ 5 の 設計 試作に 取り組む ことにな った。 この 
機は 昭和 九 年 (一九 三 四 年) 一月 末に 試作が 完成した が、 横 安定が 悪く、 主翼を 改造す る こと 
になる ◦このと きの 経験が 後の YS11 でき わめて 重要な 役割を 果たす ことにな った。 

それは さておき、 土 井は フォ ー ク トの 設計と 指導の 下で 八 年間を 送り、 この間、 試作に 関係 
したのは 五糧 であっ た。 「博士が 川 崎を 去っ た 後に 私 (土 井) がまと めた のが 九 五 式 霞 機 
および キ 28 で、 この ころ (一九 三 七 年、 昭和 ニー 年) になっ てよう やく 戦闘機に ついての 設 
計 思想を 自分で もつ かむ ことができ たようで ある」 と 述べて いる。 

この あと、 土 井は 川 崎を 代表す る 主任 設計者と して 一 五 機種に 及ぶ 各種 航空機の 試作を 手が 
けて いくこと になる。 

一方、 帰国した フォー クトは その後、 航空機 設計者と して 目覚ましい 活躍を する ことにな 
り、 ヒッ トラー 総統 やゲ ー リング 元帥と やり取り する こと も あつた。 

その ドィツは、 ヒット ラ ー 率いる ナチ スの 勢いが より 増して、 隣国の 英 、仏な どの 干渉を は 
ねの け、 ョ ー ロ ッバの ム 嵐の 目と なって、 やがて、 昭和 一四 年 (一九 三 九 年) 九月 | 日の 第二 
次 世界大戦への 突入へ と 向かう ので ある。 
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土 井は フォ ー クト について 「私に とって フォ ー クト 博士は、 私が 飛行機 づ くりを 教えて もら 
つた、 たつた 一人の 先生で あると 同時に、 今日まで、 こぅして 航空機 設計者と して 歩んで こら 
れ たの も 博士の おかげで ある」 と 述べ、 単に 先生と 弟子の 関係を 超え、 人格 的な 深い きずなで 

結ばれて いた ことを 語つ ている。  I 
フォ ー ク トの 教えを 受けてから 三 一年 後、 土 井を 通じて、 YS11 を 担当す る 戦後 世代に 引 
き 継がれる 航空機 設計に ついての 技術 や 姿勢、 心構えは、 彼 自身が フォ ー クト から 直々 に 学ん 
だ ことで も あつた。 

B29 の 来襲 

太平洋戦争末期ともなると、川崎には陸軍から、 8 29を上まわる大きさの四発爆撃機キ9 
1 の 試作 指示が 出された。 一万 馬力、 爆弾 最大 搭載 量が 八 トン、 航続距離 九〇 〇〇キ ロメ ー ト 
ルで、 太平洋を 越え、 米国 本土を 爆撃す る 目的で あった。 昭和 ニニ 年に 完成す る 予定で 設計は 
進められ、 二〇 万円を かけて 精密な 実大 模型 もつ くった が、 時す でに 遅し であった。 やがて、 
反対に B29 の 爆撃を 受ける ょぅにな って、 試作 どころ ではなく、 設計が 約 六〇パ ー セント ま 
で 進み、 主要 資材は ほぼ 入手ず みに なって いた 昭和 二〇年 二月に、 原材料の 欠乏な どから 試作 
は 中止と なつた。 土 井は そのころ を 振り返る。 

「名 古 屋上 空で 高射砲に ょって 撃墜され た B  2  9 の いろいろの 部品を 岐阜 工場に 運び こみ、 す 
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ボーイング B29 爆撃機 


でに 設計ず みの キ 9 1 の 図面と 比較 研究し 
たころ の 光景を 今でも 思い出す」 (前掲 書) 

この 後の 昭和 二〇年 三月、 陸軍の 指示 
で、 川 崎は 九月の 完成を 目指して キ 11 9 
戦闘爆撃機の 設計に 着手した。 すでに、 昭 
和 一九 年の 二月 二 四日、 B29 による 東 
京 三 E の 中島 飛行機の 爆撃を 皮切りに、 続 
いて 三菱 名 古屋の 工場が、 さらに 翌年 一月 
一九 日には、 川 崎の 明 石工 場が 爆撃され、 
ニー 九 人の 死者を 出して いた。 岐阜 工場が 
いつ 爆撃 されても おかしくない 状況に あっ 
た。 

戦況は 絶望的で あり、 攻撃 兵器 も 防弾 も 
ほとんどない 特攻 機が、 日本 本土に 接近し 
てく る 敵 戦艦に 向けて 次々 と 体当たりして 
いく 状況であった。 キ 119 の 計画では、 
航続距離が 特別 装備で 一二 〇〇キ ロメ ー ト 
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ル、 八〇〇 キログラムの 爆弾 または 魚雷 一発を 積んで 急降下爆撃して 敵 戦艦を^ il したの ち、 
毎時 五八 〇キ ロメ ー トルの 高速を 生かして 帰還 するとい ぅ ものであった。 だが、 敵の 弾幕を く 
ぐり 抜けて 戻って くる 確率は 一〇〇 分の 一 程度と いわれ、 ほとんど 不可能と いって よかった。 

岐阜 工場では、 すでに 昭和 一九 年の 一二 月末から、 工場の 一部 や 研究 施設を 岐 f や 周辺 地 
域へ 疎開し はじめていた。 設計 部門は 空襲の おそれの ない 木曾川 町の 紡績工場に 移して いた。 

それまで、 高高度からの B29 による！^ 爆撃を 行なって いた 米軍は、 昭和 二〇年 二月 ごろ 
から 方針を 変え、 大都市への 焼夷弾に よる 無差別爆撃に 切り かえ、 被害は 大きくな ってき た。 
四月に なると、 軍需 省の 緊急 疎開 4 X TI によっ て 岐阜 工場は 急遽 林間 地区に 工場 疎開を するとと 
もに、 設計 部門は 岐# tB 田 神に ある 大日 本 紡績の 工場へ と 移った。 B29 による 爆撃は さらに 
激し さを 増した が、 不思議と 岐阜 工場は 空襲を 免れて いた。 

六月 ニニ 日、 土 井は いつもの とおり 工場に 出勤して、 £ 刖七 時には 自分の 席に ついて 仕事を 
始めて いた。 午前 八 時半 ごろであった。 空襲警報 とともに 約 三 万人に のぼる 岐阜 工場の 従業員 
がいっ せいに 外へ と 避難し 始めた。 刻々 と 伝えられる ラジオ ニユ ー スから すると、 今度 ばかり 
は B29 が 岐阜 工場に 向かって いるものと 推定され た。 

試作 部長の 職に あった 土 井は 幹部 十数 名と ともに、 人気の なくなった 工場の 本館に 残り、 息 
を ひそめて 時を 待った。 本館は 幅 一八 メ ー トル、 長さ 九〇メ ー ト ルの 鉄筋 コンク リ ー ト 三階 建 
である。 三階 屋上の コンク リー トチユ ー ブの 監視所には 生産 部長の 永 野 喜 美 代と® 部長の 土 
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崎英 利の 二人が 入り、 接近して くる B29 を 見定める 役目で あった。 そのほかの 幹部は、 中央 
玄関の 左側 一〇メ ー トルの 一階 地下に ある 堅固な 防空壕に 逃げ込ん でいた。 

高空から 接近して くる B29 が 爆弾 投下した との 報が 地下に 伝えられた。 かたずをのんで 耳 
を 澄まして いると、 爆弾が 空気を 切る ザ ー ッ といぅ 音が 次第に 大きくな り、 思わず 両手で 耳を 
ふさいだ 瞬間、 大 爆音と ともに 地下 壕は大 振動で ゆすぶられ、 部屋 中に 砂 ぼ こりが 湧 上って、 

目の前が 見え なくなっ た。 その 直後は、 無気味な ほどの 
静けさに 包まれた が、 少しして、 ゴ ー ゴ ー と 鈍い音が 響 
| いてきた。 地上に 出て みると、 本館 前に ある 木造の 建物 

擻が 炎に 包まれて いた。 玄関の 右一 〇メー ト ルに 直径 一〇 

空 


航メ ー トル ほどの 
崎 


ン 爆弾の 大穴が あいていた。 爆弾は 


⑽ 屋上から 一階までの 天井、 床す ベての ぶ 厚い コンク リ ー 
化 卜を 突き抜けて いたのだった。 土 井は つくづく 思った。 
受 「もし これが もぅ 少し 左 だっ たら、 と 思ぅ と ゾーッ とし 
擊 た。 人間の 運 不運は こんな もの かもしれ ない」 

で  火災を このままに すると、 夜間 爆撃の 目標に なると、 
挪 懸命に 消火 1 を 続けた が、 鎮火した のは 夜 遅くに なっ 
てからだった。 この 爆撃で 組立 工場、 風洞 設備な どは 損 
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壊して しまつた。 

第二 回目の 爆撃は 四日 後の 六月 二 六日であった。 B29 の 編隊 九〇 機が 五〇 キログラム 程度 
の 爆弾を ばらまき、 残っ ていた 工場の 大半を、 さらに 飛行場の 掩§ 内の 航空機、 試作機 も 含 
めて ほとんど すべてを 破壊して いった。 

七月 九日 夜には B29 の 焼夷弾 _ で 、練 開して いた 岐阜 地区の 工場 も 含め、 岐 S 内の 大 
半が 灰燼に 帰して しまった。 

土 井 も 含めて 従業員た ちの 家屋 も 消失した が、 その 途端に 彼らの 士気は 里 AA って 衰ぇ、 出勤 
率は ひどく 下がった。 それでも、 林間 地区に 疎開して 生産を 続ける ことにな った。 一方、 中央 
線の 瑞浪に 五 万 九 〇〇〇 平方 メー トルに も 及ぶ 地下 大工 場の 建設が 進んで いた。 

もぅす でに 敗戦は 時間の問題 となって いた 八月 初め、 海軍の 技術者が 川 崎の 技術者と 話し合 
いたいとの ことで、 土 井と 北 野 師の 二人が 八月 一二 日 早朝、 湯 河原の 旅館に 赴いた。 東大 
の 教授を 含む 一〇名 足らずの 海軍 関係者が 集まり、 戦局が 報告され、 防空の ための 特殊兵器、 
いわゆる 特攻 兵器に 関する 話し合いが 行なわれ たが、 「今 東京で 重大な 会議が 行なわれ ている 
ので、 これが 決まらなければ この 計画 もは っきり しない」 といぅ ことで、 ひとまず 散会した。 

この あと、 土 井は そのまま 上京して、 八月 一四 日 午後、 軍需 省の 疎開 先で ある 西 荻 窪の 立教 
高等 女学校を 訪ねた。 すると、 部員たち が 荷物を 運び出したり、 大量の 書類を 焼却して いる 光 
景を 目に した。 
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「何 か あるな、 いよいよ くるべき ものが きたの か …… 」 と 土 井は 直感した。 

敗戦、 〇 ;10?からの呼び出し 

翌 八月 一 五日 正午、 土 井は 西 荻 窪の 旅館で 玉音 放送を 聞いた。 放送が 終った とき、 「これで 
よかっ たんだ ナ」 とホッ とする 実感 も あった。 土 井は ただちに 引き返して 東京 駅から 東海道線 
に 乗り、 午後 一〇時 ごろ 岐阜に 戻る と、 妻 も 近所 一帯 も 大騒ぎし ている。 

「米軍が 上陸す るから 女子供は 裏山に 逃げろ」 「食料と して 米 二 升を それぞれ 特別 配給す る」 
と 市役所から 連絡が 回っ てきて いたのだった。 

土 井は 「米軍が 今す ぐに 上陸して くるなん てことは 絶対に ありえな いから、 そんなに あわて 
なくても いい」 と 説いて まわり、 ひとまず 落ち着かせ るのに ひと 苦労で あった。 

翌日、 土 井は 歩いて 十数 分 ほどの 距離に ある 設計 室の 疎開 先で ある 大日 本 紡績の 田 神 工場に 
行く と、 工場の 広場には 図面 や 書類が 山の よぅに 積み上げられ、 焼却され ている のが 目に 入っ 
た 。  . 

土 井は 啞然 とした。 大正 七 年 (一九 一八 年)、 川 崎 造船所が 神 戸の 兵 庫 工場に 飛行機 課を 設 
けて 以来、 外国からの 技術の 導入で、 あるいは 自主 開発で 蓄積して きた 数々 の 図面 すべてが 
今、 目の前で 灰になろぅと している。 

「これらの 図面は 先輩 やわれ われ 技術者が 三〇年 近くに わたって 蓄積した 技術的 財産で ある。 
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敗戦とは こんな ことで あろうが、 この ことは 今でも あきらめ きれない」 と 半世紀た っても 無念 
の 思いは 消え :* らな いという。 

同じ ころ、 工場で も 図面 や 書類が 焼却され ていた。 土 井は 試作 部長を しながら 図面の 
管理 もして いた。 しかし、 岐阜 工場の トップで あり、 東條英 機の 弟に あたる 「東條 寿 (専務 
で 岐阜 製作所 所長) さんは、 こういう 日が くる ことを 知ってい たんです ね。 それで、 二刖 もって 
そのと きには こうしろ と、 図面を 焼く ことを 指示して いたんで すね。 そんな 気がします」 と 土 
井は 振り返る。 

二、 三日 後、 戦闘機 パィロットの 訓練を 行なう 陸軍 明 野 飛行 学校から 幹部 教官が 岐阜 工場に 
やって きて、 「飛行 学校と して 進駐して くる 米軍に 対して 抵抗を 続ける ので 川 崎 も 五 式 戦の 生 
産を ぜひ 続けて 欲しい」 と 要請して きた。 これに 対し 東條 所長は 自ら 説得に 当たっ てな だめた 
という。 

敗戦と いう 歴史的 大事 件であった が、 特に 大きな 混乱は なく 時は 流れて いった。 九月になる 
と G H Q から 「航空機の 生産 禁止」 が 通達され、 一〇 月までに は、 三 万人に のぼった 従業員の 
ほとんどが 郷里に 帰された。 半分 焼け落ちた 工場 跡では、 他の 軍需工場と 同じように ナベ、 力 
マを つくり 出して いた。 

「どうやって 食って いくか、 まず 考えた が、 あわてた ってし ようがない。 すこし 蓄えが あるか 
ら 、一家 五 人が さしあたり 食べて いくぶんは なんとかなる だろう」 と 土 井は 腹を据え、 焼け残 
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った 構造 研究室の 一室で、 これまで 川 崎が 試作した 飛行機の 写真 や、 入社 以来 そのつど 書きと 
めて いた 二 五 冊の メモ 帳を 整理し はじめた。 

さらに、 数 少ない 資料を もとに、 記憶を 頼りと しながら、 航空機の 五〇 分の 一ない し 一〇〇 
分の 一の 概略 設計図 面を 描いて いった。 

一〇 月に なり、 土 井は 北 野と ともに GHQ からの 呼出しを 受け、 皇居の お 堀端に ある 第一 生 
命 ビルの GHQ 総司令部に 出向いた。 川 崎が 試作した すべての 航空機に ついての 取り調べを 受 
ける とともに、 「航空機の 図面 や 説明書を 提出し ろ」 と 叩 じられ た。 

すでに、 設計 部門の 人員は 一〇〇 人足らず になって いたが、 郷里に 帰って いた 設計 技師たち 
も 再び 呼び戻した。 各自が 密かに 持ち帰っ ていた 図面 や 説明書を 集め、 ひと 通りの 報告書を 作 
成して 一二 月末に GHQ に 提出した。 

このす ぐ あと、 米軍の デル ヮ ー ス 大尉が キ 64 の 調査の ため、 ジープ で 岐阜 工場に やってき 
た。 土 井は 説明 役と して、 格納庫に あった キ 64 について 詳しく 説明した。 デル ワ ー スは翼 面 
蒸気 冷却器の 一部を 取り外し たのち、 事務所で 層 流 翼、 後退 翼に ついての 話が 出た。 そのと 
き、 彼は 後退 翼に ついて 簡単な 絵を 描いて 説明し、 「後退 翼の 角度を 三〇 度に すると 音 壁を 一 
〇 パー セン ト 上げられ るが、 これは まだ 米国では 秘密に なつて いる」 とざつ くばらん に 教えて 
くれた。 

これに 対して 土 井は 「日本で も 両者の 研究は 進んで おり、 キ 64 の 翼 型は 層 流 翼で あり、 ま 
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た 二月に 中止と なった 四 発の 大型 爆撃機 キ 91 でも 同じく 層 流 翼を 使用して いる。 また、 わが 
国で 計画され ていた 高速 機では 後退 翼が 考えられ ている」 (前掲 書) と 伝えた。 

これに 対し、 デル ヮ ー スは 「大戦の 後期には 日本は 全く 孤立して いたし、 ドィツと も 交流し 
ていなかった のにょ くやっ たね」 と 評価した。 土 井は 「お世辞 かもしれ ない が、 悪い 気は しな 

か っ ¢0 

翌日、 土 井は 岐阜を 去る デル ヮース を 飛行場まで 見送りに いったが、 乗って きた ジ ー プのま 
ま 飛行機 内に 積み込まれ ていき、 そのまま 離陸す る 姿を 見て、 米軍の 機動力に 驚かされた。 

敗戦 以後の 川 崎 航空機の 方針は 未定で ぁり、 社長は 少なくとも 、ム溪 、航空機は やらない と 
口にして いた。 土 井 自身、 「日本の 置かれた 状況から して 航空機が 再開され るとは 思っても み 
なかっ たし、 今後 一切 航空機に 携わる ことは できないだろぅ」 と 考えて いた。 

一一 月には、 ほんの 少数の 残務整理の 要員を 残して 従業員の ほとんどが 退社し、 設計、 研究 
部門の もの も ほとんど 辞めて しまった。 土 井 も その 中の 一人でぁった。 

土 井は 翌 昭和 ニー 年 一月から、 G H Q へ 提出した 資料 や 記憶を もとに、 引き続き、 川 崎が 試 
作した 航空機の とりまとめ や 整理を しはじめ ていた。 そのぅち、 商工 省が 提唱して、 旧 航空機 
メ ー カ ー の メンバ ー にょっ て 航空 工^-^ を まとめる ことにな り、 一〇 月までに 五 回 ほどの 会合 
を もっ たが、 途中で 立ち消えと なって しまった。 また 五月には、 元 東京 帝大 航空 研究所の 小川 
太 一郎が 中、 レに なって 技術 会を もっ たが、 GHQ の 横 やりで 流産して しまった。 この 技術 会に 
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代わっ て、 一〇 月には 温 知 クラブが 生れた が、 やがて この 会は 応用力 学会、 日本航空 学会を 経 
て、 今日の 日本航空 宇宙学 会へ と 発展して いった。 

失業者 

一年間 ほど、 こぅした；^ をして いた 土 井 も、 あまりの インフレ によっ て、 大丈夫と 思って 
いた 蓄えは またたくまに 目減りし、 先行きが あやしく なった。 このため、 昭和 ニー 年の _ に 
は、 神 戸に 職探しに 出かける ことにした。 いわゆる 出稼ぎで ある。 

このと き、 たまたま 神 戸の 町工場で ドイツ人の ツヱ ンガ ー に 出会った 。彼は 昭和 一六 年 五月 
に、 日本海 軍が 行なった ハインケルの 爆撃機 H  e 1 1 9 の 飛行 試験の ために 来日した パイ ロッ 
卜と ともに きた 技師で あった。 ところが、 六月に 独ソ 戦が 勃発して 帰国で き なくなって、 その 
まま 日本に 滞在して いたの だっ た。 

ドイツの 技術を 導入して いた 川 崎では、 彼に 明 石工 場に きても らい、 技術的な アドバイスを 
受けたり していた。 敗戦に なり、 ツエ ンガー は 帰国で き なくなった ドイツ人の 元高 級 船員 約 三 
〇名 に加えて、 日本人 約四〇 名を 集めて、 オ ー ストラ リア 人の ウォルフ とともに ゼ ー オ ー と 呼 
ぶ 町工場を 経営して いた。 

ウォルフ 夫人が 米 第 六 軍司令官 アイケ ルバ ー ガ ー 中将の 姪であった ことから 便！ Hi を 受けた よ 
ぅで、 当時 入手が 難しかった ゴムな どの 配給を 得て いた。 これを 利 弔して、 ゴム タイ よる 
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リャヵ ー や 荷車を つくって 売って いた。 当時、 運送 手段が 極度に 不足して いただけに、 ょく 売 
れて 、商売は 好調であった。 

ツヱ ンガ ー は 土 井の 顔を 見るな り 「今 何を している のか」 と 問うた。 「アルバィト ロー ゼ 
(失業者) だ」 

「それなら、 今から ここで 働け。 月給は 八 〇〇〇 円 やる」 という。 世間の 相場は 五〇〇 円から 
一 〇〇〇 円 くらいだ つたので、 破格の 古 问 給に 土 井が 「そんなに いらん」 というと、 「それなら、 
窓から 捨てろ」 という。 「じ ゃ、 三 〇〇〇 円は ほかの 従業員に 寄付して、 五 〇〇〇 円で いい」 
と 決まつ た。 

一 力 月して 給料を 手に すると、 は 二 六〇〇 円で しかな く、 どうした ことかと 驚いた が、 

二 四〇〇 円は 税金で もっていかれた のだった。 

一年 半 ほどして、 G H QO<&<F で、 在留 ドィツ人は すべて 敵国 人と して 本国に 強制送還され 
る ことにな り、 ツエ ンガー は 帰国す る ことにな つた。 あとを 土 井が 引き受ける ことにな つた。 
足り なくなった 従業員は 川 崎 航空機 時代の 部下を 引っぱっ てきた。 

ゼ ー ォ ー で 土 井は リャヵ ー や 荷車の 生産 だけでなく、 あるとき、 日本 通運から 舞い込んだ 四 
〇トン 積み トレ ー ラー にも 挑戦した。 軍用機の 残 資材が ある ことに 目を つけた 土 井は ジュラ ル 
ミンを 使い、 車輪は 航空機の 廃物を 利用して つくつ たが、 お化けの ょうな 大型車に なつて、 注 
文 主は 肝を つぶした。 
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次に、 電気自動車 も 製作した。 この ころ、 ghq は ガソリンを 統制して、 一般には 入手で き 
ないた め、 電気自動車が はやった。 大阪 日本 橋の ょせ 屋 から 買って きた ーム ロー  〇〇〇 円の 航空 
用発電機一.五キロワットを大きく改修して、ーニ|馬力のモータ1とし、これにバッテリー 
を 搭載して 構造の 簡単な 電気自動車を つくり 上げた。 なにしろ、 ガソリン 車と 違って 複雑な エ 
ン ジン や ミッションを 必要と しないた め、 比較的 容易に つくれる のであった。  ， 

昭和 二三 年 一一 月、 江の 島— 小 田 原 間で 開かれた 運輸省 
1) の 電気 自動 棄 行 試験に も 参加して、® を 競った。 昭和 

エニ 五 年までに 五〇台 ほどを 売り さばいた が、 前年 三月から 
_ の ド ツジ •デフレ 政策の あおりを 受けて ゼ ー オーの 従業員 
I の 半分に あたる 七〇 人の 工員を 整理す る ことにな り、 土 井 
場 も 退社す る ことにな った。 またも アルバィト ロ ーゼに 逆 戻 
杠 りでぁった。 

製— それから 五 力 月間、 土 井は 毎週、 職 i 定所に 行き、 港 
バ湾 労働者 や 日雇い 労働者の おばさんに 混じって 行列し、 失 
_ 業 手当を もらぅ 日々 であっ た。 あるとき、 順番を 待っ てい 
当る 間、 英字新聞を 読んで いたら、 隣り にいた おばさんが 土 
井に いった。 
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「あんた、 英語が 読め るん なら、 こんなと ころに きて、 職なん か 探さなくて もい いんじ ゃない 
か」 

もっともな J 口 葉であった が、 日雇い 労働者が 集まる 場所で、 あえて 英字新聞を 広げて 読む 土 
井の 行為は、 かつては 日本を 代表す る 飛行機の 設計者で ありながら、 職安に 職探しに こな けれ 
ばなら ない 自らの、 せめても の プラィドであった のか もしれ ない。 

「この ころ、 つくづく、 人生に ついて 考えさせられた」 と 土 井は 言葉 少なに 語る。 

失業 手当 も 切れる 一〇 月、 土 井は、 この 年の 八月に 川 崎 重工から 分離 独立した 川 崎 製鉄の 西 
社長に 直談判して 神 戸の 葺合 工場で 働く ことにな った。 

三 力 月 ほどして、 川 崎の 元 岐阜 製作所 所長だった 東條 寿から、 「米軍の 立 川 基地で 旧 航空機 
会社の 設計 技師を 求めて いるので、 行って みない か」 と 勧められた。 

頼み込んで 入社 させて もらった 西 山 社長に も 相談した が、 結局は 土 井 自身が 決断す る ことで 
あった。 だが、 その 際、 西 山 社長から、 「現在 製鉄 工場では 熱 管理の 能率 向上の ため 自動制御 
装置を 考えねば ならない 時期に きて おり、 この 方面の 研究 実施に 当たっ てみ ては」 と 提案を 受 
けた。 東條 からの 勧めは、 再び 航空機が やれる かもしれ ない ので、 土 井に 未練は あったが、 立 
川 行きは 断 わる ことにした。 

もともとは 土 井は 航空機の 1 あるいは 空気力学の 技術者で ある。 電気自動車で 少し 電気を 
かじつた とはいえ、 自動制御 となると 本格的な 勉強を しなければ ならない。 やむなく 電気、 電 


165 第一章 五 人の サム ライ 


子の 勉強を 始める ことにな った。 土 井は 述べて いる。 「元来、 私は エレキに 触る とけが をす る 
と、 それまで 敬遠して いたが、 こんない きさつから、 電気 や 電子が 身近に なって いた。 だか 
ら、 YS11 の 設計のと き、 五 人のう ちで 自ら 進んで 艤装 主任を 引き受けた のです」 

YS11 の 五 人の サム ラィは いずれも 土 井と 同じ 飛行 機屋で あり、 空 力 や 構造が 専門で あ 
る。 誰も 電気は 専門 外で 苦手と していた のだった。 

夢よ 再び 

昭和 二 五 年 六月 二 五日 未明に 勃発した 朝議 争を 経て、 この ころ、 すでに GHQ は 日本に 対 
する 占領 政策を 大きく 旋回 させようと していた。 アメリカ はむしろ 日本の あと 押しを して、 再 
軍備 させ、 航空機の 生産 も 再開 させようと していた。 しかし、 神 戸の 製鉄 会社で 自動制御 装置 
に 取り組む 土 井は、 そうした $ の 情報 や 動きには 疎かった。 

それでも、 « §大時代の同級生で、当時は日大教授であった木村から「ちょくちょく送ら 
れて くる 航空 関係の 技術 書に 目を通して いました。 航空機には 携わっ ていない けど、 好きだ か 
ら 、ついつ い 見て いました」 という 土 井は、 もはや 格段に 進歩した 諸外国の 技術に 目を 見張っ 
ていた。 

かつては プロペラ機であった 戦闘機、 高速 爆撃機は、 空白の 七 年間で ほとんど ジェット 推進 
式に なって いた。 輸送機は レシプロから ジェットエンジンの 夕— ボ プロップ 推進 式が 考えられ 
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るよう になっ ていた。 

海の 向こうの ィギリスでは、 新しい 時代の 到来を 告げる、 世界 初の ジ エツ ト 旅客機 デ ハ ビラ 
ント •コメットが 大西洋を 横断す る 定期 輸送を 始める との ニユ ー スが 世界を 駆けめ ぐっ てい 
た 0 

航空とは 縁の ない 仕事を している 土 井のと ころに も、 航空 再開の 波が 押し寄せて きていた。 

昭和 二 七 年 四月の 対日 講和条約の 発効に よって、 解禁と なった 航空 雑誌が いっせいに 発刊 さ 
れ るよう になり、 東京の 出版社の 編 i たちが 相次いで 岐阜に ある 土 井の 自宅まで 押し かけて 
きた。 

古巣の 川 崎 岐阜 製作所 も、 それまで つくっ ていた バス や 電気自動車に 加えて、 航空が 再開す 
ると すぐに、 自社の リスクで、 小型 連絡 飛行機 KA L 1 型の 設計 試作を 始めて いた。 

昭和 ニー 年から 出稼ぎで あった 土 井は、 家族を 岐阜に 残した ままの 単身赴任で、 寝 泊り は 川 
崎 製鉄の 独身寮であった。 

昭和 二 七 年 八月、 岐阜 製作所の 若い 永 野 喜 美 代 社長から 「小型 飛行機の 設計を やる ので、 ぜ 
ひ 手伝って ほしい」 との 要請を 受けた。 西 山 社長の 承諾を 得て 土 井は 毎週 土曜日 だけ 岐阜 製作 
所に いくこと になり、 夜行 列車で 往復し、 設計の 手伝いを する ことにな った。 

土 井に とっては 「終戦から ちよう ど 七 年後で ある。 終戦 時にはもう これき り 航空機とは 一生 
お別れと 思って いたので、 感慨無量であった」。 
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岐阜 製作所の 従業員 も、 得意の 航空機が 

再びで きる からと、 大いに 張り切っ てい 
た。 

そのころ、 岐阜 製作所で 土 井の 指導を 受 
けた 平木敏 夫は 当時の ことを 『飛行機 設計 
50 年の 回想』 の 中で 語って いる。 

「川 崎で も" 夢ょ 再び" で KALI、 KA 
T1 型 軽 飛行機の 試作が 始まった ときで し 
1 た。 そのと きの 設計 陣は ベテランに 欠けて 
A いた、 ので、 昔の 主任 設計者であった 土 井先 
生と 井町 (勇) 先生に 交替で 指導に 来ても 
ら ってい ました。 土 井さん の 自宅は 岐阜 
で、 ご 家族 も そこに 住んで おられました 
が、 土 井さん 自身は 川 崎 製鉄に 勤めて おら 
れ 、ふだんは 川 崎の 独身寮 住い (万年床で 
した) で 週に 一回 夜行 列車で 岐阜へ 往復し 
て おられました」 
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いざ、 航空機が つくれる と 意気込ん ではみ たもの の、 川 崎には 人材 も 文献 資料 も 試験 設備 も 
何もなかった。 

「会社の 資料 や 専門書 も 散逸し、 われわれの 頼れる ものがなかった とき、 ご 自分 (土 井) のフ 
アイ ル や 計算書を 持って こられ、 この やり方で 検討して 見なさい といった 親切 さが ありまし 
た。 

そのころ 給料は 安かった のです が、 他に 楽しみ もな く、 また 相対的に 酒が 安かった せいで し 
ようか、 しよ つち ゆう 口実を つけて は 小宴 会が ありました。 そんなと き、 土 井さん は 興に 乗っ 
てく ると、 『赤い 灯、 青い 灯』 を 歌い 欄干に ぶら下がり、 逆立ちで 座敷を 歩く という 癖が あり 
ました」 と 平 木は 当時の 一 こまを 語っ ている。 

日本は 風洞な どの 試験 設備の ほとんどが G H Q によって 破壊され ていたた め、 実験では 苦労 
させられた。 設計から 一年 たった 昭和 二八 年 七月 ニー 日、 各務原 飛行場で、 坂 井 庵 操縦士の 手 
によって KALI の 初飛行に 成功した。 八 年 前の 昭和 二〇年 二月に、 同 操縦士の 手に よって 戦 
闘機キ 100 が 初飛行して 以来の ことだった だけに、 土 井には 八 ぶりの 感激であった。 

この 航空機は KALI、 KAL2、 K AT1 として、 社用 機 あるいは 自衛隊の 連絡 機と して 
使われた が、 生産は わずか 六 機に 留まった。 

土 井は 神 戸と 岐阜を たえず 往復して、 二つの 仕事を こなして いた。 神 戸での 自動制御 装置 も 
歧阜 での 航空機 も、 どちらも 新しい 技術 分野で ありながら、 土 井は バイ タリ テイー が ある だけ 
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に 数人 分の 仕事を 抱えて いた。 しかし、 夜行 列車での 毎週の 往復な ど、 心身と もに 疲れさせ、 
頑強な 彼の 肉体 も、 さすがに 長く は 続かなかった。 

昭和 二 九 年、 結核で 倒れ、 各務 原の 川 崎 病院で 療養 生活を 一年 送る ことに なった。 それでも 
1 刖 から 働きず くめで きた 土 井は 休む ことを 知らず、 時間が 惜しい とば かり、 「医者の 忠告 も 
聞かず、 ドィツ語と 英語の 航空機 関係の 本を 読み あさっ た」 という。 

そのころ の 土 井に ついて 平 木は 述べる。 「病床で 自動 操縦の 専門書を 読んで いて、 それにつ 
いての 議論の 相手を 求めて 設計 室へ 電話を されて きました。 特に 被害を受けられ たのは (後 
の) 東大 教授の 東昭 君であって、 毎日の ように 下駄履きで 電車に 乗り 病院へ 通った もので 
した」 

昭和 三〇年 (一九 五 五 年) 六月 一 五日、 川 崎は 米 ロッキー ド 社と 技術提携して、 防衛 宁の丁 
33 ジヱ ツト 練習機の ラィセンス 生産を 始める ことにな った。 

すでに 敗戦から 一〇 年を 経て、 土 井は 敗 1 刖の 日本の 技術より アメリカの ジヱッ ト 機の それ 
が、 どれ だけ 進んで いるの か、 興味深く  T33 の 生産を 見守って いた。 機体の 構造は それほど 
進んで いるとは 思わなかった が、 内部 艤装の 電気 •電子 装置は はるかに 進歩して おり、 時代の 
違いを 見せつ けて いた。 

こうして、 日本の 航空機 生産は 防衛 需要を 中心に して 確実に 広がりを 見せようと していた。 
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技術者 主導で 

週 一回、 岐阜 工場に 通いながら、 川 崎の 航空機 生産が 拡大して いくのを 見守って いた 土 井 
が、 川 崎 航空機に 戻って くるのは 昭和 三 二 年に なってから だった。 

ある 日、 岐阜の 自宅に 帰って みると、 妻は 一人で 寝込んで おり、 子供たち は 学校に 行って い 
なかった。 そんな 家族の 姿を 見て、 土 井は 「これ じ や 困る。 なんとか しないと、 自宅から 通え 
る 岐阜に 勤める ことができれば いいが . 」 と 思った。 

岐阜 製作所では 「技術 顧問を して くれれば いい」 といぅ ことにな り、 ちょぅ ど 一二 年ぶりの 
昭和 三 二 年 八月に 岐阜に 復帰す る ことにな った。 

このと き® M では、 すでに 中型 輸送機の 設計 研究に 向けて 輸 研が 発足して おり、 丸の 内に あ 
る赤 »2 ^の二八号館の狭い一室を借りて事務所としていた。五月からは木村秀政を委員長に技 
術 委員会が スター ト していた。 技術 委員会には、 ® 刖 からの 土 井の 同僚で ある 北 野が 川 崎の 委 
員と して 出席して いた。 土 井が 復帰した ことで、 北 野から 「土 井さん に 行って ほしい」 と 依頼 
され、 引き受ける ことにな った。 

土 井は 三 力 月遅れの 八月 末の 委員会から 出席した が、 

「技術 委員会の メンバ ー は みんな お 互いにょ く 知っ てました し、 木 村、 堀 越、 駒 林は クラ スメ 
ィトです から 違和感はなかった。 それに、 協会 専務 理事の 杉 本さん は 旧 海軍 出身だった が、 航 
空 学科の 一年 先輩で したから 親近感が あった」 
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委員会は、 木 村が 輸 研に 顔を 出す 週 一回 程度の 割合で 開かれて いた。 輸 研の 事務所には、 堀 
越が 週に 三回く らい、 本拠が 神 戸に ある 新 明 和の 菊 原は 週に 一回 程度であった。 駒 林は メ ー カ 
1 に 属して いなかっ たため、 少し 距離を おいていた。 技術 委員会の メンバ ー で ほぼ 毎日 顔を 出 
すのは 土 井と 太 田 だけであった。 木 村は 会議の メンバー について 語っ ている。 

「会議は 毎週 一回、 午後 一時から 五 時 ごろまで、 ときには 七 時、 八 時まで おょんだ こと も あ 
る。 足 かけ 二 年間、 数十 回 ひらかれ たが、 各人、 意見の 内容は それぞれち がっても、 ょくみ る 
と 共通した 二つの 点が あった。 第一は 非常に シンが 強い ことで ある。 飛行機と いう ものは どん 
どん 進歩す るから、 これまでの 資料を 平均した もので 設計す る だけでは だめで、 どうしても 一 
歩 進んだ 飛躍が 必要 だ。 これを つらぬく には、 周囲の 保守性 や 惰性を おしのける シンの 強さが 
必要 だ。 第二は、 そろって 精密な 頭の 持主 だとい うこと だ。 この 二つを 痛感した」 (「週刊 朝 
日」 一九 六 二 年 二月 二日 号 所収) 

もともと、 航空機の 主任 設計者は、 きわだった 個性 や 自己主張を もっていなければ、 特長の 
ない 凡作し か できあがらない。 たとえば、 発注し、 <j x F する 航空 本部、 それに、 パィロット あ 
るいは 審査 部が、 使う 側から いろいろ 文句を つける。 さらに 経営 的な 観点から 社内の 幹部 や、 
設計 部内では、 各部 分を 担当す る 専門技術 者な ど、 さまざまな 立場から 勝手な 要求 や 主張、 批 
判、 文句が 主任 設計者に ぶつけられる。 これらの 意見に 耳を 傾け、 あるときは 取り入れ、 また 
あるときは 切り捨てたり、 妥協点を 見出した りして、 その 結果 できあがった 航空機には 主任 設 
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計 者の 思想が 貫かれ、 しかも 与えられた 仕様 も 満足して いなければ ならない。 

彼らは 戦時中に、 絶対的な 権限を もつ お客さん である 軍から 現実 ばなれす る ほど 高い 要求を 
突きつ けられ、 押し切られ、 もてる 技術水準との ギャップの 間で いつも 悩みながら 設計す ると 
いう 苦い経験を いやというほど させられ ていた。 そんな 教訓と 反省が ある だけに、 戦後 初の 中 
型 輸送機では 再び 繰り返す まいと、 技術者の 主導で 進めた。 

数々 の 修羅場を くぐり 抜けて きた ことで 鍛えられ、 きわだった 個性を もつ 五 人の#^ はお お 
むね 次の ょうであった。 

木 村は 研究者に しては 珍しい ほどの 社交 人で あり、 全体を 見回しながら、 まとめ 役と しての 
自己の 立場を いつも 認識して いた。 しばしば、 議論が 白熱して SS し、 互いに 譲らない ときは 
いつも 調整 役と して 動いた。 土 井は 木 村に ついて 述べて いる。 

「木 村は 博識 だし、 まとめ 役と して シャッポになる のが 一番い いのです。 木 村と やつて ると、 
じ ゃ、 おれが やる ぞ 、という 気持ちに な るんで す。 彼 も 細かい けど、 あんまり 怒らない のです 
ょ」 

堀 越は 決して ヒラメ キ 型の 天才 肌では なく、 物事に 対して 粘り強く 徹底的に 突き つめていく 
追究 型の 秀才で あり、 堅実で 細かく、 慎重に 石橋を 叩いて 渡る タィプであった。 

菊 原は 才気煥発の 独創性を もった 理想家で あり、 ときには 取り巻く 現実を ないがしろにする 
場合が あったが、 新しい 技術的な 挑戦を 進めて いく タィプだった。 
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メンバ ー の 中では もっとも 若かった 太 田は ハッ タリの ない 地道な# 一^で、 激しく 闘わす 他の 
四 人の 論争からは 一歩 距離を 置いて みている が、 肝心な ときには 的を はずさず 発言して いた。 

土 井は 主張 もす るが 実行力 も あって、 いたずらに 理想 ばかりを 追ぅ のでは なく、 八〇点 の も 
のをまず 完成 させ、 確実に 実現へ と 向かわせる。 ときには 強引に 相手を ねじ伏せて、 物事を 進 

めて いった。 
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経済性と 技術革新 

民間 輸送機の 開発で もっ とも 難しい ことは、 どんな 狙いと 特長を もっ たどの 程度の 大きさの 
機体に すれば いい かの 決定で ある。 すでに、 世界の 空には 何十 種類 もの 輸送機が 運航され て お 
り、 また、 これから 登場して くる もの も ある。 それらを 念頭に 置き、 一〇 年、 二〇 年後の 需要 
動向、 技術の 発展、 変化 も 見き わめる 必要が ある。 既存 製品の 間隙を ぬい、 莫大な 開発 費を か 
けて つくっても、 なおかつ 収益を 上げられる だけの 生産 機 数が 見込める 輸送機を 計画し なけれ 
ばなら ない。 もちろん、 技術力、 資金 力、 販売 力、 信用 もなければ ならない。 

こぅした 数々 の 条件を ふまえつつ、 もっとも 経済性 (収益 性)、 安全性、 性能の 高い 輸送機 
をつ くり 出す 必要が ある。 この 当時で、 中型 輸送機の 開発 費は 数十 億円から 数百 億円 (現在で 
は 数千 億円) かかり、 しかも 失敗す る 可能性 も 十分 あった。 たとえ、 技術的には 安全性が 高 
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く、 籠の いい 輸送機が できても、 収益 性 や 値段が 高かったり、 需要の 停滞 時期と ぶつかった 

りする と、 生産 機 数が 少なくな り、 膨大な 開発 費の 償却が できず、 大 赤字を 抱え込む ことにな 
る 0 

また、 この 時期、 ちよう ど 世界は ジェット 化が 急速に 進展し ようとし ていた 技術革新の 時期 
だけに、 長い 時間 かけて 開発して いるう ちに 技術は 進歩し、 完成した ころには すでに 旧式と 呼 
ばれて エアラインから 見向き もされない 場合 も 十分 ある。 そんな 実例が 過去には いくつ も あっ 
た。 

それは ともかく、 五 人が 計画す る 際に、 議論の 叩き台に なった のは、 新 明 和 興業が 運輸省の 
昭和 三 I  S  (一九 五六 年度) 科学技術 研究 補助金の 交付を 受けて スター トさせて いた 「中距 
離 用 中型 輸送機の 安全性に 関する 研究」 であった。 

菊原静 男ら が 中心に なって 進めて いた この 研究の 狙いは、 狭い 国土で、 しかも 短い 滑走路し 
かない 日本に 適した、 経済的で 安全性の 高い 旅客 輸送機の コン フイ ギユ レ— ショ ン (形態) を 
しぼり 込む ことで あり、 新 明 和が エアライン や 商社、 在外公館を 通じて 内外の 資料を 集め、 一 
年 かけて 検討した 結果で も あった。 

その 成果に よって、 1 刖 からの 名 機と 評判の 高い ダグラス DC3 型を 最新に したよう な四〇 
人 乗り クラスの 新鋭 機を 試作し ようとい う ものだった。 いわば、 実績 も 実力 もない 日本の 身の 
程を わきまえた 案と いえた。 
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土 #1 武夫が 出席した ころには、 すでに 技術 委員会で ほぼ タ ー ゲットが 絞られて おり、 「バイ 
カウント 700 — 800 シリ ■ — ズと フレンド シ ップ F27 の 中間を 目標」 にしよう という もの 
だった。 

木村秀 政は 解説して いる。 

「国際線の 大型 旅客機は 当時の 日本の 航空 技術水準では 到底 ムリ。 とすると、 ロー カル 線 用の 
中型 旅客機と いう ことにな り、 それには (離陸 滑走 長を) 千 二百 メ ー トル あたりまでに 抑える 
と 非常に 使いやすい」 (「読売 新聞」 昭和 五 七 年 一一 月 一七 日付) 

ちょう ど、 登場しつつ あつた 初の 大型 ジェット ライナー である デ ハピ ラン ト •コメット、 ボ 

1 イング B 707 や ダグラス DC8 を 狙う ものでは なかった。 だが、 空白の 七 年を 経た 日本が 
初めて 取り組む 計画で ある ことから すれば、 この 仕様で も かなりの リスクを ともなう ことは 誰 
しも 予想で きた。 

搭載 エンジンは ライカ ミン グ T 55 夕—ボ プロップで、 離着陸の 滑走 距離は 九 〇〇メ ー ト 
ル、 航続距離は 一 〇〇〇 から 二 〇〇〇 浬 (一八 五一 一から 三 七 〇四キ ロメー ト ル) といった 具体 
的な 提案 もな されて いた。 このほか、 昭和 三 二^® の 設計 研究と して、 次の 九 項目の 基礎 計画 
が 決められ ていた。 

(1)輸送機に関する調査解析、 2 )防衛庁側からの要求に基づく基礎計画、 3 )基本要目 
の 決定、 (4) 風洞 模型の 製作を 目的と する 計画の 立案、 (5) 第一 次 風洞 試験、 (6) 風洞 試 


験 解析、 (7) 基礎 型 決定、 (8) 第二次 風 
洞 試験、 (9) 重量 重心 計算。 

このほか、 各種 装置 や 材料な どの 基礎的 
研究が あった。 

これらの 項目 や 予算は それぞれ 機体 六 社 
に 分散され、 研究が 進められる ことにな っ 
た。 

目標と する 輸送機の 規模を ある 程度は し 
ぼり 込んだ とはいえ、 かなりの 幅が あり、 
さらにつ める ためには、 もつ とも 問題と な 
る 航空 輸送 需要の 市場調査が 必要だった。 

木 村は こう 述べて いる。 

「戦前は、 軍 や 輸送 会社が こういう 飛行機 
を 作って くれと いう 注文を 出し、 それに 応 
じて 設計した。 ところが、 YS- 11 は 違 


じて 設計した。 ところが、 YS- 11 は 違 
う。 私たちが どういう 飛行機を 作ったら 売 
れ るか、 まず 市場調査から 始めねば ならな 
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かった。 注文に 合わせる のでは なく、 レ ディー メ ー ドの 商品と 同じ、 これは 日本航空 界 では 初 
めての ことでした。 (中略) 

昔の 簡単な 飛行機と ちがって 現代の 飛行機は、 膨大な 開発 費が かかります。 それを 償却す る 
には 国内需要 だけでは 足らない ので、 外国に 売れる こと も 考えた わけです」 (「読売 新聞」 昭和 
五 七 年 一一 月 一七 日付) 

一般に 輸送機を 設計 するとき の 基^^件は 次の 四つであった。 

(1)  有償 荷重 (乗客 または 貨物) 

(2)  航続距離 (または 区間 距離) 

(3)  巡航速度 (または 区間 速度) 

(4)  滑走路 長 

この 中で (1) と (2) は 航空機の 大きさ、 (3) は 使用す る エンジン、 (4) は 飛行場の 大 
きさ おょび 運航 地域と 密接に 関連して いた。 これらの 条件を 総合的に 検討して、 もつ とも 需要 
が 多く、 収益率 も 大きい 機体を 見出す 必要が あった。 

オペ レ I シ ョン •リサ I チ 
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このため、 輸研 (財団法人 輸送機 設計 研究 協会) は 駒 林 栄太郎 を 委員長に、 東京大学 工学部 
教授の 近 藤 次郎を 中心とした マ ー ケット リサ ー チと 〇 •  R  (オペ レ ー シ ョン •リサ ー チ) を 実 
施す る ことにな つた。 

これから、 どんな 形式の 輸送機が どこの 国、 どの 地域で、 どの 程度の 需要が 見込める のかを 
明らかにする 必要が あった。 

昭和 三 二 年 九月 二日に 第一 回の 〇  •  R 委員会が 開かれた。 巨額の 開発 費が 必要になる 航空機 
の〇 .R は、 今では ごく 当たり：！ 刖 のこと である。 しかし、 日本では このと きが 最初で あった。 
軍用 ばかりを 手がけて いた 1 刖 •戦中には 必要なかった ので ある。 

先の 四 項目に 加えて、 国内 おょび 東南アジアの 各 エアラィン、 政府、 さらに、 ジェトロ  (日 
本 貿易 振興 会) や 商社、 日本の 公使館、 大使館な ど 在外 機関への アン ヶ ー トを 行なって 検討 資 
料に する ことと した。 

欧米 先進国は 無理と しても、 アジアの ロ ー カル 線なら 何とか 食い込める のでは ないかと 
期待した が、 これらの 諸国から 得た アン ヶ ー トの 回答 や 資料は、 出した 数の わずか 三分の 一 ほ 
どで しかな かった。 彼らには、 まだ そこまで 関心がない といぅの が 正直な ところだった。 

外国の 基礎 デ ー タが 不十分だった ため、 近 藤ら は 比較的 豊富な 国内 資料に 基づき、 〇. 尺を 
行なった 結果、 昭和 三 三年に 入り、 次の ょぅな 結論に いたった。 
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(1)  座席 数は 六〇 以上、 七〇 ないし 八〇 席と 大きめ にと る ことが 有利で ある。 

(2)  巡航速度は 競争 交通機関と 対抗す る 関係 上、 大きい 方が 有利で あるが、 エンジンの 出力 
および 飛行機の 諸元に よっても 制約を 受ける ので、 おのず と 限度が ある。 この結果、 もっ 
とも 可能性の ある エンジンを 対象と した 場合、 時速 三 二〇〜 四二〇 ノット (約 五 九 三〜 七 
七 八キ ロメー ト ル) が 適当で ある。 

(3)  航続距離は 六 〇〇浬 (約 一一 一ー キ ロメー ト ル) のとき もっとも 収益率が 大きくな るよ 
うに 選ぶ ことが 適当で ある。 

(4)  滑走路 長は 一二 〇〇 メート ルが 適当で ある。 

この 結論は、 基本 計画を 決める 技術 委員会に とって 大きな 指針と なった。 

特に 注目され たのは、 座席 数が かなり 多くな ったこと である。 その 理由を 木 村は 「1 の 研 
究」 一九 六 三年 五月 号 所収 「 Y S- 11」 の 中で こう 述べて いる。 

「わが国 国内線の 旅客 数は 著しい 増加 傾向を たどって いるが、 操縦士の 数 や 空港の 発着 回数な 
どの 占 (で、 便 数を 増やす ことは すでに 限度に 近づいて いるから、 このような 大量の 乗客を こな 
すには、 座席 数の 多い ものを 使う 必要が ある。 そういう 見地から YS- 11 は 六十 席で 出発 
し、 将来は 七十 二 席ぐ らいまで 増 助で きる ように 翼面積に も 十分 余裕を とって ある。 また 胴体 
も フレンドシップ や アブ ロより ひとまわり 大きく、 ずっと ゆっ たりした 乗心地が 楽しめる。 そ 
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ういう 意味で Y  S - 1 1 は フレンドシップ や アブ ロの 競争相手で はなく、 むしろ これらの 小型 
機で 多量の 乗客 数を さばき きれ なくなった 後に 使う 後^! といえるだろう」 

この ころ、 日本 だけでなく、 世界的に も 航空 輸送が 急増して いる 背景が あった。 少ない 座席 
数では 満席に なりやす いが、 来た 客を 断 わる 場合 も ある。 その 占 『座席 数が 多い 場合は 空席で 
飛ぶ こと も あるが、 それでも、 前者の 場合よりは 割安になる というの である。 

しかし これ だけで、 計画すべき 中型 輸送機が 決まっ たわけで はない。 あくまで 狙うべき 需要 
の大 枠が 決まった にすぎない。 これから 具体的に、 どういった 形式 や 構造の 航空機に する かの 
基本 計画が 始まる ことにな った。 この 段階に 至り、 もうす でに、 新 明 和が 研究して いた 乗客 数 
が三〇 人から 五〇 人と する 運輸省の 案とは 大きく かけ 離れて きていた。 

輸 研は、 航空 再開して まもなく スタ ー ト した 新 明 和の 身の ほどを わきまえた 計画を 超えて、 
「どうせ 国を 挙げて 開発に 取り組む のなら ば」 とする 欲が 次第に 出て きていた。 

ラィバル 機 

〇  •  R の 結果は 技術 委員会に 反映され、 昭和 三 二篇の 検討 作業が 行なわれた。 

まず、 日本が 狙っ ている 中型 輸送機に 近い 規模の ブリタニア 310 、ダグラス Del バィ 
カウン ト 700 D、 コン ベア 340 、カラベル SE 210 、フレンドシップ F 27 、ロ ッキ ー 
ド 1049E、 ヘラルド、 エレクトラ、 スカン ジア SAAB の一〇 機種の 調査が 行なわれた。 


182 


解析すべき 重要な 項目は 機体の 重量、 寸法、 外形、 翼 厚、 空気抵抗 などの 相互関係 であり、 
これらを 知る 中から、 輸 研が 計画す る 輸送機の 大きさに 応じての 妥当な 設計 目標 値が 設定で き 
るので ある。 

さらに、 区間 距離が 五 〇〇〜 二 〇〇〇 浬 (約 九 二 六〜 三 七 〇四キ ロメ ー ト ル)、 乗客 数は 五 
〇 から 九〇 名の 範囲に 限定して、 四 発 または 双発の エンジン としたと きの 両者の 基礎的な 比較 
検討を 行なった。 

この 検討の 結果、 ターボ プロップ 機は ピストン エンジン 機に 比べて 全般的には 優位性を 保っ 
ている が、 距離が 長くなる にしたがって 両者の 全備 重量 (乗客、 燃料、 貨物な ど 最大に 積める 
重量) の 差は 少なくな り、 二 〇〇〇 浬 付近では むしろ 逆転す る ことが わかっ た。 さらに、 直接 
運航 費 (定員 数を 乗せて 飛んだ 距離 当たりに 発生す る 費用) は 一 〇〇〇 浬までは 次第に 費用が 
少なくな つてい くが、 これを 超える と 再び 増えて くる。 これは 距離が 長くなる と 燃料を たくさ 
ん 積む ためで ある。 また、 乗客 数が 五〇 から 九〇 人の 間で、 同一 距離を 飛ぶ ときの 運航 費は、 
大 馬力で しかも 乗客 数が 多い ほど 最低と なる が、 その 差は あまり 大きく はない ことが わかっ 
た。 しかし、 距離が 一 〇〇〇 から 二 〇〇〇 浬へ と 長くなる にしたがって 運行 費は 著しく 大きく 

なつて くる ことが わかつ た。 

以上の 結果から、 各 検討 項目を いろいろ 組み合わせ ると 一 五一 二通り あるが、 このぅち、 狙 
いが ほぼ 絞り 込まれて いる 距離、 座席 数、 滑走路 長を 一定に したと き、 直接 運航 費が 最低に な 
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る 輸送機の 各 要目を 見つけ 出す ことが もっとも 重要で あった。 

エンジンの 選定 

〇 •  R の 検討 も ふまえ、 次の 条件に よつ て さらに 具体的な 研究を 進めて いくこと になつ た。 

〔研究 範囲〕 

区間 距離 . 六 〇〇〜 一二 〇〇浬 (約 一一 一一〜 ニニ ニ ニキ ロメー ト ル) . 

乗客 数 . 五 〇 〜七〇 名 

滑走路 長 . 九 〇〇〜 一二 〇〇 メー トル 

土 井は 述べて いる。 「航空機を 設計 するとき、 一番 問題になる のはい つも エンジンな のです。 
計画し ようとす る 機体に 最適で、 信頼性の 高い エンジン がそのと きすで にある かどう かによ っ 
て、 航空機の 善し悪しが 決まって しまう のです。 輸 研での 検討のと き、 夕 1 ボ プロップ エン ジ 
ンを 採用す る ことには 委員の 全員が 賛成して いたのです。 でも、 双発に する か、 それとも 四 発 
にす るか、 高 翼に する かそれ とも 低翼に する かにつ いては いろんな 意見が 出ました」 

この 当時、 国内の 滑走路 長は、 羽田 空港な ど、 ごく 一部の 大都市の 空港を 除いては ほぼ 一二 
〇 〇メー トル 程度で あった。 この 長さでは、 たとえ、 最新式の ジェット 輸送機を 開発しても、 
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ロ ー カルな 空港では 発着で きず、 販売機 数が 限られる ことになる。 もちろん、* ^アジ ア にお 
いても 似た ような 実情で ある。 ロ ー カル 路線では、 金の かかる 空港の 整備 拡張は そう 簡単に 進 
む 見込みは ない。 

この 輸送機の 大きな セー ルス ポィントは 離着陸 距離が 短くて すむ 点に あった。 そのために 
は、 大きな パ ヮーの エンジンが 必要に なり、 その 点では 双発より 四 発の ほうが 有利であった。 
こうした 点から、 エンジン 四 発、 八〇 席、 全備 重量 三〇 トン 程度が もっとも 最適で あるとの 結 
論が 導き出され てきた。 これは あくまで 理論的に 見て、 運行 費が 安く、 利益が もっとも 見込め 
る 中型 輸送機の 案であった。 しかし、 これ だけでは 輸送機の 開発に ゴー はかから ない。 さら 
に、 考慮し なければ ならない 条件が ある。 

果たして このと き、 日本が 計画す る 機体に ちよう ど 手ごろな 馬力の エンジンが あるか どうか 
だった。 新しく 登場して きた 夕 1 ボ プロップ 式の ジェットエンジンが 開発され 出して まだ 十数 
年し かたって いない。 それ も、 実用 性 ある エンジンの 開発が 始まっ たのは ほんの  一 〇 年 ほど 前 
からにす ぎない。 信頼で きる メ ー カ ー は 世界で 数 社し か 育って いない。 

候補は 五つの メ^ ~ 力^ ~ で、 合計 八 種類の エンジン - ，ダ , ~ 卜 7、 ダ^  — 卜 10、 タィン、 ィ 

1 ランド 6、 T56、 丁  53、 T55、 T 58 が 検討 対象と なつた。 

開発 予算が 三〇 億円で ある こと、 エンジンの 実績の ir 入手 時期の 確実性な どに ついて、 
消去法で 総合的に 検討した。 結局、 民間 機 用と して 実績 も 評判 も 高い ダ ー ト 以外の 四 発 機の 案 
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はと もに 採用に ならな かつた。 しかし、 ダー ト lo の 双発に ついては やや 馬力が 小さい といぅ 
欠点が あった。 

どれを とつても、 最適の エンジン はなく、 帯に 短し、 たす きに 長し であった。 これが 土 井の 
いう エンジン 選定の 難しさで も あつた。 

これらの 結果を 技術 委員会で 討議して、 ひとまず、 次の 二つの 案を 基礎 型と して 絞り 込み、 
さらに 細かく 検討す る ことにな つた。 


〔基礎 型 案〕 


エンジン 

重量 

主翼 縦横 比 (主翼の 長さに 対する 幅の 比) 
主翼 面積 
乗客 数 


双発 型 

ダ ー ト 7  X  2 発 
一八 •五 トン 


八 八 平方 メー トル 
五〇人 


四 発 型 

ダ ー ト 7X  4 発 

三  一 •七 トン 
九 

一〇〇 平方 メート ル 
七〇〜 八〇人 


と 


ところで、 ちょう ど YS11 を 計画す る ころは、 航空 技術が 急速な 変化を 遂げょう としてい 
た 時期 だけに、 将来の 需要 動向を どう 読む かが 大きな ポィントと なつた。 中で も、 プロペラ 
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(夕 1 ボ プロップ または プロップ •ジェット ともいう) 機に する か、 それとも 純ジ ェッ ト 機に す 
るかの 判断が 難しかった。 これにつ いては 木 村は 次のょうに 述べて いる。 

「YS- 11 の 基本 計画を 始めた 頃に も、 すでに ジ ヱッ ト 時代の 曙光が 見えて いたので、 いま 
さら プロペラ機 でも あるまい。 やるなら ジェット 輸送機を やるべき だとい う 急進的な 意見が あ 
るかと 思う と、 日本の 航空 工業の 実力と 経験の 貧困 さから DC3 そのままに 三十 八 人 乗り ぐら 
いで 与圧 客室 ももたない 小型 機が 適当 だとす る 消極的な 意見 も あった」 (「機体の 研究」 一九 六 
三年 五月 号) 

また、 「技術 委員会が 検討して いる 夕— ボ プロップ 機が 完成した ころには 旧式と なって いて、 
使い ものに ならなくなる」 との 見方 や 批判は 強 かった。 

純 ジェットの 検討 も 行なった が、 問題は 離着陸に 要する 滑走路の 長さであった。 ICAO 
(国際 民間航空機 構) にょると、 プロペラ 式の 夕 1 ボ プロップ 機は 一二 〇〇メ ー トル だが、 ジ 
ェッ ト 機では 一六 〇〇 から 一八 〇〇メ ー トルと 長く、 大前提と した 短い 滑走路で も 発着で きる 
輸送機と する 条件を 満足して いなかった。 

木 村は 述べて いる。 

「将来 純 ジェットが 輸送機の 主流になる にしても、 離着陸 距離が 短く、 離着陸 時の 安全 度が 高 
く、 また 地上 や 空中での 待機 時の 燃料 消費量が 少なくて 安心感の ある 点な ど、 近距離 輸送機と 
しての プロペラ機の 優位は 当分の 間 失われそう もない、 特に 同じ プロペラ機 でも、 従来の 往復 
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機関 (レシプロ) にかわる (夕— ボ) プロップ •ジェット •エンジンが 登場して からは、 性能 
も 安全性 も 乗り心地 も 一段と 向上して きた。 (中略) 

狭い ところで も 安心して 使える ジヱ ット 輸送機は、 今のところ 一機 もない し、 また ジェット 
機で そういう 無理を すれば、 かんじんの 飛行機 _ がガタ 落ちに なって しまう だろう、 そこで 
YS- 11 は、 滑走路の 点で どんな 路線に も 使える ことを ねらって プロップ •ジェット機に 踏 
みきり、 同じ プロップ •ジェット機の 中で も、 特に馨 陸 距離の 短縮に 力を入れた」 (前掲 誌) 
このように 述べて いる 木 村で あったが、 実のところ、 彼 自身、 技術 委員会では ジェット機 案 
に こだわって いた。 一九 五八 年 四月 号の 「航空 情報」 で 木 村は 「私は ジヱ ット 機に、 なお 多く 
の 未練を もっ ている」 と奎 日を 記して いる。® 刖 •戦中 世界記録 をつ くった 「航研 機」 や 「A 
26」 を 手がけて きた 木 村を 含め、 五 人の サム ラィは、 たとえ、 日本の 航空 技術が 欧米からは 
るかに 後れて いるとは いえ、 やはり、 敗 盤刖と 同様に、 できる ことなら 世界の 最先端を 目指し 
たいとの 思いは 強かった。 

次に、 ダ ー ト 7 の 四 発で、 高 翼 機と 低翼 機に した 場合の 比較 検討が 行なわれた。 両 案の 違い 
は、 高 翼は 主翼が 胴体の 上に ついて おり、 低翼は 胴体の 下につ いている。 

このため、 高 翼は 客室、 貨物室が 地面に 近く、 乗客の 乗り降り、 貨物の 積み降ろしが 楽で あ 
る。 しかも、 乗客が どこに 座っても 視界が 主翼で 邪魔され る ことがない。 ただし、 スぺ ー スや 
安全性の 関係から、 主な 装備 や 配管、 配線は 胴体の 天井の 上に 配置す る ことになる ため、 整備 
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点検 するとき は 不便で ある。 高 翼は その 利点を 重視して 軍用機に 多く 採用され ている。 

低翼 機は それぞれ この 逆になる。 さらに、 水上に 不時着した 際には 低翼の ほうが 水に 浮かん 
でい る 時間が 長く、 人八羅 一とす る 民間 機の 考え方から すると、 安全性が 高くて、 構造 的に も 
合理的で 丈夫で あるた め、 この 程度の 規模の 輸送機は 低翼が はるかに 優れてい ると いう 結論に 
いたった。 このと き、 座席は 六 列、 降 着陸 装置は 胴体 内に 引き込む 方式と する のが 最適と され 
た 。 

矛盾す る 二つの 案 

こうした 結果から 、夕— ボブ ロップ エンジンの ダー ト 7 の 四 発、 八〇 席、 全備 重量 三〇 トン 
程度の 輸送機が もっとも 適当との 案が 浮かび上がっ てきた。 しかし、 これは あくまで 技術面 あ 
るいは 収益 性からの 判断で ある。 この プロジェクトを 取り巻く 条件、 中で も 開発 費と 政府 予算 
額から くる 制約は 考慮に 入っ てはいな かった。 

輸研 のわず かな 予算を 獲得す るので も 四苦八苦し たのが 現状で ある。 しかも、 政界、 財界は 
もちろん のこと、 一般 国民の 理解 も 意識 も 低く、 十分な コンセンサス も 得て いない 現状に おい 
て、 数々 の 抵抗 や 批判を 押し切って、 いきなり 高望みす る 巨額の プロジェクトを 推し 進めて い 
ける であろう か。 

こうした 吹り 巻く 足下の 現実を ふまえる と、 当初は 威勢の よかった 四 発、 八〇 席の 案 も 理想 
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論の 願望であって、 もう 少し 実現 可能な 線を 選ばざる をぇない のが 現状だった。 計画案の 規模 
は 後退して、 双発で なければ との 現実 路線を 目指す 意見が 頭を もたげて きた。 こうした 現実を 
踏まぇつつ、 再び 検討が 行なわれた。 その 結果、 やや リスクは あるが、 開発 中の ダ ー ト 10 あ 
るいは タィン 1 にょる 双発と する 案に 絞られた。 こうした、 一連の 検討 結果から、 昭和 三 三年 
初めに 輸 研が 発表した 国産 中型 輸送機の 諸元は A 案と 高速 型の B 案の 次の 二種 類と し、 仮に 呼 
び 名は YS1 とされた。  . 
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巡航速度 (ノット) 二 七 五  三 四 五〜 三六〇 

(毎時 約 五 〇九キ ロメー トル) (毎時 約 六 三 九〜 六 六 七 キロ メー トル) 
航続距離 (浬)  五 五 〇 ( 約 一〇 一九 S メ 1 ト ル) 六〇〇 (約 ニ ニキ ロメ ー トル) 

滑走路 長 (メ ー トル) 一二 〇〇  一二 〇〇 

技術 委員会の 検討を 経て、 輸研 として 正式に 発表した この B 案に ついて、 この 委員で も ある 
土 井は 批判して いる。 

「B 案は A 案に 対して エンジン 出力が  一 •八 倍に なって いて、 巡航速度は 二八 パー セント 速く 
なって いるので、 それに ともなっ て 空気抵抗を 少なく する ため、 主翼の 厚さ も A 案の 一八 パ ー 
セントに 対して 一四 パー セントと 薄く している。 ところが ここに 矛盾が あるので す。 B 案は エ 
ン ジン 出力が 大きくな ったこと で 必要 燃料の 量は 二倍 近くになる のに、 燃料を 収容す る 主翼 面 
積は A 案と 同じの 八〇 平方 メ ー ト ルと している。 B 案の 計画が いかに お 粗末 かとい ぅこと で 
す」 

この 案の 設計は 技術 委員会の 議論を 経て 出されて きた もの だが、 それまでの 経過から、 計算 
する 実働 部隊は 主に 菊原静 男、 徳田晃 一を リ ー ダ ー とする 新 明 和が 受け もっていた。 土 井は そ 
のころ の 実情を 述べて いる。 

「運輸省の 予算で 新 明 和が やった 小さい 形の 案を もとにしながら われわれ 技術 委員会が 検討し 
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たが、 そのころ は あまりむ きになつ ては やらな かつた」 

この 案を 決める に当たって、 各 技術 委員の 考えは かなり 食い違っ ていた。 意見と しては 委員 
会で 各 委員が 発言しても、 実際には どの 案で 細かく 検討す るかと なると、 行き届かな いところ 
も 多く あった。 

土 井の 主張は こうであった。 

「A 案の 全長 二 六 •三 メー トル、 胴体の 外径が 三 •三 メート ルで 六〇人 乗りなん かで きっ こな 
いのです。 洞 体を とんでもなく 広く して、 六 〇 とか 七 ◦人 乗りに するとい うわけ です。 ダ ー ト 
lo の  一 •三から  一 •四 倍 ある 三 五〇〇 馬力 級の アリソンの T56 とか、 ネピアの ィー ランド 
くらいは 搭載 しないと、 三〇〇 ノット 近くの 飛行機は できない。 研究なん ていっても、 人に ょ 
って 出て くる 結論は ずいぶん 違う のです。 それは、 戦前に、 いくつ も 設計して きて ょく わかっ 
ていました。 それが 飛行機の 基本 設計と いう ものな のです」 

輸 研の 発表した A、 B 案と もに、 いわば、 外向き の バラ 色の 案であって、 じつのところ、 矛 
盾す る 多くの 問題点を 抱えて いた。 それは、 のちに 設計に 着手して から 問題と なつて くるの だ 
った。 いずれに しろ、 輸研 として 独白の 設計 部隊を もち、 細かく つめていく 必要が あった。 

予算 獲得 作戦 

昭和 三 二 年 九月に 入る と、 昭和 三 三^ j の 予算 獲得の ため、 赤 沢璋一 、杉 本 修らは 精力 的な 
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政治 活動を 展開して いた。  か 

九月 三日、 荘田泰 蔵、 杉 本、 赤 沢 そして 航空 工業 会 首脳ら は、 福田赳 夫、 早 川崇両 代議士 
を 招いて 懇談した。 また 杉 本は、 原子力発電 などの 巨大 科学技術の プロジェクトで 旗振り 役に 
なった 知り合いの 中曽 根康弘 代議士な どと も 会って 援助を 要請した。 

このほか、 関連の ある 運輸省、 防衛庁、 科学技術庁な どに も 働き かけて 協力を 要請した。 さ 
らに 、予算 要求では 鍵を 握る 大蔵省の 石 原 周 夫 主計局 長ら にも 次々 と 面会を 申し入れて 強く 支 
媛を 要請した が、 彼らは いずれも 熱が なく、 消極的な 姿勢で 杉 本を 失望 させた。 

それでも 杉 本は めげ ず、 九月 二〇 日には 築地の 「大和」 に 三 木 武夫 自民党 政 調 会長、 中 村 寅 
太、 早川崇 、有 馬英 二な どの 同党 議員を 招いて 懇談した。 

彼らは、 なには さておき 「わが国の 航空 工業の 現状を 把握す る ことが 先決で ある」 とした。 
もっ ともな 意見に、 三 木ら 三人の 自民党 議員ら による 視察 団を つくり、 まずは、 名古屋 にある 
新 三菱 重 工大 江 工場を 見学す る ことにな った。 

一〇月 一九 日に 大江 工場の 視察を 終えた 三 木は、 記者会見で 「航空機 工業は 予想 以上に ハィ 
レベルの 域に 達して いる。 この 工業の 振興を はかる ため、 立法 措置を 講じたい」 と 前向きに 語 
って 杉 本ら を 喜ばせた。 この あと、 一行に 川 島 正 次 郎自民 党 幹事長、 椎名悦 三 郎の両 自民党 大 
物議 員 も 加わり、 川 崎 航空機 岐阜 製作所、 新 三菱 小牧 工場を それぞれ 見学した。 

この 夜に 行なわれた 新 三菱、 川崎両 企業に よる 盛大な 歓迎会で 「三 木 氏は 航空機 工業の 振興 


193 第二 章 日本航空 機 製造 


に 大いに 熱意の ある 発言を された ので、 われわれ 関係者は 大いに 意を 強く した」 と 杉 本は 述べ 
ている。 

こぅした 一連の 政界、 官界、 財界な どへの 働き かけは 次々 と！^ 的に 行なわれて いった。 

そして、 政治 活動の 総 仕上げと して、 予算 審議 も 大詰めに きた 一二 月 一八 日、 航空 工業 会、 
輸研 、経団連 防衛 生産 委員会の 三 団体の 主催に ょって、 川 島 自民党 幹事長、 三 木 政 調 会長ら 自 
民 党議 員 九 人、 通産省の 次官、 重工業 局長 ほか 関係者を 東京 会館に 招き、 航空機 工業 振興に 関 
する 懇談会を 開いて、 大いに 盛り上がった。 

一方、 二日 後の 一二 月二〇 日、 通産省は 前 尾 繁三郎 通産相、 次官、 重工業 局長、 赤 沢ら にょ 
る 関係 首脳部 会議を 開いて、 中型 輸送機 国産 化に 関する 総額 三 三 億 九 二〇八 万円に のぼる 昭和 
三 三年 度 要求 予算の 内容を 正式に 決めた。 内訳は 設計 研究費 (二 •五 年間) 二 億 一 〇〇〇 万 
円、 治 工具 費 四 億 五六 〇〇 万円、 試作機 購入 費 (三 •二 五 年間で) 二 七 億 二 六〇八 万円で あっ 
た。 

前年度の 要求は 単なる 設計 研究費の 二 億円だった。 ところが 昭和 三 三年 度は 十数 倍に もなる 
試作に 取り かかる ための 費用で ある。 といぅ ことは、 次年度 以降は さらに 費用が 発生す る こと 
を 意味して おり、 厳しさが 予想され た。 通産省は 予算 要求と 並行して 航空機 工業の 育成を 目的 
とした 振興 法案の 作成 も 進めて いた。 

赤 沢は、 他 産業とは 篇が 異なる 航空機 工業は、 政府が バックアップ する なんらかの 立法 措 
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置がなければ、 振興は もちろん のこと、 中型 輸送機の 実現 も 難しい と 見て いた。 部下の 別府正 
夫には 「わが国 最初の 民間 輸送機の 設計 試作の ための 法律 的な 枠組を 何としても つくり 上げる 
のが お前の 仕事 だ。 予算の 獲得 や 業界の 説得は わしが 全部 やる から」 と ハッ パを かけて 法案の 
作成を 指示して いた。 

航空 工業の 振興を 図る ための 金融 や 税制 上の 優遇 措置 および 国の 研究 設備を 無償 または 低い 
対価で 使用で きる 道を 開こうと する ものであった。 

現在では、 巨額に のぼる 貿易黒字を どうやって 解消す るかが 政府の 悩みの種で あるが、 当時 
は、 慢性的な 貿易収支の 赤字に 頭を痛め ていた。 中型 輸送機を 国産す る ことで 国際収支の 改善 
が 図れる というの が 通産省の 大義名分で あった。 

予算 要求に 臨む 赤 沢の 口癖は 「航空機 工業に 対する 助成 策と 中型 輸送機の 国産 計画は 二 頭 立 
ての 馬車 だ」 であった。 

ところが、 昭和 三 三年 (I 九 五八 年) 一月 九日、 いざ ふたを 開けて みれば、 要求 予算に 対す 
る 大蔵省の 第一 次 査定で、 中型 輸送機は ゼロであった。 杉 本ら は 航空 エ 首脳、 経団連 防衛 
生産 委員会の 千賀鉄 也ら と 協議して、 通産省を 側面から 支援す る 作戦を 練り、 翌日には 早速、 
前 尾 通産相を 訪ねて 陳情した。 

これとは 別に、 先に、 杉 本は 自民党 政 調 会の 商工 部会に 招かれ、 異例の 処遇で 航空機 工業 振 
興 法案の 承認を 得て、 意を 強く していた が、 このと きの 商工 部会 長 •有 馬英二 自民党 議員を 一 
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月 二日に 訪ねた。 同氏から 「航空 工業 振興 法案の 予算措置は、 自民党 三役が 取り扱う ことに 
なった。 部会の 力では どうに もなら ないから、 三役に 働き かけて くれ」 と 期待を 裏切る 指示を 
受けた。 

杉 本ら は 日曜 も 返上して 三 木、 川 島ら 自民党 三役に 三度 も 面会を 求めた が、 予算 折衝の まっ 
ただ 中で 客は 多く、 そのつど 会う ことは できず じまいだった。 そのうち、 「三 木 政 調 会長の 航 
空 機 工業 振興 法案に 対する 態度が 変った」 との 情報が 流れて きた。 

杉 本は 正確な 情報を 得る ため、 ただちに 赤 沢に 会って 善後策を 協議した。 

一月 一七 日、 杉 本ら は 川 島 幹事長と 面会し、 その後、 三 木に 会っ た。 すると、 伝えられ たと 
おり、 同氏は 航空機 工業 振興 法案に 対する 熱を 失って おり、 もはや 新 三菱 重 工大 江 工場を 見学 
したと きに 示した 意欲は 見られな かった。 

杉 本は 頼みと していた 三 木の 心 変り に 危機感を 抱いた。 ここに 至っては、 もはや 自民党 三役 
に 期待す るので はなく、 担当 大臣で ある 前 尾 通産相に 強く 働き かけて、 ともかく 奮起して もら 
うしかない との 思いを 固め、 陳情の 矛先を 変える ことにした。 

翌一八日、輸研の理事長.荘田と航空エ1§団伊能富士雲社長の二人は前尾通産相に会 
って 要望した。 こうした 働き かけを 次々 と 行なっ たが、 依然として 大蔵省の 壁は 厚く、 査定 内 
示は ゼロが 続いた。 

時は またたくまに 過ぎて いき、 やがて 舞台は 復活 折衝へ と 移って いった。 第一 次 復活 要求を 
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前に、 通産省は 予算 要求 額を 二 億 三 〇〇〇 万円 減らして 臨んだ が、 それでも ゼロであった。 

状況は 厳しく、 このままでは 予算が 全く 認められない 恐れが 出て きたと して、 通産省には 思 
い 切っ た 方向転換が 求められ ていた。 もはやこう なれば、 プロジェクトを 継続させる ことを ま 
ず 第一に し、 思い切って 国債を 財源と する 分を 削除して、 要求 予算 額を 一挙に 三 億 二 ◦七 万円 
にまで 減らす ことにした。 

この 際、 二 年 目の 予算から 試作機の 費用を 盛り込もう とする 欲は ひとまず おいて、 せめて 設 
計 研究費 だけは 獲得し ようとの 戦術 転換で あった。  • 

ところが、 それでも 査定は ゼロであった。 1 刖 袁 と同じように、 いよいよ 最後の 山場に きた 
一七 日から 一九 日に かけて、 上野 幸 七 事務次官、 斎 藤 正 年 大臣宣 房 長、 岩 武照彦 重工業 局長ら 
通産省の 首脳は 大蔵省の 森永貞 一郎 事務次官、 石 原 周 夫 主計局 長ら と 波状 的に 会って 中型 輸送 
機を 含む 重要 案件の 折衝を 行なった。 その 結果、 一九 日の 明け方 近くに なって ようやく 四〇〇 
〇 万円の 確保に めどが ついた。 

同日 午後 一時、 前 尾 通産相と 一万田 尚 登 蔵相の トップ 会談で さらに 九 〇〇〇 万円に 増額され 
る ことが 決まっ た。 しかし、 赤 沢ら はこれ で 諦める ことなく、 さらにね ばった。 その 結果、 川 
島 幹事長の 裁量で 三 〇〇〇 万円の 増額が 決まり、 合計 一億 二 〇〇〇 万円が 鉱 工業技術 研究 補助 
金と して 支出され る ことが 決まった。 これが 昭和 三 三^! 予算 要求に 対する 赤 沢ら 事務当局の 
目 いっぱいの 力であった。 
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このため、 当初、 振興 法案で 予定して いた 特殊法人の 「航空機 開発 促進 協会」 の 設立は 見送 
ら ざるを えなくな つた。 

「かけそば 法案」 

この結果を 受けて、 I 月 二七日に 工業 倶楽部で 開かれた 経団連、 航空 エ蹇一 4、 輸 研の 三者に 
よる 会議では、 振興 法案を 修正し、 会期中の 国会に 提出す る ことを 決議した。 

振興 法案を 作成した 別府は 記して いる。 

「特命を 受け、 いろいろ 頭を ひねり ましたが、 昭和 三十 三年の 通常 gi 会に 間に合わせる にはと 
て も 実体が 固まりません。 そこで 当時の 内閣法制局の 吉国 ("一郎) 第三部長と 苦 把 (没 参事 
官に ひそかに お 知恵を 拝借して、 やっと 作り上げ たのが 航空機 工業 振興 法案 (現行の 第一条 か 
ら 第ー ニ条 まで) でした。 (中略) 

その 内容は、 審議会の 設置、 国有 施設の 低価 利用、 資金の 確保で おしまい、 審議会は ご 承知 
のと おリ 設置 法に 根拠を 置く 政令で もす む 訳です し、 国有 施設の 使用 だけが 何とか 法律 事項と 
いえる ような 単行 法と しては 全く お 粗末な もので、 『これは かけそば 法案 だから、 来年に なっ 
たら 立派な 天 ぶら を 乗せて 天ぷら そばに する さ』 と 赤 沢 課長が いわれた のは 正に 名言でした」 
(「翼の ある 部屋」) 

赤 沢 自身 も 「何にも $ がない」 というよ うに、 法案には まともな 法律 事 頁がなかった。 法 
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制 局は 「法律が いらない のに、 なにも 法律を つくる 必要は ないじ やない か」 と、 ごく もっとも 
な 返事であった。 だが、 赤 沢は この 狙いに ついて 語って いる。 

「少なくとも 法律 事項が 一つ だけは あった。 国の もっ ている 試験 研究 設備を メ ー ヵ ー に 安く 貸 
してやる ことができる ことです」 と 解説す る。 

赤 沢の 認識は 「当時、 私は 国 社、 特殊法人 という もので なければ、 とても 本格的な 活動 
はで きないと 思っ ていた。 協会の ような ところでは 研究開発 はいい けれども、 ものを つくって 
売る 段になります と、 なかなか うまくいかないだろう。 けれど、 予算の 二 年 目ぐ らいから 特殊 
法人を 設立 するとい う 法案は とても 出せない。 そこでまず かけそばで  一丁 あげて おいて、 来年 
は 必ず てんぷら か 卵を のっ けます から 出して くださいと、 お願いした」 (『戦後 産業 史の 証言』) 
こうした 赤 沢の 強引な 方針には、 通産省 内で も 異論が あって、 さんざん 議論が あった。 それ 
でも 赤 沢は 「全く  $が ない わけ じ やない。 とにかく かけそばで いいから 出して 欲しい。 一つ 
は 法律 事項が あるんだ から、 そのかわり、 来年には まちがい なく 何 かを のっ けます から、 よろ 
しく お願いします」 と 強力に 主張し、 省 内を 説得して 回った。 この 段階に 至っての 赤 沢には、 

通産省の 役人の 枠を 超ぇて、 個人的な 情熱が 加わって いた。 

II 会は 解散 問題で^^ して おり、 そんな 中に とかく 「批判の 多い 航空機 工業 振興 法案を 提出 
する のは 諦めた ほうがよ い」 との 慎重 論が 大勢を 占めて いたが、 それでも、 赤 沢は 諦めな かっ 
た。 
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1 fa 会 審議が 進む 中、 振興 法案は さらに 修正され ていっ たが、 与野党の 折衝で 社会党の^^? 
三郎 委員長は 「航空機 工業 振興 法案の 成立を 妨げない」 との 方針を 決めた ため、 四月 一七 日、 
衆議院 $14 議で 、次いで 二七日の 参議院 $14 議で同 法案は 可決され、 成立す る ことに なった 0 
法案には 赤 沢が もっとも 望んで いた 次の 条文が 盛り込まれ ていた。 

「政府は (中略) 特に 当面 最も 緊急を 要する 中型 輸送機の 設計 研究 および 試作 等に ついて、 そ 

の 合理的 促進を 図る ための 機構の 整備、 資金の 確保 等に ついて、 特段の 考慮を 払うべき であ 
る」 

主任 設計者の 決定 

予算の 決定 および 航空機 工業 振興 法の 成立で、 赤 沢が 唱えて いた 二頭立ての 馬車は こ ぢんま 
りは していた が、 まがりなりにも スタ— 卜 する ことにな つた。 政府 補助金の I 意二〇 〇 〇 万円 
に 民間 各社からの 出資金 一億 八〇〇 〇万 円を 加え、 ムロ計 三 億円であった。 これまでの 機体 メー 
ヵー 六 社に 加えて 材料、 部品 メー ヵー 六 社 (住友 金属、 島津 製作所、 日本 電気、 東京 芝 浦 電気、 
三菱 電機 東京 航空 計器 製造所) も 研究に 参加し、 輸 研は 総合的な 調整を 行なう ことにな っ 
た。 

輸 研は 昭和 三 三^! の 各社 共同に よる 輸送機の 基礎 設計を 行なうた め、 主任 研究者には 専務 
理事の 杉 本が、 総合 研究 主任には 木 村秀 政が 就任した。 続いて、 企画、 空 力、 冓告 j、 «^ gl の 四 
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つの 設計 班に 分けて、 それぞれの 主任を 決める ことにな った。 

ところが、 技術 委員会は 終 1 刖 、各社で 主任 設計者を やって いた チー フ エンジニア ばかりの 
豪華 メンバ ー だけに、 かえって 専門の 割り ふりが 問題だった。 彼らは いずれも 全体を 見る 空 力 
や 構造の 専門家であって、 エンジン や プロペラ、 補 機、 燃料、 排気、 電子 機器、 計器、 空調な 
どを 担当す る 艤装の 専門技術 者ではなかった。 

「私は 自分自身で 艤装を やる といっ たのです。 終戦後は 電気自動車なん かで いたずらして いま 
したし、 川 崎 製鉄で 平炉の 自動制御 装置を 自分で つくっ たりし ましたから。 それに、 戦後、 急 
速に 進歩した 艤装 関係を 理解す るの がまず 何ょり 第一 だと 考えました し、 戦後の 航空機の 全体 
を 知る ことに もなります から」 

土 # ま、 誰もが 避けたがる、 地味と もい える 艤装を なぜ 進んで 引き受けた のか。 それは この 
とき 土 井が 次の ょぅな 認識を もっていた からだった。 

「戦後 初めて 日本が 生産す る ロッキ ード社の丁33を見せてもらったが、機体の售ぼは戦時中 
の ものと あまり 変わらず、 せいぜい 板 厚が 増えた くらいな のです。 量産のと きの 治具 も、 大戦 
中 ドィツの ヘン シヱ ル エ場で 使って いた 鋼管を 使った 治具と 全く 同じ 方式な のです。 ただし、 
曲面 外 板の 成型に 大型 ストレッチ プレスを 使って いるのは 珍しかった。 ところが、 内部の 艤装 
ときたら、 電気 •電子 装置は 格段に 進歩して いました」 

土 # ま 日本が 世界に 追いつこぅ とする には、 航空 禁止の 七 年間に もっとも めざましく 進歩し 
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た 艤装 こそが ポィント であると 見て いたのだった。 

結局、 各 班の 主任は、 企画 班 太田稔 、空 力 班 菊原静 男、 構造 班 ggtlm、 艤装 班 土 井 武夫と 
なり、 それぞれ 技術 委員会の 四 人が 就任した。 次に、 誰を 主任 設計者と する かを めぐっ て、 ひ 
ともめ あった。 強力な リ ー ダー シップを もつ 主任 設計者に 誰が なる かによ っては、 メーヵ ー 間 
の 主導権 争いを 起こし かねない おそれ も あった からだ。 

主任 設計者と して 元 陸海 軍の 航空 本部で 航空機 試作の 計画 指導を 担当した 責任者の お偉方を 
連れてく る 案な ど いろいろ あった。 たとえば、 候補と して、 木 村 や 土 井な どよりも 三 歳から 六 
歳 年上の 元 陸軍 航空 本部の 安藤 成 雄 技術 大佐、 元 海軍の ノ将 などであった 0 

しかし、 土 井は 技術 委員会の 中で 「これまで 新 明 和が 研究を 中心的に やって きたの だから、 
菊 原が いい じ ゃない か」 と 提案した。 ところが 「この 意見には 新 三菱が 反対した」 と 語る。 

共同研究 のこの プロジェクトで、 もし 特定の 一社から 主任 設計者を 出す と、 公平 さを 欠かな 
いと も 限らない。 たとえ 公式で あっても、 外部からは 主任 設計者を 出した 企業が 主導権を握っ 
ている よぅに も 受け取られ、 他の 企業の 面子 も あった。 ちなみに、 輸 研の 予算 配分 や 各社の 出 
資 比率では 新 三菱が もっとも 多かった。 

土 井は そのと きの やり取りを ざっく ばらん に 話す。 

r 海軍 や 陸軍の お偉方を 連れてき たって、 ^ の 図面を 見られる のか。 少なくとも ぼくには か 
ないや せんよ といっ たんです よ」 
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土 井ら には、 戦前 •戦中に、 航空機 設計の 現場を 知らない 航空 本部 や 審査 部 (パィロット) 
から、 理不尽な 要求を 突きつ けられて 苦しめられたり、 数々 の 横暴な 仕打ちを 受けた ことが 
生々 しい 記憶と して 刻み 込まれて いた。 戦後に おいては、 こうした ことが 起こりうる 要素は で 
きる かぎり 排除して おこうと する 決 il 思が あった。 

土 井は、 基礎 設計の 段階で ちゃんと 図面を 理解で きる 人間 かどう かを 問題に する のは なぜか 
を 説明す る。 

「本当の 設計と いうのは 自分で 図面を 描けて、 見られる 人 じ ゃない とだめ なのです。 だから、 
菊 原 君は どうかと いったの です。 安藤さん や 岡 村さん の 名が 挙がった が、 それは だめ だとい っ 
たのです。 元軍の 人は ほとんど 自分で 図面を 描いた こと もない し、 $ の 意味では 図面が わか 
ら ないから なのです。 そんな 話を している うちに、 『木 村、 お前が やれよ、 お前を シャッポに 

して おきやい いんだから、 おれたち も 本気で や るんだ から、 そうしよ うじ やない か . 』 と 

なった のです」 

木 付 も 「じ や、 それでい いよ」 となっ て 決まっ た。 落ち着くべき ところに 落ち着く ことにな 
った。 学者で あり メ ー カ ー 出身者で はない 木 村なら ば、 どの メ ー カ ー から も 文句が 出そう には 
ない と 思えた からで も あった。 もっとも、 実際の 設計の 進め 方は、 木 村を 議長と する 彼らの 設 
計 主任 会議に よって 決める ことにな った。 このの ち、 主任 会議は 五月 二七日を 第一 回と して 計 
五〇 回、 一年間に わたっ て 続く ことになる。 
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この あと、 主に惠 足 帝大 航空 研究所 や 海軍 航空 技術 廠 などの 航空機の 各 分野で 名 機を 生み出 
し、 活躍した 研究者、 技術者、 メー ヵー の 専門技術 者な ど 豪華 メンバー 約 三〇人 ほどを 集めて 
空 力 小委員会 (東大 航 研の 谷 一郎 委員長)、 電子 小委員会 (東大 航 研の剛 一一 委員長)、 計器 小 
委員会(東大教授佐貫亦男委員長)、構造強度小委員会(東大教授§纪正|<委員長)をそれぞれ 
設けた。 

輸研 には、 機体 六 社から まず 第 一陣と して 若い 技術者ら 合計 四 四 人が 出向して きて、 基礎 設 
計の 作業を 始める ことにな った。 出向 者の 内訳は 主任を 含めて 新 三菱 七 人、 川 崎 七 人、 富 士重 
エ七 人、 新 明 和 六 人、 日本 飛行機 六 人、 昭和 飛行機 四 人、 そのほか 部品 メ ー ヵー 七 社から 一人 

} ず つで、 それに 輸 研の 人間が 四 人で 合計 四 八 
ば 人であった。 

漏  執務 場所の 選定は 難航して いたが、 杉 本が 
と 探し あぐねて、 東大 駒 場の 理工学部 研究所 
沽 (理工 研) の 河 田 三 治 所長に 相談を もちかけ 
_ たと ころ、 二三 〇 平方 メ ー トル ほどの 空き家 
切 を 改造 すれば、 さしあたりの 設計 室になる 見 
W 込みが ついた。 理工 研は 元の 東京 帝大航 研で 
r あり、 昭和 三 三年の 四月 一日を もって 東京 大 
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学 航空 研究所と 改称す る ことにな った。 

都心に ある 航 研の 部屋は 狭いながら、 風洞 も あって、 うってっけの 場所であった。 部屋の 改 
造は 九月 上旬に 完了して、 第二 共同 設計 室と し、 輸 研の 設計者 全体の 三分の 一 ほどが ここで 執 
務 する ことにな った。 

しかし、 輸 研の 全員を 収容す るス ぺース はないた め、 別にもう 一つ 場所を 確保す る ことにな 
った。 六月 下旬、 千代 田 区 平 河 町に 新築され た 都市計画 協会 ビルの 一部を 借用し、 第一 共同 設 
計 室と し、 設計 員の 残りの 三分の 二が 執務す る ことにな った。 

「昔の 設計者」 

いょいょ、 体制が 整い、 輸 研の 共同研究は 基礎 設計に 入る ことに なった。 設計 班の 成すべき 
主な 仕事は 次の 三っだった。 

(1)  中型 輸送機の 基礎 設計を 行なう。 

(2)  模型を 完成 させ、 風洞 試験を 行なう。 

(3)  図面を 作成して 実大 模型を 製作す る。 

これと 並行して、 ロ ー ルス •ロィス 社に 技術者を 三 力 月 ほど 派遣して、 搭載 エンジンに つい 
て 指導を 受ける とともに、 機体 装備に ともなう 基礎 設計を 行なう ことだった。 

基礎 設計の 仕事は すでに 四月 下旬から 協会 事務所で 始まって いた。 
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ゃま结ぉ は 川 驚 : 1 權 から 六 人の S 技術者 一 1 |1 _、 i&MIr  i If ,、 n が 蒙、 
山 下 邦 男、 井戸 守 男ら を 引き連れて 輸研 にやっ てきた。 神 戸の 川 崎 製鉄 時代の ょうに、 またも 
土 井は 若い 技術者たち とともに 中 野に ある 川 崎 航空機の 独身寮を ね ぐらと した。 身の まわりは 

あまり かまわない 土 井の いでたちは、 いつも、 コットンの 登山帽に パー バリ ー 風の レィン コ ー 
卜、 それにい つも はちきれん ばかりに 書類な どが 詰め込まれた 愛用の 大きな 鉋だった。 

園 田は 土 井に 連れて こられる ことにな ったいき さつに ついて 振り返る。 

昭和 二八 年 (一九 五三 年) 三月、 東大 工学部 応用数学 科を 卒業した 園 田は、 体を 壊した こと 
など も あって、 数年 ぶらぶらして のち、 昭和 三 二 年 (I 九 五 七 年) に 川 崎 航空機に 入社した。 
すると、 すぐ、 土 井が やつて きて、 昔の 飛行機の ことな どを 話し はじめた。 

じつは、 園 田の 卒業した 東大の 応用数学 科とは、 敗戦に ょって 航空学 科が 禁止され、 その 代 

わりと して 昭和 二 I 年 (一九 四 六 年) に 新しくで きた 学 
科だった からで ある。 園 田が 卒業して 一年 後の 昭和 二 九 
年 四月に 再び 航空学 科と 名を 変えて 復活した。 

「特に 数学が 好きと か、 航空が 好きだと いう ことは なか 
った」 と 話す 園 田は、 入社して まもない 自分のと ころに 
やってきて 飛行機の 話を する 土 井に 対して 「どんな 人物 
であるか 知らな かった が、 聞いて いるう ち、 大変な おじ 
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さんだ」 という 印象を 抱いた が、 ただ それだけで しかな かった。 ところが、 いろいろな 話を 聞 
いている うち、 「目の前にい る おじさんが、 あの 名 機と うたわれた 『飛燕』 そのほかの 主任設 
計 者だった と 知っ て、 やっぱり」 と 改めて 驚く ことにな った。 

「そのころ の 土 井さん が 偉い な あと 思う のは、 五 二 歳で ありながら、 自分で 一から _ 動 制御の 
勉強を して おられた ことです」 と 話す 園 田は、 土 井から 「自動制御の 勉強を しろ」 といい わた 
された。 

川 崎は 輸 研から 六 四 二 万 七 〇〇〇 円の 補助金を 受け、 これに 自己 資金の 八 二 六 万 三 〇〇〇 円 
を 加えて、 三っの 応用 研究を 進めょうと していた。 その 中の 一っが、 主翼の 「繰り返し 荷重 試 
験 装置の 試作」 であり、 園 田が 担当す る ことにな った。 

園 田は 土 井に 自動制御を 教わりながら なんとか つくり 上げる ことができ、 その あと 東京に き 
て、 輸 研で 内容を 報告した。 そんな 仕事を 一年 ほど やり、 昭和 三 三年 四月に なって、 「おい、 
東京へ 行く か、 せいぜい、 半年 くらいだ から」 と 土 井から 声をかけられた。 

家 や 家族を もっている わけで もない 独り者だった ので、 特に 断 わる 理由 もな く、 「ええ、 行 
きまし ょう」 と 気軽に 才 1 ケ ー して 上京す る ことにな った。 

土 井は 園 田ら にこうい った。 

「中型 輸送機は できる かどう かわか らんが、 どうせ これから 川 崎 も ラィセンス ものを やる こと 
こなる から、 その 意味では 国産 輸送機を 手がけて おくのは、 まあ、 人生 経験と して 面白いだ ろ 
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う」 

この 言葉は 土 井の 正直な 思いだった。 

輸研 にやっ てきた 園 田ら は 夜 八 時、 九 時まで 仕事を した あとの 独身寮への 帰り道、 土 井に 連 
れられ 、いつも 同じ メンバ ー でよ く 渋 谷 や 新 宿に 飲みに 行った。 当時、 駅前には 薄汚れ た 屋台 
の 焼き 鳥屋が 何 軒 も 並んで いて、 勤め 帰りの サ ラリ ー マンで にぎわって いた。 酒を 口にし、 焼 
き 鳥を つっつきながら、 土 井の 口からは 1 刖の 飛行機 設計の 話が 次々 と 飛び出し てきた。 飛行 
機の ことを よく 知らない くせに やたら いばりちらす 陸軍の 監督官に 痛め付けられ、 苦労 させら 
れた話 や、 土 井の 師匠で あり、 恩人で も ある フォ ー クト 博士に しごかれた 話な どであった。 

「自分では 問題ない はず だ、 よくで きている と 思って、 図面を フォ ー クト 博士に もっていく 
と、 容赦な く 色の ついた 鉛筆で くし ゃくし ゃに 直されて しまって、 あとから 消そうと 思っても 
消えない。 しかたなく、 はじめから 書き直し する しかな かった」 という。 

園 田は あるとき、 川 崎の 先輩から これと同じ ことを 聞かされた ことがあ った。 

「よく、 お前は 土 井さん の 下で 図面なん か 描いて いられるな。 昔は とにかく 土 井さん は 大変 こ 
わかった 。チェックして もらうた め にもって いった 図面は 赤 鉛筆で 徹底的に 直されて、 消せな 
いから、 しかたなく、 はじめから 描き 直す ことにな って 随分 苦労 させられ たよ」 

図面に ついて フォ ー ク トから 厳しく 鍛えられた 土 井は、 そのこと を 踏襲して 部下に 接した。 

「でも、 YS11 を やって いた ころの 土 井さん はそんな ことは なかっ た」 と 園 田は 語る。 
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土 井は 図面に ついては 厳しく、 自らの 経験から 次の ような 哲学を もつ ている。 

「私は いつもい うのです。 エンジニアは 図面が でき なきや だめ だよ と。 $に鐘 きと 一緒な 
のです。 1 や 構造の 計算が でき たって、 図面が 描けなければ 全体が わかりません。 最近は コ 
ン ピュ^ — 夕で やって ますが、 それでも、 図面は いるので すから。 図面を 描く という ことは 自分 
の 計算した こと、 自分の 設計 思想が すべて その 中に 込められる わけです から。 ところが、 ム r の 
飛行機 工場は 図面を 描く 人を 養成して いないの です。 これは 問題なん です」 

戦前の 部下たち からは 厳しい といわれ ていた 土 井 も、 輸 研では おのず と 違って きていた。 軍 
の 絶対的 命令の 下に、 国の 帰趨を 決する 軍用機の 開発の ため 全社 一丸となって 取り組ん でい 
く、 そんな 時代とは 明らかに 違っ ていた。 

1 刖 •戦中、 彼らが 企業で 主任 設計者と して 華々 しく 活躍して いた ころは、 下には 大勢の 技 
術 者が いた。 t Bb 、 空 力、 構造、 艤装、 脚、 重量 推算な ど、 それぞれの 専門技術 者に 加えて、 
トレー ザー など 数百 人が ピラミッド 構造を なして いた。 

「この 飛行機の 設計は 大将と 兵隊 だけで 戦争を している ような もの だ」 と 土 井は よく 飲み屋で 
口に した。 大御所の 下に、 二〇 代の 大学を 出て まもない、 航空機 設計の 経験 もない、 たった 数 
人の 技術者の 卵が いるの が 事情だった。 七 年の 空白に よって、 かつての 航空 技術者は 方々 に 散 
り、 あるいは 年と って おり、 いざ、 航空 再開と なっても 人材は きわめて 乏しく、 ようやく 緒に 
ついた ばかりの 日本の 航空 工業の 行く末を 案じさせ ていた。 
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「考えてみれば、 そのと き 土 井さん は 五 五 歳で、 われわれと 二 六 歳 も 違う のです よ。 自分は 五 
五 歳のと きに、 あれ だけの 自信 ある 仕事が できて いたかと 振り返る と、 その 年では、 もう 実際 
の 設計は やらないで、 お金の 計算 ばかり やって いました。 やはり 土 井さん たちは 偉かった と 思 
レます」 

と 語る 園 田は、 そのころ、 土 井が 設計 計算す ると き、 二桁までは すべて 暗算で やって いたの 
をよ く 覚えて いると いう。 

「その後、 簡単な 電卓なん かが 出て きたので すが、 『そんな ボタンを 押してい るより、 おれの 
暗算の ほうがよ っぽ ど 早い ぞ』 といって おられた。 昔の 設計者は そういう 訓練を 当然の ことと 
していた のでし よう。 

今の 人は コン ピユー タの アウ ト プットを 頭から 信じて 疑わない が、 昔の 設計者は、 たとえ コ 
ン ピユー タを 使っ て 計算 値を 出した としても、 その 結果が 定性 的に 合っ てる かどう かを 自分の 
目で 確かめる のです。 いつも 物事の 本質 や 基本を しっかりと つかんで 仕事を 進める 姿勢な ので 
す。 さすが 昔、 飛行機の 設計を してきた 人は 気合いだ けじゃなくて、 理論的な 組立と いうか、 
工学 的な 裏 づけの ある 仕事を やって きた 人たち だな あと 思いました ね」 

基礎 設計の 変更 

園 田ら 若手の 仕事は、 五 人の サム ラィが 議論して 決めた こと、 あるいは 決めよう とする こと 


を いろいろ 条件を 変えて 実際に 計算し、 _ や 重量、 形状を 出して 比較して、 どれが いい かを 
確認す る ことだった。 その 結果を もとに また、 五 人の サム ライたち が 議論して さらに 煮つめ、 
最適な 輸送機の 基礎 設計を していく。 その 繰り返しだった。 

昭和 三 三 霊の 基礎 設計が 始まって まもない 五月に、 土 井は 技術 委員会が 有力と していた A 
案に 対してが ぜん 異を 唱えた。 

「A 案は どぅ 見ても 重量 や 抵抗の 見積りが 甘 過ぎる。 いくら 設計のと きがん ばれば できる とい 
っても、 それには 限度が ある」 と 何度も 主張した。 短距離 _陸の_ を 最大の セー ルス ボイ 
ントとする ¥ 311の場合、翼面積は十分に大きく取る必要があった。 

土 井と 同じ 意見だった 堀 越と 二人で 相談し、 主翼 面積を 八〇 平方 メート ルから 二〇パ ー セン 
卜 も 大きい 九 五平 方メ ー ト ルに、 全幅は 二八 •三 メー トルから 三ニメ ー トルに 変更 させた。 土 
井は 後に こぅ 振り返っ ている。  . 

「私は 主翼 面積 も 広く すべき だと あえて 文句を つけました が、 YS11 が 中型 輸送機と して 成 
功した 要因の 一つと して この 変更が あったと 今 も 思っ ています」 

主任 会議の メンバ ー であり、 自ら も A 案の 作成に 加わって いながら、 土 井が あえて 主翼 面積 
の 変更を した ことを 強調す るのは、 それほど、 委員会 メンバ ー の 考え方が 違っ ていた ことを 物 
語っ ている。 園 田は 主任 会議が 開かれる 度に 会議室で 繰り広げられる 五 人の サム ライの 議論を 
それとなく 耳には さんで いた。 
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「五 人の サム ラィは 主に、 コンセプト、 性能、 重量 それに 抵抗の 推定のと き、 しばしば、 ヵン 
ヵン ガ クガク 、大 喧嘩が 始まった のかと 思う ほど やって いました。 五 人が みんな それぞれ 豊富 
な 経験が あるんで、 自分に 対して 自信が あるんで しょうね。 だから かえって 全然 一致し ない。 

どういう ふうに 一致し ないかと いうと、 抵抗で も 一桁の 違いなん です。 たとえば 総 重量を と 
ってみ ると、 十四、 五 トンの 議論を している とき、 | 〇〇 キログラムと か、 何十 キログラムの 
違いと いう 単位で 議論して いるんで すから」 

こうした 五 人の 考え方の 違いに ともなう とばっ ちりが 園 田ら にも 回っ てきた。 

「たとえば 抵抗を どう 見 積る かでは、 『あいつは こうだと いって るが、 おれは こう 思う ので、 
あいつの いう 数値が 間違って いるか もしれ ないから、 機体 表面の 摩擦 抵抗の 推算の 部分を もう 
いっぺん 計算して みろ』 といっ てく るので す」 

そのたび ごとに 園 田は ただ、 いわれる ままに 条件を 変え、 数字を 変えて、 また、 同じ 計算を 
繰り返し たが、 「でも、 何度も やって いるう ちに、 こっち も だんだん わかっ てきます けど」 と 
話す。 こうした ことを 通じて、 若い 技術者 も 飛行機を 設計す る ことが どういう もので あるかを 
考え、 少しずつ わかっ てく るょう になり、 訓練の 場に もな っていた。 

主翼の 面積を 増やす ことでは 同じ 意見だった 土 井と 堀 越 も、 のちの モックアップ (実 大模 
型) をい つの 時点で 製作す るかを めぐっ ては もっとも 激しく ぶつかった。 

あるときは 土 井が、 「戦闘機 一本 やりで、 戦闘機 ばかり やってき たやつ (堀 越) に 何が わか 


るか」 と 捨て ぜり ふを 吐いたり もした。 お 互いが 豊富な 経験を もとに 絶対的な 自信を もってい 
ただけ に、 両者と も、 心の底で 思っ ている ことで あった。 

とにかく、 五 人の 中では もっとも 土 井が 戦闘的で、 菊 原と もぶ つかった が、 エンジンを 何に 
する か、 客席を 何 列に する かを めぐっ ては 残りの 四 人を 向う に 回して、 孤軍奮闘で 論陣を 張っ 
た。 

土 井に すれば、 ほかの 四 人より 数に おいても 種類で も 多くの 飛行機を 手がけて いる 自負が あ 
った。 しかも、 木 村 や 菊 原は せいぜいが 週に 一回、 堀 越は 二、 三回 程度し か輸 研の 事務所に 顔 
を 出さない。 

「しょ っち ゅう 顔を 出して いるのは 太 田さん と 私く らいなん です。 ですから 進み 具合 もす ベて 
よく 知っ ていました し、 見て いました。 とにかく 飛行機は® 刖 からず っと やって ますから、 横 
目で 見た って これが 適当 かどう かわかり ます。 ですから、 担当は 艤装と いう ことで したが、 菊 
原 や 堀 越が 担当して いた 1 にも 構造に も 口を出した のです」 

ともあれ、 昭和 三 三年 四月、 技術 委員会は これまでの A 案より 主翼 面積を 大きく した 要目を 
もとに、 各 専門 班が それぞれ 基礎 設計を 進めて いくこと になった。 

この 時の 案を もって、 この 中型 輸送機を 「YS11」 と 名 づける ことにな った。 YS11 の 
ム叩 名の 由来に ついては いろんな 説が あるが、 こうで ある。 

"YS" は 輸送機 設計 研究 協会の" 輸送， と，， 設計， の 頭文字を とった ものである。 fl. 
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の 最初の" 1" は 搭載を 予定して 検討した 各種 P 補 エンジン ごとに とつた 資料 ナンパー であつ 
て、 選定した 「ダー ト 1 〇」 は 資料 f" であった。 後ろの f 〃は 検討され た 機体 案の 番号 
を 表わし、 主に 主翼の 面積 や 位置に よって 第 〇 案、 第 1 案と なって いる。 ちなみに 最初の 低翼 
で八〇 平方 メ ー トルの 仕様は 第 〇 案で あり、 低翼で 九 五平 方 メート ルの 仕様は 第 1 案と したの 
である。 

試行錯誤 

こぅして、 中型 輸送機の 概要を 示す ひと 通りの 仕様が 決まり、 昭和 三 三年 六月 一二 日の 輸研 
理事会で 了承され たが、 じつのところ、 まだ あいまいに している 要目が いくつ も あつた。 その 
中で も、 胴体の 太 さに 影響して くる 客席の 数と 配置を どぅす るかは 問題であった。 

〇 •  R や マー ヶテ ィングに よって 当初の 計画より かなり 大きめ の 機体に なって、 乗客 数は 六 
〇 から 八 〇 人となり、 胴体 幅は 三 •三 メート ルに なって いた。 

昭和 三 三年 当時、 世界を 見渡しても、 YS11 の 参考になる 最新 鋭の 旅客機はなかった。 戦 
前の DC3 の 座席は 窮屈で、 DC8 の それは 海；^ 用の ため、 長時間 乗る ので ゆったり として 
おり、 いずれも 帯に 短した すきに 長し で、 「中型 輸送機と しての YS11 の 客席 艤装を 決める 
上では あまり 参考に ならな かった」 と 土 井は 述べる。 

当時、 土 井ら は 航空機を 利用す る 乗客は 国鉄の 二等 車 (現在の グリー ン 車) に 乗る クラスと 
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見て おり、 座席は わりに ゆったり とすべき であって、 幅は 現在の 道 新幹線より 二〇 ミリ 広 
い 四四〇 ミリ、 MS SP' け 幅を 六〇 ミリと し、 通路を 挟んで 左 二 席、 右三 席の 配列と した。 このた 
め、 胴体は 三 •三 メ ー トル 必要と なった。 

座席に ついては 以上の 割り ふりと して、 基礎 設計が 進められ たが、 いざ、 重量を 計算して み 
ると、 どうしても 計画して いた 総 重量 ニニ •五 トンには 納まらないの である。 それば かり か、 
八五〇 キログラム も 超過して いる。 もし 総 重量が 計画を オ ー バ ー し、 しかも、 YS11 の 最大 
の セ ー ルス ポィント である 滑走 距離 一二 〇〇メ ー ト ルを 満足 させようと すると、 あとは エン ジ 
ン 馬力の 大きい ネピア •ィー ランド 504A 三 五〇〇 馬力 か、 あるいは アリソン T56 三 七 五 
〇馬 力を 採用す るし かない。 

「中型 輸送機で 六〇人 乗りを 狙う Y S 1 1 は、 横の 座席を 四 列に する か 五 列に する かのちよう 
ど 境目だった のです」 と 土 井は 説明す る。 

五 列の 太 胴なら 胴体 幅は 三 • ニメ ー ト ルで あり、 縦横 比 (胴体の 長さと 外径の 比) が 約 八で 
ずん ぐり していて 空気抵抗が 大きくな るので あまり 好ましくない。 

ならば、 四 列の 細 胴に すると 二 •九メ ー トルで 縦横 比が 九 •一にな り、 しかも 主翼の 全幅に 
対する 胴体の 幅の 比が 九 パ ー セントと なって 空気抵抗の 点で よくなる。 加えて、 胴体の 表面積 
は 約 一〇パ ー セント 少なくな って その 分 だけ 構造 重量 も 減る ことになる。 しかし、 六〇 人の 座 
席を 配置す ると 前後の ピッチが 八六〇 ミリと なり、 五 列の 太 胴より 一〇〇 ミリ 狭く なって ゆっ 
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たりした スぺ ー スが 取れなくなる。 だから、 あちらを 立てれば こちらが 立たず の 一長一短が あ 
って、 つきつめれば、 どの あたりで 妥協を 図る かであった。 

こうした、 輸 研の 基礎 型 案を 煮っめて いく 過程で、 ム -7 度は 防衛庁から 横 やりが 入った。 基礎 
型が 決まらない うちに、 将来を 見越して、 防衛庁の 輸送機と しても 使える ょうな 考え方を あら 
かじめ 設計に 盛り込んで おいても らおう と、 首を 突っ込んで きたの だった。 

新たなる 混乱 

ただでさえ、 基礎 型が 決まらず 議論が 沸騰して いると き、 この 上、 防衛庁の 要望を 考慮して 

いたら、 ますます 混乱して、 収拾が つかなくなる おそれが あった。 専務 理事の 杉 本は 述べて い 
る 0 

「この 基礎 型を 決定す る 際、 実用 性を 加味す るた めに 防衛庁から いろいろの 要求が 出された 
が、私は民間輸送機の実現を企図する建前からこれを受け入れなかった。後日、 ¥ 3-11型 
が 民間 用と して 成功す るに 至っ たこと も その 方針が あったれば こそと 思われる」 (『わが 空への 
歩み』) 

防衛庁 機の 取り扱いを めぐって 論議して いる ころ、 さらに 沸騰させる 問題が もちあが ってい 
た 0 

昭和 三 三年 度に 獲得した 輸 研の 予算には 実大 模型 (モックアップ) の 費用 五 四五〇 万 R も 含 
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まれて いた。 いつの 時期に モックアップを つくるべき かを めぐって、 七月の 主任 会議は また ま 
た 真っ二つに 分かれて 大 議論が 起こった。 

堀 越と 菊 原は 正論を 吐いた。 

「まだ 早 過ぎる。 基礎 設計が ほんとぅに 固まっ てからで ない と モックアップを つくる 意味が な 

ぃ」 

これに 対し 土 井が 反論す る。 

「そんな こと、 わかりきっ ている。 今度の モックアップは 政府から 金を 引き出す のがまず 第一 
の 目的なん だから、 技術的な 細かい 点は ひとまず 抜きに して、 国会の 予算 審議に 間に合わせて 
つくるべき だ」 

土 井の 考えに 杉 本 も 全面的に 賛成だった。 なにしろ 前年、 杉 本は 赤 沢ら とともに、 どれ だけ 
予算 取りで 苦労した か 痛い ほど 身に 沁みて いた。 要求 予算の 額は 今年度の 一〇倍 以上に なると 
されて おり、 今年 以上に 厳しさが 予想され た。 なんとしても 予算を 獲得す るた めには、 思い切 
った アビー ルが 必要で ある。 通産省の 赤 沢 や 科学技術庁の 井上 赳夫 調査 官か らも 「ぜひとも モ 
ック アップは 予算 要求に 間に合わせて 早くつ くって ほしい」 と 強く 要請され ていた。 

主任 会議 内の 双方の 主張が ともに 間違っ てはいない だけに、 またも 議論は 平行線で M した 
が、 専務 理事で ある 杉 本の 権限で、 ともかく、 土 井と 太 田が 責任を もってつ くる ことにな っ 
た。 
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しかし、 問題は いくつ も あった。 モックアップを つくる にも、 技術 委員会の 基礎 設計と し 
て、 太 胴 それとも 細 胴の ほうで 進む のか もま だはっ きりした 結論が 出て いる わけでは ない。 で 
もつ くると なれば、 予算 要求の 山場になる 昭和 三 三年 一二 月までに はなん としても 間に合わせ 
ない と 意味がない。 という ことは、 あと 四 力 月し かない。 だが、 両案 ともに、 すべて 煮 詰つ て 
いる わけでは なく、 しかも、 まともな 図面す らま だで きていない。 結局、 どちら かと いえば 進 
んで いる 太 胴の ほうで モックアップを つくる ことにした。 

実大 模型は 第一 期 工事と 第二 期と に 分かれて おり、 素人 受けす る 前者は 外装 や、 胴体 内の 操 
縦 席、 客室な どに 重点を おいていた。 公開 日は 国会 開催 期日を 考慮に 入れて、 早々 と 一二 月 一 
一日と した。 第二 期 工事は 整備 取り扱いに 重占¥ 置いた 配線 や 配管な どの 艤装で、 翌年 三月 ま 
でに 完成と した。 

「ところが、 まともに 図面は なかっ たのです」 と 土 井が いうょう に、 とにかく、 まずは 図面を 
描かなければ と、 ただちに：^ にかかった。 

モックアップを つくる 意味に ついては、 太 田が 昭和 三 四 年 二月 号の 「航空 情報」 の 「YS- 
11 の実大 模型に ついて」 で 語って いる。 

「設計者 側と 要求者 側の 双方が、 それぞれ 考え、 あるいは 要求して いる ことが、 実際に 満足 さ 
れ ている かどう かを 調べ、 審査す る ことにあります。 (中略) 

できるだけ 細部に わたり、 くわしい、 正確な 実大 模型を つくって、 審査 も 見落とし のない ょ 


う 慎重に 行ない、 完成 後になる ベく 改造し なくて すむ よう、 モックアップの ときに 念を 入れて 
やる ことが、 よい 飛行機を はやく、 もっ とも 経済的に 完成させる ことになるので、 この 点から 
も モックアップは 非常にた いせつな 意義が あります」 

予算 取りの 現実 

モックアップは、 主な 機体の 構造が 木製の フレ ー ムで できて おり、 これに 厚さ 三 ミリの ベニ 
ヤを 張ったり、 角材から 削り 出して 外形の 流線型 や 円筒形の 胴体の 曲線な どを 形づくった りし 
て、 本物と 同じように 塗装を する。 計器 類な どは 木と ブリキ 細工の 模型で つくり、 指示 器の 指 
針 や 目盛りは 蛍光塗料で 実物 そっくりに 描かれ、 スイッチ 類な どで 手に入る ものは できる だ 
け、 本物を はめ込んで 使う。 

パイロットが モックアップの 操縦席に 乗り込んで みて、 操作し やすいよう に 設計され ている 
かどう か、 視界 や 操縦桿 や 方向 ペダル、 計器、 スイッチ 類の 位置な どが 審査され る。 

客席 もまた 同じように 座席 や 通路、 窓は もちろん のこと、 トイレ、 調理台、 照明 や 機内 放送 
まで も 実物と 同じように 取りつ けて ある。 さらに、 複雑な 艤装の エンジン や 燃料、 潤滑、 電気 
系統 ほかの 装置まで も 配置され、 整備に 支障が ないかを チェックして 審査す る。 

ところが 、もっとも 基本になる 胴体の 太 さすら まだ 決まっ ていないの である。 それな のに、 
デ ッチ 上げて つくっ てし まった モック アッ プは_ の 目的から 大きく はずれて、 ほとんど イン 
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チキと いって よい。 ただ 数千 万円を どぶに 捨てる ような もので、 どちら かと いえば 潔癖な 技術 
者で ある 堀 越 や 菊 原が 反対す るの も 無理はなかった。 

まさに、 土 井が いうよう に、 ひと 芝居う って、 大蔵省、 通産省 や 防衛庁な どの 政府 関係者 他 
を その 気にさせて、 金を 引き出す こと だけが 目的の モックアップで あった。 それが 予算 取りの 
現実 そのもの であり、 獲得し なければ、 たとえ どんな 素晴らしい 案であって、 しかも 実力が あ 
ろうと も それは 絵に 描いた 餅で しかなかった。 

尾翼、 胴体、 胴体 内 艤装、 全体 組立な どの 総 まとめ および モックアップを 展示す るのは、 都 
心からの 距離 あるいは スぺ ースの 確保から 横 浜の 杉 田に ある 日本 飛行機 杉 田 工場に 決まった。 

モックアップを つくる のに 必要な 線 図が 最初に 工場へ と 渡された のが 昭和 三 三年 八月 末で あ 
った。 それまでの 間、 「とにかく モックアップの 図面を なにがなんでも つくり 上げなければ と、 
われわれ 若手 やメ ー ヵー は ガム シャラに 図面を 描きました」 と 担当した 塩 原 竹 治は 話す。 届い 
た 図面を 元に 工場 側は 段取りを し、 九月 一八 日には 杉 田 工場で 起工式を 行なって、 ただちに 製 
作に とりかかる ことにな つた。 

杉 本は 作業員を 集めて ハッ パを かけた。 

「この モックアップを 期日までに 完成させる ことが 輸送機 国産 化の ヵギを 握る 重大な 意義を も 

つてい る」 

一方、 赤 沢が 率いる 通産省 航空機 武器 課は、 前年の 二の舞は すまいとの 決意で、 春 ごろから 


予算 要求の 準備を 着々 と 進めて いた。 予算 要求の 内容が つくり 上げられ ていく 過程は 前年と ほ 
ぼ 同様であった。 

昭和 三 四 年度 予算 要求の 最大の ポィントは、 前年、 無念の 涙を 飲んだ 試作 費の 確保では な 
く、 「特殊 会社」 の 設立に おいていた。 官民が 共同出資して 特殊 会社を 設立し、 試作と それに 
続く 量産 事業を 担当 させよう とする ものだった。 通産省の 案では、 三〇 億円 以上に のぼる 試作 
費の 全額を 政府 支出に しようと する もので、 大蔵省との 折衝は 厳しさが 予想され ていたが、 実 
際に 始まる と、 やはり 難航を きわめた。 

八月 一八 日、 赤 沢 課長は 航空 エ および 輸 研の 合同委員会に 出席して、 こうした 大蔵省の 
反対の 姿勢を 説明 するとと もに、 通産省の 考えで ある 特殊 会社 設立に ついての 必要性を 説い 
た。 業界の 反応は 複雑で あり、 各社の 奎日 もまち まちであった が、 おおむね 次の ような 考え方 
であった。 

(1)  中型 輸送機の 試作、 量産は 各社の 技術、 設備、 資金 等の 能力から いって 一社では 到底 無 
理 である。 

(2)  輸出 も 考慮し、 十分な 国際 競争力を 有する 価格で ある ことが 必要で あるた め、 本 輸送機 
の 製造に あたって は、 特別の 設備投資を 行なう ことなく、 各社の 現有の 製造 設備を 有効 活 
用す る ことが 必要で ある。 このためには、 各社の 共同出資 による 特殊 会社を 設立して 設備 
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等を 有効 活用す る 必要が ある。 

(3) 現在の 財団法人の 形態では、 民間 側の 協力 態勢に も 限度が あり、 量産 事業には 適当では 
なぃ。 

本件に ついては、 ム r 後の 航空 工業の あり方に 重要な 意味を もつ ことから、 業界は 小委員会を 
設けて 検討す る ことにな った。 その 結果、 業界が 政府に 要望す る 形と して 出された 結論は、 通 
産 省の 特殊 会社の 設立には 賛成す るが、 ただし、 新たな 大幅 出資は 不可能で あり、 たとえ、 政 
府の 支配力が 強まっても 政府 側 出資が より 多くなる ことを 希望す る、 という 虫の いい もので あ 

った。 

主任 会議で 五 人の サム ラィが 熱 っぽい 議論を 闘わして いる こととは 別に、 実際に ものを つく 
る 各 企業は この 段階に 至っても、 民間 輸送機の 実現には 懐疑 的であった。 だから、 これまでと 
同様に、 政府の 予算で 開発す る ことは 悪くない と 表面上は 大いに 賛成す る 態度で も、 自分の 
懐は 痛めない ように、 せめて 最低限の 出資に 留め、 失敗した ときの 被害を 最小限に して おき 
たいとの 姿勢は ありあり と 表われて いた。 

ともあれ 赤 沢は、 特殊 会社を 設立す る 案に ついては 業界の 一応の 理解が 得られた として、 そ 
の 線でム r 後の 予算 要求を 求めて いくこと となった。 省 内の 協議を へて、 通産省は 昭和 三 四 年度 
における 特殊 会社の 資本金を 三 二 億円と し、 そのうち、 政府が 二 五 億円を 出資す る。 二 五 意 円 


の 内訳は、 初年 度が 五 億円と し、 昭和 三 五、 三 六 S は それぞれ 一〇 億円と した。 あと 残りの 
七 億円は 補助金を 交付す る ことと した。 

一〇月 二七日、 通産省は 特殊 会社を 設立す るた め、 昭和 三 三年 四月に 成立した 航空機 工業 振 
興 法の 一部 改正案を 歷 K に 提出す る ことを 決めた。 赤 沢が 「来年は きっと、 かけそばに 何 かを 
のつ ける」 と 約束した 答えで あつた。 

一二 月に 入り、 いよいよ 年末の 恒例 行事で ある 予算 折衝の 本番が 始まった。 通産省の 中型 輸 
送機に関する最終的な要求予算は、(1)特殊会社に対する政府出資金の五億円、(2)補助金 
二 億 七 八 五 七 万 八 〇〇〇 円であった。 

例によって 第一 時 査定は 厳しく、 詳細 設計に ついての 補助金 六 〇〇〇 万円が 認められ ただけ 
だった。 またも、 赤 沢 や 杉 本、 それに 業界 首脳を 動員して、 自民党 各 議員への 働き かけが 活発 
に 行なわれた。 中で も、 力を もつ 有力 議員の 河 野 1 郎 総務 会長、 中曽 根康弘 議員、 佐 藤 栄作蔵 
相な どへは 盛んに 働き かけが 行なわれた。 

実大 模型 (モックアップ) 

一方、 起工式から わずか 三 力 月足らずの 異例の 超特急で 完成させる ことにな った モック アッ 
プは 急ピッチで 進んだ。 また、 図面が 間に合わせ 的な ものであるから、 あいまいで 問題 も 多 
く、 土 井は 杉 田 工場に 常駐す る 形と なり、 公 題刖の 一週間は 現場には りつき、 最後の 仕上げの 
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ため、 徹夜の 連続だった。 

この 大 芝居は 金を 引き出す ことが 目的 だ 
けに、 念を 入れる 箇所が やや 違って いた。 
土 井は 自慢げ に 「どうせ 国会議員 などの 素 
人が 多い のです から、 とにかく、 一般の 人 
が 見て 感心す るよう な モックアップ であれ 
ばよ いと 割り切つ ていました」 という。 

素人は、 エンジン 艤装 や コックピットの 
細かい ところには それほど 関心が ないし、 
わからな いので、 省略して いった。 

それに 引き かえ、 機内の 座席 や 設備に つ 
いては、 客と しての 立場から 関心が 強く、 
しかも 素人に もアピ ー ルし やすい。 「客室 
内部の 艤装は 大変 気を 配って 本物 そっくり 


につく つた」 と 土 井は 強調す る。 

なにしろ、 一流 デ ザ ィナ ー の 渡 辺 力の 手 
を わずらわせ、 当時の 金額で、 座席 一つが 
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五〇 万円 もす る 飛び切り 豪華な 西陣 織の 張り 布を 特別 注文した。 それに、 まだは っきり と 決ま 
ってい ない 席の 間隔は 広々 と 取る 九 六 五ミゾ ピッチに して おきながら、 その 一方で、 六 〇席も 
配置す る 矛盾した ものだった。 なにしろ、 通産省は これまでの 予算 説明の いきが かりから、 Y 
S11 は ロ ー カル 線 だけでなく、^^ にも 使える としてい たため、 つじつまが 合わない 点が あ 
って、 仕様を 都合よ く 意図的に あいまいに していた ので ある。 

化粧室 も 二つと し、 操縦 室には 航法 士 席まで 設ける 念の 入れよう だった。 

日ごろは はったり のない 真面目な 太 田 も、 でき 上がった モックアップに ついては まことし や 
かに 述べて いる。 

「今度 完成した YS- 11 の実大 模型は、 ふつうの モックアップより うんと 正確に、 綿密に つ 
くられて あり、 おそらく 1 刖にも その 例を みない ほどの ものと 思います。 (中略) 

こんな 六十 人 乗りと いうよう な 本格的な 旅客機の 実®^ 型は はじめて であり、 大げさな いい 
方を すれば、 日本航空 史 はじまっ て 以来の ものと いう ことになります」 (前掲 誌) 

いよいよ、 公開の 昭和 三 三年 一二 月 一一 日が やってきた。 土 井は 完成した モックアップを 見 
上げながら、 YS11 が 離陸を 控えて、 格納庫に 翼を 休めて いるかの ような 錯覚を 覚えて い 
た。 それほど 本物 そっくりに でき 上がった モックアップを 前に、 土 井は これから 始まる 大 芝居 
の シナリオを 練っ ていた。 

この 日、 各 官庁、 業界、 マスコミ 関係者が 大勢 訪れて、 盛大な 完成 披露を 催した。 マスコミ 
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は 戦後 初の 本格的な 日本の 民間 輸送機と 同じ ものが 見られる として 騒ぎ、 ニユ ー ス でも 取り 上 
げ 、雑誌 や ラジオ、 テレビが 取材に. きて 放映 もされる ことにな った。 しかし、 もっ とも アピ I 
ルしたい 相手の 国会議員 たちは、 多数の 出席が 予定され ていたが 、ちょうど 議会が 紛糾して い 
たこと も あって、 欠席 ばかりで、 顔を 見せた のはわず か 四、 五 人 ほどで、 主催者を ガッ カリ さ 
せた。 それでも、 すでに 始まっ ていた 予算 折衝には 少なからず 影響を 与える ことに なった。 

モック ア t ップの 公開から 一七 日 後の 二 八日 早朝、 大蔵省 大臣 室で、 石 原 主計局 長を 交えての 
高 碕達之 助 通産相と 佐 藤栄作 蔵相との トップ 会談が 開かれた。 この 席上で、 念願だった 特殊 
会社 設立に 関する 三 億円の 政府 出資が 決まった。 これにより、 二 年が かりでの 試作が ようやく 

スタ— 卜で きる ことにな つた。 

しかし、 航空機 工業 振興 法の 改正案は、 年明けから、 通産省と 大蔵省、 内閣法制局との 間で 
審議を 重ねて おり、 いよいよ 山場を 迎えようと していた。 そんな 情勢の 昭和 三 四 年 一月 ニニ 
日、 この 法案 推進に もっとも 大きな 力を もつ 一人、 高 綺通産 大臣が モックアップ 視察の ため、 
杉 田 工場を 訪れる ことにな った。 

それまでには、 ユー ザー である 日本航空の 松 尾静磨 社長、 全日空の 美 土路昌 一社 長、 業界 か 
らは 三菱 重工を 始めと する 各 機体 メ ー カ ー の 首脳 も 次々 と 訪れて いた。 しかし、 なんとい って 
も、 土 井たち が $ 叩 としてい たのは、 予算 獲得に 重要な 役割を 果たす 国会議員たち であり、 高 
碲 通産相は その 中の 筆頭だった。 
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これを 迎える 土 井たち の 準備は 万端 整い、 細工は 流々 であった。 

赤 沢と ともに やってきた 高 碲通産 相は 工場の 建屋に 入るな り、 目に 飛び込ん できた YS11 
を 前にして やや 驚きの 表情を 見せた が、 すぐに、 満面に 笑みを 浮かべながら 感心した 様子で、 
案内す る 木 村ら 五 人の サム ライに Wll な 感想を 語り かけて いた。 

なにしろ、 ライトに 照らし 出された YS11 は 白と 銀色に 塗り 分けられ、 胴体には 太い 赤の 
ラインが 走り、 垂直 尾翼には 大きく 日の丸が 描かれて いる。 正面 右側には 搭乗の タ ラップが か 
けられ、 胴体の 上には 本物の 飛行機と 同じように 点滅 ライトが ついたり 消えたり して、 いっそ 
うそれ らしい 臨場感を かもしだし ていた。 

「まあ、 艤装の ほうを 御覧く ださい」 と 案内され 、タ ラップを 上っ た高碲 大臣が、 機内に 足を 
踏み入れ ると、 そこには ベ ー ト— ベンの 「田園」 シン フォ ニー が 流れて いた。 西陣 織で つくら 
れた 本物 そっくりの 座席に 腰を下ろして すわり 心地を 確かめた 大臣は ますます ご 満悦の 様子で 
「わが国で もこれ ほど 素晴らしい 飛行機が できる のかね」 ともらした。 

そして 高猗 大臣は 次のように 語った。 

「私は 今日、 十 年若 返っ た。 非常に 気持ちが よい。 私は 満州 航空で 終戦を 迎えた 当時、 戦後は 
日本で 飛行機は つくれな いものと 思い、 技術者を 引きつれて 中国に 帰化しても つくりた いと 思 
っていた が、 はからずも 今日 この 輸送機の 実物大模型を みて 感無量の 思いだ。 政府は 戦前から 
戦後 (終戦) にかけ て 航空機 生産に 莫大な 費用を かけた が、 これは 決して 無駄ではなかった。 
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これが 役に立ち 十 年間の ブランク にもかかわらず、 きわめて 短期間に 設計して 実物大模型 
をつ くりあげ たの だと 信じて いる。 (中略) 

さて 三十 四 年度 予算に 関して、 通産省に 重要な 二つ の 特殊法人 設立の 案件が あった。 これは 
プラント 協会と 輸送機 製造 会社の 二つ だ。 この 二つを 大蔵省に 交渉した ところ、 大蔵大臣は 私 
のょう な 年寄りの 申す こと ゆえ、 二つのう ち 一つは 通そうと のこと であっ たので、 私は 輸送機 
製造の ほうを 推して、 これが 通った。 これは 通産省の 予算 全部を この 輸送機に 投入した 形で あ 
る。 したがって 完成に ついては 私の 如き 年寄り も 努力す るから、 若い 方々 も 大いに 頑張って い 
ただきたい」 (『わが 空への 歩み』) 

この 話は、 徹夜の 突貫工事で モックアップを つくっ てきた 関係者を 感激 させ、 土 井は 直感的 
に 「YS11 はやれるな」 と 思っ た。 

「田園」 シン フォ ニー を 機内 放送を 通じて 流す こと、 それに ラィ トの 点滅は ともに 土 井の 発案 
であって、 白熱灯を 赤色 ガラスの 中に 入れ、 長く 伸ばした コ ー ドの 先では^* T が スィッチを 
ぱちぱ ち 手動で 動かして いたのであった。 おかげで 担当者は 「指が 疲れて しかたがなかった」 
とこ ぼした と、 土 井は モックアップの 舞台裏を 楽しげに 紹介す る。 

政治的 プロパガンダ 

公開 初日の 完成 披露のと き、 招待 者の 中には 元 陸海 軍で 航空に 賢 わって いた 技術 将交 あるい 
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は その 関係者で、 戦後は 防衛庁に 入った 技術 関係者が 何人もいた。 その 中で も 航空機に 詳しい 
元 海軍 航空 技術 廠で 機体の 審査 もして いた 高山 捷一や 永盛義 夫ら は 土 井に 近づいて くるな り 
「この モックアップは 何 だ」 と 問うて きた。 

土 井は 彼らが 首をかしげる 疑問を もちろん 知っていた。 

「じつは、 横からよ く 見る と 主翼が 少し 後ろ 過ぎる のです。 いわゆる 重心 位置が 外れて いるの 
が 目で わかる のです。 だから、 飛行機を たくさん 見て きた 専門家は 『おかしい』 とすぐ に 気が 
つく わけです。 でもで きち ゃって るんだ から、 そうい われて、 嘘 やったん です よとは いえない 
ので、 『脚 も ナセル (発動機 房) の 中に 収納で きる ようにつ くって あります、 まあと にかく、 
艤装の ほうを 見て ください』 と 受け流しました」 

そんな 質問を 土 井は たびたび 受けた という。 そのたび ごとに、 にこやかな 笑顔で 同じ せりふ 
を 口にして その 場を 取り繕い、 煙に 巻いて いた。 

土 井は 強調す る。 

「こうした 計画 前の 段階では、 せいぜいが ® や 数字、 それに 外形 図く らいし かないので、 ど 
うしても ィメ ー ジが 描きに くい。 ですから、 どういう 目的で どう するとい うこと を、 一般の 人 
にわかり やすく、 はっ きりとした 形で、 ある 程度 プロパガンダ をす るの も 必要です」 

予算を 取る ためだけ に デ ッチ 上げ、 当時の 金額と しては 莫大な 五 五〇〇 万円 余 も 使った 土 井 
の やり方は、 一歩 まかり 間違えば、 厳しい 批判を 受ける 可能性が 十分に あった。 
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土 井の こうした 現実主義 的な やり方は、 敗戦 後の 苦労した 神 戸 時代を 通して 身に つけたと い 
う 。学者で ある 木 村を 除く ほかの 五 人の サム ライの 菊 原、 堀 越、 太 田が、 いずれも 戦前から い 
た メーヵ ー に 留まって 戦後を 送っ たのに 対し、 土 井は 「私は そうでは ない。 川 崎を やめて、 中 
小 企業で 荷車の 製造を やったり、 電気自動車を つくっ たりし ました。 われわれに 近い 年代の 航 
空 技術者は 経営 的な こと も 含めて なかなか 泥臭く はで きないの です」 と 語る。 

1 刖の超 エリ ー トと しての 航空 技術者には、 どちら かと いえば、 西洋 趣味の モ ダンボ ー イの 
ょうな タイプが 少なくなかった。 その 点、 土 井は、 神 戸 時代に 中小企業に あって、 仕事を 取っ 
てく る こと、 経営 資金の かき 集め や、 あるときは 従業員の 首切りな どもせ ざるを えず、 先頭に 
たって 泥臭い 仕事 もこな してきた 体験が あった。 

モックアップを つくる ことで 土 井が 狙った 最大の 目的で ある 予算 獲得は ひとまず 成功し、 こ 
の あと、 日本航空 や 全日空の パイロット、 整備 関係者に も 見て もらって チェックを 受け、 審議 
して もらっ た。 その 結果、 まだ 十分には 検討して いなかった 胴体 前部の 模型は 新しく 別に 製作 
する ことにな つた。 

ともあれ、 なんとか YS11 の 試作 予算を 獲得で きた 杉 本は 振り返っ てこう 述べて いる。 

「私は 今まで 予算 獲得を 始め 法案 成立に 関係して きたが、 その 経験に ょり 所管 大臣の 熱意が 大 
いに 預かって 力が ある ことを 痛感した。 この度の 特殊 会社法 案が 通っ たことは、 通 産 大臣と し 
て高猗 さんが 入られた ことが 大きく、 これは 私共に とって 全く 幸運で あったと 思う」 
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ところで、 技術 委員会の 主流で ある 太 胴を 優先す る 形で 基礎 設計は 進められた。 しかし、 昭 
和 三 三年 五月に 決めた 要目で も、 重量が 超過す る ことで 再び 問題と なった。 

検討の 結果、 これまでの 胴体 幅 三 •三 メー トルから 三 •二 五メ ー トルへ とや や 細く して 重量 
を 軽く する ことにな った。 風洞 試験の 結果から 主翼の 厚さ も 変更した。 さらに、 胴体の 長さを 
短く し、 客室の 仕様を 見直し、 標準 装備 品を オプション 品目に 変更す るな どして、 簡素化を 図 
った。 それば かり か、 当初の 基礎 条件 もや やゆる めて、 区間 距離 一〇 〇〇キ ロメー ト ルに 対応 
する ため、 乗客を 六〇 人から 五 五 人に 減らして、 離陸 時の 重量 1 を 下げて ニニ •五 トンに し 
た。 

しかし、 実際に 詳細 設計して いけば、 予想して いなかった 部分な どが 数多く 出て きて、 機体 
の 総 重量が 増える のが 航空機 開発の 1 である。 といぅ ことは、 この 時点での YS11 の 総 重 
量の 余裕は きわめて 少ない ことを 意味し、 ム 遂 問題が 起こって くる ことが 予想され た。 

こぅした、 基礎 設計に ついての 検討が 進んで いく 中、 航空機 工業 振興 法改正 案の 審議が 進め 
られ 、昭和 三 四 年 三月 二〇 日の 参議院 查囊で 可決 成立す る ことにな った。 

これらの 過程で、 当初 予定して いた 特殊 会社の i が 「日本 旅客機 製造」 から 「日本航空 機 
製造」 (日航 製) へと 変更され た。 のちに 購入を 予定す る 防衛庁での 使用 も 考慮に 入れての 変 
更 であった。 
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「途方もない 夢物語」 

時は やや もどる が、 航空 エ*^ は 昭和 三 四 年 一月 ニー 日から、 特殊 会社 設立の ため、 本格的 
な 準備を 進めて いた。 特殊 会社の 構成 や 人数、 出資 比率、 試作の 担当 区分な どに ついて 議論 さ 
れた 。その 中で、 最終 組立を 担当す る 新 三菱 重工から YS11 の 主任 設計者を 出す ことが 決ま 
っ H ん な、 昭和 三 四 年 一月 半ばの ことだった。 新 三菱 重工 名古屋 航空機 製作所 技術 部 部長 
の 久保富 夫は、 部下の 二人の 技術 部 次長を 呼び、 いきなりこう 切り出した。 
r 今年の 春に 設立す る ことになる 日本航空 機 製造で YS11 を 本格的に 開発す る ことにな っ 
た。 ついては 設計 部長を 名古屋 から 出せと 本社から いって きた。 出さん わけには いかんし、 他 
に 候®# はいない。 二人のう ち、 どちら かに 行 っても らう」 

久 保の蠢 〖をい わせぬ 突然の 申し渡しで あったが、 その 一人、 設計 部門を あずかる ml M MJ 

は 言下に 「絶対に 行きません」 と きっぱり 返答した。 も 
う 一人、 研究 部門を 担当す る疋田 徹郎は 「ちょっ と 考え 
雄 させて ください」 と 答えた。 久 保は、 考慮の 余地 もない 
| ほど 明快な 東條の 拒否の 姿勢に、 脈の ありそうな 疋 田に 
東 絞って 口説く ことにな った 0 

久 保からは 全く 話が こなくな って、 東條は ひと 安心し 
ていた。 ところが、 当初は かなり 脈が ありそう だと M え 
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た疋 田は、 必ずしも 承諾は して おらず、 話が こじれ、 説得が 難航して いるら しい ことが 東條の 
耳に 入つ てきた。 でも、 自分には 関係の ない こと だとして そ 知らぬ ふりを していた。 

それから 三 力 月 ほどして、 東條 はまた 突然、 久保に 呼ばれた。 「今年の 六月 一日から YS1 
1 の 特殊 会社が できる ことにな ってい るが、 君に 行っても らうし かない」 と 強い 調子で いい 渡 
された。 

疋 田は 健康 上の 理由な ども あって、 どうしても いや だと 拒否した ので ある。 

東條は そのと きの 思いを 述べる。 

「相 心像 だが、 協会 (輸 研) としては、 YS11 の 試作 予算 さえ 取っ たら 解散す ると、 とうの 昔 
に 決めて いたんだろう。 自分たち は 逃げち やうと、 いつ 決めた かは 知らん が、 あとは 若い 連中 
に 押しつけょうと。 だから、 そんな ものを 押しつけられ ていい 迷惑 だ」 

先に も 述べた が、 * 示 帝大 航空学 科 時代に 五 人の サム ラィと 同窓だった 新 三菱 重工 本社 航空 
機 部長の *" J:bll i3T は、 この 計画が まだ 形を 成して いない ころから、 日本での 民間 輸送機の 開発 
の 必要性を 説き、 赤 沢に 強く 働き かけて いた。 難しい と 予想して いた 予算が いざつ いて、 少な 
くと も 基礎 設計へ と 進み出して しまつた。 

昭和 三 三年 一二 月下 旬に なり、 次 _ から 試作す る ことが 決まり、 由 比は あわてる ことにな 
った。 なにしろ、 由 比の 足下の 本社には、 主任 設計者に 該当する 人材が いない。 にも かかわら 
ず、 出して もらわなければ ならない 当の 名古屋 製作所の 所長 そして 技術 部長の 久保 にも、 主任 
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設計者の 件を、 躉刖に ひと 言 も 相談せ ず、 情報 も 流して いない まま 引き受けて しまつた から 
だ。 

新 三菱 重工では 本社の 由 比が 航空機に 関する 対外 的な 窓口に なって いた。 由 比は 本社 と 
して 「もう 約束して いる。 名古屋 からなん としても 人を 出して ほしい」 と 名古屋 製作所 所長に 
迫った ので ある。 

三菱 グル ー プで 航空機を 担当して いるのは 名古屋 製作所で あり、 久 保のと ころに お 鉢が まわ 
ってく るの も 当然で あるが、 当の 東條 からすれば、 「こっち (名 古屋) には ひと 言 もい わない 
で、 本社が 勝手に 決めて、 頭 ごな しに 人を 出せとは、 全くい い 迷惑 だ」 と 大いに 不満だった。 

しかし、 特殊 会社の 設立が わずか 一力 月 余に 迫って きている ここに 至って、 疋 田が 絶対に 行 
かないと いうなら、 他に 候補者は いない。 「あとは 当然、 自分し かいない」 ことは 東條 にも 容 
易に 理解で きた。 

「会社と しても、 責任 上、 困り抜いて いるのは 重々 分かっ ていたので、 とにかく 腹を 決める し 
かないと、 やむをえず 『私が 行き ましょう』 と 引き受けた のです」 と 東條は そのと きの 決断を 
話す 0 

東條は なぜ そんなに 日航 製 行きを 嫌って いたかに ついて こう 説明す る。 

「私は 輸 研の 実情 も だいぶ 知ってい たが、 それょり、 YS11 について は、 実際に やる なんて 
ダに も 思わなかった。 赤 沢さん やその ほか、 YS11 に 一生懸命 になった 人たち からすれば、 
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DC3 が一 六 〇〇機 も あり、 その 代替を 狙って 各国が いろいろ やって いるから、 日本で も ひと 
つ 旗揚げして やろう、 という 気持ちな のだろう。 それは わかる が、 ただ、 その やりたい、 やり 
たいとい う 気持ちと 日本の 現状を 踏まえた 将来 見通しと を 考え 合わせる と、 途方もない 夢物語 
じ やない か、 というの が！！ Hil な 感じでした。 

その 当時、 航空に タッ チして いたわれ われから すれば、 その へんの 世界の 中の 日本の 実情を 
いっさい 知らないで、 ただ、 やりたい といっ ている 人たち と、 われわれとは だいぶ 意識の 差が 
ある わけです ょ。 もつ といえば、 なに 馬鹿な ことい つてる のかと なる」 

通産省の デ ッチ 上げ 

1 刖の 日本の 空を 羽ばたい ていた 民間 輸送機と いえば、 ダグラス 社の DC2 や DC3 が 主流 
であり、 これらの 完成 機を 輸入したり、 製造 権を 買っ て 生産した もので あった。 このほか、 中 
島 飛行機の A T 2 や 三菱の MC20 などが 大日 本 航空 や 満州 航空、 中華 航空な どで 使われ、 活 
躍した が、 それ も、 DC2 や 独 ユン ヵ ー ス G 38 などを ベ ー ス にして 設計され ていた。 それば 
かり か、 軍用輸送機 や 爆撃機に おいても、 こうした 欧米の 民間 輸送機を ベ ー スに 設計した 場合 
が 多く、  YS11 に 匹敵す るょう な 大型機の 技術 蓄積は わずかし か 持ち合わせて いなかった。 

航空が 再開され てから、 東條ら 実務 者は 欧米の 航空機 メ ー ヵ ー を 見学して 彼らの 生産 規模 や 
技術水準を 調べ、 また やり取りを 通じて、 欧米が どの 程度の 実力で、 日本との 格差が どれほど 
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大きい かを 思い知らされ ていた。 

「戦前の 航空機と 戦後の 輸送機 なんかは 全然 違う し、 経験 もない。 規格 も 取り組み 方 も 違う。 
なにしろ、 その 当時の 現場は、 朝鮮戦争で 壊れた 米軍 機を 修理して いた 程度です。 向う さんが 
何を やって いるの かを 勉強して、 新 三菱と しては アメリヵの F86 戦闘機の ラィセンスを 結ん 
で、 ょうやく 製造を 始めた ところです。 だから、 われわれから すると、 段階が 違う わけです。 
輸 研で わいわい やって いた 人たち とわれ われは 感覚が 非常に かけ 離れて いて、 YS11 につい 
ては 冷めた 感じで 見て いました ょ」 

とはいえ、 東 條は輸 研が やって いる ことに 意味がない とは 思って いなかった。 

「国産 輸送機の 開発に っいての PR 活動 や 世界の 航空 業界の 現状 や 将来を 分析して、 需要 動向 
を 調査す るので すから、 再開され てま もない 日本の 航空 工業に とっては プラスになります か 
ら」 と 指摘す る。 

だが、 欧米 巨大 航空機 企業を 相手に、 本格的な 量産 事業を 展開して、 大 々的な 民間 機 生産に 
乗り出す ことは 身の ほど 知らず と 感じて いた。 

東條 自身、 昭和 三 二 年の 春に、 輸 研が 発足す るから、 名古屋 から 人を 出して ほしいとの 要請 
に、 技術 部 次長と して、 部内から 若い 技術者を 人選して 送り出して もいた。 しかし、 奎 日のと 
ころ、 「われわれ 現場の 人間は、 どうせ 無駄な 仕事 だと 思って いたし、 会社の ほう も 頭数を ムロ 
わせれば いいのだろう …… 」 という 程度の 認識であった。 
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それだけで なく、 ただでさえ 少ない 航空®: K 術 者を 割かなければ ならない こと も あつて 「実 
現 性の ない プロジェクトの 基本 設計を 始める なんて とんでもな いこと だと 思つ ていた。 もし 仮 
に、 難関を 克服して 輸送機を 完成 させた としても、 これまでつ くつた 実績の ない 日本の もの 
を、 国内 もそう だが、 まして や、 外国で なんか 買い手は つかないだろう。 とにかく 輸送機で 一 
番 大事な のは 信頼性と 安全性で、 九九 パー セントを 占めて いますから。 すると、 歴史 も 経験 も 
ない、 そんなと ころから 買つ たのでは 危なくて しようがない。 たとえ まともに 飛ぶ 飛行機を つ 
くつた ところで、 どうせ 売れ やしない。 どう 考えても こんな 飛行機を やる 馬鹿は いないと なつ 
ち やう。 それが、 そのころ の、 われわれ 三菱の 航空機 設計 課の 共通 認識でした」 と 語る 東條は 
さらに 次の ような 受け止め 方 もして いた。 

「 Y S11 の スタ^ — 卜は赤 沢さん が デ ッチ 上げた ような もの だが、 もし、 大蔵省に 少しで も航 
空 機に 詳しい のがいたら、 成立 しつこな いのです よ。 正直な ところ、 よく 予算を つけたな あ 
と、 あのと きは びつ くりし ましたよ」 

ところで、 少し あとの ことになるが、 東條は 昭和 四 四 年 (一九 六 九 年) 二月、 三菱 重工の 
航空機 部門を® S する 名古屋 製作所の 所長に なり、 昭和 五 四 年 (一九 七 九 年) 六月には 副社長 
になる。 さらに、 昭和 五 五 年 六月 二七日からは 三菱 重工の 取締役 兼 三菱 自動車の 副社長に 就 
任、 昭和 五六 年 六月からは 三菱 自動車 社長に 就任す る。 

東條は 大正 三年 (一九 一四 年) 九月に 生まれた。 父は 日米 開戦の 年、 昭和 一六 年 (一九 四 一 
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年) 一〇月 一八 日に 成立した 内閣の 総理大臣 兼 陸軍大臣であった 東條英 機で ある。 

現在、 東條は 三菱 自動車 顧問と して 東京 港 区 芝に ある 本社に 毎日 顔を 出して いる。 八 〇歳近 
くなる が、 記憶の 鮮明 さはいう に 及ばず、 話す 言葉に も 年齢を 全く 感じさせない ほどの 張りと 
勢いが あって、 聞く ものを 驚かせる。 しかも、 あいまいな 言葉 やま わりく どい いい 方は せず、 
自らの 考え方を 明快に 述べる のが 印象的で ある。 

三菱 重工 「零戦」 設計 チ— ム 

東條が 航空への 道を 進む ことにし たのは 昭和 九 年 (一九 三 四 年) の 東京 帝国 大学 受験のと き 
であつ た。 もともと、 工学 系に 行きたい 希望は もっ ており、 福 岡 高等学校では 理科を 専攻して 
いた。 大学 受験を 控えて、 「別に 航空で なきやい かんとは 思って なかった」 という 東條の 志望 
は、 むしろ、 「数学を やろう かな あ」 であっ た。 そのこと を 父親に 告げる と、 「そり や、 飛行機 
だ、 飛行機 だ」 との 答えが 返って きた。 

「おやじは 航空 だとい うより、 数学に 入れば、 学校の 先生になる よりし ようがな いと 思っ たん 
だろう。 そっちへ 行かせた くな かったん じ やない かと 思う。 それで、 『飛行機 だ』 といやに い 
うもん だから、 飛行機に 行っ ち やった」 と 話す。 

東條 自身、 「社会に 出て みると、 数学に 行かなくて よかった と 思った。 でも、 高校の 生徒の 
段階では わからん から、 自分が 興味が あるので 数学を やろうと 思っ ち やったん だろう」 とも 振 


238 


り 返る。 

当時、 工学 系を 希望す る 学生たち の 憧れの 的であった 東京 帝大 航空学 科の 定員は 九 名で あ 
り、 「大変 難しい。 受けたら 落ちる に 決まっ ている」 といわれた りした。 しかし、 東條は 難関 
を 突破し、 ム搭 した。 

航空学 科 機体 専修に 進んだ 彼の 同級生は、 のちの 日本の 航空 界を 背負って 立つ 逸材を 輩出す 
る ことになる。 卒業後、 中島 飛行機に 就職した 内 藤 子 生、 渋谷巌 、海軍 航空 技術 廠 飛行機 部に 
は 高山 捷一 、海軍 吳 工廠には 油井 一、 川 崎 航空機には 星野英 、住友 精密には 山 内 重 良、 遁信 
省には 梅本英 夫な どが 行った。 

東條は 三菱 重工に 就職した が、 半年 間の 見習 期間を 経て、 一〇 月に 堀 越 二郎の 率いる 海軍の 
一二 試 艦上 戦闘機、 のちの 「零戦」 の 設計 チー ムに 配属され た。 同じ 月、 海軍から 一二 試 艦 戦 
の 計画 書が 三菱に 出され、 スター トして いた。 堀 越の 右腕と して 二 七 歳の 曽根嘉 年が おり、 東 
條は 計算 班で、 強度 や _ 計算を もっぱらと していた。 ： 

昭和 一四 年 (一九 三 九 年) 四月、 一二 試 艦 戦の 試作機が 各務 原で 初飛行し たが、 機体の 振 
動、 操縦桿の 利きの 悪さが パィロットから 指摘され た。 このため 改善して 最初の 試験飛行が 六 
月 五日に 行なわれた。 このと き、 堀 越は 立ち会わず、 入社して 二 年余の 東條に 任せた。 三〇名 
ほどい る 一二 試 艦 戦の 設計 チ ー ムの 中で、 大学の S または 航空学 科 卒は堀 越、 曽根 以外に 東 
條 だけだった。 それだけに、 たとえ、 陸 将 •東 條英 機の 次男で あっても、 彼は 親の 力を 笠 
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に 着て 仕事す るので はなく、 黙々 と 実力を 身に 着け、 将来の 設計 主務 者を 予感させる に 十分な 
素質が あった。 しかし、 海軍の 試験飛行を 担当す る 志 摩 勝 三 パイロットは 甘く はなかった。 

「重要な 操縦 系統の 変更を したと いうのに、 設計 主務 者が 来ない のはけ しからん。 堀 越 技師が 
来る までは 飛ばん」 といい 出した ので ある。 東條 では 不足と いうので ある。 

いっも 引き締まった 表情ながら、 小柄で 童顔な 二 五 歳の 東條は 海軍の パイロットから 見れ 
ば、 まだまだ 青二才と 見られても 不思議は なかっ た。 

絶対の 権限を もつ パイロットの 要求で ある。 堀 越は 急ぎ 飛行 試験の 行なわれる 各務 原に 向か 

った。 

海軍 航空 技術 廠 長の 花 島 孝 一、 堀 越、 東 條らの 見守る 中、 志 摩は 飛行 試験に 移った。 ひと 通 
りの 試験が 終って 降りて きた 志 摩は 上^^であった。 これまでの 剛性の 高い パイプ やヶ ー ブル 
を 使った 操*®: の 利きは 硬く 感じられ たの だが、 あえて 伸び縮みして 弾力性を もたせた 方式に 
改 4¢ する ことで、 パイロットの 感触が よくな つたので ある。 

こうした 一年 半に よって、 日本を 代表す る 「零戦」 の 設計から 製作、 飛行 試験、 改善と、 ひ 
と 通りの 経験を したと ころで、 三菱 設計 部の 編成 替えと なつた。 陸軍 機と 海軍 機と を 分ける こ 
とに なった ので ある。 このと き、 東條は 海軍 機から 陸軍 機の ほうに 移る ことにな つた。 

この ころ、 陸軍 機は 海軍 機の ような 縦割りの 機種 別に 設計 チー ムが 編成され ている のでは な 
く、 横 割りにな って おり、 さまざまな 機種を 扱い、 計画 係、 設計 係な どに 分かれて いた。 東條 
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は 計画 係に 配属され、 いろいろな 機種の 計画 ばかりを 専門に 手がける ことにな った。 

その後、 またも 設計 部は 編成 替ぇが 行なわれ、 今度は 陸軍 機が 大型機と 小型 機の 二つに 分か 
れ た。 東條は 大型機を 担当し、 主に 爆撃機の 四 式 重爆撃機 キ 67 「飛 龍」、 キ 67 を 輸送機に 
した キ 9  7 中型 輸送機、 キ 6  7 を 改造した 特殊な 防空 戦闘機 キ 1 〇  9 などを 設計した。 

昭和 一九 年 (一九 四 四 年) 一二 月 一三 日、 B29 が 名 古 屋の三 萎 発動機 工場を 爆撃した。 続 
いて 一八 日に も 爆撃を 受け、 三菱の 航空機 開発 おょび 設計を 担当す る 部門 だけは 長野県の 松 本 
に 疎開す る ことと なつた。 

やがて 敗戦と なり、 東條は 「航空は もうで きないと 諦めた。 なにしろ、 模型飛行機 も だめ だ 
というので すから」 と 話す。 

試作 も 生産 部門 も 別の 場所でぁった ため、 敗戦に なって 航空 禁止と なると、 東條ら 開発、 設 
計 部門は 現場を もっていな いので 手足が なく、 「何も やる ことが なくなっ てし まった ので、 分 
解して ばらばらになる しか なくなつ た」。 

東 條らは 昭和 二 〇年秋 頃から 設計 部門を 解散す るた めの 残務整理の 仕事を 担当して いた。 そ 
んな ころ、 第一 製作所の 河 野文彦 所長が やってきて 「もうこ こで 飛行機は 終わり だが、 君たち 
は 三菱の 飛行機の 歴史を 書いて おけ」 と 指示した。 

東條ら 六、 七 人が 集まって、 翌年の 春 ごろまで、 残った 図面 や 資料の 整理を していった。 そ 
うこうし ている とき、 東京への 転勤が 命じられた。 東京の 本社に 半年 ほどいて 後、 今度は 神奈 
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川 県に ある 川 崎 機器 製作所へ 移る 辞令が 出された。 現在 
の 三菱 自動車の 出発で ある。 

昭和 ニー 年 秋から、 東 條は八 年余に わたって 携わって 
きた 航空機を 離れ、 地上を 走る ト ラック や バスの 設計に 
仕事 変えす る ことになる。 同じょうに、 名 機と驅 われた 
1 〇  〇 式 司令部 偵察機な どを 設計した 久保富 夫たち の 
グル ー プは水 島 製作所に 移り、 ォート 三® を 始めて い 
た。 

これ 以後、 東條 たちは 「飛行機に 郷愁は 感じつつ も」 
八 年 ほど 主に 自動車の 設計に 情熱を ぶつけた。 

昭和 二 七 年 (一九 五 二 年) 三月に 航空 禁止が 解除と な 
ったと き、 東 條は河 野から 「おまえは やがて 名 古 屋に行 
って 飛行機を や るんだ」 といわれた。 そういい わたされ 
て東條 自身 も 「今に おれは 飛行機を やる のか もしれ な 
い」 と 心に 思っ ていた。 

そんな 思いの 具体的な 動きは、 三菱の 各 事業所に 散っ 
た 航空機 関係者の 再 結集と いう 形で 表われた。 とはいっ 
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て も、 三菱が 自力で 何 か 航空機の 生産が できる わけでは ない。 民間 機の 需要は ほとんど ゼロに 
等しく、 頼みの綱は やはり 1 刖と 同様に 軍用で あり、 目の前に ある 米軍 機の 修理 や 防衛庁から 
の 発注を 期待す るし かなかった。 

水 島に 行った 久保富 夫が 部下を 引き連れ、 名 古屋に 戻って きて 技術 部長に 就任した。 東條も 
昭和 二 九 年の 夏、 名古屋 製作所への 転勤を 命じられ、 久 保の 配下と なった。 二 年後の 昭和 三 一 
年一〇 月には 名古屋 航空機 製作所 技術 体 設計 課長と なり、 そして 技術 部 次長に 就任した。 

久 保の 下には 七つの 課が あった が、 すべてが 航空機 設計と いぅ わけではなかった。 富士 重工 
の 「ラビット」 とスク ー タ 1 市場を 二分して 三菱の ドル 箱と なって いた 「シルバー ピジョン」 
や バス、 産業機械 など、 それぞれの 設計 課に 分かれて いて、 その 中の 一つが 航空機 設計で あ 
り、 陣容は 二〇人 ほどで、 課長が 東條 であった。 課長 付には 後に 三菱 自動車の 副社長を つとめ 
る ことになる 技術 係長には、 のちに 三菱 製 小型 ジェット機 M U 2 や T2 高等 練習機 
を 設計す る ことになる * f ffl^ w1 爾 がいた。 彼らが、 敗 ® 刖の 航空機 部門の 若手であった。 

このほか、 敗戦と ともに 三菱を 離れた かつての 航空®^ 術 者 おょび 技能者たち 数十 人が、 航 
空 再開と ともに 中途 採用の 形で 再度 集まり、 嘱託と なって いた。 

東條は 話す。  、 

「航空 再開 だ、 名 古屋に 結集した 、といっても、 別に 新しい 航空機の 開発を やる わけでは ない 
のです。 朝鮮戦争で 襄れた 米軍 機を もってきて 修理を すると か、 オ ー バ ー ホー ルす ると かで し 


F86 戦闘機 


かなかった。 でも、 ト ラック や バスを やっ 
ている よりは 航空機の ほうが まし だとい う 
意識でした」 

この間、 三菱 名古屋 では 防衛庁 向けの F 
86 戦闘機の ノックダウン 生産、 さらに ラ 
ィ センス 生産の 準備を していた。 さらに、 
発注は されて はいなかった が、 防衛庁の 採 
用を 見越して 練習機の 設計を 先行して 進め 
ていた。 やがて、 防衛庁は F86 を 正式に 
採用す る ことを 決めた。 

これにと もない、 F86 を 開発、 生産し 
ている 米 ノース アメリカン 社から 山の よう 
な 図面 や スペック (仕様書 •規格)、 マニ 
ユア ル 類が 三菱に 届いた 。こうした 三菱の 
設計 あるいは 現場の 一連の 動きは、 東條が 
名古屋 にきた 昭和 三 一年 ごろから 本格 化し 
はじめていた。 三菱の 航空機 部門が 戦後 初 
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めて 独立した 形で 動き 出した 時期で も あった。 

三菱に 限らず、 富 士も川 崎 もとに かく、 先を 争うよう にして 防衛庁の 仕事を 確保す る ことに 
た。 敗戦に よって 根 こそぎ 取り去られた 航空機の 基盤を 築く ことが まず 第一で あり、 そ 
れ には、 まず、 1 刖 より 格段に 進んで しまった 欧米の 航空 獲 術を いちはやく 取り入れ、 とに 
かく、 防衛庁 向けの ライセンス 生産を こなせる 実力を 身に 着ける ことが 最 優先であった。 

しかし F86 の ライセンス 生産の 現実は、 東條も 述べる ように 「まずは、 ノ ー スア メリ カン 
社から 届いた インチ 図面を ミリに 換算す る ことだった」。 

東 條はノ ー ス アメリカン 社の こうした 図面 や スペック などを 目の前にし、 また、 欧米の 航空 
_ 術やメ ー カ ー の 生産 規模 や、 技術水準を 調べて いくに っれ、 「彼らの 水準と われわれは 全 
然違 うし、 第一、 七 年間の 航空 禁止の 間に 欧米は ジヱッ ト 機 時代に 入って いた。 われわれには 
その 経験が 全くなくて、 取り残されて いる」、 そんな 実感を 嫌と いう ほど 味わわされ ていたの 

だっ た 0 

航空 再開 直後の 昭和 二八 年 三月に 三菱に 入社し、 東條の 下に 配属され た 池 田昭は 当時の 社内 
の 様子を 述べて いる。 

「F86  ノ ー ス アメリカンは 神様と いうか、 とにかく、 導入す る だけで 精 いっぱいで、 それに 
少しで も 追いつこう というの が 実情でした。 図面 も 強度 計算 もそう です し、 何より、 生産、 管 
理 システム そのものを 身に つける という ことで 躍起に なって いました」 


245 第二 章 口 本 航空機 製造 


そんな矢先に東條は日航製の設計部長を命じられたのでぁる。青天の霧霞、不本意ながら東 
京に 行く ことにな った 東條は 「つくって みたところで、 日本の 飛行機な ど 世界で 売れる はずは 
ない が、 とにかく 引受けた 以上は、 まともな 飛行機が 飛ぶ ところまでは やって みる かとい ぅの 
が 正直な 気持ちだった」 といぅ。 
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寄り合い所帯の 不安 

昭和 三 四 年 (一九 五 九 年) 三月 二〇 日、 航空機 工業 振興 法改正 案が 可決 成立した ことで、 日 

航製百 本 航空機 製造) の 設立 準備が 始まった。 

まず、 最高 責任者で ある 社長の 人選に 手間取った。 誰し も YS11 の プロジェクトの 前途が 
厳しい ことを 十分 知ってい たから、 快く 引き受ける 人物は いなかった C 日航 製の 設立 委員会が 
最初に 候補と して 挙げたのは 経団連 副会長の 植村甲 午郎であった。 同氏は 財界の 大 番頭 格で 
「いくつもの 委員を 兼ねて 多忙 だから、 とても 勤まらない」 として 辞退した。  」 ょぅ— 

経て、 落ち着く 先は、 輸研 (財団法人 輸送機 設計 研究 協会) 理事長の 荘田泰 蔵 だ 
った。 荘 田は 新 三菱 重工 航空機 部門の 最高 責任者の 地位に あった が、 ちょぅど 相談役に 腿 
ところだった。 当初の 条件と した 「中立 的 立場」 ではなかった が、 監督官 庁の 長で ある 高碲達 
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之 助 通産相の 「新 会社の 社長は 特に 政治力を 必要と する わけで も あるまい。 したがって、 航空 
機 工業界から 起用しても よいだろぅ」 との 一声で 決定した。 結局は 旗振り 役で、 メ ー カ ー であ 
る 三菱の 人間に 落ち着い たわけで ある。 

四月 九日、 高 綺 通産相を 委員長と する 第一 回目の 設立 委員会が 開かれ、 その後の 四月 一七 日 
の 第二 回、 五月七日の 第三 回を 経て、 五月 二 九日には 赤 坂 プリンス ホテルで 創立 総会が 開か 
れ 、六月 一日に 日本航空 機 製造 菱会 社が 発足す る ことにな った。 事務所は 東京 新橋に ある 飛 
行 館の 二階であった。 

資本金は 政府 出資が 三 億円、 民間 出資は 二 億円の 合計 五 億円で あるが、 その後、 事業の 拡大 
とともに 逐次 増え、 最終的には 七 八 億円に 膨れ 上がる ことになる。 株主の 構成は 政府が 全体の 
五三 •八 五 パー セントを 占め、 次いで 機体 六 社の 合計が I 七 •五 パー セント、 部品 •材料 会社 
が 合計 一〇 •八 六 パー セント、 そのほか 商事会社、 銀行、 保険会社、 証券会社 などの 順で あっ 
た。 

決定した 役員は 次のと おりであった。 

代表取締役 社長 荘田泰 蔵 (新 三菱 重工 相談役)、 専務取締役 (常 磐 共同 火力 専務)、 
激 締役金 谷 栄治郎 総務部長 (通産省 大臣 官房 審議 官)、 /Jv ik ^l 一 経理 部長 (大蔵省 造幣局 長)、 
太田稔 企画 部長 (富 士 重工 取締役)、 高 柴伊喜 雄 生産管理 部長 (川 崎 航空機 取締役)、 ml 船 «? MI 
設計 部長 (新 三菱 重工 名古屋 航空機 製作所 技術 部 次長) で、 その他、 監査役、 審議 室！, IT 相談 
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役な どには 植村甲 午郎 ほか 政 財界、 企業の 大物 クラスが 名を 連ねて いた。 

寄り合い所帯の 日航 製に 与えられた 役割の まず 第一は YS11 の 試作で あり、 それ も、 基本 
設計、 詳細 計画 図までを 担当す る ことであった。 各メ ー カ ー は 計画 図に 基づいて 製造 図面を 作 
成し、 日航 製の 点検 承認を 得て 出 図す る。 図面に よる 製作は 各 機体 メ ー カ ー が 請負ぅ 形で 担当 
する ことにな つていた。 機体 メ ー カー は いわば、 下請け (サブ コントラ クタ 1) であっ て 各 
分担 部分 および 詳細 設計、 工作に 関しては 責任を もち、 エンジン、 プロペラは それぞれ ロ ー ル 
ス •ロィス 社、 ロー ト ル 社が 受け もち、 YS11 全体の 最終 品質 および 保証と 日 目 理 はすべ 
て 日航 製が 受け もつ ことと なって いた。 

日航 製は いわば 技術 センター の® ！! E を 果たし、 機体 メ ー カー 六 社と 連係しながら 業務を 遂行 
する ことにな つていた。 

一 股の 製造 メー カー とは 1¢ 格を 異にし、 技術： は 原則として 機体 メ ー カ ー の 既存の ポ テン 
シャルに 依存して おり、 各社からの 出向 者が 必要に応じて 結集して 計画 作業を 行ない、 それが 
終れば 各社に 復帰す る 考え方であった。 だから、 日航 製は 機体 メーカ ー 技術者の 「臨時 的 集結 
所」 としての#: T が 強かった。 こぅした 形態の 開発 組織は 日本 ジェットエンジン 株式会社と 並 
んで 日本では ほとんど 初めてで あり、 世界で も 珍しい 例だった。 

ところで、 東條 はこれ までの 仕事の 引き継ぎ も そこそこに、 目前に 迫った 日航 製の 設立 準懂 
こ 走り回ら ねばならなかった。 日航 製に 五つの 部が できる ことは 決まっ ていたが、 東條が 担当 
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する 設計 部の 構成 や 主査 (課長) を 誰に する かな どの 人事は 何も 決まって おらず、 設計 部長と 
なる 彼 自身が 決めるべき ことで あった。 

日航 製の 先行きに 対する 不安 材料は いくつ も あった。 東條が もっとも 懸念して いたのは、 寄 
り 合い 所帯で あるた め、 各社の 利害 や 取り組む 姿勢の 違いから 人間関係が ぎくし ゃくしたり、 
仕事が 効率よ く 進まなかった りする ことであった。 程度の 差 こそ あれ、 各社の 日航 製に 対する 
姿勢は、 おおむね 「それほど 期待 もして ない が、 通産省が 積極的で、 業界と しても 決めた こと 
だから、 おつき 合いは しなければ …… 」 といった 程度で あった。 

東條 自身が そうであった だけに、 各社の 卒晉は 十分に 憶測で きたが、 今度は 一転して 逆の 立 
場に なって 働き かけ、 先頭に 立って 旗振り 役を 担わなければ ならない。 

八 X TJ によって 東條を そんな 立場に してし まった 上司の 久保富 夫は 先行きを 案じて、 「本人が 
嫌がって いた 日航 製に 行った の だから、 お宅の 企業 も 応援を よろしく 頼みます」 と 各社の 技術 
部長を 訪ねて まわり、 協力を 要請した。 

主要 スタッフの 決定 

設計 部の 体制 づ くりに あたって 東條は 次の ことを 重視して いた。 

「とにかく、 日本の 各 航空機 メ ー カ ー が 総力を 結集して やろうと いうのは 決まっ ていたの だか 
ら 、三菱 も、 川 崎 も、 富士 、日本 飛行機 そのほかの 出資 企業 も 日航 製に こなき ゃい かん。 まず 
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機体を 各 専門 ごとの 六つの 班に 分けて、 それぞれ 会社が 担当す る 部分に ついての 課長を 右 代表 
で つれてきて 主査と してす える」 ことにした。 

そして 「一一 班の 空 力と_ は いわば 全体 計画を 担当す る こと だから、 やはり 新 三菱が いいだ 
ろう。 これにつ いては 島 君を すえよう …… 」 などと 人選を 進めて いった。 

新 三菱 以外では、 各社からの 推薦 あるいは 東條が 根回ししての 一本釣りであった。 すでに、 
各社が それぞれ 機体の どこの 部分を 担当す るかは ほぼ 決まって いたので、 東條は 昭和 三 四 年 六 
月 早々、 設計 部長に 就任す るな り、 それに 応じて 各 班の 主査を 次のように 決めた。 

庶務と 設計 管理を 担当す る 一斑は 新 明 和の 佐 治 正 土。 

全体 計画で ある 空 力 および 1、 基礎 強度の 二 班は 新 三菱の 島 文 雄。 

胴体 構造、 客席 艤装、 胴体 強度の 三 班は 日本 飛行機の 内 田 政太郎 、副 主査が 昭和 飛行機の 野 

ぐちえ いいち 

口栄 〇 

ふじし まとし お 

主翼、 エンジン ナセル (覆い)、 エンジン 艤装、 燃料 装置の 四 班が 川 崎の 藤島敏 夫。 

尾翼、 脚、 油圧の 五 班は 富 土の S 北 健 次郎。 

電気、 無線、 計器、 与圧、 防 氷、 操縦 室 艤装の 六 班は 伊藤忠から 引き抜かれ、 新 三菱に 議 
してす ぐ 出向して きた 佃泰 三であった。 

主査に 選ばれた 誰もが、 多 かれ 少な かれ、 1 刖 •戦中、 航空機に 関係した ことがあり、 その 
ことが 戦後の 生き方に 大きな 意味を もち、 また なんらかの 形で 引きずっても いた。 


二 式 単座 戦闘機 「鍾 馗」 


主査の 中で もっとも 年長が 昭和 八 年 (一 
九 三 三年) 横 浜 高等 工業 学校 機械 卒の内 田 
で、 経験 も 豊富であった。 戦前は 中島 飛行 
機の 陸軍 機 設計に あって、 二 式 単座 戦闘機 
「鍾 馗」 などを 設計した 技術者で ある。 敗 
戦に なり、 中島 飛行機の 解散に ょって その 
後、 日本 飛行機に 入社し、 輸研 発足のと き 
から 参加して いた。 

一方、 戦前 •戦中の 航空機 技術者が 少し 
しか 残らなかった 川 崎 重工は、 昭和 一九 年 
卒の藤 島を 送り込ん できた。 他の 主査と 比 
ベて 三 歳 前後 若かった。 戦時中の この 時期 
の 三年の 違いは 大きく、 航空機 設計の 経験 

は ほとんどな かった。 

管理 業務を 担当す る 一 班の 主査で ある 佐 
治は 別と して、 残りの 第二、 五、 六 班の 主 
査は 、昭和 一六 年 (一九 四 一年) 前後に 大 
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学 工学部を 卒業した 四〇歳 前後で、 日航 製では 一六 年 組 
と 呼ばれた。 中で も、 昭和 一六 年 三月に 東京 帝大 航空学 
科を 卒業した 島、 個、 あるいは 一二 月に 繰り上げ 卒業し 
た？ 1 HB などは、 学生時代からの 仲間で、 企業の 違いを 超 
えてつ き 合いが あり、 気心が 知れて いたた め、 仕事は や 
り やすかった。 

5 は 「佃さん は 川 西 航空機で 一年 先輩、 短期 現役の 
海軍で も 一年 先輩、 航空が 再開され てす ぐに 入った 東洋 
航空で また 一緒にな ったが、 この 会社が つぶれて 別々 に 
なり、 YS11 で またまた 一緒です から」 と 話しな が 


IX  11 


_  ら 、学生時代から 親しい 佃と 互いに 顔を 見合わせて 笑 

佃は 「われわれは 確かに 航空学 科を 出て、 戦中の どた 
ばた した 時期に 航空機の 設計 経験を 少しは した。 でも、 
YS11 では、 戦前の 経験よりも むしろ 人脈と いうか、 気心が 知れて いた ことの ほうが 大きな 
意味を もつ ていたと いえる のではないだろう か」 とも 話す。 

なにしろ、 一七 人いた S M 帝大 航空学 科の 同学年の うち、 五 人まで が なんらかの 形で 日航 製 
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にか かわったので あるから、 企業の 垣根を 越えて、 おれ、 お前の 仲で 同窓会を 開いて いるよう 
な ものだった。 東條は そのころ の 心境を 次のように 話す。 

「寄り合い所帯は とかく 大変 だと、 やる 前は 思って いたし、 悩みの種だった。 それまで 六 社が 
共同で 仕事を した こと もない し、 極端に いえば、 会社 間で 競争関係に ある。 それに も かかわら 
ず、 それぞれから 人員を 集めて うまく まとまっ ていく のだろう かと I 

「工業 プロジェクトの チ^ ~ ムワ^ — ク は、 ワイ ワイ、 ガヤ ガヤで やらん と 決してう まく まとまら 
ん もんです ◦もし、 みんなが シ ー ンと していて、 •陰に こもっ たりされ たら、 これは もうだめ 
だ 。ところが、 その 点、 技術 屋 というのは やはりい いね、 各社から 派遣され た 技術 屋は 、おれ 
は 富 士 から、 川 崎から 派遣され た 人間 だとは いわな いんだから。 基本的に 技術 屋は フランクな 
人種 だよ。 また、 みんな 若い 人だった こと も あって、 ほんの 一部を 除いて チ ー ムワ ークは 非常 
によかった」 

東條の 下で、 主査 クラスの まとめ 役 的な 存在になる 島 文 雄 もこう 述べて いる。 

「各社が 集まって 一つの 飛行機 全体を 開発す るなん て、 日本で 初めての 経験だった のです。 そ 
れぞれ 各社の 事情 や 思惑が あったのは 事実です し、 日常の 仕事の 仕方 も 違う 各社が 集まって、 
どういう ふうに まとまる かと 思いました が、 やり はじめる と、 意外とよ くまと まつて きた もの 
です」 

得 能 も 外部の 人間から 「あんた のと ころの 会社は 六 社の 寄り合い所帯 だから、 さぞ かしやり 
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にくいで しよう、 とよく 聞かれた が、 私 個人と しては ちっとも そんな ことは 感じな かった。 む 
しろ、 非常に やり やすかった」 という。 

その 理由と して 佃は 二つを 挙げた。 

「一つは 東條 さんの リ ー ダ ー シップ、 もう 一つは 1 刖 からの 人脈で 気心の 知れた 人間が 多 かっ 
たからで しょうね」 と 強調し、 「なにしろ、 日本で 初めての 民間 輸送機を つくり 上げる という 
与えられた 目的に $ していました から」 ともいう。 

巨大 国家 プロジェクトの 技術的 全責任を 負う 技術 部長の 東條 はま だ 四 四 歳で あり、 1 刖 でい 
う 主任 設計者の 役回りで あったが、 そのころ とは# も 違っ ていた。 陣容から しても 航空機 開 
発が かなり 大規模 化した YS11 において、 班長 クラス (課長) が 各 担当 部分を 任された が、 
開発が 進行す るに したがい、 彼らは 事務 管理 的な 仕事が 増えて くる。 そして、 日航 製が スタ ー 
卜して しばらく すると、 業務を 通して 次第に 経験と 専門 性を 身に つけて きた スタッフ クラスが 
自主的に 判断し、 物事を 決定して いくこと になる。 

「技術 屋の 仕事」 

先に も 述べた が、 班長で 大きな 役割を 果たした 第五 班の 得 能 (後に 第三 班 も 兼ねる ことにな 
る) と 第 六 班の 佃は 大学 時代から 終始 行動を ともに する 機会が 多かった。 佃が 東京 帝 国大 航空 
学科に 入学した 昭和 一三 年 四月は、 それまで 九 人だった 定員が ちょうど 倍に なった 年で あっ 
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た。 

一方、 得 能は 昭和 一四 年 四月、 東京 帝大 航空学 科に 入学した が、 最終 学年のと き、 ちよぅ 
ど、 日米 開戦と なった ばかりで、 三 力 月 繰り上げて 昭和 一六 年 一二 月に 卒業す る ことにな っ 
た。 

佃、 得 能の 両人は 川 西 航空機に 入社 するとす ぐに、 制度と なって いた 短期 現役で 二 年間 海軍 
に 行く ことにな った。 佃は 得 能より 早く 昭和 一六 年 九月に 海軍 造 丘 ハ 中尉に 任官され、 横 須賀の 
海軍 砲術 学校で 二 力 月 半の 訓練を 受けた。 二月 末には、 航空 技術 廠 飛 . ff 機 部 設計 係 審査 班に 
配属され、 戦闘機 担当 部員の 下で 局地 戦闘機 「紫電」 および 艦上 戦闘機 「g «x 」 の 機銃を 受け 

持つ ことにな つた。 

すでに、 「零戦」 は 第一線に 投入され だして おり、 戦訓 によって 機銃の 改造 処理を 命じられ 
た。 「零戦」 は 軽量 小型の 戦闘機で ありながら、 当時と しては 破壊力の ある 二〇 ミリ 機銃が 装 
備 されて いた。 ところが、 携行 弾 数が 機銃の 一丁 当たり 六〇 発しかない ため、 実際の 空中戦と 
もなる と、 またたくまに 撃ち 尽くして しまぅ ので ある。 「携行 弾 数を 増やして 一〇〇 発に しろ」 
との 改造 八 T TJ が 佃ら に 下された のだった。 

主翼に 装着され た 機銃の 弾倉は 渦巻 状で、 翼の 厚さ いっぱいに 収 ってい る。 この 弾會の 直径 
を 大きく する 必要が あるが、 機銃の 機能と 整備 性を 悪く しては ならず、 いざ 取り組む と、 大学 
で 学んで きた 難しい 航空 理論な どは まるっきり 役に立たず、 佃は 頭を ひねっても さっぱり 名案 
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が 浮かんで こなかった。  ■ 

結局は、 叩き上げの 特務 士官 •田 中 悦太郎 中尉の 経験に 基づく 的確な アィデアと、 量産 性を 
考慮した メ ー ヵー の 力に 全面的に 負う しかな く、 佃は つくづく 思い知らされた。 

「$ にものを つくる 人は 田 $ 尉みたい な 実務の ベテラン や 三菱み たいな 量 産屋の ベテラン 
がいない といい ものは できな いんだな あ。 技術 屋 とはこう いう 仕事を やらん といかん の だな 

あ」  . 

一方、 幾 Hb も 昭和 一七 年 二月に やはり 航空 技術 廠に 入廠 した。 仕事は すでに 試作が 完成し 

ていた 陸上 爆撃機 「銀河」 の^; M 衣 置、 いわゆる 脚の 強度 計算であった。 

「とにかく 海軍では 短期 現役の 二 年間、 脚 ばかり やって いたが、 それが この 後まで ずっと 付き 
*? って、 富士 重工に 入って 練習機 T1 でも 『お前は 脚屋 だ』 といわれて やらされ、 YS11 で 
もそう だつ た」 という。 

昭和 一九 年 一月に 二 年間の 短期 現役を 終えた S 北は 川 西 航空機に 戻った。 この ころ、 川 西で 
は、 「141 3(?; 」 など、 新しい 戦闘機の 試作 設計 や 改良 設計が 次々 と あって、 得 能は もっぱら こ 
れら の#^ 計算 ばかりを 専門に やらされた。 終戦 間近に なって からは 横 須賀の 航空 技術 廠 にか 
んづ めに なって 特攻 機の 計画を やらされた。 「だから、 私は 川 西では、 いわゆる、 設計は やっ 
ていない。# 計算 ばかりだった。 実際的な 飛行機の 設計を したのは むしろ 戦後に なってから 
だった」 と 強調す る。 
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陸上 爆擊機 「銀河」 


片や 佃は 昭和 I 八 年 九月に 海軍から 川 西に 戻って い 
た。 川 西では 海軍に 高 籠が 買われた 「紫電 改」 がバ ー 
ジョンを 増やして いたが、 佃は それらの 機種の 共通 化 や 
整理を 担当して いた。 しかし、 昭和 一九 年の 終り ころ か 
ら 、川 西の 工場 も 三菱 や 中島な どと 同じょぅに 米軍の 爆 
撃に さらされた。 fill のいた 鳴 尾 製作所 も 例に もれず、 米 
軍の§ となっ て 見る も 無残な ほど 徹底した 爆撃を 受け 
た。 佃ら は 工場 一階に ある 金庫の 中に 隠れて 難を 逃れた 
が、 このと き、 多数の 死傷者を 出した。 

やがて、 昭和 二〇年 八月 一 五日の 敗戦を 迎ぇた。 疎開 
工場の 全員が 集まって 玉音 放送を 聞いた 後、 自分たち の 
席に 戻っ てきた 技術者た ちは、 また 同じょぅに これまで 
の 仕事の 続きを 始めて いた。 上からの 指示は 出ず、 何を 
やれば いいの かわからずに、 これまでの 惰性で 机に 向か 
ってい る だけだった。 

佃は そのころ を 振り返って 「戦時中は ワ ッサ、 ワ ッサ 
と 飛行機を つくらされて いました から、 ろくな ® い qq は 
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ないし、 ろくな 話 もない。 戦後に どう 思い出と してつな がるの か . 」 と 述懐す る。 

一方、 得 能は 「戦争に 負けて しまってから、 飛行機なん かや るん じ やなかった と 思った。 も 
ともと、 飛行機が 好きだから 航空学 科に いったと いうの じ やない。 飛行機と いうのは 子供が 喜 
ぶ ものであって、 それで 食って いこうと いうのに そもそもの 間違いが あった。 これで、 一生を 
棒に振っ たと つくづく 思っ た」 という。 それば かり か、 「アメリカと いうのは どんな 出方を す 
るの かわからない。 私は 海軍の 短期 現役だった ので、 フィ リピンへ 強制労働に 連れていかれる 
んじ やない かと も 思った。 なにしろ、 そのころ は 鬼畜 米英と 教え込まれて いたので」 とそん な 
不安 も あった ことを 話す。 

やがて、 進駐軍が やってきて、 川 西 航空機での 航空機 生産に っいて、 あるいは 米軍の 戦略 爆 
撃の 効果に ついて 調査に やってきた。 

混乱して いる 川 西と して、 今後 どうやっ ていく かの 明確な 方針は 出ず、 佃は 上司で 部長の 菊 
原から 「戦争が こんな 結果に なっても、 会社は 辞めるな。 会社と しては 早急に 何 かし かるべき 
ことを やる から」 と 強く 慰留され た。 しかし、 家庭の 事情 も あって、 川 西を 退社し、 つてを た 
どっ て 国鉄に 入る ことにした。 四国の 鉄道 工場に 入り、 機関車 や 客車、 自動車の オ ー バ ー ホー 
ルを 手がけて いた。 

個に とっては、 自動車の 才^ ~ バ ' ~ ホ^ ~ ル エ場に 充満す る エンジンの 発する ガソリンの 臭し が 
なぜか 非常に 陵 かしく 思えた。 もちろん、 航空機への 郷愁であった。 佃は 自らに いい 聞かせて 
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いた。 「懐かしくても、 もう 二度と 飛行機に 戻る ことは な いんだ。 おれは もう 鉄道 屋 なんだ」 

東洋 航空の 設立と 倒産 

それから 七 年が 過ぎ、 世界情勢 も 変わり、 日本の 置かれた 状況 も 次第に 変わって きていた。 

対日 講和条約が 発効され、 航空が 再開され る ことと なった。 そのす ぐ あと、 主に 元 川 西 航空機 

の 上層 部ら が 集まって 東洋 航空を 設立す る 話が 伝わって きた。 川 西 時代に、 個、 得 能の 上司で 

あり、 先輩で も あった 面々 が 顔を 連ねて、 いち 早く 航空機に 乗り出して、 実績を つくり 上げよ 
うとして いるので ある。 

予想 もして いなかった、 身近だった 人たち の 意欲 的な 動きを 知って、 二人は 落ち着か なかっ 
た。 敗戦の 後、 三度と 航空機に 戻る ことは ない」 「日本で 航空が 再開され る ことは ない」 と 二 
人と も 思い込んで いたが、 いざ、 航空 禁止が 解かれた と 実際に 聞いた とき、 自ら 思い込ませて 
した 気持ちが 一気に ゆらいで いた。 古巣の ように 懐かしく 思えて、 もう その 気になって いた。 
得 能は 国鉄に いる 佃に 相談に 行った。 

「東洋 航空と いうの がム r 度で きる がどうし ようか」 

すると、 佃は 「お前 今 何を やって いる」 と 訊く。 

「薬屋 だ」 

「薬屋を やって いるん じ ゃ、 辞めても いいだろう。 まず、 お前 先に 入っ とけ。 その 前に H 西の 
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元 上司の 馬場さん に 相談に 行け、 必ず、 何 かいい アドバイス をして くれる はず だ」 

5 KS は 川 西 時代に 尊敬して いた 場敏 治を 訪ねた。 すると 馬場から 「今 米軍の フィン カムに 
いるが、 おれ も 行く つもりた」 と 聞かされた 

得 能は 昭和 二 七 年 (一九 五 二 年) 六月に、 佃は その 八 力 月 後に 東洋 航空に 入った。 東洋 航空 
は 川 西に いた 欧米の 航空機 事情に も 詳しい 橋 口 義男元 常務ら が 中心と なって 設立され、 海軍で 
041 招 Hl ±: 7x< などと ともに 航空機 重視の 政策を 推し 進めた 前 原 謙 治、 川 西の 元 副社長が 副社長と 

なって いた。 

昭和 二 七 年： 一月、 東洋 航空は T T lo 練習機を 初飛行 させ、 翌年 四月には ライセンス 生産 
した フレッチャ 1FD 25 の 公開 飛行を 行うな ど、 派手な 動きが 相次いだ。 しかし、 日本の 航 
空 工業の 再建を 目指す との 志で スタ ー トした 東洋 航空 だが、 現実には 思惑 や 複雑な 問題 も あっ 
て、 経営 的には うさん 臭い 面 も あった。 

一年 ほどして、 早く も 経営は 立ち行か なくなって いた。 三菱 や 川 崎、 富 士 など 大手 企業が、 
取り巻く 情勢を 慎重に 見き わめながら 航空機に 再び 乗り出そう としてい 狄 のに 対し、 もっとも 
経営 基盤の 弱かった 川 西から も 独立す る 形での 東洋 航空の 前途は いわば 賭で も あった。 現実に 

は 航空機の 需要が 追いつい てこず、 空回りであった。 

東洋 航空の 経営 悪化は 急で あって、 昭和 二八 年 一二 月末に 望した。 佃は 翌 昭和 一一 九 年 一 月 
から 伊藤忠 商事の 航空機 部門へ、 f HB は 昭和 二八 年 一二 月に 富士 重工へ 入社した。 ちょう ど、 


T1 ジ ヱ ッ ト 練習機 


富士 では 防衛庁 向けを 念頭に 置いた 日本 初 
のジ ヱッ ト 練習機 T1 の 設計が 始まろぅと 
して おり、 1 刖 •戦中に 航空機を 経験した 
人材を 必要と していた からだ。 

経験者たち 

当時、 中島 飛行機の 流れを 汲む 富士 重工 
には、 日本の 軍用機を 設計した 錚 々たる 主 
任 設計者が いて、 得 能は 気後れが した。 中 
でも、 東條と 同期の 渋谷巌 、内 藤 子 生は 傑 
出して いた。 彼ら も、 敗戦と ともに 大学 や 
自動車 会社に 分散して いたが、 T1 の 始ま 
りで 再度 結集して いたので ある。 得 能は 五 
年 先輩に 当たる 彼らの 異常と も 映る ほどの 
すさまじい 意気込みに 圧倒され た。 

得 能は 戦時中の 経験から、 富士 重工で も 
脚と 艤装の 設計を 命じられた。 
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昭和 三 一年 七月に、 新 三菱 や 川 崎との 競争に 打ち勝って 富士が 防衛庁から 受注す る ことにな 
る T1 練習機の 研究が、 昭和 一一 九 年の 春 ごろから スタ 1 卜する。 昭和 三 三年 一月 一九 日に T1 
は 初飛行に 成功す る。 戦後 日本で 初めての ジェット機の 設計、 試作は、 何もかもが 初めてで あ 
り、 しかも 1 刖 からの 宿命の ラィバル、 三菱、 川 崎との 競争であった だけに、 富士 社内の 取り 
組みには すさまじ いものが あった。 

この間、 無理を 重ねていた 得 能は 腎炎に かかり、 二 力 月 ほど 入院して しまった。 やがて 退院 
して 出社す ると、 職場には 自分の ポストが なかった。 

「どこか、 適当な ところに 座っ とれ」 といわれ、 かつての 同僚 や 上司たち からは おいてき ぼり 
を 食っ たみたい で、 どうに も 居心地は よくなかった。 そんなと き、 たまたま 日航 製が 設立 さ 
れ 、富士 では 誰かを 派遣し なければ ならず、 ちよう どい いところ に 帰っ てきた とば かりに、 得 
能は いきなり 「おまえは 日航 製へ 行け」 と 命じられ たので あった。 

得 能は 富 士の 時代を 振り返りつつ 「T1 の 四 年間で 初めて まともに 設計、 試作の 仕事を した 
という 自覚が 残った」 という。 戦時中は、 すでに 工場が あまりに も バタ バタした 混乱の 状態に 
あり、 じっくりと 設計に 取り組んで 経験を 積んだ といえる ものではなかった。 それは、 日航 製 

の 昭和 一六 年 組に 共通す る 受け止め 方であった。 

昭和 一六 年 組の 中で も、 東條の 下に あって、 班長の まとめ 役 的な 存在であった 新 三菱の 島 文 

雄は、 佃 や 得 能より 飛行機 全体の 計画、 設計に 携わって いた。 
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島は 昭和 一六 年 三月に 東京 帝大 航空学 科を 卒業す ると 同時に、 海軍 航空 技術 廠に 入廠 した。 
そのころ、 日本の 航空機 技術が 飛躍的に 進歩して いただけに、 海軍は 強気であった。 欧米 機を 
しのぐ 高性能 機を つくろうと、 陸上 爆撃機 「銀河」 (Y20) を 計画し、 ちよう ど 試作が でき 
上がった ときであった。 

このの ち、 航空 技術 廠は 排気 夕— ビン 過 給 器つ きの 高高度 高速の 陸上 偵察機 Y 3 〇 の 計画な 
どが あったが、 戦局が 不利になる にした がい、 望まれる 偵察機の 種類 も 違って きた。 欲張っ/」 
性能を要求する ¥ 30では時間的に間に合わないとして、紆余曲折を経て偵察機丫40「罵 
雲」 (R2Y1) の 試作を 決定した。 設計が ほぼ 終えた ところで、 またも 方針は 変更され、 今 
度は 「景雲」 をジ ヱッ ト 化する 「景雲 改」 の 計画が 浮上した。 

こうした 中で、 島は まず Y30 の 主翼の 強度 計算な どを 担当した。 Y30 の 主任 設計者は、 

島の 九 年 先輩に 当た 3 大築志 夫 技術 少佐であった。 この 
後、 島は 主務 者 •油井 一 技術 大尉の 下で 「景雲」 および 
雄 「景雲 改」 の 主翼の 設計を 担当した。 「景雲」 は 昭和 二〇 
文 年 五月に 初飛行に 成功した。 

こうした 一連の 試作を 担当した 島は、 敗戦に よって 鉄 
道 技術 研究所に 入る ことにな つた。 しかし、 二 年 ほどし 
て、 島は 技研を 辞める ことにな った。 そのころ、 元軍 人 
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の 公職追放が 行なわれた。 島は 開® 刖の 昭和 一六 年 四月に 海軍 委託 学生と なって おり、 職業 軍 
人と 見なされ、 追放の 対象と なった ので ある。 このため、 今度は、 電車の 台車 部分に 装備す る 
駆動 用の モ ー タ— 装置を つくって いた 東洋 電気に 就職し、 昭和 三〇 年まで 勤めた。 この 後、 航 
空 再開に ょって 人材を 集めて いた 新 三菱に 入る ことにな ったので ある。 

島が 入社した 頃の 新 三菱では、 航空機とは 別に ロケット や ミサイルに 乗り出そう とする 計画 
が あった。 米ソの ミサイルの 進歩が すさまじく、 「もはや 航空機は 時代遅れ、 これからは ミサ 
イ ルの 時代」 とする 風潮が 強くな っていた。 欧米では、 やがて、 航空機に とって 代わって ミサ 
イ ルが 軍備の 中心を 占める ょうにな ると、 まことしやかに 論議され ていた からだつ た。 

島は 新 三菱の 本社で こうした ロケ ットや ミサイルに ついての 調査を 命じられ、 昭和 三 三年 ま 
で 担当した。 上司は M ®' 二郎 とともに 三菱を 代表す る 航空機 設計者 本庄 季郎 であった。 昭和 三 
三年 四月に なり、 ロケット、 ミサイルな ども 含めて 航空機 関係は 名古屋 航空機 製作所 (昭和 三 
一年 一〇 月、 名古屋 航空機 製作所と して 独立) で 扱う ことにな って、 島 も 移った。 そうこうし 
ている うち、 日航 製が 設立され る ことにな り、 東條 から 声をかけられた。 

「戦時中に、 いろいろと 飛行機 関係の ことを やって きていた ので、 民間 機を やる の も 面白い な 
あと 思って、 日航 製へ 行きます」 と 二つ返事で 快諾し、 東條 とともに 東京に 行く ことにな っ 
た。 

日航 製の 班長 クラスでは、 内 田 政 太郎 、島、 得 能が ある 程度の 航空機 設計の 経験を もってい 
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たが、 それ 以外の 班長 クラスは 経験に 乏しかった。 東 條は各 主査の 航空機 設計に ついての 経験 
と 実力の 程度に ついて おしなべてこう 述べて いる。 

「航空機の 設計 作業の 進み 方の 雰囲気を 知っている という 程度で、 たとぇば、 技術 作業の チー 
ム ワーク はどうい う ふうに とらなければ いけない とか、 設計 すれば、 次に 強度 試験が この くら 
いの 時期に やらない といかん、 現場の 製作の 手配は、 最初に 時間の かかる 押し出し 型材 がいる 
とか、 エンジンは 注文して から 一年 しないと 入つ てこない など、 そうした、 おおまかな やり方 
はの み 込んで いる 連中だった。 ただし、 経験の ある 技術 屋 でも、 YS11 と 1 刖の 軍用機の 経 
験とは、 やり方 も 内容 も、 規格 も 取り組み 方 も 全然 違っ ていた」 

第一 回 主査 会議 

ところで、 日航 製の 発足 前、 すでに 各社から 輸 研に 派遣され、 五 人の サム ラィの 指示に 基づ 
いて 基礎 設計を 行なっ ていた 四〇人 ほどの メンバー がいた。 彼らは 本人の 希望に ょって、 その 
まま 残って 日航 製の 職員と なる か、 あるいは、 出身 企業に 帰る かは 自由と した。 その 結果、 三 
〇人 ほどが 残る ことにな つた。 

昭和 三 四 年 六月 二 九日、 東條は 第一 回の 主荽 ■を 開いた。 六 人の 主査が 初めて 一堂に 会し 
て 顔を合わせる ことにな った。 このと き、 輸 研の 事務引き継ぎの 説明を 受け、 その あと、 東條 
が YS11 の マスタ 1 スヶ ジュー ルを 示して、 次の ょうな 趣旨で 入 溪の 作業の 進め 方を 説明し 
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た 。 

「一〇 月末 ごろまでに YS11 の コン フィ ギュレ ー シ ョン (形態) を セツ ルしたい (固めた 
い)。 ついては、 輸 研の 設計を ひと 通り 見直す の だが、 その 場合に 他の 外国の 輸送機は どうな 
ってい るかを 徹底的に 調べても らいたい。 われわれが 1 刖 、軍用機を 担当し ょうとした とき、 
私は こう 考えます とい つても 話は 通らな かつた。 すでに 飛んで いる この 機体は こうな つてい ま 
す。 ついては 今 計画して いる この 機体に ついてはこう します、 といえば 上の 人が 理解で きて 話 
は スラ ツと 通る . 0 

おれは 三菱に ある 戦前の 大型機 ^ MC20 旅客機 や 一式 陸上 攻撃 機、 『飛 龍』 の 図面を も 
ってく るから、 それを 見て 参考に して ほしい。 君たち も 勝手に いろいろな 資料を 調べて ほし 

ぃ」 

東 條は輸 研の 基礎 案の 洗い直しと 同時に、 設計 部の 体制を どうす るかに ついても 説明した。 
「君たち の 部下を 集める ため、 まずは、 おのおの 会社で 優秀 だと 思う ものを リス ト アップして 
もらいたい。 その あと、 自分の 会社に 行って 上役に 相談して、 リス ト アップした 人たち を 派遣 
しても らうた めの 了解を とつても らいたい。 なかなか 話が 通らなくて、 ごたごた する ょうな 
ら 、私に いって ほしい。 必要なら 私が あなたた ちの 上司と 直接 交渉す る」 

主査たち は 自社に 戻り、 スタッフを 集める ことにな った。 六 社が それぞれ 人選して 日航 製に 
送り込み、 また、 輸 研から 日航 製に 移った メンバ ー も 含めて、 設計の 各 班は ともに 約 十二、 三 
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人の 陣容と なる が、 八月には ほぼ 人数が そろい、 設計 部を 正式に つくる ことにな った。 

一〇月 時点での 設計 部の 合計 人数は 七〇名 、日航 製 全体では 役員の 一三 名を 入れて 合計 一二 
五名と なった。 各社から きた 人材の 配分は メ^  — カ ー ごとに 班を つくって 分かれる のでは なく、 
東條の 方針で 入り交じる ことにな った。 

このと き 集められた スタッフの ほとんどは 昭和 三〇年 前後に 大学を 卒業した、 技術者と して 
も 全くの 新人で あった。 さらに、 係長 クラスは 昭和 二十 七、 八年卒 であっ たが、 彼ら もまた、 
航空機の 経験が ほとんどな いものが 多かった。 他方、 人を 送り出した 各社は ともに、 多 かれ 少 
なかれ、 防衛庁から 航空機の 仕事を 受注して おり、 航空 経験者を 日航 製には 出さず、 社内の プ 
ロジェ クトに 投入して いた 場合 も 多かった。 だから、 日航 製に 集められた 技術者の 水準に つい 
ては ばらつきが あって、 必ずしも 当時の 日本の 航空 界の ベス ト メンバ ー がそろ っていた わけで 
はなかった。 

そんな 中で、 富 士 重工から 五 班に きた 鳥 養 鶴 雄は めずらしく 航空の 経験を もっていた。 鳥 養 

は！ SE つてい る。 

「日航 製に 行く 前に、 戦後 初の 本格的な プロジェクト となった T1 ジェット 練習機の 開発 チ ー 
ムに 参加した 三年 間で、 設計から 試作、 初飛行、 量産まで ワン サィクル 終って いたので、 他社 
からき た 同じ 世代と 比べる と、 YS11 を やる ときは 比較的 楽でした。 

基本 設計 段階で、 あるいは、 次の 段階では、 どぅいぅ ことを あらかじめ 決めて おかねば なら 
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ないかと いった 手順が ひと 通り わかって いたので、 ある 意味で、 昭和 一六 年 組の 人たち が 昭和 
二〇 年までに 経験した ことを、 彼らとは 違つ て、 途切れずに 継続して やつて きていました。 そ 
れに 、戦後の 航空機 設計には 必要な 考え方で ある 金属疲労 という 新しい 問題な ども 勉強して い 
ました。 日航 製では、 私と 同 世代の 人たち が 航空は 初めてだった ので、 大きな 顔が でき まし 
た」  ぉ 

鳥 養は 上司の 内 藤 子 生から 次のように いいわたされ ていた。 

「できるかぎり 新規投資を 必要と しないよ うな 設計を して、 しかも 無駄な 出費は できるだけ 出 
さない ように」 

この 姿勢は、 なにも 富 士重エ に 限っ たこと ではな かった。 限度の 差 こそ あれ、 YS11 に 取 
り 組む 姿勢は 各社と も 五- 百 歩であった。 そんな 背景を もちつつ 船出す る 東 § 術 部長 率い 
る 日航 製の 前途には 厳しい ものが あった。  , 

東條 は、 そんな 不安® を 裏打ちす るかの ような 情報を 輸研 にいた 土 井 武夫から 聞かされる 
ことになる。 

東 條と土 井が 戦後 初めて 顔を合わせ たのは、 日航 製の 発足を 三日 後に 控えた 昭和 三 四 年 五月 
二 九日、 平 河 町の プリンス ホテルで 開かれた 創立 祝賀 パー ティ ー であった。 二人は 戦前に 一度 
だけ 会って いた。 昭和 一三 年の 正月、 土 井の いた 川 崎 航空機の 専務を していた 東條 寿の 家 
に、 風の 東條輝 雄が 遊びに きて、 そこで 二人は 顔を合わせた ことがあった。 


269 第三 章 新 世代の 技術者たち 


土 井は ニー 年ぶりに 会った 東條 にこぅ 切り出した。 

「あなたは わたしより 東大 航空学 科の 一〇年 あとだから まだ お 若い、 あなたの これからの 長い 
人生に 比べて YS11 の 四 年く らいは なんです 、ベストを 尽くして おやりなさい」 

こぅした 言葉で 東條を 励ました のは、 「東條 さんが 決して 喜んで 日航 製の 取締役 設計 部長と 
して YS11 の 設計を 担当され るので はない ことを 知っ ていたから です」 と 土 井は 話す。 

土 井は 整刖 に、 ラィバルの 三菱に あって、 同じ 陸軍 機の 設計を 八 年 ほど 経験して いた 年下の 
東條 について 知っていた。 「東條 さんは 東條英 機の 息子 だが、 決して 親の 七光り ではない し、 
そのこと で 仕事を やる 人で もない、 実力を もった 技術者な のです」 と 説明す る。 三菱 内では 評 
価の 高かった 東條 は、 日本 初の 民間 輸送機で あり、 前途が きわめて 多難な 国家的 大事 業の YS 
11 の 完成に 向けて、 責任を 一身に 担わされる ことにな った。 

冷めて、 淡々 とした 説明 

日航 製の 体制は ほぼ 整い、 いよいよ スタ— 卜する ことにな った。 まず 最初の 仕事は 輸 研の 基 
礎 設計 案の 引き継ぎであった。 

昭和 三 四 年 六月 二 九日から、 東 條と六 人の 班長ら は、 五 人の サム ラィ ー人ひとりから、 それ 
ぞれが 担当した 分野に ついての 説明を 受ける ことにな った。 一週間に わたった これらの レ クチ 
ャ ー を 通して 東條が 知った YS11 の 実情は、 新 三菱から 輸 研に 出向して いた 部下から おおよ 


そのこと を 聞いて 抱いて いた ィメ ー ジ より ひどい もので あった。 

27° まず、 技術 委員長で ある 木村秀 政の 説明は あまりに も 淡々 とした もので、 ほんの 二 時間 ほど 
で 終った。 東條が 面食らっ たのは、 なにしろ 説明の 出 だしから 「エンジンの 候補は 三つ ある。 
翼面積は 変えようと ちっとも 構わない …… 。とにかく 輸 研が 作成した この 計画に 縛られ なきや 
いかんと いう 話では ない」 といった 調子だった からで ある。 

あれほど 世間から 注目され 、騒がれ、 産 官学を 挙げて 取り組む とされた YS11 の 基礎 設計 
を、 二 年 かけて まとめた 技術 委員会の 最高 責任者 かと 疑いた くなる ほど、 思い入れが ほとんど 
感じられな かった。 

東條の 言葉に よれば、 木 村の 説明は 「とにかく、 フン ワリ としてい ました」 と 解説す る。 

とかく 技術者は 定量 的に 物事を 表現す る もの だ。 中で も、 あいまい 性を 徹底して 嫌う 技術者 
の東條 が、 あえて" フン ワリ "といっ た 感覚的な 一言 葉を 使っ て 表わそう とする ニュアンスは、 
さまざまな 意味合いを 含んで いると いえよう。 勝手に 想像す るなら ば、 日本の 航空 界の 大御所 
であり、 大 先輩で も ある 五 人の サム ラィを 配慮しての、 あるいは、 YS11 をめ ぐる 業界の 問 
題 性を 含んだ 内実を 表わした 言葉と もい えよう。 

木 村が 淡々 とした 口調で、 それ もたった 二 時間の 説明で しかない ことを 通して 伝えよう とし 
たことは、 口には 出さない ものの、 もはや 明らかだった。 示された 案は 技術的に 煮つめられた 
もので も、 技術 委員会が 責任を もって まとめ あげた 案で もなかった。 若い 技術者た ちが これ か 


271 第三 章 新 世代の 技術者たち 


ら どう 扱っても いい 程度の 案で しかない ことを 意味して いた。 

続いて、 構造を 担当した 堀 越 二郎の 説明 も、 担当した ところに ついては 「ここは こういう こ 
とを やった」 という、 やはり 淡々 とした もので、 せいぜい 半日 程度を 要した だけの、 かなり 冷 
めた 口調であった。 

艤装を 担当した 土 井 武夫 も ほぼ 同じ 程度の 時間であった。 しかし、 計画の 基本と なる#^、 
風洞 実験を 担当した 新 明 和の 徳田晃 一の 説明が 一週間の 半分を 費やし、 それに 菊 原 静男も ある 
程度 加わっ ていた。 

引き継ぎを 通して 東條は 次のょうに 推察した。 

「五 人の サム ラィから 輸 研では こういう 作業を やった、 と 順々 に 話を 聞いて いった あとの 感想 
からい うと、 実際に 中心で やって いたのが 菊 原さん、 徳 田さん が 参謀長 格で、 計画を ずっと や 
ったんだ な あとい う 印象が 強かった。 彼らは 相当 突っ込んで いろいろ やって いた。 だから、 ど 
う もこの 計画は 川 西 (新 明 和) 案 だな あと 思った」 

新 明 和が 中心と なって いた 背景に ついて 東條 はこう 推測す る。 

「当時、 三菱は F86 を 始めて いたし、 川 崎は T33、 富士は T1 で 手 いっぱいだ った。 とこ 
ろが 新 明 和には 防衛庁からの 大きな 仕事が 何も 入って いなかった。 菊 原さん 以下の 設計 部隊 
が、 いわば アィドル (手が あいた 状態) になって いて、 運輸省の 補助金で 中型 輸送機の 研究を 
していた。 それに 通 産が 乗っかって 昭和 三 一年に やはり 中型 輸送機の 構想を ぶち 上げ、 新 明 和 
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は それを 引き続いて やって いた。 

翌年に 輸 研を つくった が、 あとの 四 人を 引っ張っ てきて 予算 取りを やり、 日航 製を つくる た 
めの 応援団を つくった。 菊 原さん がいろい ろ やって いた ことの 説明を 聞いて、 それに 対して 応 
援団の 四 人が いろいろな 意見を いって、 おれは 同意 できねえ、 こうすべき だ、 といっ たりし 
て、 なかなか 決まらなくて ごたごたして いると ころで、 日航 製に 引き継ぐ ことにな つた。 実情 
はそんな ところ だろうと 察した」 

この ことを 裏 づける ょうに、 東條に 渡された YS11 の 仕様書に 当たる 案は 新 明 和の 手で つ 
くられて いた。 東條は 続けて 説明す る。 

「とにかく 淡々 とした 説明だった が、 でも、 五 人のう ち、 『この 計画は とんでも ねぇ j ん だ』 
と 発言した のは 土 井さん だけだった」 

五 人の サム ラィたち は、 技術 委員会で 実質的に はかみ 合った 議論が できずに いたのだった。 

一人ひとりが あまりに も 大物で 自信が あり、 互いに 自説を 主張して 譲らず、 集約して 一つの 
案を まとめ 上げる ことができ なかっ たので ある。 しかも、 そんな 委員会の 内実を、 土 井を 除い 
た 他の 四 人は 東 條らに 正直に 伝える ことを しな かつた。 東 條らが 首をかしげる ほど、 あまりに 
も 冷め、 淡々 とした 木 村 や 堀 越の 説明の 背景には、 こうした 委員会の 実情が 潜んで いたの だっ 
た。 

専門家の 間では、 こうした 結果は ある 程度 予想 されても いた。 
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バラ 色の 設計 

話は それる が、 一時、 五 人の サム ラィの 中で、 「おれは 日航 製の 設計に 残らない といかん」 
と主張するものもいたという。しかし、この要求は専務理事である #| 招齡|「五人の意見はこ 
こまで、 あとは 若い 世代の 東條 君に 任せよう」 として バッ サリと 切った。 彼ら 五 人は すべて 設 
計 部門から 手を 引く ことにな った。 

この 中で 当時 五〇 歳と もっとも 齢の 若い 太 035; 1 § だけは、 日航 製の 取締役と して 残っ たが、 そ 
れは 設計 開発に 口を出す 部門では なく、 調査、 調達、 営業な どを 含めた 企画 部長と してで あっ 
た。  ’ 

設計 部員の 園 田 寛 治は こう 話す。 「東條 さん も 五 人の 残党が いたらた まらないで しょう。 こ 
とに、 同じ 三菱で 一〇年 先輩に あたる 堀 越さん なんかは 『零戦』 を 設計して いたと きの 上司 だ 
けに、 いると やりに くくて しようがないで しようし、 また、 彼らの いう ことを 全く 無視す るっ 
けにい かないし …… 」 

こうした 事情から もうかが える ように、 五 人の サム ラィの 一人ひとりを とっても、 YS11 
について は それぞれの 思いと、 何 かすっ きりし ない、 中途半端 さが あったのは 確かだった。 

そんな 中、 土 井 だけは お茶を 濁す ことなく 基礎 案の 問題点を 指摘した。 

「説明した 案は 表向きは 輸研 案なん だが、 あんな (空気) 抵抗 じ ゃ ありえない。 重量の 推算 も 


2 フ 4 


甘い し、 あまりに も 見方が 楽観的 過ぎる。 私自身で 調べて みたら、 この 案は だめ だとい うこと 
がわかった」 

東條も ある 程度は 知っていた とはいえ、 土 井の 正面からの 否定には いささか 驚きであった。 
土 井は 自ら も 役を 負っ ていた 技術 委員会が 出した 数字の おかし さを 実証す るた めに、 裏 づけ 
る デ ー タ 曲線を 用意して いた。 いろいろな 外国 機の 表面積に 対しての 最小 抵抗を プロットして 
みて 比較し、 「YS11 の 案から いくと、 こうなる ので、 最小 抵抗は 当然こう ならざる をえ な 
い。 ところが、 輸研 案は ずっ と 少なくな ってい る。 だから、 どう みても この 数字は おかしい」 
と 東條ら にこん こんと 説明した。 

土 井が 東 條らに 説明 するとき に 使った 手法は、 設計者が 新しい 飛行機を 計画 するとき に 使う 

常識的な やり方で も あった。 

もともと、 東 條は輸 研の 基礎 設計を 懐疑 的に 見て いた。 

「一般に、 基礎 設計とは 飛行機の 主要諸元を 決めて、 三面 図の 外観 図を つくって、 だいたいは 
こうした 形になります ょと いう ものです。 もし、 きっちり 基礎 設計が でき 上がって いれば、 こ 
の あとを 受けて、 われわれ 日航 製が 詳細 設計 だけを やれば いいこと になる。 ところが、 基礎 設 
計を やった 人たち が 全員 途中で 手を 引く という ことは 常識的には 考えられない。 だから、 まと 
もな 基礎 設計が できて いるは ずはないだろう とは 思っ ていた」 

案の定、 予想して いた 以上に 問題を 含む 案を 受けた 東條は 皮肉 混じりに 説明す る。 
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I さすがに 大 設計者た ちです。 基礎 設計が どの 程度の もの かは よくご 存知で、 だから、 フン ワ 
リと輸 研の 案を われわれに 与えた のです」 

東 條は土 井の 説明を 聞いた のち、 輸研 案に 対して、 「輸 研の 目的と いうのは 予算を 取って、 
会社を つくる という ことが 狙いな の だから、 そのための ラッセルを やられたん で、 そこで 決め 
たぞ 、という ことを 本気に して スタ— 卜したら これは 大変な ことになるから、 よくよく 検討し 
ない とわれ われは 走れない ぞ」 と あらためて 思った。 

島 も 「実質的に 設計を 一生懸命 にやって いたのは 新 明 和の 徳 田さん です。 航空の 大 先輩たち 
(五 人の サム ライ) が 基礎 設計を やってき たんだが、 やっぱり、 各社は 設計の 内容なん て あま 
り タッ チ しないんで すね、 やらし とけと いう もので しょう。 予算は 取れ 取れと いいながら、 決 
まれば それで やる わけです から。 一方 じ や、 設計が 決まっ ている。 もう 一方 じ や、 その 案は 予 
算を 取る ための もの だとなる。 それぞれの 見方の 違い や 矛盾が 輸 研の 案 そのものに 表われて い 
たので しょう」 という。 

輸 研の 抵抗 や 重量の 推定 値が 甘いた め、 土 井は 東條に 次の ような 具体的な アドバイス をした 

という。 

「客席の 配列は 横 四 席に した ほうがよ い」 「エンジンは ロー ルス •ロイスの ダ ー ト lo の 二 六 
六 〇離昇 馬力では 出力 不足 だから、 四〇〇 馬力 向上した ダー ト 1 〇 を 向こうに 強く 働き かけた 

ほうがいい」 
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ともあれ、 一週間に わたった 輸 研からの 引き継ぎが 終った のを 受け、 東條は 全員を 集めての 
会議を 開き、 今後の 進め 方を 説明す る ことにな った。 

東條 には、 輸 研が 出した 基礎 設計 案が もつ 問題の 輪郭は ほぼ 見えて きていた。 輸 研の 案は、 
多分に 外の 世界を 意識して、 「このように 素晴らしい 飛行機が できます よ」 としてつ くられた、 
きわめて 希望的、 あるいは 目標と すべき バラ 色の 設計で あった。 

「五 人の サム ラィ」 の 無言の 圧力 

一年 前の 昭和 三 三年 六月から 輸研 にきて 検討し、 引き続いて 日航 製の 第 六 班に 移った 設計 員 
の 園 田は このと きのこと を 次のように わかりやすく 説明す る。 

「輸 研の 最終案には 胴体 幅が 三 ニー 五メ ー トルの 太 胴と 二 •九 五メ ー トルの 細 胴の 二つが あっ 
たが、 重量に ついては 最後まで 精確に 出さない まま 日航 製に 渡した。 もし、 最善の 詳細 設計を 
す rl ば、 いわ f/ 目標と していた 輸 研の 重量に おさまる というい い 方 も あるので しようが、 結 
局は 東條 さんに 委ねて 出させて いる。 たぶん、 計画した 人たち は そこが 問題 だとい うこと を 十 
分 知っ ていたからで しよう」 

東條 はこうした 問題点を 十分 念頭に 置き 「年内に かけて、 輸 研の 案を 全面的に 洗い直して、 
われわれが 引き受ける 姿に して、 基本 設計を セツ ルす る 姿勢に しないと、 ムダ 骨になる 可能性 
が ある I と 主査ら に 説明した。 
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もちろん、 政府 関係者は、 基本 設計は 輸 研の 五 人の サム ラィの 手に よって ほぼ できあがって 
いる、 東條ら 日航 製は、 多少の 問題は あると しても、 詳細 設計へ と 進めて いけば いい ものと 信 
じ 込んで いた。 

となると、 不都合は もちろん 出て くる ことになる。 なにより、 六月の 第一 回 取締役会 議で東 
條が 受けた、 すでに 決められ ている 事業 計画の スケ ジユー ルを 大幅に 遅らす ことを 意味す る。 

YS11 がいつ 市場に 投入で きる か、 その タィミングが 大幅に 遅れる と、 他の 機種に 食われ 
て、 販売 台数は 大きく 落ち込む ことになる。 YS11 の 市場 予測では、 予定して いる スケ ジユ 
— ルで 完成した としても、 市場 投入が すでに 遅い と 見られて いた。 それだけに、 半年 近くの 遅 
れは 重大で、 内外から 批判が 起こる ことは 十分に 予想され た。 

もともと、 昭和 三 六 年 六月に 完成 予定と する YS11 の 当初の スケジ ユール そのものが、 こ 
れ まで 希望的観測の 厳しい 日程だった。 先の 第一 回 取締役 会議で 事業 計画の 説明を 受けた と 
き、 東條は 「この ス ケジユ j ルは どぅ 考えても 一年 早す ぎる」 と 発言した。 

数々 の 航空機 開発を 手がけて きた 東條は 自らの 経験を もとに 反論した。 

「詳細 設計が できて 初飛行まで まる 二 年は かかる のが 普通 だが、 設計を 引き継いだ 時点では、 
基本 設計が まだで きていな いの だから、 詳細 設計が 終り、 発注す るのは 一年 先の 昭和 三 五 年 半 
ばになる。 それから 完成す るのに 二 年は かかる と 見る と、 初飛行は どぅしても 三 七 $ ばには 
なる | 
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しかも、 YS11 は 戦後 初の 民間 機で あり、 日本の 技術力、 空白の 七 年間を 考えれば、 さら 
に 時間が かかっても おかしくない。 しかし、 東條に 返って きた 答えは 「でも、 この スケ ジユー 
ルは すでに 天下に 公表して あるので、 今 さら 変更は できない」 であった。 

東條は 念を 押す ように 部員たち に 伝えた。 

「説明を 受けた 輸 研の 案が どうで あれ、 この YS11 についての 最後の 責任は、 おれと かお 前 
たちが 負 うんだ という ことを 肝に 銘 じていて ほしい」 

もちろん、 検討した 結果、 輸研 案とは 違つ た 設計になる おそれは 十分 あつた。 そのと き、 す 
でに 発表ず みの 仕様を 変更した こと、 完成 予定が 大幅に 遅れる ことを 世間 や マスコミ、 政府、 
通産省 や 運輸省、 科学技術庁、 それに 産業界 やユー ザー である 各 エアラインに 十分に 説明が で 
き、 しかも 納得 させなければ ならない。 

それだけ ではなかった。 東條は 主査たち に 向かって 常々 次の ことを 口に していた。 

「この 会社は、 われわれ 設計 部が よしと すれば それで 技術的な ことは すべてい いという のでは 
ない。 ほかに 五 人の サム ライが お 目 付 役で まだいる ので、 彼らを ウンと いわせる もので なけれ 
ばなら ない」 

何事を 決める につけ、 東條の 頭の 片隅には、 大 先輩に あたる 日本の 大御所、 五 人の サム ライ 
の 目が いつも 意識され ていた。 そうした 点を 踏まえつつ、 東條は 「たとえ まわり 道と 思えて 
も、 実行 主体と して責 ffi を もって 進めて いくため、 航空機は いい加減な 基礎 設計で スター トす 
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る ことは できない」 と 決断した。 そのために 生ずる 批判は 受けて 立つ 覚悟で あった。 

東條 には 戦前 •戦中の 技術者 時代の ことが 去来して いた。 

試作機が 開発され る 数年 後までに は、 技術が どの 程度まで 進歩す るかとの 読みが 甘く、 現実 
を 無視す る ほど 高望みした _ や 矛盾す る 要求 仕様が 軍から 出される。 

これに 対し、 注文を 受ける 側の メーヵ ー の 技術者の 立場は 弱い。 発注 者で あり、 お客さんで 
も ある、 絶対的な 権限を もった 軍に 対して、 正面き って 反論が できない まま、 理不尽と 知りな 
がら、 あるいは、 籠を 満たす 試作機が できない ことを 十分 予想しつつ も、 事を 荒 だてず、 そ 
のま ま スタ^  — 卜する。 

完成し、 初飛行して 初めて、 改良しても 使い物にならない 中途半端な 試作機を 前にして、 こ 
んな はずでは なかっ たと、 奎 日の 不毛な 議論が 噴出し、 互いに 責任の なすり あいになる。 そん 
な 例は I 刖 •戦中の 航空機 開発で 山 ほど あった。 

いかにも 日本的な あいまいさ、 事なかれ主義から くる 浪費で あり、 1 刖 •戦中の 航空機 開発 
を 経験した 技術者が 繰り返して はならない 教訓であった。 しかし、 戦後に なり、 技術が 進歩 
し、 管理 もき め 細かくな って、 そんな 航空機 開発が 許された 時代は すでに 過ぎ去ろぅ としてい 
た / 

東條 以下の 設計 部員が やるべき ことは はっきりし ていた。 土 井が 指摘した 輸研 案の 抵抗 や 重 
量を 徹底的に 洗い直し、 おかしい かどぅ かを まず 明らかにする。 それと 並行して、 第一 回の 主 
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査 会議で 東條が 述べた 方針 通り、 「他の 外国の 輸送機は どうな ってい るかを 徹底的に 調べて」 
輸 研の 案と 比較し、 妥当性が あるかを チェック する ことだった。 

さらに 東條は 「わからない 分野に ついては、 外国の 信頼で きる メー カー からの 勧告に 従う こ 
と」 とした。 この 結論が 出た のちに、 整合性の ある 日航 製と しての 基礎 設計 案を つくり 上げ、 
五 人の サム ラィを 始めと して、 関係 部門に 説明して 了解を 得る ことで あつた。 その あと、 よう 
やく 本格的な 詳細 設計が スター トする ことになる。 

思えば、 なまじ 中途半端な 輸 研の 案が 目の前に 差し出され たが ゆえに、 取らざる をえない 二 
重手 間を ともなう 回り道で も あった。 しかし、 これ も バラ 色の 案を つくって 大いに 期待と 夢を 
与え、 予算を 獲得し なければ ならな かった、 つまり、 ちよう ど 土 井が 予算を 取る ためだけ にあ 
えて モックアップ (実大 模型) をつ くった ことと ある 意味で 共通す る、 やむ を 得ない 現実の 姿 
でも あった。 

ごまかしの きかない 本格的な 設計を いざ スター トしよう とする 段に なつて、 これまで はもつ 
ともらし く 表面上の つじつ 豈口 わせを していた 矛盾の すべてが、 東 條らの 肩に 降り かかっ てき 
たのだった。 

重す ぎる 設計 

ハ やい やながら 日吭 製の 設計 部長の 役を 引き受けた とはいえ、 すでに 東條 には 七〇 人の 部下 
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が 与えられ ており、 とにかく 自らが 打ち出した 方針に のっとって 前に 向かって 進む しかな かっ 
た。 

主査の 立場から 島は 解説す る。 「われわれが 日航 製に 行って、 東條 さんから いわれて まず や 
ったことは、 とにかく、 輸 研が 設計した 内容で ち ゃん といく のか どうか 研究し ようじ ゃない 
か、 という ことでした」 

設計 部員を 総動員して、 輸研 案の 重量、# を 出した 根拠と なって いる 諸 計算の すべてを 一 
から 見直し はじめた。 

その 結果、 輸研 案は 最後の 段階で 重量を 軽く する 処置が とられて いた にもかかわらず、 機体 
そのものの 重量 および 燃料 消費量の 増加に よって 最大 離陸 重量が 輸研 案の 一一 三 トンより？ 五 
トン も 多い 二三 •五 トンと なった。 この 〇 •五 トンの 増加が それまでの® 北を かなり 落とす 数 
字で ある ことは、 航空機 設計者な らば 誰でも わかる ことで あった。 

という ことは、 輸 研が 予定して いた ダー ト 1 〇 エンジンの 双発では とした 1 が 出ない 
ことを 意味して いた。 まず、 外国の 輸送機との 関係から、 YS11 の セー ルス ポィント とする 
離陸 滑走 距離 一二 〇〇メ ー ト ル、 区間 距離 一〇 〇〇キ ロメー トルは 変える ことは できない。 

とすれば、 取るべき 方策は 明らかで ある。 出力の 大きい エンジンに 変更す るか、 それとも、 
搭載 量を 減らす こと も 含めて 機体を 小さく して 軽く する かの 二つで ある。 しかし、 馬力の 大き 
い エンジンは いずれも 不確定 要素 や 後の サ ー ビスな どで 問題が あり、 輸 研のと きと 同じように 
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不 採用と なった。 

一方、 日航 製の 要求に いつも 熱意を もって 対応す る 口 
1 ルス •ロイス 社への 信頼は 厚かった。 すでに、 輸研時 
型 代に 「もう 少し 馬力を 上げて くれれば、 エンジンは ダ ー 
対 卜に 決める」 と 条件を 出し、 ロ ー ルス •ロイス 社に 努力 
娘を 促して いた。 

^  その 要求に 応えて、 ロ ー ルス •ロイス 社は、 もっとも 
ジ 馬力を 必要と する 離陸 時、 燃料に 水と メ タノ— ルを 混合 
H して 噴射して 燃焼させる ことで、 最大 二 六 六〇 馬力まで 
® BB アップす る 改良が できる との 返事を 伝えて きた。 し 
かし、 それでも、 重量が 増加した YS11 には 馬力が 足 
りなくな っていた。 

東條は 説明す る。 

「エンジン® f!b で 一番 問題に していた のは YS11 の セ ー ルス ポイント である 一二 〇〇メ ー ト 
ルの 短い 滑走路を 使わなければ ならない という ことでした。 こうした 滑走路では、 離陸のと き 
の 馬力が どれ だけ 出る かとい うこと が 重要で、 いいかえれば、 離陸 上昇 時に 五分 間 だけ 使える 
エンジンの 離 昇 最大 馬力を 大きく する 必要が あった」 
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計画_を満たすためには「さらに馬力を上げられないか」とする厳しい要求をロールス. 
ロイス 社に 突きつ けて いた。 

昭和 三 四 年 一一 月には ロ ー ルス •ロイス 社の ゥッド 販売 支配人、 シ リス 技師が 来日した。 彼 
らは輸 研 案が 予定して いた ダ ー ト lo エンジンの 「水 •メ タノー ル (混合 液) の 噴射 量を 増大 
させて 離 昇 馬力 (最大 出力) を 四〇〇 馬カ パヮ ー アップした R D alo  (ダー ト 10)/1 三 
〇六〇 馬力の 開発の めどが ついた」 ため、 正式の S デ ー タを もって 打ち合わせ 方々、 売り込 
みに きたの だった。 

パヮー アップした ダー ト 10/1 を 使えば、 輸研 案が 満足で きる かどぅ か、 ただちに 検討し 
て 見た。 すると、 これで もま だ、 エンジン 出力が 不足だった。 輸研 案の 重量は あまりに も 少な 
く 見積もられ ていた。 もはや、 ほかに 適当な エンジンの 候補はなかった。 残る 選択肢は ダー ト 
10/1 だけで、 しかも 機体を 小さめ にして 重量を 減らす 組み合わせに する しかない だろぅと 
の 結論に なり、 価格が 低かった こと も プラスに 働き、 この エンジンに 決める ことにな った。 

太 胴 か 細 胴 か 

輸研 案では 胴体の 最大 径が三 •二 五メ ー トル、 五 列の 一二 段で ピッチは 三 八 インチ (約 九 
丄ハ •五 センチ メ ー ト ル)、 合計 五 五の 標準 客席、 最大 乗客 数は 六〇 とした 太 胴が 本命で あると 
して 主に 基礎 設計され ていた。 
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その 一方で、 二 •九 五メ ー トル、 四 列の 細 胴 も 少しは 検討して いた。 しかし、 この 案で 検討 
しても、 まだ 重量は 大きす ぎた。 わずかながら、 さらに 胴体を 細く した 直径 二 •八 八メ ー トル 
にし、 全長は 〇 •五メ ー トル 延ばす。 座席 数は 四 列の 一 五段で 三 四 インチ (約 八 六 •四 センチ 
メ ー ト ル) の ピッチ、 合計 五 二の 標準 客席、 最大 乗客 数は 輸研 案と 同じ 六〇 とする 日航 製 独自 
の 案 も 検討した。 

その 結果、 なんとか うまくい きそうな 見通しが 得られた。 輸 研の 案を 検討し 出して 三 力 月 ほ 
どが たって いた。 すでに、 設計 部内では 細 胴 案で いくこと が 決まっ ていた。 

細 胴 案の 検討が 最終 局面に きた 昭和 三 四 年 一一 月半ば、 主査 会議が 開かれた。 数日後に 開か 
れる 通産省、 科学技術庁 などを 集めての® 一室 会議で、 日航 製が 打ち出す 細 胴 案の 説明の 筋 書 
きを 検討す るた めで ある。 なにしろ、 政府 も 含めて 内外の 関係者は、 大御所 五 人の サム ライの 
手に よって YS11 の 基本 計画は すでに 終って いるものと 思い込んで いる。 それを 基本のと こ 
ろで ひっくり返し、 しかも、 日程は さらに 遅れる ことが 必至と する 説明を やろうと いうので あ 
る 0 

主査 会議では、 ム r 度の 会議の 説明 役と なる 東條が 腕組みし、 黒板に 書かれた 数字を 見つめ、 
「この 細 胴に する われわれの 案が、 彼ら (五 人の サム ライ 他) を 納得 させ、 ウンと いわせる ス 
ラッ といく 説明で なければ ならない …… 」 とつぶ やきながら、 夜 遅くまで、 説明の ロジック 
を 考え あぐねる 姿が 見受けられた。 
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二月 ニー 日、 日航 製が 決めた 細 胴 案に っいて 論議す る 第一 回 審議 室 会議が 砂防 会館で 開か 
れ た。 

出席者は、 この 年の 四月に 経済企画庁 調整 課長に 移った 元 航空機 武器 課長の! IMgr、" 科学 
技術 庁 調査 官 •井上 赳夫 、運輸省の 担当 官 である 審議 室 員、 加えて 五 人の サム ライ、 機体 六 社 
の 技術 部長 クラス も 出席した。 すでに 審議す る 主な 内容は 関係 部門に 知らされ ており、 あち こ 
ちから 反対の 声が 上がって いた。 

もともと、 太 胴 案が 輸 研で 計画され た 理由は 「将来、 エンジンの パヮー アップな どに よっ 
て、 さらに 発展 させようと するとき に ポテンシャル プロフィット (将来 的な 潜在 利点) が 大き 
い」 という ものだった。 

一般に 民間 輸送機は、 一っの 機種を 開発す ると、 その後は 多様な ユー ザー の 要求に 合わせて 
次々 と 派生 型を っくり、 シリー ズ 化して 生産 台数を 伸ばして いく。 そうでなければ 採算が 取り 
にくい ので ある。 同様に 開発され た エンジンを 改良して 次々 と パワー アップして シリー ズ 化す 
る。 そうした エンジンを 使って 機体 メー カー も 胴体を 長く したり、 座席 数を 増やしたり、 航続 
距離を 延ばした りして、 需要に 応えて いくので ある。 

しかし、 〇 . R (オペ レ ー シ ョン •リサー チ) の 調査で も、 今後は YS11 より 座席 数の 多 
い 輸送機の ほうが 需要が 見込める との 結論を 出して おり、 その 点では、 細 胴より 太 胴の ほうが 
有利であった。 しかも、 細 胴 案では、 当時す でに 就航して いた 四 六 人 乗りの コン ベア 440 や 
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フレンドシップ F27 に比べて 優位 占 『が 少なく なって、 セ ー ルス ポィント も 弱い。 あとから 参 
入す る YS11 にと つては 実績 も 信用 もない だけに 不利になる。 このと き、 コン ベア 440 は 
まだ ピストン エンジン 機で あったが、 YS11 と 同じ 夕— ボ プロップ 化が 計画され ていた。 

輸 研の 基礎 案を つくって きた 木 村、 堀 越、 菊 原、 太 田は もちろん 太 胴 案を 推していた。 計画 
を 立案し、 推し 進めて きた 監督官 庁の 通産省 あるいは 科学技術庁 も 太 胴 案を 強く 支持して い 
た。 

すでに 輸研 案で 基礎 設計が ほぼ 終って いるものと 思い込んで いる 通産省 航空機 武器 課の 川 田 
通 良 課長な どは、 のちに 次のように 記して いる。 

「細 胴に 仕様を 変更した 場合、 少なくとも 三 力 月の 設計 時間、 風洞 試験 等の やり直し や 木型の 
再製 作な どで 費用が 発生す るので、 できるだけ 輸 研の 太 胴 案で いくこと を 期待す る」 

「同 機は 滑走 距離の 短い ことと 共に、 座席 数が 多く、 運航 経済性が 高い、 というの が セー ルス 
ポィント であり、 胴体を しぼり、 座席 数を 減らす ことは、 影響 少なからず、 又 製造 日程の 遅延 
も 免れない。 原案 支持者 も かなり 根強く、 なかには、 『飛行機と 女は、 尻が 太い ほうがよ いの 
だ 0』 という 名論 も あった」 (「翼の ある 部屋」) 

審議会は 元輸 研の 専務 理事だった 杉本修 審議 室長の 手に よって 進められた。 この 中で、 東條 
はこれ まで 検討して きた 輸研 案の 問題点を 指摘した あと、 次の ような 趣旨の 説明を 行なった。 

「このまま 輸 研の 太 胴 案で 設計を 進めて いくと、 総 重量 ニニ •五 トン (標準 装備) が 五 〇〇キ 


ログ ラム も才 — バ _ — する ことが 判明した の 
で、 構造 重量を 軽く する ことが 必要に なっ 
た。 ついては、 方策と して、 胴体を 小さく 
する ことが もつ とも 効果的で ある」 

続いて 日航 製で 計画した 細 胴 案に ついて 
の 説明を 行なった。 予想して いた 通り、 関 
係官 庁の 側から 猛然と 反対の 声が 上がっ 
た。 

ことに、 YS11 の 生みの親 である 赤 沢 
や 科学技術庁の 井上ら は YS11 への 思い 
入れが 強いだ けに、 太 胴 案を 強く 推し、 議 
論は 平行線を たどつ た。 

輸 研で 検討した ときには、 太 胴に する 
と、 軍用の 大きな 貨物を 運ぶ 防衛庁の 要求 
にも 応ぇられて、 将来の 購入 も 期待で きる 
との 利点 も 挙がって いたが、 その 占 「細 胴 
では、 こぅした 発展性 や 販売 台数の 伸びが 
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狹 めら れ る。 しかし、 東條が 説明した _ 上の 矛盾は 歴然たる 事実で あり、 太 胴を 強力に 推す 
彼らに とつて は、 期待した 夢の 大きさと、 突きつ けられた 現実との ギ ヤップを 前に、 ジレンマ 
が あつた。 こうした 将来 的な こととは 別に、 反対者には、 もう 一つの 次の ような 不都合な 理由 
が あった。 

「(輸 研の 案で) 素晴らしい 飛行機が できます、 とすで に 発表して 内外に さかんに 宣伝して き 
たのに、 今 さら、 あの 案は 問題が あつて 変更し ましたでは、 面子が 立たない」 という 役人!! E 
の こだわりであった。 細かい 技術的な 事情を 理解し にくい 通産省な どから すれば、 「苦心 惨儋 
して あちこちに 説明して 走り回り、 説き伏せて なんとか 予算を 取って きたのに、 今に なって 


無理から ぬ ことで も あった。 一方、 木 村 や 堀 越は 輸 研で 検討して きて 内実を 知っ ており、 自 
ら がまいた 種で も ある だけに 「やむ を 得ない」 として、 あまり 抵抗は しなかった と 東條は 述べ 
る 0 

設計の 修正 

審議 室長の 杉 本は 苦しい 立場であった。 

「私は 基本 設計に 関係した 立場で あるから その 設計を 変更す る ことは 好まし くないと 思った。 
しかし 設計 責任者た る東條 部長が 重量 軽減 上 細 胴 案を 固守す る 以上、 私は これに 同意せ ざるを 
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得な かつた。 もちろん ポテンシャル プロ フィ ット について は 好ましい ことでは あるが、 それを 
求める ために 現実の 飛行機の _ が 低下した のでは 何にもなら ない。 それで 私は 東條 案を 支持 
し、 赤 沢 課長 や 井上 調査 官を それぞれ 説得した が、 なかなか 聞き入れられなかった」 (『わが 空 
への 歩み』) 

細 胴 反対論 者の 赤 沢が 直接 東 條にク レー ムを つける ことはなかった が、 井上は 墓って いた。 
ある 日、 東條に 井上から お 声が かかった。 何を 意味して いるか わかり 切って いた。 
「科学技術庁の 代表で も あった 井上さん が 細 胴 案に 強力に 抵抗した のは、 今でも 鮮明に 記憶し 
ている。 会議が 終わり、 しばらくして、 あとは 二人 だけで 一晚 いっぱい 飲んで、 『 ffFi ffii 相 照ら 
したら どう だ』 となつ て、 一席 I5 5X けて もらつ た」 

しかし、 酒を 酌み交わし ながらの 二人の 話し合いは しらふの ときと さして 変わらず、 いつま 
でた っても 平行線だった。 「相手 も 頑として こっちの 主張を 受けつ けない。 こっち もそう だっ 
た」 と 東條は そのと きの 様子を 語る。 井上の 意見は こうだっ た。 

「これまで、 いたるところで 輸 研の 案が 実現 可能な 案 だと P R して まわっ てきて いるのに、 こ 
の 場に 及んで、 あの 案は 実際より ちよっ と 抵抗が 小さす ぎました。 重量 も 軽す ぎる なんてい っ 
て もらっ たんでは この 計画は ぶち 壊しになる。 元に 戻って 予算 自体が ダメ になる かも 知 ix な 

ぃ」 

東條は 次のように も 推測す る。 


29〇 


「あれほど 井上さん が 強力に 反対して ガンバ ッ たのは、 もしかして 反対して いる 通産省 も 含め 
て、 太 胴 案を 推してい る 官庁 側を 代表して いたの かもしれ ない。 それに、 話す 内容から して、 
井上さん は 技術 屋 だった のか もしれ ない。 通産省には 技術 屋 がいなかった ので、 右 代表して 説 
得しょぅと していた のか もしれ ない」 

事は 急がれて いた。 すでに、 この 時点で も、 YS11 は 予定の ス ヶジュ ー ルから 遅れて い 
た。 

「この 問題を 早く 解決し なければ YS11 はます ます 不利な 状況に 立たされる」 との 危機感を 
もっていた 杉 本は、 昭和 三 四 年 一二 月 一八 日、 第二 回の* ii 室 会議を 開いて、 解決に 向けた 努 
力を 行なった。 このと き、 東條は 再び 細 胴 案に ついて 細かい 説明を 行なった。 その あとの 審議 
の 結果、 出席者の 全員から 日航 製の 細 胴 案が 了解され る ことにな った。 

じつは、 第二 回の 審議 室 会議の 二旦刖 、東條 は 日航 ホテルで 開かれた YS11 の 基礎 型 案に 
関する 関係官庁の 会議に 呼ばれた。 東條 はすで に 開き直って いた。 当然、 反対が 予想され、 そ 
の 上、 マ ー ケットが 狭まる 可能性の ある 細 胴 案に しなくて すむなら、 それに こした ことは ない 
のは わかり 切って いる。 第一、 それの ほぅが 日程 も 遅らせないで すむ。 しかし、 そのこと を 十 
分 知りつつ も、 あえて 変更せ ざるを 得ない 輸研 案の 矛盾 点を 挙げて、 やむ を 得ざる 変更で あっ 
たこと を 説明して いった。 その 結果、 実情が 理解され、 了解を 得た のだった。 

航空 « 武器 課長の 川 田は このと きのこと を 記して いる。 
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「技術的な 判断力の ない 私は® く 迷っ た 後、 日航 製 東 條輝雄 設計 部長の 説明に 納得して、 設計 
修正に 踏み切った。 飛行機の 安全性と 営業 性の 間に 挟まれて、 結論を 出さねば ならない 苦し さ 
と 出した 後の 脱力感は 忘れられない」 (「翼の ある 部屋」) 

一方、 東條 もこのと きの 心境を こぅ 述べて いる。 「もし、 こっちの 案が 受け入れられ なけれ 
ば、 設計 部長を 辞して 名 古屋に 帰ろぅと 思っ ていました。 このへんの ところは 皮ら にも わかっ 
ていたら しく、 われわれの 細 胴 案を 通して くれました」 

掘 越二郎 からの クレ I ム 

輸研 案の 洗い直し、 あるいは 細 胴 か 太 胴 かの 設計を めぐって なされた、 日航 製の 若い 戦後派 
の 技術者と 五 人の サム ラィとの ちょっ とした やり取りには 興味深い ものが 見受けられた。 

第一 回 審議 室 会議で 東 條が輸 研の 太 胴 案の 問題点を 指摘し、 代わって 日航 製の 細 胴 案を 提案 

して 採用を 促した その 夜の ことだった。 日航 製で 執務す る 東條の 机の 電話が 鳴った。 相手は 堀 
越であった。 

審議会で 東條 は、 輸 研の 案を 細かく 計算し 直して みると、 重量が 五〇〇 キログラム 近く 増え 
ると 説明して いた。 その 中で 増加率が もっとも 大きい のが 尾翼だった。 

この 件に ついて、 輸 研の 技術 委員会で 尾翼 も 含む 構造 関係の 責任者であった 堀 越は、 重量が 
増える のは 「日航 製の 設計が おかしい からだ」 とクレ ー ムを つけ、 説明を 求めて きたの だっ 
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た。 

尾翼の 設計を 担当して いたのは 得 能の 下にいた 
若い 鳥 1^ 獻肥だ った。 彼は 東條が 電話で 一生懸命 
説明して いる 声が よく 聞き取れ るすぐ 近くに 席が 
あった。 話し相手が 堀 越で あり、 説明を 求められ 
m ている のが 自分が 担当した 尾翼の 重量で ある こと 
にす ぐに 気づき、 鳥 養は 緊張した。 もはや 仕事 ど 
ころでは なかった。 

一方、 東條 にと っては、 かつての 上司で あり、 
しかも 日航 製の お 目 付 役で も ある 堀 越からの クレ 
1 ム だけに、 話し方は いつもよりて いねいで、 鳥 
養は その ひと 言 一言に 耳を そば だてて いた。 

堀 越の 主張は 主に 次の ようだった。 

「YS11 の 水平尾翼の 面積は 『零戦』 の 主翼の 
面積と ちよう ど 同じく らいの 大きさ だ。 だから、 水平 •垂直 尾翼を 合わせても 四 五〇キ ログ ラ 
ムに 収まる はず だ。 ところが、 日航 製の 設計では 約 五四〇 キログラム にもな って 三 割 も 増えて 
いる。 どう 見ても 日航 製の 設計が おかしい」 
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東條 はもち ろん 鳥 養から、 輸 研の 見積もった 重量を なぜ 大幅に オー パー した かの 理由を 聞い 
ていたので、 それに 沿って、 ひと 通り 堀 越に 説明して いった。 しかし、 堀 越は 容易に 納得し な 
力った。 二人の やり取りは 延 々と 続き、 おょそ 二 時間 近くに も わたった。 設計 室内は 鳥 養 だけ 
でな く、 おのず と 全員が 東條の 電話に 聞き入っ ていた。 

鳥 養は そのと きの やり取り について 解説す る。 日航 製が スタ— 卜する 三 力 月 ほど 前から YS 
11 の 設計 作業に 加わった 鳥 養は、 この間、 構造 主任で ある 堀 越の もとで 尾翼 関係に タッチし 
た。 そのため、 「堀 越さん とは 図面の ことで ちょつ とやり 合いました」 と Is す。 

「堀 越さん は- P ^ れ若 いものに 話を するとき、 すごく 経験的に おっし ゃる のです。 たとえ 
ば、 『零戦』 の 舵 面の ヒンジ ボルト ( «| #? がボルト)の直径が六ミリだったから、 ¥ 311も 
六 ミリで いいんだ と。 確かに 『零戦』 はそぅ だった かもしれ ない が、 この 飛行機は 『零戦』 と 
は 条件が 違って 荷重が 大きい ので、 計算して みると 九 ミリはい るので すから、 九 ミリ じ ゃ 2 ハ 
と 無理です、 と 説明す るので すが、 なかなか 聞き入れて もらえない」 

輸研 にきた とき、 鳥 養は 出身 企業の 富士 重工が 尾翼を 担当す るので、 輸 研で 検討して いた 尾 
翼の 設計を 弓き 継いだ。 そのと き 鳥 養は 前任者から 受け取った 図面に ひと 通り 目を通した” 
「こんな もの 使い ものになる か」 と 判断した。 

胴体の ほぅは、 輸研 時代から 担当して いた ベテランの 内 田が 問題点を 把握して いたが、 尾翼 
の 担当者は 特に 飛行機の 専門家で もな く、 鳥 養に いわせれば 話に ならない 設計だった。 
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「申し訳ないが、 MHil にいって、 それらし い 絵を 描いて いるに すぎなかった。 たぶん、 構造を 
設計し、 それを 讓に 生産 あるいは 試験したり、 使っ たりした 経験を お持ちでは なかっ たの じ 

ゃないで しょう か。  、 

堀 越さん から、 重量が いくらで なければ ならない という ことは いわれて いたので しょうが 
でも、 その 重量で 本当にで きる のか どうか、 細かい ところ までには 至っ てな かった。 靈 さん 
も、 毎日き てた わけで もない ので、 すべてを 掌握され ていた わけではなかった のでし ょう」 
そんな 実 青 も あつて、 鳥 養は やや 強引と 思われようと も^* の 引き継ぎを 急ぐ ことにした。 
少なくとも 麗 について は 彼が 責任を もつ ことにな っていた からだ。 蠢は 若いながら、 富士 
重工では T1 ジェット 練習機 e 開発に 参加して ひと 通りの 経験を していた。 特に 構造 詳に続 

いて 強度 試験 も 担当して いたから、 胸の 内には 自信 ももっ ていた。  さ ぃぅん 

しかも、 東條と 東京 帝大 航空学 科で 同期で、 旧 中島 飛行機で 高 籠 機 「彩雲」 などを 設計し 
た 内 藤 子 生から 厳しく 航空機 設計の 考え方の 基本を、 T1 の 開発を 通して 叩き込まれ ていた。 

戦闘機と 旅客機の 違い  、 

鳥 養は YS11 の 重量を 自ら 計算し 直し、 他の 機種との 比較 も 含めて 統計的に も 当たって い 

くと、 五四〇 キログラム 近くに なった。 

確か こ、 堀 1 がいうよう に、 YS11 の 水平尾翼は 「零戦」 の 主翼と ほぼ 同じ 面積で あっ 
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た。 「『零戦』 は 戦闘機なん だから、 激しい 運動を して 大きな 力が かかる。 それに 比べて Ysl 
1 はたかが 旅客機の 尾翼なん だから、 かかる 力 も 少ない ので、 『零戦』 より 頑丈に する 必要は 
ない。 当然、 重くなる はずがない」 というの が 堀 越の 論理であった。 

鳥 養が 設計し、 東條に 報告した 論旨 そのままが、 電話で 堀 越に 説明され ていた。 そもそも、 

重量が 増した 主な 理由は こうであった。 

YS11 の 水平尾翼の 蛇の 部分は 高速に なると、 空 


力 弾性、 すなわち、 舵と 翼が 振動を 起こす フラッ タ— 
(共振) が 発生す る。 そのため、 左右に 動く 舵の 付け 
根を 支点に した 反対側に おもりの 役割 も 果たす バラン 

スウェイ トを つけて フラツ タ— の 発生を 防いで いる。 

主翼で 上下に 動く 部分は 後ろの 端に ある 補助翼で あ 
る。 それは、 姿勢 制御を する 役目 だから、 面 匱は 主翼 


翼 

尾 

平 

水 


全体の せいぜい 一〇 パー セン トく らいで ある。 

それに 比べ、 尾翼の 舵は 全幅に わたって おり、 その 
面積は 尾翼 全体の 三十 数 パー セントに もなる。 だか 
ら 、釣り合いを 取る ための バランス ウエィト も 当然 Y 
S11 の 尾翼の ほぅが 重い ものを 使ぅ 必要が ある。 そ 
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れ！； こナ でまない Q 

「『零戦』 の 補助翼は 羽 布 (布切れ) 貼りなん です ね。 軍用機は 一般に 格納庫に 納めて おいて 
大事に します が、 今の 飛行機は 外に , Kr ®; レて おきます から、 長い 年月 使う 輸送機な どは 布切れ 
ヒハ うわけ にはい かず、 どうしても ジェラ ル ミンを 貼らざる をえない。 そうすると、 より 重く 
なる。 その 重くな つた 舵と 釣り合わす バランス ウェイ ト も かなり 重い ものを 使わざる をえ なく 
なる のです。 

その上、 丫311では »! ^力を軽減するためには、舵面の後端にタブをつけているのです 
が、 この タブに も バランス ウェイトが 必要になる。 そうすると、 モ ー メン トの 関係 力ら、 その 
三倍ぐ らいの ウェイトが 舵の ほうに 追加になる。 そのため、 重量は たちまち 増える ことにな 
る 0 

ですから、 単純に 『零戦』 と 面積が 同じ だから 重量 も 同じ 程度だろう とはいかない 事情が あ 
るので す。 さらに、 戦後の 民間 機は 厳しい 条件の 突風の 荷重で 計算して いくので、 その 分、 丈 
夫に 設計し なければ ならず、 これらの 結果から、 どうしても、 五四〇 キログラム くらいに なつ 
ちゃうの です」 

鳥 養は 条件を 同じく する ため、 尾翼の 舵に 布切れを 使つ ている 大戦 中の アメリカの ボ ー イン 
グ B 1 7 爆撃機と この ころの 外国 旅客機を 比較して みた。 この ころの 旅客機の 尾翼は 明らかに 
重くな つていた。 
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こうした、 I 刖の 戦闘機の 主翼で ある ことと、 戦後の 民間 輸送機の 尾翼で ある ことの 違い か 
らくる 重量の 差 だけでなく、 貼る ジュラルミンの 板 厚を 何 ミリに する かで も、 堀 ffi と 考えが 墓 
った。 堀 越の 設計は 〇 •四 ミリであった。 鳥 養は その 考えに 沿って 現場と かけ 合った。 すると 
「どうやって みても、 〇 •四 ミリの 板に リベット (錤) を 打って、 表面を ピンと 平らに して お 
く 自信は ない」 とのこと だった。 現場の 技術を 無視して 〇 •四 ミリを 採用 すれば、 翼の 表面が 
でこぼこして 、剛性は 低下す るし、 空気の 流れが 乱れて、 舵と しての 1 も 悪化す る ことにな 
って かえって 5 Eg ではない。 このため、 鳥 養は 〇 •五 ミリを 採用す る ことにし たので、 板の 重 
量は 〇 •四 ミリの  一 •二 五倍に 増える ことにな ったので ある。 

こうした、 重量 増加に つながる 一連の 理由を 一つ ひとつ 筋立てて、 東 條は堀 越に 説明して い 
ったの だった。 長かった 電話が ようやく 終り、 東條は ほっとした 表情で 「鳥 養 くん、 やっと 説 
明が 終っ たよ。 君の いうと おり 説明し といたよ」 と 声をかけた。 

鳥 養 も 肩の 力が 抜ける ような 思いであった。 自分の 設計に 自信は もっていた。 また、 東條の 
承認 も 得た 上での 尾翼の 設計変更であった が、 それでも、 大 設計者、 世界の 名 機を 設計した 堀 
越からの クレ j ムで ある。 たとえ、 どんなに 自信 ある 航空機 設計者で あったと しても、 ビビ ツ 
て 当然であった。 
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航空 少年の ロマン 

鳥 養は 「零戦」 が 活躍して いた 戦時中は まだ 一〇代 前半で あり、 「大の 航空 少年、 軍国 少年」 
であつ た。 また、 同 世代の 少年たち と同じよぅに、 軍用機と しての 飛行機と 軍艦と しての 船に 
憧れた。 将来は、 当時の 花形だった 飛行機の 道に 進みたい と 夢を 描いて いた。 

ところが、 敗戦と ともに 航空は 全面禁止 となり、 大学の 航空学 科は 廃止され、 夢は 断たれ 
た。 それでも、 大学を 受ける ころには、 「電気に する かそれ とも 船に する か」 と 考えた。 

この ころ、 日本の 電気工 業は 世界から 大きく 後れを とっていた。 自分で ラジオを 組み立てた 
りする ことが はやっ ていたので、 鳥 養 も 部品を 買いに、 よく 神 田 (現在の 秋 葉 原) へ 行ったり 
した。 立ち並ぶ 露店 商は 敗戦で 日本軍から 放出され た 真空管に 混じって、 米軍から 闇で 横流し 
された 真空管を 密かに 売っ ていた。 ときどき、 警察の 手入れが あるた め、 露店の 主人は テ— ブ 
ルの 下から 品物を そっと 取り出して 売買す る そんな 時代だった。 

「日本の 電気が これほど 進む とは 思っても いなかっ たし、 航空が できるよぅになる とも 思って 
いなかった」 ので、 鳥 養は 造船 科を 選ぶ ことにした。 

外国 船が 出入りす る 横 浜に 育った 彼は、 港に 面した 山下公園に よく 遊びに いった。 ョ j ロッ 
。ハを 往复 していた 浅 間 丸な ど、 停泊す る さまざまな 船を 目の前に でき、 少年の ころから 船に 親 
しみを もっ ていた。 

その 当時の 日本では、 他の 工業 分野と 比べて、 造船の 技術 だけが 世界に 肩を 並べて いた。 日 
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本の 船舶は 戦争で 軍需 物資 や 兵員 輸送に 借り だされた ため、 撃沈され、 その 多くを 失って お 
り、 絶対量が 不足して いた。 輸送 手段と しての 船舶の 不足と、 万年 外貨 不足に 悩む 政府は、 傾 
斜 生産 方式を 採る ことで 税制 そのほかの 面で も 造船 工業を 優遇し、 大いに 力を入れ ていた。 そ 
んな 時代 背景と 船が 好きだった こと も あって、 鳥 養は 距離 的に も 近い 横 浜 国立大学の 造船 科に 
行こぅと 決めた。 

入学して、 四 学年の 夏に、 対日 講和条約が 結ばれる ことにな つた。 それから 少し あとの こと 
だった。 横 浜 国大の 成島秀 教授が 「日本で も ガス タ— ビンが 回って いるので、 希望者 だけを 見 
学させる」 と 切り出し、 もちろん 鳥 養は 手を 挙げた。 そして、 東京 三 廳 にあった 元 ®； M 歡が中 
央 航空 研究所の あとを 引き継いだ 運輸省 船舶 研究所で 稼動して いた 通称 「一号 ガス タ— ビン」 
を 見学した。 

そもそも、 ジェットエンジンは ガス タ— ビンの 中の 一種 だが、 日本は 航空 禁止の ため、 研究 
できない 時期だった だけに、 「一号 ガス タ 1 ビン」 は 石 川 島 や 三菱な ど 日本の 各 重工業 メ ー カ 
. ~ 大学な どの 関係者が 強い 興味を 示した。 メ ー カ ー も 参画して、 ともに 研究して いた。 

もとはと いえば、 航空 少年で あった 鳥 養に とって、 そんな 希少価値の 「一号 ガス タ— ビン」 
を 目の前にす るのは 感激であった。 

これとは 別に、 戦後の 航空 再開の 後；； 最初に 海外に でかけた 航空 技術 調査団の 団長だった 三 
菱東 日本 重工 (三菱 重工の 合同 前) の 稲生 光吉が 横 浜 国大に きて、 大 教室で ®: 米の ジェット 1 


300 


について 話を した。 稲生は 世界 二大 航空 ショー の 一つ、 フアン ポロ ー ショ ー を 見て きた ばかり 
で、 大きな 写真を 示しながら、 欧米の ジヱッ ト 機が どんなに 進んで いるかを 熱 っぽく 話した。 
この 年の フアン ボロ ー ショ ー では、 デ ハビ ランド 社の テストパイロット、 ジョン •デリ ー がジ 
エッ ト 機の デモ フライ ト 中に 空中分解を 起こして 死亡す る 事故が 起こった が、 そんな 話 も 交え 
ながら、 稲生は 講演を こうしめ くくつ た。 

「航空 界はジ ヱッ ト 機を 中心に して、 ® 刖の 『零戦』 の 時代から ジ ヱッ ト 機 時代へ と 入っ てき 
た〇日 本 も 講和条約が 結ばれて、 航空が 再開され て、 これから どういう ふうに 行く かを 今 考え 
ている 日 取 中で ある」 

鳥 養は 日ごろから アメリカの 航空 雑誌な どを 見て いたが、 今 まさに、 目覚ましく 発展して い 
る 欧米の 航空 界を 実際に 見て きた 人の 話 だけに、 強烈な インパクトを 受けた。 

思い もしな かった 航空 再開が 1 刖に 迫り、 そのうえ、 「『一号 ガ スタ ー ビン』 の 見学と、 さら 
に、 稲生さん から 欧米の 最新の 航空機 事情を 聞いて、 とにかく、 すごく 航空は 変わって いくん 
だな あ。 日本人で もそう いう 飛行機に 触れる チャンスが くるんだ な あ、 やれ るんだ な あ。 でき 
れ ば、 おれ も その 中に 潜り込みたい」 という 思いを 強く した。 そんな 刺激 も あって、 鳥 養の 中 
で 一度は 諦めて いた 航空への 夢が 再び 頭を もたげて きた。 

そうは いっても、 造船 科に 学んだ 鳥 養には 航空への 道は 遠かった。 それに、 この 年は ちょう 
ど 不況であった。 鳥 養は 設立され たばかりの 東洋 航空へ 行きたい と 思った。 航空 再開で、 いち 
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早く 航空機 製造の 名乗りを あげた 東洋 航空は、 日航 製の 主査で ある® BE 、 佃が 一年 近くいた と 
ころで ある Q 

鳥 養の 希望に 対し、 三菱の 横 浜 造船所 副 所長を 辞めて すぐ 横 浜 国大に 教授と してきた 成島秀 
は 「あの 会社は 播磨 造船に いた 横 尾 竜が 社長を やって いるが、 投機的な 動きを している ので、 
行く ことは 賛成で きないな あ。 日本の 航空機 製造は すぐには 始まらないだろう。 少し 時間が 必 
要 だ。 それょり むしろ、 帝国 自動車 工業に 行っ ては どうか。 ここは 今は バスを つくっ ている 
が、 昔、 航空を やって いた 技術者が 何人もい る。 そこで 飛行機の 薄板 構造の 勉強を しながら 機 
会を 待っ たら」 との アドバィス をした。 

帝国 自動車の 面接のと き、 鳥 養は 正直に 「飛行機を やりたい と 思って いたんで すが . 」 

と 切り出した。 すると、 相手は 「飛行機は すぐには 始まらないだろう。 バス も 最近は 航空機の 
技術 や 生産技術を 使って やって いるので、 ここで 勉強して はどう か。 奎 日のと ころ、 おれたち 
だって、 飛行機を やりた いんだょ」 との 言葉が 返って きた。 

このと きの 面接の 相手 W1 T7C 中島 飛行機の 技術者 ax 藤 であった。 陸軍 最強の 戦闘機と 呼ば 
れた四 式 戦闘機 キ 84 「疾風」 などの 空 力 設計を した 技術者だった。 鳥 養には 「あの 四 式 戦の 
設計 技術者が 目の前にい る」、 そのこと だけで もまぶ しく 映った。 

そんな やり取り も あり、 また、 工場が 鶴 見と 川 崎の 間に あって、 自宅から も 近くて 通える こ 
とから、 鳥 養は 就微 する ことにした。 
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入社す ると、 そこには、 1 刖の 中島 飛行機 や 川 西 航空機、 三薩エ の璧機 部門に いた 技術 
者が 可 人 もいた。 新入社員の 鳥 養の 最初の 仕事は 国鉄 向けの モノ コック 構造の バスを 設計す る 
ことだった。 打ち合わせの ため、 鉄道 技術 研究所に 出向く と P ん 1 こには、 有名 の 航空 
技術者が 何人もいた。 たとえば、 海軍の 高® FIB 陸上 爆撃機 「銀河」 を 担当した 三木忠 直な ど 優 
秀な元 海軍 航空 技術 廠の 面々 もいた。 彼らは のちに 新 § を つくる 技術者たち となる。 鉄道 技 
術 研究所 だから、 まさか、 飛行機を 手がける わけに もい かず、 彼らに して みれば、 技術的には 
ものたりないながら、 バスの 開発に 情熱を 傾けて いた。 

鳥 養は バスの 設計を 三年 ほど 手がけて のち、 富士 重工に 移った。 そのき っかけ は、 面接した 
近 藤の 誘いだった。 富士 重工が いよいよ 本格的に 航空機の 開発に 乗り出す ことにな って、 方々 
に 散らばっ ていた 旧 中島 飛行機の 技術者を 呼び集め ていた。 

斤一藤 は 鳥 養に 「約束 だから、 くる 気があるなら、 富士 重工を 紹介して やる」 と 声をかけ てく 
れた 。鳥 養には、 「バスの 設計 も ひと 通り わかっ てきて、 この 世界で 少しは 顔 も 知られる よぅ 

になって きたので、 このまま いれば なんとか . 」 との 迷い も あった。 だが、 「航空への 夢」 

は 断ち 難く、 富士 重工に 賭けた のだった。 入社した 日、 鳥 養に 手渡された 資料は、 当時、 アメ 
リカで 最新の 航空 _造 計算に 関する 一冊の 参考書と、 戦中に 発刊され た 小さな 航空 工学 便覧 
だけだった。 
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名 機 設計者の 晚年 

航空 少年であった 鳥 養は 航空機 関係の 本は 読み あさっていた。 航空が 再 剧 して まもない 昭和 
二 八 年、 堀 越 二 郎 と、 元 海軍 航空, および 大本営 海軍 参謀を 歴任した との 共著 『零 
戦』 が 出版され た。 戦後、 根強い 人気の あった 戦記 もの、 あるいは 航空機 開発に ついての 本が 
数多く 出版され たが、 その ほとんどは、 かつて 航空機 設計に 従事して いた 技術者から すると 
「食い足りない か、 あるいは^^の いい加減な もの」 でしかなかった。 

その 意味で、 この 『零戦』 は 堀 越が 敗戦のと き、 所持して いた 設計 資料、 試験 デ ー タ、 軍 か 
らの 文書な どを 豊富に 盛り込んで おり、 終戦から 八 年を 経て 初めて 世に出た 本格的な 航空機 開 
発の 内実を 記した 著作と して 専門家から も 高く 評価され た。 

鳥 養 も 早速 購入して、 何度も 読み耽った。 名 機と 呼ばれた 九 六 式 艦上 戦闘機が、 あるいは 
「零戦」 が、 海軍との 会議、 モックアップ 審査、 飛行 試験、 改良 設計な どを 経て 完成して いく 
過程が 克明に 記され、 その 間の、 堀 越 自身の 考え や 当時の 心境な ども 0? られ ていたた め、 航空 
機 設計に 憧れる 鳥 養には バィブルの ような ものだった。 技術者 堀 越と 自らを 重ね合わせて、 航 

空 機 設計の しびれる ような 緊張 感を 追体験したり していた。 

く 

それから 数年を 経て、 奇しくも、 YS11 の 設計を 担当す る ことが 決まっ たので ある。 東® 
と 航空学 科では 同期だった 富士 重工の 上司で ある 内 藤からは 「向う へ 行っ たら、 堀 越さん 戶土 
井さん から 物事を 教われる ぞ」 などと 励まされて 日航 製に やって きた。 鳥 養 自身、 防衛 需要よ 


304 


り も 民需が やりたい からと いう わけで もなかった が、 「一般の 人に 直接 乗っても らう 民間 機に 
対する 夢みたい な ものは あったし、 これからは 民間 機が 大事なん じ やない かと 思っ ていた」 と 

語る。 

输 研の 最後に 当たる、 短い 二、 三 力 月の 間では あったが、 夢にまで 見た 堀 越の もとで 基礎 設 
計の 作業を する ことにな った。 鳥 養は 本 や 雑誌な どを 通して、 堀 越が 仕事には かなり 細かい こ 
とは ある 程度 知っ てはいた。 しかし、 それとは 別に、 「実際に 接した 堀 越さん は われわれに 
は、 この 子供たち に 何が わかる か、 という 態度でした」 と 鳥 養は な 印象を 話す。 

また、 「私は 飛行機 マニアで、 戦前の 航空機の 知識が あった ので、 同 世代の 設計 員とは 違っ 
て、 土 井さん や東條 さん、 内 田さん なんかの ベテラン 技術者とは 技術的な ことです ぐ 対話が で 
きたので す」 と 鳥 養は 話す。 彼ら 大 先輩に 物事を 訊く ときに も 「これは どうす るんで すか と 
いう 訊き 方では なく、 たとえば、 『土 井さん、 「飛燕」 を 設計す ると きには こうした と あの 本に 
は 書かれて ありまし たが、 YS11 でもこう す るんで すか』 と 訊く のです」。 

あるとき など、 鳥 養が、 「戦時中の 三菱の MC20 でこう いう 問題が あったから、 それから 
考えて …… 」 と 説明す ると、 東條が 「あの 飛行機は そうじ やない。 おれが 設計した の だから 
間 童い ない」 と 自信 ありげ に 鳥 養の 指摘を 否定した。 それは 明らかに 東條の 勘違いだった。 
「あの 飛行機は 東條 さんが 入社され た 昭和 一二 年に 制 式に なった のです から、 設計され たのは 
その 数年 前です よ、 だから、 そんなは ずはありません よ。 これは 骨組みに 丸 管を ズ ラリと 並べ 
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たやつ です。 東條 さんがいつ てるのは その あとの 別の 飛行機の ことで、 それは こうな つてい ま 
すよ」 

「ああ、 あっちの 露っ たか、 勘違いして いたよ。 ところで、 お前、 なんで 見て きたよう に そ 
んな ことを 知つ てるんだ」 

「だって、 …… 」 

東條は 戦時中に 「零戦」 の 計算 班で 強度 計算な どを 担当して いたので、 蠢は 「この 
設計は 『零戦』 の あそこと 同じ 考え方で やろうと 思っ ています」 という 説明の もっ ていき 方を 
すると、 理解して もら うのが 早かった という。 

また あるとき など、 仕事中に 土 井が 「鳥 養 君、 戦争 中に 中島 (飛行機) では これは どうやっ 
て レた のかね」 などと うっかり 聞いたり する 場面が あった。 中島 飛行機の 流れで ある 富士 重工 
出身の 鳥 養が® 刖 のこと をよ く 知つ ている ので、 ついつ い、 勘違いし U この.； こつ-こ。 

鳥 養は r 飛行機 マニア だっ たこと が、 1 刖の 世代と コミュニケ— シ ョンす る 上で も 非常に 役 
立つ た」 と 説明す る。 しかし、 堀 越とは まともな コミュニケ ー シ ョンが 成り立たな かつた とも 

いう。 

一六 年 組の 佃 も 「土 井さん にはず いぶん ざっく ばらん につ 皇 口って もらっ たし、 教育 もさ n- 
たが、 堀 越さん とは ほとんど やり取り はな かつた 一 ともらす。 

鳥 養と ほぼ 同年に 当たり、 川 崎 重工から 輸研 にきて、 引き続き 日航 製で YS11 の 設計を し 
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た 園 田は 「堀 越さん はちよ っと 冷たくて、 近寄り 難いと ころが ある 人 だっ た。 五 人の サム ライ 
の 中で、 軍用機、 戦闘機では 一番 自信が あったんで しようが …… 」 と 印象を 語る 
鳥 養の 班の 主査になる も 堀 越の 印象を 述べて いる。 

「Y S 1 1 で 覚えて いるのは、 尾翼の 方向 蛇の タブ バランスの ウェイトの 材質を 鉛で 設計した 
の だが、 堀 越さん は 『鉛は 値段が 高い から、 安い 鉄に しろ』 というの です ◦『零戦』 と 違っ て 
ウェイ トを かなり 重く しなければ ならない のです。 あまり 大きな 寸法の ウェイトに する わけに 
もい かないし、 張り出さない ように もしなければ いけない。 だから、 鉄より 比重の 大きい 鉛を 
あえて 選んで 形を 小さく 抑えた の だが、 そこを 指摘して さかんに 鉄に しろと しう 正直 レっ 
て、 おかしな ことを いう 人 だな あと 思った。 YS11 の 設計では 値段の ねの 字 もで な 力った 
し、 鉛と 鉄では いくらの 違い もない のに、 なんで こんな 小さな ことに こだわる のかな あと、 不 

思議に 思った」 

それだけではなかった。 

「強度 試験を やる とき も、 堀 越さん がきて、 『内容を 説明し ろ』 というので、 始める と、 重要 
でもなん でもない、 設備の ほうの ジャッキ ー に 目を つけて、 『これは どこ 製 か』 などと 細 力 
いこと をい ちいち 質問す るので、 まいつ た。 とにかく 細かい ことを 気にする 人だった」 

設計は 全体を 詳しく 検討し なくても、 見逃しが ちな ち ンっ っ としたと ころに 目を つけ、 チ、 エッ 
ク する ことで、 この 設計者が どの 震の 技術力 あるいは 緻密 さで 設計した かが わかる 場合が あ 
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る。 だが、 得 能と 堀 越との やり取りで 見る 限り、 そうした ことで もな さ そうだった。 

輸 研の 発足 前、 予算 取りの 説明で YS 11 の ごく 概略の 仕様を つくり 上げ卜 こ 匿 産 省 航空機 a 

器 課の 堀江 寛は、 検討 会議な どで 何度か 堀 越と 顔を 合わす 機会が あった。 そのと きの 印象を こ 
う 語った。 

「堀 越さん という 人は、 どうして こんな ことを 質問す るんだ ろうか、 と 思うよう な ことを、 な 
んの 遠慮 もな く ケロッ と 口に される。 また、 非公式な 委員会を つくっ ていろ いろ 意向を 聞いた 
とき、 こと 細かく 根掘り葉掘り 訊かれた 。なぜ、 こんな ことまで 訊く のだろう か、 当然、 知っ 
ている だろうと いう ことまで 訊かれた あと、 机の 引き出しを 開けて、 『そういう けど、 こうい 
う 資料が あります よ』 と デ ー タを 持っ ていっ て 見せたり もした」 

「零戦」 で 絶賛を 浴びた 名 設計者 堀 越に も、 新しく 移り変わる 戦後 十数 年の 時の 流れが あっ 
た 。  : 

もともと、 堀 越は 若い ころから 人と フランク につき 合っ たり、 進んで 自らを 集団に 溶け込ま 
せようと したりす る® ではなかった。 無口で、 一人 静かに 自分の 世界に 閉じこもる ほうで あ 
ったし、 細かい こと もない がしろ にで きない^^ だった。 だから、 YS11 のとき だけ、 細か 
くこ だ わった わけではなかった。 世界 | 軽量で 操縦 性の 高い 戦闘機 「零戦」 がで き 上がった の 
も、 そんな#^ の 堀 越なら ではだった。 

昭和 五 七 年 (一九 八 二 年) 一月 一一 日、 堀 越は 長い 闘病生活の 末に、 七 八 歳の 生涯を 閉じ 
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た。 木 村は 「堀 越 二郎の 生涯」 (「航空 ジャー ナル」 一九 八 二 年 四月 号) と 題す る 追悼 文の 中で 
述べて いる。 

「大学 在学 中、 六十 年 近く もたった 今でも 忘れる ことので きない エ ピソ ー ドが ある。 私は 小さ 
いとき から 飛行機 マニアだった ので、 雑学には 一番く わしい。 それで、 何 かの 機会に、 飛行機 

の «^ |^みのことをフランス語でヴリル(〉犷.1^ - e) という 蕴蓄を 披露した。 とろろが 堀 越 

は 錐なら ドリル (英語、 dr —— ) だろうと いって きかない の だ。 翌日、 堀 越が ニヤ ニヤし 
ながら やって来て、 家で フランス語の 辞* 一日を 引いたら、 やっぱり きみの いう 通り ヴリ ルだった 
と 照れて いた。 堀 越と いう 男は、 たった 一つの 用語で も 納得の いくまで 調べない と 気がす まな 
"の だ。 すごい やつが いる もんだ と 感心した が、 これは 彼が 後年 名 設計者と なる 素質の 一つ だ 
ったので ある」 

こうした エピソ ー ドは 「零戦」 の 開発では こと 欠かない。 だから、 YS11 で 細かい ことに 
こだわった のは、 堀 越の 下で 仕事を した 東條 からすれば、 何も 不思議な ことではなかった。 

木 村は さらに、 この 追悼 文を 次のょうに 締めく くって いる。 

「戦後は Ys-i の 基礎 計画に も 参画した。 しかし 麗の 生涯で、 i 脂の のっ た、 充実し 
た 時期は 七 試 艦 戦の 着手から ゼロ 戦 完成までの おょそ 十 年間ではなかった ろうか。 この 時期 彼 
は 自分の もつ 技術力を 使いつ くして、 九 六 艦 戦、 ゼロ 戦と いう 二 大名 機を 完成 させた。 彼は 技 
術 者と して、 最高の 素質と 環境に めぐまれ、 思う存分 自分の したい 仕事を した」 
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木 村は 昭和 七 年 (一九 三 二 年) から 一七 年 ( 一 九 四 二 年) ごろまでの  一 ◦年間が 堀 越の も 
っと も 充実して いた 時期と 指摘して いるが、 裏を 返せば、 それ 以後、 そして 戦後に 至って 丈、 
地位に も 仕事に もめぐ まれな かった といえる。 

名 機 「零戦」 の 生みの親 として、 戦前 •戦中の 日本の 航空機 技術を 代表す る 技術者と して、 
堀 越は 戦後に なって 世界中から もてはやされる よぅにな った。 ジャ —ナ リズム も 航空 g s 術 の 
大御所と して、 日本の 航空 界を 代表す る 専門家と して、 なにかと 堀 越と 木 村の 二人を 担ぎ b 
し、 寶を 求めた。 し t 、それは、 「零戦」 に対する 外国からの 高い 評価が 日本に も 入っ て 
きた 昭和 二〇 年代 終り ごろに なっての ことで ある。 

堀 越は 生 まじめで、 物事を ないがしろに できず、 周囲の 言葉に も Mg #T には なれない^^ だ 
けに、 航空 禁止の 時代には、 日本の 敗戦の 要因は 批判的に 検証す るジ ャーナ リズムの 中で、 も 
みく ち やにされ た 時期 も あって、 消耗した。 

主任 設計者の 絶対的 権限 

また、 木 村は、 邏が 最高の 雲に めぐまれ ると 同時に、 「環境に めぐまれ」 とも 記して ゝ 
る。 戦前、 航空機 開発では 三菱と 双璧を なした 中島 飛行機は 会社と しては 後発で ある だけに、 
組— 動く より、 個人 プ レー が 目立ち、 臨機応変で 対応は 早い が、 ガサ ガサした ところが あっ 
た それに 比べて 「組織の 三菱」 と 呼ばれる よぅに、 他社と 比べて 三菱の 設計、 生産 体制は 基 


礎が しっかりし ており、 確固たる ものが あった。  、 、 

「零戦」 の 開発 チ ー ム も、 堀 越の 右腕だった ぎ 樹 Ke 年を 始め、 東條 など、 つぶぞろい であっ 
た〇木 村と 同様に、 鳥 養は 「堀 越さん は 三菱の 組織に あって はじめて 活躍し えたと いえる かも 
しれない」 と 示唆に 富む 言葉を もらした。 

一つの まとまりと 特長を もつ た 高#^ の 航空機を 完成させる ために、 一人の 主任 設計者が 果 
たす ル 又 割には 大きい ものが ある。 だが、 それだけで 名 機が でき 上がる わけでは ない。 麗 スタ 
ッフ にも めぐまれ、 つくり 上げる 企業の 一定の 技術水準 や 組織体 制が 備わって いなけれ ばなら 
ない。 

たとえば、 「零戦」 が スタ 1 卜した ときの 設計 チ ー ムは 五つの 班に 分かれ、 三〇人 近し スタ 
ッフを 晒して いた。 YS11 の 場合は、 スタ— 卜 時で セ〇 人 ほどの 陣容で あり、 ピ 1 ク 時には 
各社が 協力して 二 〇〇 人 近くに のぼっ た。 だから、 主任 設計者は ょき 技術者で あると ともに、 
ょき コ ー デ ィネ ー タ ー である 必要 も あった。 

戦前 •戦中の 飛行機 開発は、 少なくとも メ ー カ ー内 では、 強力な 権限を もった 主任 設計者を 
頂 ^ に 分！^ され、 ピラミッド 構造を 成して いた。 主任 設計者で ある 堀 越の 下には 計算 班、 構 
造 班、 動力 艤装 班、 兵 装 艤装 班、 降 雲 置 班が あり、 それぞれに 一人の 班長が いて、 その 下に 
は 三人から 九 人の メンバ— が 配され ていた。  、 

堀 越は 「零戦」 設計 チ ー ムの 設計 方針を いかにして 確立す るかに ついて _ 著 『零戦— その 誕 
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生と 栄光の 記録』 の 中で 語っ ている。 

「設計 作業は、 まず 主任 一人の 頭の 中で 構想が はじまり、 過去の デ ー タを 基礎に、 計算尺を 使 
って、 重量の おおざっぱな 見積りから、 その 重量に 見合った 翼の 面積を 仮定し、 性能の 見通し 
をつ ける。 こうした うえで、 粗い 三面 図を えがく。 つぎに、 各 班の 班長 数人に、 構想と おお ざ 
っばな 目標 数字 や 三面 図を 説明す る。 (中略) 

つぎに、 各 班は、 密接な 連絡を とりながら、 受 もち 各 主要部 分を 図面 化しつつ 掘り さげる。 
その さいに 必要な のが、 明確で 具体的な 設計 方針な ので ある。 

主任は、 その後 も 構想を 練り あげながら、 目標の 重量、#^、 各部 寸 度の 精度を 高め、 新し 
く 浮かぶ アイディア や 外部 情報に よる 修正、 追加を 行なう。 そして、 それらの 修正 や 追加を 各 
班長に すみやかに 伝える。 そのい っぽう では、 各 班長からの 報告 や 提案を 受けて、 それを 検討 
し、 必要が あれば 関係 各 班長を 集めて 協議しながら 決定して いくので ある。 

この 設計 方針に ついて、 私は この ニヶ 月間、 あれこれと 考えつ づけて いた。 この 段階での 作 
業は、 局部に ついては、 ときに 班長に 聞く こと も あるが、 根本的には ほかの 人に 相談したり 頼 
ったり してで きる すじあいの ものでは なく、 いわば ひじよう に 孤独な 仕事であった」 

乱暴に いってし まえば、® 刖 •戦中の 航空機 開発は 絶対的な 権限が 与えられた 主任 設計者の 
独断 的な 決定、 決断に よって 基本 設計が 進められ ていく。 YS11 で いえば、 輸研 時代の 技術 
委員会での 五 人の サム ライで 煮詰めた 基礎 設計 作業の ほとんどを 、「零戦」 では、 主任 設計者 


の 堀 越 一人が 構想し、 計画した ので ある。 それが、 典型的な 戦前の 軍用機の 設計であった。 

ところが、 大規模 化して きた 戦後の 航空機 開発は、 特に YS11 のよう な 寄り合い所帯の 開 
発では かなり 様相が 違って いた。 それ も、 軍用機の ように、 開発すべき 仕様 自体が 軍から 与え 
られ 、それに 沿つ て、 あるいは 晨 として 主任 設計者が 決定して いくのな らば まだし も、 外部 
の ユーザ ー である エアラィンの 希望を 聞き、 将来の 需要 動向 も 見極めながら、 設計者、 メーヵ 
j 自身が 市場調査、 O.R を 行なって 決めて いかなければ ならない。 もはや、 ® 刖 のよう な 主 
任 設計者の やり方では 民間 輸送機の 基本 設計は 決められ ないし、 決まらない ◦開発すべき 航空 
機の#^ は 主任 設計者の 頭の 中と いうより、 開かれた 姿勢で、 市場 動向を 見極めながら、 広く 
エアラィンの 希望 や 要求を 取り入れ、 いかに 反映して、 § を もたせる ものと していく かに あ 

った。 

「自分の したい 仕事を した」 

日航 製の 佃は 「堀 越さん はむしろ i といつ たほうが いいで しよう」 と 印象を 話す。 

若い 世代との コミュニケ ー シ ョンを ほとんど 取る こ ともなく、 自分の 頭の 中で 徹底的に 煮つ 
め、 思考して いく 堀 越の 姿勢は、 航空機 設計の いわゆる スペシャリスト であり、 学者で あっ 
た 。 

1 刖 、戦中の 戦闘機な どの 設計では 籠が 最 優先す る。 それだけに、 堀 越の ように 細かい こ 
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とまで も 見逃さず、 技術の 極限まで もとこ とん 突き つめていく 徹底した スペシャリスト として 
の 技術者が 重要視 された。 

しかし、 堀 越が 輸 研で YS11 に タッ チした ころは、 すでに 五〇代 半ばで あった。 こうした 
スペシャリスト としての 技術者 も、 日本では 三〇 代の 終り ごろ ともなれば、 管理職の 道が 待ち 
受けて いる。 専門技術 者と しては 有能で も、 管理者と して 有能 かどう か、® 的に 向いて いる 
かどう かは 別問題で ある。 とかく、 専門に 徹底した スペシャリスト ほど 個性が 強い。 和を 重ん 
じ、 集団の 協調性を 優先す る 日本の 組織では 必ずしも 評価され ず、 能力が 発揮で きない 場合 も 
多々 ある。 

「組織の 三菱」 と 呼ばれる 企業に あって、 堀 越は 組織の 中枢 ラィンからは はずれ、 技術 顧問 的 
な 性格を 持った 本社の 技術 部 次長 兼 名古屋 航空機 製作所の 技師 長 止まりであった。 名 機 「零 
戦」 を 設計した 技術者と して 世間に 知られ、® 刖 •戦中 日本の 航空 技術を 代表す る 設計者の よ 
うに 扱われた 堀 越で あったが、 戦後の 組織の 中に あっては 必ずしも めぐまれた 地位に あった わ 
けではなかった。 

木 村は さらに 堀 越に ついて 言及して いる。 

「綿密で 粘り こくて 緻密な 男です よ。 ですから、 一つの 方針を とこ とんまで 貫 いちや うんです 
ね。 それで 零戦 も 設計で きたと 思います よ。 (中略) つまりね、 飛行機を 設計す る 場合、 ひと 
つの 占？ (軽量 化と 舵の ききの バランスに もとづく 操縦 性の 良さ) だけを 徹底 追究す ると、 非常 
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に 特徴の ある 飛行機が できる わけです。 妥協 的で ない 堀 越 君 だから、 ああい う 飛行機が できた 
といえるで しようね。 実際、 融通の きかない 男でして ね」 (「読売 新聞」 一九 八 二 年 一〇月 二八 
日付) 

欧米と 比べて、 総合的に 技術水準が 劣って いた 日本の 航空 工業は、 堀 越の ような 並外れてと 
いえる ほどの こだわりと 緻密 さに よって 初めて その ハン ディを 克服し、 名 機と いわれる 日本 独 
特の 「零戦」 を 生み出す ことができ たのだった。 また、 堀 越の ような 技術者が 必要と された の 
だった。 

五 人の サム ラィの 中では 堀 越に やや 近く、 if# 的で も あった 菊 原 も、 日本を 代表す る 二 式 飛 
行艇や 「紫電 改」 を 設計した 技術者と して 高く 評価され た。 戦後は 同じ 新 明 和で 航空機 開発の 
指揮を とって、 防衛庁 向けの 対 潜 哨戒 飛行艇な どの 設計を 指導した が、 必ずしも 管理者、 経営 
者 向きでは なく、 飛行機 設計者と しての 評価 ほどには、 企業での 地位、 権限は ともなわ なかっ 
た 0 

堀 越 や 木 村、 土 井、 菊 原な どは、 全国に ただ 一つ、 東京 帝大 にしかない 航空学 科 (それ も、 
一学 年 七 人) を 卒業した 超 エリ ー トで、 社内では 航空学 科卒の 技師と して 身分 的に も 特別で あ 
る ことを 当然の 前提と して 仕事を していた。 

木 村が 堀 越に ついて 「環境に めぐまれ、 思う存分 自分の したい 仕事を した」 と 述べて いる 言 
葉を 深 読み すれば、 次の ような 意味に も 解釈で きよう。  - 
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要求され る 軍用機の 開発に 当たっ て、 何は さておいても、# のよ い 飛行機を つくれと <i 5£ F 
され、 堀 越は、 身分 的な 上下関係が 厳しかった 伝統的に 三菱の 組織の 中で、 強い 権限を 与えら 
れた 主任 設計者と して 「思う存分 _ 分 のしたい 仕事を した」 ので ある。 

戦後派 技術者との すれ違い 

ところが、 絶対的な 権限を もつ 軍が 崩壊し、 戦後、 民主主義が 強調され る 時代には、 技術者 
は それほど S* 的な 身分では なく、 極論 すれば、 理工 学 ブ—ム を 迎える 大衆化 された 時代の 企 
業の 一 技術者で しか なくなって いた。 

東條 とともに、 新 三菱から やってきた 島 文 雄は 「輸 研での 五 人の サム ラィ や ほかの 人たち 
は、 戦前の 航空機への 郷愁に かられて YS11 を やられた のでし よう。 いっち や 悪い けど、 要 
する に ドンガラ 屋 さんです よね」 とや や 冷めた 調子で 解説した。 

東條の あとを 継いで 日航 製の 技術 部長に なった 島は、 内外から 「赤字 経営 だ」 「売れない Y 
S11」 との 批判を 浴びながら も、 苦労を 重ねて YS11 を 世界へ 売り込んで いった 技術者で 
ある。 

ユ ー ザ ー の 立場に 立った 設計、 販売 や プロダクト サボ ー ト など、 民間 機には 欠かす ことので 
きない 数々 の ソフトウェア や ノウハウの 重要性な どを 痛い ほど 経験 させられた。 彼から 見れ 
ば、 そうした 点に ついて、 五 人の サム ラィは ほとんど 知る こと もなかっ た。 ただ、 いい 飛行機 
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をつ くれば、 という 軍用機 だけを つくって きた 1 刖日 本の 航空 技術者の 限界 性を いやが 上に も 
意識せ ざるを えなかった。 

また、 輸 研のと きから 参加して いた 園 田は、 技術 委員会で カンカン ガク ガクと 議論す る 五 人 
の サム ライを 身近に 見て いたが、 次の ような 印象を 話す。 

「五 人の サム ライは、 1 刖 •戦中に 戦闘機、 軍用機を 一生懸命に やってこられて、 いい 飛行機 
はつく ったが、 結局は 負けて、 責任を 感じて という か、 使 <!羅 が あって、 おれたちが 民間 機を 
残さなければ という 気持ちが あったの じ やないで しよう か。 また、 彼らは 一致して、 飛行機 設 
計の ノウハウを 誰かに 伝えな くち や、 という 気持ちが 強かった と 思います ね」 

戦後派 も、 五 人の サム ライが® 刖の 技術を 若い 世代に 伝えたい とする 思いを もっ ていた こと 
は 十分に 感じ取っ ていた。 しかし、 そのための 具体的な コミュニケ ー シ ョンの 手法を もちえ て 
いなかった。 設計に おいては、 わずかに、 土 井 だけが、 自ら 下りて きて、 若い 世代の 中に 入っ 
ていき、 一緒にな って YS11 の 設計^! をす る ことになる。 

日航 製での 現実は、 園 田を 含め、 戦後 大学を 出た 鳥 養ら の 世代に とって、 五 人の サム ライは 
別の 世界の 存在だった。 

鳥 養は はっ きりいい 切って いる。 

「われわれ 戦後派と 昭和 二年卒 組との 間では、 対話を 通じての 接点 や 技術の 雲は ほとんどな 
かったん じ やない のでし ようか。 YS11 を 引き継いで のちの 数年く らいまでは、 五 人の サム 
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ライが あまりに 偉す ぎました から。 でも、 後では、 いろいろと お世話になり ましたが」 

戦前 •戦中の 日本の 軍用機に っいては 今な お 根強い 人気が ある。 現在の ような、 巨大 化した 
航空機 開発では、 数千 人の 技術者が 動員され、 専門 ごとに 細分 化され、 コン ピュー タを 駆使し 
て システマティックに 開発が 進められ ていく。 そこには、 もはや 技術者 個人の 技術 哲学な どは 
ほとんど 必要と されない かの ようで ある。 

かっては、 少 人数の 技術者が 英知を 絞り、 手づ くり 感覚で ユ ニー クな 飛行機を っくり 出して 
いった。 たとえ 敵機を 撃ち落とし、 人を 殺す ことが 目的で あると しても、 そこには、 人間 個人 
が もつ 可能性の ような ものを 見出す ことができ、 大空を 飛翔す る ロマンに 憧れる 余地が まだ 存 
在して いた。 木 村は 「一人の 人間が 飛行機を つくっ たといえ る 時代は 一九 三〇 年代を もって 終 
つた」 と 述べて いる。 

そんな 時代の 航空機の 延長で 赤 沢ら は 現在を イ メージ し、 また、 かつては 高かった 日本の 航 
空 技術を 強調して 「 1 刖の 航空 S 術を 絶やして はならない」 と 力説し、 YS11 の プロ ジエ 
ク トを 推し 進めた。 国民 も 心情 的に 賛意を 送った。 

そんな 中で、 昭和 一二 の東條 は、 五 人の サム ライと 昭和 一六 ® 竿 あるいは 戦後派と のち 
ょうど 中間 世代になる。 そのため か、 大 先輩で ある 五 人の サム ライには 一定の 敬意を 表しつ 
つ、 戦後派とは 少し 違う ニュアンスで、 やや 突き放す ような 意味を 込めつつ も、 笑みを 浮かべ 
ながら 話した。 
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「航空を 再びと いう 夢を 追う 部分は、 輸 研で ワイ ワイ 騒いだ 人たち に 聞いて もらわな いと、 ぼ 
くには さっぱりわからない」 

「ロジックが 必要 だ」 

ところで、 1 刖 、日本の 航空機 生産の ほとんどが 軍用機 だっ たとは いえ、 その 規模は 突出し 
ており、 ハイテク 産業と しても 他 産業の かなり 先を 走っ ていた。 しかし、 その 先端技術を、 中 
心的な 存在と して 担った これら 五 人の サム ライの 経験が、 ほとんど 戦後派には 受け継がれ なか 
ったので あろう か。 それとも、 ワン クッション おいて、 一〇年 後の 東 條らの 世代を 通して 継承 
された というべき なのか。 

昭和 三 五 年が 明ける と、 いよいよ 日航 製の 細 胴に よる 基本 設計 案に 基づいて 詳細 設計が スタ 
_ — 卜 する ことにな つた。 

東條は 主査、 スタッフを 集め、 YS11 を 設計す るに 当たっ てこう 強調した。 

「設計す るに しろ 何を する にしろ、 必ず ロジックが なきゃい けない。 何 かわからない けど、 他 
の 飛行機が こうな ってい るから、 YS11 もこう やりました とか、 何となくこう やり ましたな 
どと いう 考え方で 設計す る ことが もっ ともい けない」 

もっとも 若かった 園 田は 東條の 意図す ると ころを 次のように 受け止め ていた。 

「YS11 の 設計が スタ ー トした ころは コン ピユ ー タ もありませんで したが、 たとえば、 機体 
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の 荷重は こういう 分布に なって いて、 空気は こう 流れます から、 設計は こうやり ました、 とす 
る 『考え方の ロジック さえ キチ ッと 合っ ていれば いい』 というの が東條 さんの 信念な のです。 

その 意味す ると ころは、 もし、 どこかが 部分的に 間違っ ていて、 トラブルが 起きても、 基本 
のと ころで、 あるいは 全体としての 考え方が 間違っ ていなければ、 おかしい 部分の 小さな 変更 
だけで うまくいく 筈 だとい うこと なのです。 そうした ことを、 東條 さんは 設計の 作業を 通して 
若い みんなに 一生懸命 教え込まれた」 

一見、 理屈っぽく 思える が、 ロジックを 大切に する ことを いつも 部下たち に 要求して いた 東 
條の 設計に 対する 姿勢は、 彼が 大学を 卒業して すぐ、 堀 越の 下に 配属され、 スタ ー トする 「零 
戦」 の 試作 設計のと き、 徹底して 叩き込まれ たこと でも あった。 

東 條輝雄 設計 部長 

世界の 名 機 「零戦」 の 主任 設計者で ある 堀 越の きめ 細かい 設計の 進め 方は、 これまで 書かれ 
た 数々 の 「零戦」 開発 物語で よく 知られて いる。 

機体に 使う 板材が 強度 上 耐えうる もので、 しかも 周辺 部品との 関係で も 問題ない 箇所なら 
ば、 その 部品に プレスで 丸い 穴を あける ことで、 少しで も 軽量 化を 図って、 より 軽い、 より 性 
能を 向上 させた 飛行機を つくり 上げる。 そのためには ー グラムたり ともおろ そかに せず、 徹底 
的に ケ チった のが 「零戦」 であった。 どんな 航空機 設計者の 頭の 中に も 軽量 化の 文字は 叩き込 
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まれて いるが、 中で も 堀 越は 徹底して おり、 三菱 名 古屋の 設計 部で も 抜き出て いた。 

それと 同時に、 堀 越は 設計に おいて ロジックを 重要視し ていた。 東條は 「零戦」 開発 チ ー ム 
の 計算 班で 堀 越から 鍛えられた ころの ことを 次のように 話す。 

「細かい ことまで 一つ ひとつ チヱ ック する 堀 越さん の 下で 仕事す るのは 大変だった でしよう 
と、 よくい われる が、 ある 面では 扱い やすいと いえば 扱い やすいの です。 

なにしろ みんなは 堀 越さん のこと を" 根 掘り 越し、 葉 掘り 越し" と 呼んで いました が、 とに 
かく、 スジは しっかり お聞きになる。 だから、 スジ さえち ゃん と 通っ ていれば いいのです。 こ 
ういう 仮定で、 こういう 式を 使っ てこう 計算した 結果こう なりました。 だから、 この 部分は 一 
ミリの 板 厚で やります。 ともっ ていく 説明の やり方を すると、 堀 越さん は 『よし わかっ た』 と 
くるんで すから」 

三菱 名 古屋の 航空機 設計では 「本庄 (季 郎) 、堀 越」 といわれ、 対照的な 設計者の 例と され 
ていた。 主に 海軍の 大型機を 設計して いた i は 堀 越と 違って、 結論の ほうから 入って いく。 

「どんな 式で どう 計算し たかはろ くに 訊かない。 たとえば 部下が 計算して、 この 板 厚は ー ミリ 
です となると、 その 結論の ほう だけを 聞いて、 そこが ー ミリ、 そんなは ずは ない、 もう 一度 計 
算し 直せと くる。 おれが やった 飛行機で あそこの 板 厚が ー ミリ だが、 ここは ー ミリで いいわけ 
がない といって、 この 飛行機は こうだ、 あの 飛行機は こうだ …… 」 

と 例を 挙げて 設計の おかし さを 指摘す るので ある。 
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新入り の 技術者は 多感で、 しかも、 一日 も 早く 仕事を 覚えよう とする ため、 最初に 配属され 
た 上司の 仕事の やり方、 ものの 考え方に そって 学び、 それを 身に つけて いく。 そのため、 最初 
の 上司から 決定的な 影響を 受けが ちで ある。 東條が ロジックを 重要視して こだわる 姿勢は、 
「零戦」 の 設計 時に 堀 越から 学んだ といえ よう。 

YS11 における 東條の 設計の 進め 方は、 上から 強引に 自分の 考え方を 押しつける ことは し 
なかった。 

だから、 東條を 含む 佃、 得 能ら 班長を 集めての 主査 会議は いつも 長引く のが 常であった。 設 
計 部長で ある 東條が 会議の 冒頭で、 こうすべき であると、 まず 最初に 自身の 方針を しやべ る こ 
ともしな かつた。 

佃は 主査 会議の 様子を 述べて いる。 

「東條 さんは リ ー ダー シップは あるが、 みんなが それぞれ 自分の 目標と する ことを いわせ、 考 
えさす。 そして、 ほぼ 出尽くした 11  5 圖 を ふまえ、 最後に なつて、 『じ や あ、 こうしよう』 とく 
る。 それが 東條 さんの やり方で あり、 人の 使い方の 上手な ところだった のです。 それほど、 嫌 
だっ たという 気は しなかった。 それに、 政治家み たいな 含みの あるい い 方は 決してせ ず、 物事 

について はっき りおっ し やられた」 

鳥 養 も 東條の やり方に ついて 述べる。 

「とにかく、 納得の いくまで みんなで 議論した。 たとえば、 主翼の 強荽 について 何 か 問題が 起 
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こって いると、 $ は 主翼の 課長 や 担当の グル ー プだ けを 呼んで 打ち合わせを やれば いいと い 
える かもしれ ない が、 東條 さんは 他の グル ー プも 知っていなければ ならない といって、 集めて 
議論に 参加 させた。 みんな 忙しく 仕事に 追われて いて、 一見、 時間が もった いないと 思えそう 
なんだ が、 『みんなが 飛行機 全体につ いて 知っていなければ ならな いんだ』 と 強調して いた。 
特に、 『主査と いわれる 人は、 自分が 担当して いる 仕事 以外の 飛行機 全般の ことにつ いても ち 
やん とした 意見を もっ ていな くち やい けない』 と 指導して いた。 

最初から、 こうやり なさい といった ほうが 短い 時間で やれた かも 知れない し、 簡単だった か 
もしれ ない が。 みんなが ？一 論した 最後に、 『ハ ハ ハ …… 、わかった、 みんなそう いってる けど、 
これは こういう ことで、 こうして、 これでい こうや』 と 自らが 結； iS づける こと も あつた」 

「東條 さんの § も あったので しょうが、 当時の 雰囲気と して、 みんなで 知恵を 出し合って 納 
得した 上で 物事を 決めて いこうと するとい う 風潮が あった。 でも、 今から 思えば、 東條 さんは 
意識して やって おられた のか もしれ ません。 日航 製は 寄り合い所帯 だから、 みんなの 意見を 聞 
いたう えで まとめて いかなくて はだめ だと、 そのかわり、 みんなで 決めた ことは 必ず 守らな く 
ち やい けない とする 約束 ごとが あった。 こうした やり方が、 一つの 求心力を もつ たと 思い ま 
す」 

人の 使い方が 上手な 技術者 
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昭和 三〇 年の 入社のと き、 上司が 東條 で、 YS11 や 防衛庁 向け C1 輸送機で も 設計を 担当 
した 池 田昭は 語る。 

「東條 さんは われわれが 計算して いった 過程なん かじっく りと 聞かれる し、 自分で も 考えられ 
る。 ロジックが 合わない と 絶対に OK といわれない。 常務 会を 通す より、 東條 さんを 通す ほう 
が 難しい と、 よく われわれ はいった ものです」 

園 田も述 ベて いる。 

「東 條 さんが 一度 OK といったら、 その後は アン ロー ドで 仕事が できる、 区切りが できる ので 
す。 その 点が いいんで すね。 だから、 みんな、 シン ドイ けど 一生 懸 叩 や るんで すね、 仕事を や 
る 目的が 東條 さんの サインを もらう その 一点に 絞られ るんで す。 

そのかわり、 いったん サインした あとで、 東條 さんから 文句い われる ことは ない のです。 だ 
から、 図面に サインを しても らうと き、 考えられる かぎり あらゆる 質問に 答えられ るよう にこ 
っちは 考えて おくので すが、 それでも 裏を かかれる こと も ありました。 そういう 意味では、 東 
條 さんは 人の 使い方が じつにう まいと 思いました し、 私たちの 実力と か、 日本の 実力まで ち や 
んと 見て やって おられた」 

数年 後に なって、 「すべての 図面に ついて 東條が 自分で 直に 目を通して、 サインし たから Y 
S11 の 設計が 遅れて、 完成 も 遅れた。 そのために あまり 売れなかった」 といった 噂が どこか 
ら ともなく 東條の 耳に 入っ てきた ことがあ った。 このと きは、 さすがの 東 « も、 全員を 集めて 
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の 会合のと き、 次の ような せりふを 吐いた ことがあ った。 

「おい、 みんな、 おれたちの YS11 に対する 見方を、 世間では 違う といっ ている ぞ 。おれた 
ちが これ だけ、 念には 念を 入れて 設計して、 遅らせて やった から、 一八 〇機売 れ たんで、 これ 
を やらないで みろ、 売れる もんか」 

設計が スタ 1 卜して それほど たって いない 時期だった。 細 胴の 空気抵抗の 問題、 それに 従業 
員の 待遇を めぐっ て 徹底的に 議論した ことがあ った。 

このと きのい い 出しっ ベで あった 得 能に 東條は 矛先を 向けて 「得 能 君、 君は どう 思 うんだ 
ね」、 「いや、 私 も わからないで すね」 となった。 

そのほかの メンバー も わからな いし、 名案が 浮かばな いので、 それ 以上は 話が 進まない。 出 
席 者 一同に 沈黙の 時が 流れ、 考え込み、 黙りこくって、 誰も 一言 も 言葉を 発しない。 そんな 時 
間が 一〇 分で も 一一 〇分 でも 続く が、 それでも、 東條は 時間の 無駄を 気にする こ ともなく、 同じ 
ように 黙っ ていて、 部下たち が 考え、 言葉を 発する のを ひたすら 待ち 続けて いるの だった。 

そして、 「佐 治 君、 メシ にしよう か。 みんな 何 か 好きな ものを 取れよ」 と東條 がいい 出す と、 
いよいよ、 会議は いつまで 続く かわから なくなる。 

それでは と 「ナベ 焼きう どんが いい、 カツ丼が いい、 …… 」 となる。 

あるとき など、 白熱した 議論が 延 々と 続いた 後、 東條が 締めく くった。 

「じ や あ、 そろそろ 会議は やめよう か」 
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電車がない ので タ クシ ー を 呼んで 帰る ことにな った。 車が 走り出してから、 国電の 走る 音が 
聞こえた。 東條が 気がついて 「ああ、 まだ 電車が 走っ ている じ やない か」 と 口にした。 

運転手が 「お客さん、 あれは 一番 電車です よ」。 

「ええっ、 そうか」 

「とにかく 日航 製の 時代は 夜 遅くまで よく 会議を した ものです。 東條 さんの 会議は ちよっ とや 
り 出す と、 すぐに 午前 零時を まわっ ていました」 というの が、 部下たち に 共通す る 記憶で あっ 
た。 

園 田は 説明す る。 「東條 さんには、 全力 投球 すれば 必ずい いものが でき るんだ という 信念が 
あった。 今の われわれは 銀行 屋や 経理 屋 さんに さんざん 痛めつ けられて いるので、 そうはい か 
ない のです が。 そうした 信 を もてる の も、 かつては、 軍が# 一^ 第一 主義で 金を ふんだんに 注 
ぎ 込んで やらせた からでし よう。 担当した 技術者は 完成した ときの 喜びが 忘れられな いの かも 
しれません ね」 

徹底して 外国から 学べ 

細 胴 か 太 胴 かで ひと 悶着は あった ものの、 ともかく、 審議会での 承認を 得た ことで、 日航 製 
案の 基礎 設計が 承認され た。 昭和 三 五 年 正月 明け 早々 から、 次の 段階と なる 計画 図を 作成す る 
本格的な 作業が 始まる ことにな つた。 


日航 製に おける 設計 試作の プロセスは、 この 計画 図を 作成した のちに、 詳細 設計、 製造 図を 
326 それぞれ 作成し、 それらに 基づいて 基本 線 図、 治 工具が つくられ、 試作機が 製作され て、 昭和 
三 七 年 三月まで には 初飛行が 行なわれる 順序と なって いた。 

これと 並行して、 昭和 三 五^ a は、 固まった 基礎 設計に 基づく 風洞 試験、 第三 次実大 模型の 
作製と その 審査、 主翼な どの 構造 部分の 強度 試験が 主な^* であった。 

このほか、 大物の 装備 品で ある エンジン、 プロペラ、 燃料 タンク、 空調設備、 といった 各種 
装置 機器の 発注を 受けた 各 専門 メ ー カー でも 設計を 進める ことにな った。 

こうして、 本格 化する YS11 の 試作の ための 昭和 三 五 篇 の 予算と して、 前年の 一二 月 三 
〇日 、七 億五〇 〇〇 万円が 政府から 出資され る ことにな った。 民間 各社が 負担す る 合計 額 六 億 
円を 合わせる と、 昭和 三 五 S は 一三 億 五 〇〇〇 万円で、 これまで にない 巨額であった。 

すでに 大 枠で 内定して いた 試作機の 各社の^* 分担は 正式に 次のょうに 決まった。 

新 三菱 重工は 胴体と 最終 組立を 担当し、 全体の 五 四 •ニ パー セントを 占め、 川 崎 航空機は 主 
翼、 エンジン ナセルで 二 五 •三 パ ー セント、 富士 重工は 尾翼で 一〇 •三 パー セント、 新 明 和は 
後部 胴体、 尾翼 覆いで 四 •七 四 パ ー セン ト、 日本 飛行機は 補助翼、 フラップで 四 •八 九 パー セ 
ント 、昭和 飛行機は ハ ニ カム 構造で 〇 •五 四 パ j セントであった。 

日航 製では、 YS11 の 計画 図を 描いて いくに 当たつ ての 心構えと して、 東條は 班長ら に 次 
のょうに 指示した。 「他の 機種を 徹 JS 的に 調べる こと、 わからない 分野に ついては 外国の 信頼 


できる メ^ — カ ー の 勧告に 従う こと」 であっ 
た。 

日本での 本格的な 民間航空機の 設計は 初 
めて である。 外国からは 技術を もらう こと 
はでき ない にもかかわらず、 限られた 時間 
内で、 しかも 海外に も 輸出で きる ような 製 
品を つくろう とするとき、 取りうる 方法と 
いえば ただ 一つだった。 それは、 現在、 身 
近に ある 外国の 航空機を 徹底的に 調べ あげ 
て、 いいと ころは 取り入れて、 真似て いく 
こと だつ た。 

一見、 消極的で 後ろ向きと 思えそう な 東 
條の 考え方 だが、 航空 工業の 後進国 日本の 
現実を 踏まえ、 身の程を わきまえた、 きわ 
めて 現実的な 選択であった。 戦前の 軍用機 
をつ くって いたと きのよう に 日本 独自の 技 
術 や 規格を 使う 独りよ がりで 進めた ので 
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は、 国際的には 承認され ないし、 共通 性を もたない 設計と なって、 輸出す る ことができ なくな 
るから だ。 

YS11 を 設計す るに 当たって、 日航 製が もっとも 参考と した 外国の 民間 輸送機は、 昭和 三 
四 年から 三 六 年に かけて 全日空が 採用した 英 コン ベア 社の コン ベア 4  4  〇 であり、 そのほかに 
オランダ、 フォ ッカ ー 社の フレンドシップ F 27、 英ビ ッカ ー ス 社の バイ カウン ト 828 、日 
本 航空が 採用して いた 米 ダグラス 社の D  C  6 などであった。 

佃は 述べて いる。 

「全日空は 非常に 応援して くれて、 整備 もさる ことながら、 好意に よって、 外国 機の 各種 資料 
を する ことができ ましたし 、パイロット も 協力して くれた。 日航 製には 技術 資料が 乏し か 
ったので、 これらは 計画 図を 進めて いく 上では 大変 貴重な 資料でした」 

このほか、 防衛庁 向けの 軍用機 も 大いに 参考と された。 佃は 説明す る。 

「われわれの 頭の 中には、 戦前からの 無形の 航空機 技術が 蓄積され ていたで しよぅ。 たとえ 
ば、 YS11 を 設計す るに 当たって、® BB さんが 盛んに 力説して いた 重量 管理の 必要性 や 手順 
など も その 一例で しよぅ。 

でも、 航空 再開と ともに、 ライセンス によって アメリカから 入っ てきた 新 三菱の ノ ー スアメ 
リカ ン製 F86 戦闘機を 始め、 川 崎は ロッキー ド 製 P2V 対 潜 哨戒機、 富士 重工は ビ ー チ •エ 
ア クラフト 製 メンタ 1T34 初等 練習機の 生産が すでに 始まっ ていました。 これらの 図面 や 実 
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際の 生産を 通して、 航空機は どうやっ てつく るの かとい うこと がわれ われに も わかる ょうにな 

った。 

もっ と 具体的に いえば、 三菱を 通して、 F86 を 開発した ノース アメリカン 社の 図面の 描き 
方 や エンジニアリング ォーダ ー ( 技術 指示 書)、 ビル ォブ マテリアル (材料 表) の 書き方、 表 
の 欄の つくり 方な ども 学んだ のです」 

日航 製の 島が まとめた 「YS- 11 の 成果」 と 題す る 報告書が ある ◦その 中にはこう 記され 
ている。 

「当時の 各社の 生産技術は、 三菱 重工は ノ  —ス アメリカン 方式、 川 崎 重工は ロッキー ド 方式、 
そして 富 士 重工は ビーチ 方式と 分かれて おり、 すなわち、 夫々 の 会社が 前述の 米国 航空機 メー 
カ ー との ラィセンス 生産に ょり 習得した ものであって、 組織 も 製作 手順 も 治 工具に 対する 考え 
方 も 各々 特質を もって 若干 異なって おり、 そのために、 各 治 工具の _ 別 分類、 あるいは 呼称 
も 全然 別の ものに なって いた」 

戦前 •戦中の 日本の 航空 技術の 水準は 高かった との 評価 も あるが、 敗戦から 一〇年 以上を 経 
たこの 時期、 日本は 戦前からの 技術を 引き継ぎ、 さらに 発展 させた というので はなく、 進んだ 
アメリカの 技術を 取り入れて 接ぎ木した 新しい 出発であった。 富士 重工の 鳥 養は 「いっさいが 
アメリカ 式で 行われた」 と 述べて いる。 もし、 日本の 戦前からの 技術が 残って いると すれば、 
個人 単位での 知識 や 技能で あり、 経験で しかなかった。 ただし、！^: 的 あるいは 心構えに つい 
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ては® 刖 とつな がつ ていた。 

F 8  6 と  P  2  V 

昭和 三 五 年の 初めに、 新 三菱から 日航 製に 応援に きて、 アメリカの 計算 方式を 持ち込んで 口 
1 ド ダィヤグラム (航空機に かかる 荷重 分布) の 計算を コン ピユ ー タを 使って 行なった 池田昭 
は、 YS11 より 一年 あとから 進めた 三菱 製 小型 ビジネス 機 MU2 の 開発を 担当して いた。 そ 
のとき の 経験から 次のように 語った。 

「私が 入社した 昭和 三〇年 ごろ、 三菱には 技疆携 した ノ ー スア メリ カン 社から F86 の 図面 
や スペック (仕様書 •規格) が 次々 と 届きました。 われわれに とって、 F86 はもう 神様と い 
うか、 とにかく、 導入す る だけで、 それに 追いつかなければ というの がすべ てでした。 図面 
も、 強度 計算の 方式 もそう です し、 この ノース アメリカンの システムを 身に 着ける のに 躍起に 
なつて いました」 

F86 を 担当す る ことを 通して アメリカ 式の 航空^^ 術を 学んだ 池 田は、 その後、 三菱が 独 
自に 開発す る MU2 の 基礎 設計を 始める ことにな った。 

「三菱 名 古屋 航空機 製作所には 1 刖の 航空機の 図面が たくさん 堡吕 されて ありました。 ほかの 
技術者た ちは みんな これらの 図面を ほとんど 見なかった のです が、 全部 見た のはた ぶん 私 くら 
いしかいなかった でしよう。 G4  ( 一式 陸上 攻撃 機) や 堀 越さん の 設計され た A7  ( 艦上 戦闘 


菱 小型 ビジネス 機 MU2 


機 『烈風』) とか 池 田 (研 雨) さんの 設計 
された キ 8  3 遠距離 戦闘機 なんかの 図面が 
すべて ありました。 

M  U  2 は 軽く するとい ぅ 考え方 だっ たの 
で、 特に、 構造の 面では 戦前の 三菱の 航空 
機を 参考に しながら 設計を 進めて、 継承し 
たのです。 でも、 技術の 基本の 流れと して 
は、 システム 的には F  8  6 の やり方で 固め 
ていきました」 

やがて、 完成した MU2 を 堀 越が 目に し 
た。 主翼の 設計を 担当した 池 田は それ ま 

で、 堀 越との コミュニケー シ ョンは なかっ 

たが、 この あと、 手紙を 受け取っ た。 その 
内容は、 堀 越が MU2 を 評価して いるとの 
ことだった。 池 田は 話す。 

「そぅい われて、 改めて MU2 を 見る と、 
なるほど、 『零戦』 に 近いな あと 思い まし 
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た」 

「確かに、 MU2 は 戦前を 継承して いるので すが、 でも、 そうした A7 スタィルは 試作の 二 機 
で 終りました。 何しろ、 安くつ くれる 方法で もない ので、 ィン テグ ラル タンク (主翼 内の 燃料 
タンク) に 変更 するとき に 全面的に 設計変更した のです。 設計変更す るた びに、 アメリカの 方 
式に 近づいて いきました」 

ともあれ、 それぞれの 企業では、 航空 再開に ょって 最初に 導入した 欧米 航空機 企業の 規格 や 
設計、 生産 方式に 倣う 形で これらを 採用して いった。 だから、 YS11 の 計画 図 あるいは 詳細 
図、 製造 図を 描く とき、 こうした 違いを 十分 念頭に 置いて 設計す る ことにな った。 もし、 そう 
はせ ずに、 無理に 一社 あるいは 共通 化した 方式に 統一す ると、 生産す る 段階に なった とき、 各 
社の 工場では、 これまでと 違った 規格 や 工程、 検査 方式で 進めなければ ならず、 現場を 混乱 さ 
せる だけでなく 、効！^ を 妨げる からで あった。 

しかし、 各社に ょる 分担 生産の 方式は、 最終 組立を 担当す る 新 三菱に 巨大な 主翼な どを 持ち 
込まなければ ならず、 設計 段階から、 輸送 S PJ を 考慮した 分割 方式の 設計に して おかなければ 
ならない。 主翼は 大きく 分けて、 前 桁 組立、 s 組立、 上面 パネル 組立、 下 面 パネル 組立の 四 
つの 中間 組立 品の ブロックに して、 最後に 翼の 形状になる ボックス 組立と して、 その後、 前 
縁、 後 縁を 取りつ けて 完成す る 構造と した。 

このほか、 設計す る 上で 役立つ 外国の 技術 資料 も 持ち込まれた。 
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たとえば、 海上自衛隊に 導入され、 川 崎 
航空機での ラィセンス 生産が 決まって いた 
ロッキ ー ド P2V も、 あらゆる 面で 参考に 
なった。 土 井が 奔走して 企業の 枠を 超えて 
便宜を 図っ たからで ある。 YS 


U 


の 関係 

者の ほうが 当の 川 崎の 人間より P2V の 構 

造に ついては 詳しい とまでい われた もの だ 
った。 ただ 同じ ものを つくれば よい ラィ セ 
ンス 生産と 違って、 いかにして このように 
設計され たの かと、 設計者の 立場に 立っ 
て、 基本から 分析 的に 検討して いくから だ 
った。 佃 も 述べて いる。 

「P2 V がま あ 新鋭 機だった といえる でし 
ようから、 この 図面は われわれに とって 大 
いに 役立ちました」 

昭和 三 三年 早々 から、 川 崎では P2 V の 
生産 準備が 始まり、 第一 号 機の 引き渡しは 
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昭和 三 四 年 一二 月からで ぁった。 この間、 ロッキ ー ド 社からは P2 V の 図面 や 技術 資料が 続々 
と 届いて いた。 

そうした ころ、 輸 研が 日航 製に 引き継がれた ことで、 土 井は YS11 の プロジェクトから 身 
を 引き、 川 崎 航空機に 戻っ ていた。 忙しくな ってき た 川 崎での 防衛庁 向けの 仕事を 指導して い 
た 。 

そんな 昭和 三 五 年 一月、 計画 図の 作成に とりかかろう とする 東 條が川 崎に やってきた。 東京 
帝大 航空学 科の 四 年 先輩に 当たる 川 崎 岐阜 工場 技術 部長の 北 野 純を 訪ね、 頼み込ん だの だっ 
た。 

「川 崎は 将来、 主翼を 製造して もらう ことにな つてい ます。 ところが、 おたくの 主翼の 設計 主 
査は 昭和 一九 W 竿で、 日航 製の 主査の 中では もっとも 若くて、 1 刖の 飛行機の ことは ほとんど 
知らない。 このまま 作業を 進めて いくと、 主翼の 設計が 他の 部分に 比べて 遅れる のでは ないか 
と懸 しています。 なんとかして ほしい」 

このと き、 北 野は 川 崎の 顧問でぁった 土 井に 再び 日航 製に 行っても らう ことを 決めた の だっ 
た。 

東條 はの ちに 述べて いる。 

「私ょり 一 〇年も 先輩が 私の 下で 仕事を して くれる という わけです。 ただ、 土 井さん が 主査ぶ 
なった わけでは なく、 主査を つきっきりで 援助 するとい う 立場で したが、 実質的には 全部 采配 
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を ふるって くれた。 どんな 問題に しろ、 最終 決定を おかしい といわれ たことは 一度 もなかっ 
た。 一〇年 も 先輩です から、 嫁いびりを したくなる はずです が、 そういう こと もありませんで 
した」 

佃は 主査 会議のと きの 土 井に ついて 述べて いる。 

「土 井さん はわれ われ 主査と 東條 さんとの 会議のと きに も 出席され た。 並 日 通で 見れば、 土 井 さ 
んは I 〇年も 先輩で 経験 も 豊富な ので、 東條 さん もやり にくい となる でしょう。 でも、 土 井 さ 
ん はそんな 方 じ ゃなくて、 腕組みして じいっ と 聞いて おられた。 

設計のと きで も、 川 崎から きた 主査 や スタッフに 対して 土 井さん がいろい ろ アドバィスを 与 
えていた。 なにしろ、 川 崎から 来た メンバ ー は 素人み たいな 人たち だっ たので、 そうしな いと 
うまく 進んで いかない。 でも、 土 井さん は 他の 班には 口出しし なかった」 

土 井 も 「東條 さんは 私の やつた ことに、 やい やい いいません から」 と 余裕を 見せる。 

土 井は 川 崎が 担当す る 主翼 以外の、 他の 班が 担当す る 部分に ついて、 先輩 風を ふかせ、 む や 
みやたら には 口出しす るょう な ことは しな かつた。 しかし、 豊富な 経験からの アドバィスは 行 
なった。 

フ H— ルセ ィフの 発想 

当時を 振り返りながら、 東條は 指摘す る。 
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「Ys 1 1 を 始めた ころの 日本の 航空機 産業を 取り巻く 条件を 考えて みると、 完全な 空白で ジ 
エッ ト機 時代を 迎えて いたわけ です。 われわれ も 戦中に 『零戦』 などの 航空機の 設計を やって 
いたが、 そのころ は 全部が 軍用機で しかも ピストン エンジンです」 

戦後の ジ H ット 化した 航空機の 技術革新に ともなう 形式 や 取り巻く 諸 条件の 違いだ けで な 
く、 設計者 や 発注 者の 航空機に 対する 捉え 方に ついても、 全く 違って いた。 

「戦前とは 取り組み がまる っきり 違う のです。 軍用機では とにかく、 機体が まともな 姿を して 
いて、#^ が どれ だけで るかと いうの が 設計1 の 中心だった のです。 だから、 エンジンの 故 
障なん ていう のはもう 頭の 外です よ。 エンジンと いうのは 正常に 動いて スピ ー ドは いくら 出る 
か、 航続距離は どうなる のかと いった こと だけが 設計者の もっぱらの 関心だった。 いわゆる、 
_第 一 主義です。 

そんな だから、 飛んで いて 故障が 起こっ たら、 なんとか、 だまし だまし 帰って くれば いい 
と、 どうせ 命を 的に 戦争す るんだ から、 というの がその ころの 設計者の 考え方な のです。 

ところが、 戦後の 民間 輸送機を つくろう とすると、 まず 安全と 信頼性で すから、 そうはい か 
ない。 何を 考える かとい うと、 機体が 全部 まともな ときの# 一^な どより、 あそこが 故障した と 
きは どうなる か、 最悪の 条件のと きどうな の だ、 という ことば かりを 耐空 審査では やらされる 
のです。 軍用機の 設計では、 こうした フエ ー ルセ ィフ (故障が 起きた とき、 バックアップ する 
機能を 持たせて おく 安全対策) の 考え方が 欠落して いたのです」 
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与圧と エアコン 

東條は 航空機の 製造 そのもので、 戦前との 違いを 具体的に 挙げる。 

「たとえば、 今では 旅客機な どで も ごく 当然に なって いる、 機内を 地上と 同じ 気圧に して、 一 
定の 温度に 保つ 与圧 胴体に しなければ いけない というよ うな もので さえ、 1 刖の 日本では、 ど 
の メ^ ~ 力^ — でも やった ことはなかった のです。 

また、 主翼の 前 縁は、 たとえ 氷が 付着しても すぐに 落とせる ようにし なければ ならない。 こ 
んな 要求はなかった のです」 

戦前の 戦闘機 や 爆撃機の 飛行 高度は せいぜいが 六、 七 千 メート ルであった ため、 そんな こと 
は それほど 必要とは しな かった し、 たとえ、 ごくまれに、 高度 一万 メ ー ト ルを 飛ぶ 必要が ある 
場合で も、 それは 限られた 飛行機が せいぜい 一〇 分か 二〇分 程度 飛ぶ のであって、 そのと き搭 
乗員は 酸素 ボンベを 持ち込んで 酸素吸入し、 ぶ 厚い 防寒# を 身に まとっ たので ある。 

ところが、 アメリカの B29 などでは、 すでに 戦時中に、 高度 一万 メ ー ト ル 以上の 成層圏 飛 
行が できる 与圧 室を 備えて いた。 B29 を 迎え撃つ 日本の 戦闘機は 馬力が 低く、 しかも 高高度 
飛行に 必要な 排気 夕— ビン も 満足に できない ため、 一万 メート ルまで 上昇す るのに 四苦八苦し 
た。 ようやく 達した としても、 強い 偏西風に あおられ、 機体は よろよろで スピー ド も 出ず、 お 
まけに、 マィナス 数 i にもなる ため、 そう 長く は 飛び 続ける ことができな ゝ vo 
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しかも、 パィロットは 身動きが 制限され るぶ 厚い 防寒 * と 酸素吸入に 加えて、 寒さに 震えな 
がらの 操縦で、 正確さを 欠く ことにな った。 こうした 不利な 条件を 背負いつつ、 強力な 武装の 
B29 に 立ち向かうべき ベテラン パィロットを 次々 に 失い、 やがては 体当たり 戦法に 頼る よう 

にさえ なって いった。 

B29 の 存在が 明らかになって きた 昭和 一八 年 春 ごろから、 日本軍は これを 迎え撃つ 高高度 
戦闘機を 急遽 設計し、 この 完成に よって B29 の 日本 本土 爆撃を 防ごうと した。 

土 井は、 B29 の 日本 本土 初空 襲の あった 昭和 一九 年 六月に、 これを 迎え撃つ 双発の 複座 高 
高度 戦闘機 キ 102 甲を 完成 させ、 飛行 試験を 行なっ た。 同年 一二 月からは 同じ 目的の キ lo 
2 丙 夜間 戦闘機の 設計を 担当した。 

さらには、 その 当時、 日本には 一機 も 存在し なかった 与圧 室つ きの 高高度 戦闘機 キ 108 の 
試作 も 完成 させた。 しかし、 いずれも、 高高度飛行に 不可欠な 排気 夕 1 ビン 過 給 器 (空気 圧縮 
器) や 与圧 室の トラブルが 相次ぎ、 ついに 満足な 結果を 得る ことができず、 B 29 による 縦横 
無尽の 爆撃を 許す ことと なって しまった。 

土 井は そのころ の 苦心を 述べて いる。 

「B29 の 胴体は 完全に 与圧され ていて、 高度 一万 メー トル 以上 もの 高高度から 日本 本土を 爆 
撃で きる。 しかし、 当時の 日本には、 与圧 室が ついた 戦闘機は 一機 もなかった。 今では 問題に 
ならない こと だが、 その 当時は、 空気 圧縮器 や 空気を 清浄に する 装置な どは 大変 難しく、 てこ 
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ずった。 パィロットの 前面の 風防の 曇り 対策に も 苦心した。 少なくとも 飛行 試験では、 与圧 室 
がまず まず 実用で きそう だとは なった が、 肝心の 排気 夕— ビン 過 給 器が どれもう まくい かな か 
ったので す」 

このように 敗 1 刖の 日本は、 搭乗員が せいぜい 二人の 狭い スぺ ース でしかない 戦闘機の 操縦 
室内を 与圧す る 技術す らもっ ていなかった。 ® 刖の 与圧の 方式は エンジンの 排気ガスを 利用し 
て 回す 排気 夕— ビン 過 給 器に よって 取り入れた 空気を 圧縮して 外気 圧より 高く して 操縦席 内に 
送り込んで やる のであった。 YS11 では 操縦 室は もちろん のこと、 乗員 六〇 名を 乗せる 客室 
もす ベて 与圧に しなければ ならない。 それ も、 1 刖の 日本が 戦闘機な どに 採用して いた 排気 夕 
— ビン 過 給 器とは 別の 方式であった。 

数 ある YS11 の 装備の 中で もっとも 問題が 多く、 苦労した 中の 一つが、 この 与圧 装置を 含 
む 空気 調和 装置で あった。 担当は 若い 園 田が 命じられ たが、 そのと きのこと をこう 振り返っ て 
ぃる。 

「与圧 や エアコン など、 なにしろ、 戦前の 日本で 全く 経験がない、 弱い 部分でした から、 どう 
やれば いいの か、 $ に 誰も 知らない。 東條 さん も、 五 人の サム ラィたち も ほとんど 知らな か 
ったので す」 

園 田が エアコン について 設計し ように も、 訊く 相手が 国内に いないの である。 同僚は 「その 
あたりの ルー ム エアコン でも 買っ てきて、 ボンと 置けば いいん じ やない か」 と 冗談を 飛ばして 
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ぃた。 

「エア サイクル という ものは、 ベー パ ー サイクル とか、 並 日 通の フ レオン (フロン) を 使う とか 
いうのは、 冷 の 原理と 同じで、 それは 比較的 みんな 知っている のです。 でも、 それは 温度 
を コント ロ ー ルす る だけで、 与圧の 1 はもって いないの です」 

「誰も 知らな かった」 

園 田は 調べて いくうち に、 次第に わかって きた。 

エア サイクルを 利用す る ことで、 空気を 膨張 させて 温度を 下げて 冷やし、 しかも 仕事を させ 
る。 そうした 原理を 利用して 与圧し、 しかも 温度 も コント ロー ルす る 考え方が それまでの 日本 
にはなかった のだった。 この システムが 航空機では どのように 実行され ている かは 次の 通り だ 
った。 

まず、 夕— ボ プロップ 機で あれ、 ターボ ジェット機 であれ、 エンジン コンブ レッサー で 圧縮 
された 空気の 一部を バイパスして、 与圧 用に 使う ので あるが、 この 方式 だと、 システム も 簡単 
になる。 

ところが、 YS11 に 搭載され る ダ ー ト lo は 高 気温 下での パワ ー を 一定 限度まで 上げられ 
る 利点は あったが、 夕 1 ボ プロップ エンジンの 中で もや や 旧式の 部類に 属する 遠心 式の シング 
ルス プ j ルタ ー ビンの ため、 この 方式が とれない ので ある。 
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このため、 YS11 では 圧縮した 空気 源を 得る ため、 わざわざ、 エンジンの 力に よって _ 
的に 駆動す る ルー ツ 型と 呼ぶ エアコン プ レッサー を 装着し、 これに 加えて さらに 空気 圧力を 高 
める ための 夕 1 ボ コンブ レッサー を 装着して 役目を 果たす ので ある。 

「恥ずかしながら、 YS11 の 与圧 装置の システムは 主に アメリカの 真似です。 設計 的に 独創 
的な ところは 全くない。 そうする しかな かった のです。 

参考に したのは ロー ルス •ロイス 社の ダー ト エンジンを 使って いる フレンドシップ とか バイ 
カウン トの 飛行機、 それに 当時す ぐ 見る ことができた レシプロ 機の DC6B です。 資料は パン 
フレット くらいは あったが、 それ 以上 詳しい 点は エアラインの 日本航空 や 全日空 なんかに 実 機 
を 見せて もらったり、 ロー ルス •ロイス 社から ダー ト エンジンの インスト レ ー シ ョン マニ ユア 
ルを もらっ たりした 程度でした」 

園 田は こうした 知識の もとに、 各 機種の いいと ころを 寄せ集めて YS11 の 基本 システムを 

設計した ◦  YS11 では、 最大 与圧 圧力 〇 •二 九 キログラム 平方 メ ー トルを かけた とき 客室 内 

の 気圧が 規定 上の 許容 限度で ある 高度 二四〇 〇メー トル 相当になる ように 設計され ており、 こ 

のとき の 飛行 高度は 六〇 〇〇メ ー トルで あり、 これが 最高 上昇限度 である。 温度 調整 範囲は 一 
八 度から 二 四 度であった。 

園 田は 述べる。 

「上の 人 も 含めて、 誰も 知らなかった ので、 特に 口出ししたり、 批判した りする 人が いなかっ 
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たので、 自分の 思う とおりに できて、 設計は 楽と いえば 楽だった」 

東條が 口を出す とすれば、 せいぜいが 重量の こと だけで 「こんなに 重い システムは やり直し 
だ」 といわれ たことは あった。 

これに 対して 園 田は、 「フレンド シップが このく らいの システムで このく らいの 重量です か 
ら、 YS11 はこの 程度の 重量になる のは 仕方がない のです」 といっ たいい 方だった。 

輸研 時代に 園 田は 土 井の もとに あって、 機体 全体に 占める 各 装置 機器の 重量の 割合が どのく 
らいかを、 各 外国の 機種 ごとに 克明に 調べ 上げ、 YS11 では どうすべき かの 目安を つけて い 
た 0 

ところで、 原理 や システムは 理解で き、 どの 程度の 容量の 装置 機器を 導入 すれば いい かも ほ 
ぼ わかっ たが、 さて、 日本で 設計し、 つくって くれる ところが あるかと いうと、 これが 全く ゼ 
口であった。 

国内に 空調 装置を つくれる メ ー ヵー がない ため、 発注は 技術提携 している 島津 製作所を 通し 
て 米 エア リサ ー チ 社に なされた。 しかし、 初めての システムが すべてう まく いくはず はな かっ 
た。 園 田は 話す。 

「苦労して ケ ー ススタ ディと か フェ ー ルセ イフ アナリシスを やった わけではなかった ものです 
から、 動き 出したら あっち こっちで 不具合が 出て きて、 この 後は 苦労し ました」 

もっとも 大きな 問題は、 エアラインからの 「エアコンディショニング がょく 利かない」 とい 
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う 苦情であった。 特に、 夏季の 冷房 能力が 不足して いると 訴えて きた。 そもそもの 原因は、 エ 
アリサー チ 社が 十分で あると した 乗客 定員に 対する 空調 装置の 能力が 不足 気味であった ため 
で、 問題が 起きても、 対策を とる 余裕が 少なくて 苦労 させられた。 

細かい ことでは、 こんな ことがあった。 初期の 段階では 与圧 空気が 機体の 天井 部から 入って 
くるよう になっ ていた。 ところが、 温度 差から その 空気 出口に どうしても 水滴が たまり、 ぽた 
ぼた 落ちて くるの だった。 機能 上 や 安全 上は 何も 問題ない が、 客の 頭 や 通路が 濡れたり する の 
はまず いこと である。 このため、 吹き出し 口を 改良したり、 ド レン (排出 孔) を 追 * P したりし 
て 解決した。 

こうした、 細かい 設計 的な 配慮が 軍用機と 民間 機の 違いでも あった。 

このほか、 エアラィンに 納入され てから、 「脚 や フラップ (高揚 力 装置) の 上げ下げ のとき 
や 空調の クー リング ファンの 音が 大きい」 との クレ ー ムが 出て きた。 もともと、 的に 動か 
すの だから、 ある 程度は 音が 出ても しようがな いの だが、 客が 不 快感を 覚えない、 我慢で きる 
限度を 超えて いた。 

原因は これらを 駆動す る 油圧 システムの 設計が 古かった ためで、 ドンドン という 油圧 ポンプ 
の 脈動 音が 客室の 床下から 響いて くるの だった。 少しで も 音を 小さく する ように 装置を 改良し 
たり、 防音 材を 入れたり したが、 それでも、 根本 対策では ないた め、 今でも、 YS11 に 乗る 
と 騒音が やや 気になる。 中距離 機で あり、 せいぜい 一時間 程度し か 乗らない ので、 勘弁しても 
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ら つてい ると いう。 

こうした、 誰もが わかる 不具合は まだし も、 中には、 上司に 相談しても わからない システム 
的な 問題 も かなり あった。 だから、 園 田は 島津 製作所が ラィセンス 契約を 結んで いる アメリヵ 
の エア リサー チ 社に 問い 合せて 情報を もらっ たりし、 あるいは、 何度も 羽田に 通っ て、 エア ラ 
ィンに 頭を 下げ、 外国 機を 見せても らい、 どうな ってい るかを 参考に して、 改造す るし かな か 

った。 

羽田 飛行場を 見渡せば、 目に 入る 輸送機は すべて 外国 機 ばかりで、 国産 機は もちろん 一機 も 
なかっ た。 その 度に 園 田は 「こんなと き、 日本で 開発した 飛行機がなければ、 経験がなければ 
と つくづく 思いました」 と 話す。 

ところで、 東條は 戦前 •戦中の 軍用機と YS11 の 設計は 「まるっきり 違う」 と 強調す る 
が、 それでは、 I 刖 •戦中の 航空 技術は 全く 受け継がれて いないの だろう か。 

得 能 も 佃 も 口を揃えてこう 述べて いる。 

「YS11 を 設計す るに 当たっ て、 1 刖 からの 技術が 生きて いたのは 空 力と 構造で しょう。 こ 
の 二つは 日本の 固有の 技術で 設計され、 生産され たといえ るで しょう」 

確かに、 空 力の 基礎 理論が 急に 変わる はずは なく、 また® も 含めて 胴体 や 翼の 構造 も それ 
ほど 急激に 進歩す る ものではなかった。 
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後れて いた 電子 機器 

輸研 時代に、 やはり 土 井の 下で 主に 舵を 担当した 磯崎 弘毅も 説明す る。 

「安定 操縦 性 (舵) を やれと いわれて、 まず、 さまざまな 機種を 調べた のです。 たとえば 舵 面 
(水平 •垂直 尾翼、 主翼の 上 反 角、 フラップ) の 大きさを、 この 統計的な 手法で 調べて 決める 
のです。 その あと 模型を つくって 風洞を やって みて デー タを 取る のです。 

これらの デー タは 航空 雑誌の 『フラィト』 やその ほかの 外国の 雑誌な どから 見つけて きまし 
た。 

舵 面の 大きさに ついて デ— 夕が 見つからない ものは、 『ジ エーン 年鑑』 (世界で もっとも 権威 
の ある ィギリスの ジ ヱーン 社が 発行して いる 航空機 や 艦船な どの 性能 や 主な 仕様を 記した 写真 
入りの 年鑑) に 載っ ていた 簡単な 外観 図を 拡大して、 物差で 測って 出して いきました。 そんな 
に 立派な ことは やりませんで したが、 それでも、 大まかな ところは わかりました」 

空調設備 だけでなく、 ほかに も 未経験な 設計 ノウハウが 数多く あり、 とまどった。 その 中の 
一つに 電子 機器 装置が あった。 それは、 戦後の 欧米 先進国では、 もっとも 目覚ましい 進歩を 遂 
げ ており、 日本が もっとも 後れて いた 分野だった。 

これらの 設計 担当は 第 六 班で、 主査は 佃で、 電気の 担当は 二^* 夫であった。 二 木は 土 井に 
連れられ、 輸 研の 時代から きていた が、 そのと き 電気 関係の 技術者は 彼と 梅 本の 二人で あっ 
た。 梅 本は 1 刖 からの 技術者と して 豊富な 経験を もっ ていた。 
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操縦席の コックピット 内に 所 狭し と 配置され る 電子 機器 装 
置、 通信 航法 装置、 計器 類、 さらに 補助 動力 装置な どは どこの 
メー ヵー のどん な 種類を 選べば いいの か。 さらには、 限られた 
スぺ ー スの コックピット 内に、 こうした 計器 類を どう 配置 すれ 
ば、 パィロットに とって もっとも 操作 性が ょく、 飛行 中の 負担 
を 軽く する ことができる のか Q 

なにしろ 戦時中は 機銃の 装備し か 手がけな かった 佃、 それに 
二 木に とっては 初めての ことで あり、 経験がない だけに、 見当 
がつ かない。 外国 機を 見て、 大 枠のと ころは 真似れば いいの だ 
が、 そっく り 同じと いう わけでは ない。 そもそもは、 なぜ、 こ 
のょうに 計器を 配置し なければ ならない のかと する 根拠が わか 
って いないので、 Ysl 1 独自の 計器 類の 場合は どう 配置す ベ 
きかで 迷っ てし まった。 

一般的に 双発機の 計器 盤の 配列は、 もっとも 注視す る 頻度が 
高く、 しかも、 緊急 性 も 要する エンジン 関係の 監視 計器 類が*^ にきて、 前方 左右に 飛行 計器 
類が くる。 

そのほかの 細かい ところに なると、 佃は 自分の 頭で 考えても こればかりは さっぱり 名案が 浮 
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かんで こない。 「実際に 操縦して いる パイロットの 知恵を 借りよう」 と、 自衛隊で エン ジニ 
ア •パイロットを している 大学 時代の 同窓生を 引っ張っ てきた。 それだけで なく、 「各 エア ラ 
インの ハイ ロットに も 見て もらって、 意見を 出しても らい、 それらを 総合して つくり 上げよ 
う」 という ことにな った。 一応は 輸 研の 案が できて いたので、 それを 見せた。 

「これ じ や、 パイロットが やりに くくて しようがない。 ラダ！ ト リム •ハンドル (方向舵の 
ゼロ 点 調整つ まみ) は 素早く 一気に 回さなくて はならない から、 ハンドルを 起こして ガーッ と 
回せる ように しないと いけない。 これと 反対に、 エレべ一 夕！ トリム •ホイル (昇降舵の ゼ 
口 点 調整) は 細かい 微調整が 必要な ので、 ホイルの 直径を 大きく して 少しずつ 回せる ようにし 
て おく 必要が ある。 配置 も、 同じと きに 使う 計器 同士は 近い 位置に すべき だ」 

パイロットの 立場から 計器の 目的、 用途から くる 操作の 仕方を 教えても らうと、 なるほどと 
思う ことば かりで、 佃は 担当 責任者ながら、 そんな イロ ハ も 知らない 自分を 恥じる のみ だっ 
た。 

設計す る 上では、 こうした 操作 性 や 技術的な ことば かりでは なく、 ほかに も 厄介な 問題が 多 
く あった。 

参考に できる、 コン ベア 440、 バイ カウント 828 、フレンドシップ F27 などの 外国の 
実 機を じかに 見る ことができた とはいえ、 これらは すでに 就航して おり、 設計され たのは 四、 
五 年 以上 も 前の ことで ある。 これから 設計す る YS11 が 就航す る 四、 五 年後を 念頭に 置く 
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と、 これらの 外国 機の 装置を 採用した のでは、 最新の ものから それ こそ 一〇年 近く も 古くな っ 
てし まう。 

これらの 電子 機器 装置に どんな ものを 選ぶ かにつ いても、 すでに 輸 研が 一応の 計画案を つく 

っていた ◦昭和 三 三年 度から 輸 研に 参画した 日本の 電機 メ ー カ - 東京 芝 浦 電気、 三菱 電 

機、 日本 電気、 東京 計器 製造所、 島津 製作所を 使っ て、 どんな 籠で、 どんな 種類の 装置 機器 
を YS11 に 搭載すべき か、 それぞれ 分担して 検討し、 すでに 案が できて いた。 

佃が 設計を スター トさせよ うとした とき、 東條に 呼ばれた。 

「YS11 に 積む 無線機 器な どの 航法 電子 装置 や 通信 電子 装置に ついては、 輸 研の ころから 国 
内の 電気 メ ー カ ー と タイアップしながら いろいろ やって きている。 彼らは 当然、 自分たち が 開 
発する ものと 思い込んで いる。 でも、 試作機には、 その あたりの エアラインで 広く 一般的に 使 
われて いるものを 積みなさい。 国内 メ ー カ ー で 作った ものじゃなくて、 あくまで 輸入品で やり 
なさい」 

突然、 東條 からそう いい 渡された 佃は 面食らった。 「輸 研の 計画案 どおりに 設計を 進めれば 
いい ものと 思い込ん でいた」 からだった。 東條は 続けて 方針を 伝えた。 

「この 後の 量産 段階で、 もし 国産す る 場合は、 その エアラインで 一番 使われて いる 電子 機器 装 
置と® 的に も 電気 的に も 百 パ ー セント 互換性の ある ものにする 必要が ある ◦とにかく、 コネ 
クタ 1 と ® り 付け 部品と が 合えば いい。 寸法は いくら 小さくても、 目方は いくら 軽くても 構わ 
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ない。 

とにかく、 百 パ ー セント 互換性の ある もので なければ ならない。 君たち が やる ことは、 どの 
無線機を 積んだら い いかだけ を 検討しなさい。 メ ー カー には それと 互換性の ある ものを つくら 
せれば いい」 

太 胴から 細 胴への 変更な どは あった ものの、 YS11 の ほかの 部分では、 原則として 輸 研の 
構 相 心を 引き継ぐ 考え方で あつたし、 できるかぎり 国産品を 使う ことを 原則としていた。 ところ 
が、 電子 機器 装置に ついて 東條 がいい 渡した 方針は 全く 違って いた。 

日本 初の 国産 輸送機を 開発す るの だと、 官庁 や 部品 メ  — カー などの 周りは 意気込ん でいた 
が、 すべてを 引き受けて 進める 責任者の 東條は 冷めた 技術 屋の 目で 日本の 実力と 国際的な 評価 
を 頭に 置きながら 進めようと していた。 

佃は 技術 部長で ある 東條の 指示した とおりに 進める ことにし たが、 正直な ところは 十分に 意 
味を 理解し かねて、 「そんな もの かな あ」 と 首をかしげ ていた。 ところが、 YS11 が 完成し、 
いざ エアラィンからの 注文に 応じて やり取りを 始める 段に なって、 ようやく 東條 のい つた 意味 
が 理解で きた。 

「東 條 さんの 読みは、 試作機の 試験飛行の 最中、 日本が 経験の ない 無線機の トラブルで、 もし 
スケ ジユー ルが 遅れで もしよう ものなら 大変 だ、 と 読んで いたのです。 実際に、 あとから、 そ 
ういう ことが 起こり ましたが」 
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無線機 や 航法 装置な どは、 エアラインの パイロットが 直接 使ぅ ところで あり、 高い 信頼性が 
要求され る。 その上、 これまで 慣れて いる 外国 機の 装置と 違っ ている と、 パイロット や 管制官 
になに かと 無用の 不安を 呼び起こす ことに もなる。  ぉ— のる  5 皇 
そぅはい っても、 輸 研の 当初の 基 ¥ 針と して、 電子 小委員会の 岡 田 実 あるいは 佐 貫 亦 男ら 
にょって、 YS11 の 主な 電子 装置 機器は すでに、 日本 電気、 三菱 電機、 東芝の 三 社で つくる 
ことが 決まっ ている ので、 一応は 担当を 割り振る ことにな った。 

一番 重要な V H F  (超短波 送受信 機)、 ADF  (自動方向探知機)、 VOR  (超短波 全 方向 式 
無線 標識) は、 通 1115^ 器を 専門と する 日本 電気が 受注す る ことにな った。 

日本 電気な どでは、 日米の 相互 運用 性を 基本と する 防衛庁 機の 場合には 外国 メ 1 
センスを 結んで 輸入品と 寸分たがわず つくる ことを 要求され ていた。 その 点、 YS11 では、 
初めて 自社 開発の 国産品が 搭載で きる と あって、 日本 電気は 大いに 張り切り、 この 機会と ばか 
J、 与 寺、 宅 犮 D 或に 羞 して ハ ト」 スリ ー エスタ イプの トランジスタ 化された 最新式の 受信機 


カ ー と ライ 


の 開発を 強く 要望した 


主要 機器は 輸入品で 

この 背景には、 YS11 を 契機に、 国 および 業界と して 日本の 電子 機器の 開発 技術を 向上 さ 
せよぅと、 電子 工業 振興 計画の 一環と して 採択され たため、 日航 製の 一存では 決められない 制 
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約が あった。 YS11 は 商業べー スで 、価格競争の 厳しい 国際市場に 乗り込んで いかなければ 
ならない が、 その 一方では、 相 矛盾して いると もい える、 国内の 各 専門 メー カー の 育成と 振興 
を 図る 将来を にらんだ 役割 も坦 わされて いた。 

そんなは ざまに 置かれつ つも、 日航 製は きわめて 慎重で、 電機 メー カー が 望む 案を 受け入れ 
なかった。 

たとえ 保守的と いわれよ うが、 技術的には 安全 策を とり、 信頼性を 第一と して、 すでに 広く 
使われて 実績の ある 真空管 式の 在来 型を 採用す る ことと した。 電機 メ ー カー はしかた なく、 そ 
の 方針に 沿って 開発す る ことにした。 

旧式とは いえ、 初めての ため、 電機 メ ー カー は 苦労して 装置 機器を 開発した。 実際に YS1 
1 にも 積んで 飛行 試験 も 行なって 実用化に こぎ 着けた。 

しかし、 それでも なお、 実際は 「一番 大切な 無線機な どは すべて 輸入品に なりました。 電機 
メ ー カ ー には 今でも 気の毒な ことを したと いう 思いを もっ てます が、 しようが なかっ たので 
す。 そのころ の 日本の 実情では」 と 佃は 話す。 

輸入品の 採用は、 先の 通信 および 航法 装置の ほかに も、 補助 動力 装置、 フラィト レコー ダ 
—、 ボィス レコ ー ダ ー、 オ ートパィロット(自動飛行制御裝置)、厶丁0トランスポンダ(航 
空 交通 管制 用 自動 応答 装置) 他の 主な 装置 機器だった。 

「日本 電気の 通信 •航法 装置の 国産品は、 量産に なった とき、 值段 がいくら になる かは 知り ま 
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せんが、 品物 そのものは 技術的に $ は 使える ものに なって いたし、 使える はずなん です が、 
エアラインは 自分たち が 日ごろ 使っ ている ものを 指定して きました。 信頼性の ない 日本の もの 
を わざわざ 使って リスクを 増やす 必要は ない として、 はなから 相手に しなかった のです」 

たとえ、 同じ_ あるいは それ以上の 装置が でき 上がった としても、 航空機の 場合 大切な の 
はこれ までの 豊富な 実績から くる 信頼性で あり、 ア フタ j サ ー ビスが 行き届く かであった。 結 
局、 国産品を 使って もらっ たのは 日本の 航空 局 だけだった。 同じ 官庁で も、 防衛庁は 民間とは 
違った 独自の 周波数を 使って いるた め、 問題外で、 採用され なかった。 

電子 装置 あるいは 電気機器で 国産品が 採用され たといえば、 東芝が つくった 機内の インタ ー 
フォンと、 一部の ユ ー ザ ー では ウェザ ー レー ダ ー が、 それに 三菱 電機の アンテナく らい だっ 
た〇 インタ 1 フォンを 例に とれば、 これに 使う 低周波 アンプの 構造は 単純 だし、 インタ ー フォ 
ンは {元 成 品を ただ 買っ てきて 取りつ ければ いいだけ のこと で、 こんな 程度の ものし か、 国産 さ 
れ なかった ので ある。 

たとえば、 国産の ウェ ザー レ ー ダ ー などは 次の ょうな 実情だった。  はせ •か！ 
「完成し ましたので 実際に 搭載して 飛んで みて 下さい」 といわれ 、パイロットの 長 谷川 栄 三は 
操縦桿を 握った が 「インテンシティ (彩度) が 小さくて、 ブラウン管に 映って いるんだ かどう 
かわからない ほど 画面が 暗い のです」 という。 

仴ら かに 技術水準の 氐 さからく る ものだった。 ボリ ユ ー ムを 上げても 出て こない。 「それ じ 
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ゃ、 フ ー ドを 付けて 周囲を 暗く すれば インテンシティの コント ラス トが はっき りして 見える か 
もしれ ない」 と 東芝の 技術者は 提案して きた。 

早速そう する ことにな り、 しばらくして つくっ てきた フ ー ドを 取り付け、 長 谷川は 顔を 突っ 
込む ようにして 画面を のぞく と、 何 か、 ボ ー ッと 映っ ている ようだった。 「見えない ことは な 
いが、 まさか 飛行 中に パイロットが 首を 突っ 込んで じいっ と 見る のかね、 船 じゃある まいし」 
と あきれ 返っ てし まった。 

その後、 ブラウン管を 何度も 改良して、 ようやく 見える ようには なった が、 結局は 採用され 
なかった。 担当 責任者の 佃は、 国内の メー カ— が 一生懸命 国産品を 開発して いるのを 横目で 見 
ながら、 完成しても、 ほとんど 使われないだろう ことが わかっ ていた だけに、 いつも 後ろめ た 
さが あった。 でも、 YS11 が 完成して みると、 東條 がいった 通りに なって、 さすがに 技術 部 
長は 先を 読んで いたと 改めて 感心した の だが、 世界の 航空 技術は さらに 先を 進んで いた。 

YS11 がユ ー ザー に 納入され る 昭和 三〇 年代 末 ごろに なると、 エアラインは 最新式の ト ラ 
ンジ スタ 化された スリ ー エスタ イプの 受® の 搭載を 要求して きたので ある。 YS11 で 採用 
した 装置 機器は、 設計から 四 年後の このと きには すでに 旧式に なって おり、 エアラインの 要求 
に応じて、 変更せ ざるを えなかった。 日航 製の 電子 関係の アド バイ ザー である 東大 航 研の 岡 田 
実 や®® 屋 である 東條 もこ こまで 先は 読み切れ なかっ たし、 当時の 日本の 実力から して、 リス 
クを 冒して まで トランジスタ タイプには 踏み® れ なかっ たので ある。 
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これが、 戦後 初の 民間航空機の 日本の 現実で あり、 航空機に 搭載され る 国内 メ ー カ ー の 電子 
機器に 対する 国際的 評価で も あった。 

このように、 日本 初の 民間 輸送機に 対する 設計の 基§ 針は、 日航 製が 細 胴を 選択した こと 
に 見られる ように、 野心 的な 世界の 最新 鋭を 狙う ものではなかった。 東條の 言葉を 借りれば、 
身の程を わきまえて、 とにかく 「信頼性と 安全性の ある、 まともに 飛ぶ 飛行機を まずつ くる こ 
と」 が 第一であった。 

I 〇〇〇 枚の 計画 図面 

こうして、 YS11 の 設計® は、 技術的に やや 安全 策を とった こと も あって、 それほど 大 
きな 問題が 起こる こ ともなく、 各 班と も 当初、 想像して いたより はるかに 順調に 進んで いっ 
た。 

昭和 三 五 年初め より 各 班で 次々 と 描かれて いった 九 六 八 枚に 上る 計画 図面は 半年 後 ころから 
出 図され ていき、 各部を 担当す る 各メー カー に 渡されて いった。 エ 期の 長い もの、 たとえば、 
主翼の 骨組みに 使う 大物の 押し出し 型材 など、 発注 可能な ものから 順々 に 材料、 治 工具の 手 
配、 部品 製作が 始まって いった。 

しかし、 計画 図面を $ 的に 出 図して いかなければ ならない この 時期、 各社から 出向して き 
た 約六〇 人の 日航 製の 設計 技術者 だけでは とても 手が足りなかった。 このため、 さらに 各社 か 
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ら 応援に きて もらった 出向 者を 加えて、 九〇 人に 増やした が、 それでも 人数は 足りなかった。 
なにしろ、 あとから 見れば、 試作す るた めの 製造 図面の 数は 一年 余の 間に 五三 〇〇 枚に およん 
だからで ある。 

標準 仕様の 量産 機の 製造 図面 一式は 約 一万 二 〇〇〇 枚 (A  4 判 換算で 一〇万 枚) に 上った。 
このままでは 図面の 出 図が 遅れる のは 目に 見えて いた。 このため、 一枚の 図面に いくつもの 部 

品を まとめた 状態で 描くな どの 苦肉の策 もとられた。 

ちなみに、 丫811の設計に動員されたピーク時の人 
数は 日航 製、 機体 六 社 合わせて 二〇〇 人に 上り、 当時の 
機体 六 社の 設計 技術者 約 一二 〇〇 人の 六 分の 一 ほどで あ 
った。 また その 当時の アメリカでは、 YS11 程度の 飛 
行 機の 開発には 倍に 当たる 約 四 〇〇人 ほどを 投入して い 
た。 

こぅして 約 一 〇〇〇 枚の 計画 図面を、 この 年の 秋 ごろ 
までに ほぼ 描き 終えた。 この 後、 日航 製の 技術者た ちの 
多くは 各メー カー に 戻り、 彼らは 製造 図面を 描き チヱ ッ 
クし 、社内の 人間を 指導した りした。 

そんな、 メー カー と 日航 製を 往復した この ころの こと 
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を 塩 原 竹 治は 振り返る。 

「土曜日の 午後を 除いて 日曜日 も 出勤した。 毎日 残業は 九 時、 一〇 時く らいまでは 普通 だっ 
た。 計画 図面を 描きながら 製造 図面 も チェックして いくのです。 

新 三菱で 計画 図面が 描き 上がる と、 急いで 名古屋 から 夜行 列車に 乗って 東京に 帰って きて、 
翌日、 東條 さんに 一枚 一枚、 納得の いくまで チェックして もらっ て、 サィンを もらう。 だか 
らヽ 名古屋 にきて いて、 図面が 仕上がらな いと * M に なかなか 帰れない のです。 あるとき、 大 
晦日の 前日まで やって いて、 同僚と 話した のです。 『大掃除の 後、 東條 さんの 前で ひっくり返 
ろうか』」 

東條は 計画 図、 技術 スペックの すべてに 自分で 目を通して チェックし ていた。 だから、 各 班 
から 集中 的に 提出され てく ると きには、 東條は その 図面を 抱えて 送り迎えの 自動車に 乗り込 
み、 夜 遅く 帰宅した。 翌朝に 出勤した とき、 図面には サィンが されて いた。 

ケチケ チ 作戦 

航空機の 開発は、 一般の 産業 用 製品の 場合と 比べ、 治 工具 費が 巨額になる ことで 知られて お 
り、 全体の 開発 費に 占める 割合 も 大きい。 航空機は 霧で あるた め、 加工 や 組立の 際に 治 工具 
を 数多く 使う ことで、 精度を 確保す るので ある。 

ところが、 YS11 の 試作 予算は 欧米 機に 比べて 数 分の 一の 少額であった。 与えられた 予算 
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の 範囲 内に なんとか 収める ため、 日航 製 独特の 考え方で 臨んだ。 これ また 苦肉の策 であり、 か 
えって 手間は 食う の だが、 少ない 予算で やりくりし なければ ならない 日航 製なら ではの ケチケ 
チ 作戦であった。 

それは、 わかりやすく いえば、 手間暇 かける ことで、 治 工具を つくらなくても 問題な く 生産 

や 組立が できる ような 工夫を する ので ある。 YS11 では、 できるだけ 金が かからな いように 

する ため、 とりあえずは、 木材 や プラスチック 材で 試作 専用の 治 工具を つくったり、 多目的に 

利用で きる ように 汎用 性を もたせる などして 費用の 発生を できる 限り 少なく する 工夫を した。 

ところが、 アメリカ 方式に 倣った 三菱の F86、 川 崎の T33 などでは、 未熟 練 労働者で 

も、 懇切 丁寧に 書かれた マニュアル や オペ レー ショ ンシー ト (作業 指導 表) を 読めば、 問題な 

く 加工、 組立が できる ような フ ー ル プルー フ 方式で、 至れり尽くせりの 量産 治 工具に なって い 
た 。  、 

それは、 日本の 航空 技術が いかに 後れて いたかを 示して いたし、 もっとも 苦手と していた こ 
とで も あった。 日本は 「量産 技術、 品質管理 技術に おいて 戦争に 負けた」 といわれ ていた。 量 
産 技術、 品質管理 技術は、 戦後 十数 年が たった 昭和 三〇 年代 半ば ごろに 至っても、 まだ 育って 
おらず、 アメリカ 方式の 全面的 採用であった。 

さらに いえば、 水準の 低い 日本の 航空機 メーカ ー の 技術を 防衛庁 や ラィセンス 先で ある アメ 
リカの 航空機 メ ー カー が 全く 信用して おらず、 米 製品と そつく り 同じに つくる ことは もちろ〜 / V 
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のこと、 生産の 仕方 も、 工作® も 治 工具 も、 品質管理の やり方 も、 すべて 同じに すべきで あ 
るとの 方針で 臨んだ 結果であった。 

「二 機の 試作機 だけで 終る だろう」 

それにもう 一つ、 大っ ぴらに 口には 出せない ものの、 次の ような 理由が あった。 鳥 養は 富士 
重工から 日航 製に 出向 するとき のこと を 述べて いる。 上司の 内 藤 子 生 技術 部長が 鳥 養に 対し 
て、 念を 押す ようにこう いいわたし ていた。 

「YS11 は 二 機の 試作機 だけで 終って しまう かもしれ ない。 だから、 治 工具な どは 試作機 だ 
けで 終っても 構わない ように 設計を 考えろ。 なるべく、 新たな 設備投資 とか 治 工具がなくても 
つくれる ようにし ろ。 たとえ、 YS11 全体が どうで あれ、 富士 重工が 担当す る 尾翼に ついて 
は、 大きな® 加工と か、 嗤 « 設蓆 を ^ 要と する ような ものは できるだけ 避ける ような 設計を 

心がけよ」 

もちろん、 この 背景には、 すでに 生産が 始まって いた、 富士 重工の 主製品で ある T1 だけで 
設備が 目 いっぱい という 事情 も あったが、 それだけではなかった。 富士 重工と 同じように、 Y 
S11 の 開発に 参加した 各社 首脳の 頭の 中に、 「どうせ、 YS11 は 試作 だけにな るか、 それ 
ともわず かな 生産 機 数で 終る 可能性が かなり 高い」 との 見方が あるから だった。 

そんな 実情だった から、 鳥 養は 担当して いた 尾翼の 計画 図面を 描いて いる 途中で、 どんな 機 
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械を 使って 加工す るか、 組立は どうす るかな どを 打ち^ 3 わせる ため、 上司の 5 と富士 重工 宇 
都宮 製作所 生産技術 部へ 相談し に 行った。 

ところが、 そこへ 内 藤 部長が 現われて、 「T1 の 生産で 追われて いるの だから、 YS11 な 
ん かもち 込んで、 邪魔して もらつ ち や 困る。 この 設計は なんだ。 こんな ものを つくら しちや、 
機械が 間に合わなくなる」 と 取りつ く 島 もな く、 さっさと 追い返され たのだった。 

出向 元の 上司から そう きっぱり いわれて しまえば、 得 能には 返す 言葉が なく、 頭に きている 
鳥 養を なだめ、 引き下がる ことにした。 日航 製に 戻っ てきた 得 能は 東條に 「内 * さんに 追い 反 j 
されて きました。 どうし ましよう か」 といき さつを 報： y 口した。 

すると、 東條は 「どれどれ、 じ や、 おれが 見て やる。 うん うん …… 、この やり方なら、 悪 
く はないけ どな あ。 よしよ し、 わかった、 ム r 度、 おまえが 叱られたら、 内 藤 君に おれから 話し 
て やろう」。 

東條は 東京 帝大 航空学 科で 同窓の 内 藤とは 親しい 仲だった。 5 K HB は 当時を 振り返りながら 話 
す。 

「私は わりに、 内 藤さん には かわいがられた ほうなん だが、 その 当時の YS11 に対する 姿勢 
は 企業に よっては こうした 面が 結構 あったの です」 

どこの 企業 も、 確実に 利益が 保証され ている 防衛庁の 仕事を 優先す るのは 無 S もなかっ V こ。 
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ないない 尽くしの 基本 材料 

ところで、 航空機 生産が まだ 緒に ついた ばかりの 日本では、 治 工具 だけでなく、 もっとも 基 
本と なる 材料で も 苦労が 多かった。 

設計 時の 基 妾 針は、 できるかぎり 国産され ている 眞で 間に合わせる ことと した。 たとえ 
ば、 機体の 主 原料と して ふんだんに 使ぅ アルミ 合金 材は アメリカ 連邦 規格 (フエ デラ ル •スぺ 
ック) が 使われ、 そのほかの 金 料は 米軍 規格 (ミル スペック) が 主に 使われて いる。 これ 
らは 、日本の 標準で ある JIS 規格には ない 確認 試験 や 品質 要求 事項が いくつ も あって、 ワン 
ランク 品質が 高い ので ある。 

国産を原則とした ¥ 311では、 1 刖から航空機の0分野に力を入れていた住友軽金属、 
古河 アルミ、 神 戸 製鋼が 名乗りを 上げ、 国産 化の 熱意を 示して いた。 しかし、 先の 米国 規格で 
すでに ? 86や丁3  3の生産を始めているとはいぅものの、まだ始まったば力りで経験は 
きわめて 浅い。 

それだけに、 つくれる 材料の 板 厚 や 形状な どの サイズの 種類が 限られて いた。 使われる 量 も 
アメリカ などと 比べて 一桁 以上 も 少ない ので、 日本で わざわざつ くると なると、 輸入品に 比べ 
て かなり 割 一 咼 になる ことが 当然 予想され た。 

このため、 主たる サイズの アルミ 入口 金 板は アメリカの アルコア 社が、 一方、 長さ 一〇メ  j 卜 
レに もなる 主翼の 押し出し 型材は アメリカの カイ ザ ー 社が それぞれ 受注す る ことと なった。 ま 
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た、 少し 特殊な 材料 や サイズに なると、 これ また 輸入に 頼らざる をえなかった。 YS11 が 国 
産 機と 銘 ぅっては いるものの、 首根っこ になる：^: においては かなりの ものが 輸入に 頼らざる 
をえなかった。 

材料 や 小物 部品 だけでなく、 主要な 機能 部品で も、 当時の 日本 メー カー の 技術力から して、 
経験の 浅い もの、 さらには 経験がなくて、 国内 調達で きない ものが あった。 

最 重要 装備の エンジンは 英 ロー ルス •ロイス 社 製、 プロペラは 英 ダウティ •ロー トル 社 製、 
ランデ ィング ギアは 米 グッドイヤ ー;^ などの 例は 最 たる もので、 日本には メー カー すら 存ヂ土 
していな いといっ てよ かった。 

このほか、 前面 風防 ガラスは 米 セラ シン 社、 テンション レギユ レー タ— (張力 調整 装置) は 
米 パ シフ ィッ クサ イエン ティ フィック 社、 防氷ヒ ー タ— は 米ジヱ ニット ロー ト ル 社が、 前述し 
た 電子 機器 装置、 いわゆる ウヱザ ー レ ー ダー、 HF送受®、 V HF送受¢®なども米コリン 
ズ 社、 米 ベンディックス 社な どであった。 

計画 図面に 基づいて 製造 図面が 各社で 描かれ はじめた 昭和 三 五 年 八月 上旬、 日航 製は 第三 次 

実大 模型 (モックアップ) を 日本 飛行機 杉 田 工場で 完成 させ、 同月 一一 日に 報道陣に 公開し 
た 。 

第三 次は それまでの 第一 次、 第二次の 審査で 出された 改造 点を 盛り込んだ 最終 モックアップ 
であった。 第三 次の 特徴は ロー ルス •ロイス 社から 送られて きた ダー ト エンジンを 装着して い 
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る ことで、 空気 調和 装置 も 胴体 内に 収められ ていた。 

各社で 製造 図面が 次々 と 描かれて いった 昭和 三 五 年 半ばから、 試作 第一 号 機が 完成す る 昭和 
三 七 年 半ばまでの 二 年間、 日航 製の 事務所は ガランと していた。 設計者た ちの 多くは 出身 企業 
に 帰り、 担当す る 部分の 図面 作成、 試作に 追われる 毎日だった からだ。 

各 担当 企業には « 刖 •戦中に 航空機を 生産した ことの ある^^、 熟練者が 残っ ていて、 製 
作は 比較的 ス ムーズ に 進んで いったが、 それより むしろ、 日航 製の 設計者の ほうが 未熟 練で あ 
った。 なにしろ、 図面 もろく に 描いた こと もない、 大学を 出て まもない 新人が かなりい たから 
だ。 

東條の 下に あって、 主査の 中で リ—ダ ー 的 存在だった 島は 実情を 述べる。 

「並 愚、 航空機の 設計と いえば、 ベテランから ある 程度 経験した もの、 そして 新人 も 加わって 
やって いくので しようが、 日航 製では 違う のです。 全く 知らない、 大学 出た ての 人間 ばかりが 
多くて、 彼らの 教育 も 兼ねながら 実際の YS11 の 設計を やらして いた。 いわば 〇 JT  (才 
ン •ザ •ジョブ •トレ ー ニン グ H 実際の 仕事を 通して 教育す る やり方) です。 だから、 最初の 
うちは どうしても 時間が かかります」 

各 工場では、 治 工具を 製作す る 段階で、 すでに アッセン ブリ 1 シ ー ク エンス •チャ ー トと 
呼ばれる 各 ユニット や 部品 ごとに 組立 順序を 定めて 図表が つくられ ていた。 この チャ ー トに 沿 
って、 争 ハ 段階で 必要になる 治 工具、 部品から 順々 に 手配され、 手抜かりがない ように 
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つくっ ていく。 

こうした 手順は 1 刖 •戦中と 共通す るが、 具体的には、 F 86、 T 33 などの ラィセンス 生 
産で 習得した 方式で 行なわれ、 比較的 順調に 進んで いった。 だが、 特殊な 加工を 必要と する も 
の、 たとえば、 一 〇メー ト ル も ある 主翼の 主 桁を 加工す るス パー ミルと 呼ぶ 桁 フラィス盤は 日 
本に たった 二 台し かなく、 | 台が 新 三菱、 もう 一台が 富士 重工で あった。 それだけに、 防衛庁 
機の 生産の 合間に 割り込ませなければ ならず、 前述の ょうに 5K 05 が 自社に 帰って、 YS11 の 
加工 方法に ついて 相談に 行った とき、 追い返された りする こと も あった。 

各種 試験の 実施 

こうした 各社での 部品の 製作、 完成と 並行して、 各種の 試験が 行なわれ ていった。 

基礎 デー タを 得る ための 風洞 試験は 輸研 時代から 引き続き 行なわれて いたが、 さらに、 主翼 
や 尾翼な どの 設計が 決まって いくに したがって、 六 分力 (風洞 試験 用の 模型には たらく 六っの 
方向の 力)、 三 蛇 ヒンジ モ— メント (三 蛇の 翼 面に 働く 空気 力に ょって 生じる、 蝶番を 支点と し 
た 回転 力)、 安定性、 風圧 分布、 フラックー (共振)、 着水な どの 試験が 行なわれた。 

また、 試作機が 完成し、 飛行 試験を 実施す る 前段 階に 確認して おくべき 各種の 強度 試験 や予 
備試験 も あった。 実際の 使用 状態を シミ ュ レ— 卜させ、 実 機を 部分的に 組み立てた 状態で 試験 
する ことで、 設計の 目標が 達成され ている かどう かを 確認す るので ある。 
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これまでに 経験して いない 特殊な 工作 •生産 方法を 確認す るた めの 試験は、 それぞれの 部品 
を 担当す るメ ー カ ー で 行なわれた。 

飛行 試験 前までに 行なわれた 主翼、 尾翼、 胴体な どの 三 四 項目に わたる 部分 静 強度 試験 (荷 
重、 破壊 試験)、 部分 疲労 強度 試験が、 昭和 三 六 年 一二 月から 順次、 各メ ー カ ー で 行なわれて 
いつた。 さらには 装置 機器に 関する システム 機能 確認の ための ベンチ 試験な ども あつた。 

これらの 試験は 各社、 あるいは 国の 研究 機関な どで 手分けして 行なわれた。 

試作機は 四 機 製作され たが、 そのぅち、 〇一号 機は 全 機 (完成 機) 静 強度 試験に、 〇二号 機 
は 全 機 疲労 強度 試験に、 一、 二 号 機は 飛行 試験に 使われる ことにな つていた。 

昭和 三 七 年 二月 九日から、 全機静 強度 試験が 三菱 名 古屋で 行なわれる 一方、 並行して、 七月 
初旬からは 疲労 強度 試験が 航 技研 (航空 技術 研究所) で 始められる ことにな つた。 

試験の 対象 品は (1) 主翼 (川 崎)、 (2) 胴体 (新 三菱)、 (3) 尾翼 (富 土)、 補助翼 (日 
本 飛行機) の 三つに 大きく 分けられ、 主翼と 胴体は、 六月 初めから 末に かけて、 それぞれの 製 
作を 担当した メ ー カ ー から 東京 調 布の 飛行場 近くに ある 航 技研 調 布 飛行場 分室に 持ち込まれ 
た。 

すでに、 航 技研には 川 崎の 土 井 や 園 田ら が 設計、 製作した 疲労 試験 装置が 備えられて いた。 

試験を 実施す る航 技研は 昭和 二 七 年の 航空 再開を 受けて、 昭和 三〇年 七月 一一 日、 航空 技術 
の 研究を 目指す 国の 機関と して 発足した。 設立から 六、 七 年し かたつて いない この ころの 航技 
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研は 輸研や 日航 製と 同じように 予算は 少なく、 その 当時、 機体^* 二部 長だった 石 田 誠は こう 
述べて いる。 

「新設す る 設備の ほとんどは 日本で 初めての もので あり、 入所した ばかりの 若い 研究員の 開発 
に当たっての 苦労は 並大抵ではなかった。 (中略) 

諸 設備と 並行して、 それを 収容す る 実験 庁舎の 建設、 付帯 工事が 進められ、 完成して 息つ く 
間もなく YS 関係 等の 試験が 始まる という 慌ただしい 初期の 数年で したが、 新ら しい 設備で 航 
空 機の 開発に 役立っ デ— 夕が 初めて 得られた ときの 充実 感は 担当され た 諸君には 忘れ 難い こと 
と 思います」 (『航空宇宙技術研究所 2  0 年 史』) 

今で こそ 航 技研は 所員が 四 四〇人 余、 年間 予算は 一〇〇 億円を 超えて おり、 YS11 の 疲労 
試験の のちには、 垂直 響 陸 機 (VTOL) 用 リフト ジェットエンジン JRlooや N A R7 
型 ロケット、 「飛鳥」 の 開発、 宇宙 航空機 スぺ ースプ レー ン などの 研究が 続く が、 この ころ 
(昭和 三 七 年) の 年間 予算は たった 一七 億円 余で しかなかった。 

上層 部に ほんの ひと 握りの 1 刖 •戦中の 航空 技術者、 研究者が おり、 そのほかは 日航 製と 同 
じく、 戦後 大学を 卒業した 若い 研究者で 占められ ていた。 航 技研と しては、 人件費に 予算の 多 
くが 食われながら も、 少ない 額で なんとか やりくりし ていた。 YS11 の 開発を 契機に して、 
試験 設備を 充実させる だけでなく、 若い 研究者に とって 初めての、 航空機の 研究ら しい 研究を 
経験 させようと、 上層 部 も 張り 釘っ ていた。 
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本格的な 疲労 強度 試験 

それでは、 これから 始めよう とする 疲労 強度 試験とは どんな もの か。 金*^ などに 加える 
荷重を 次第に 大きく していっ たと き、 耐えられ なくなっ て 破壊を 起こす 限度が あるが、 そのと 
きの 材料の 強度を 静的 破壊 強度と いう。 

ところが、 このと きよりは るかに 低い t 何 重で ある にもかかわらず、 上下 あるいは 左右に 繰り 
返して かけ 続ける と、 金属は 破壊して しまう。 この 現象を 疲労 破壊と いい、 また、 このと きの 
材料の 強度を 疲労 強度と いう。 疲労 強度は、 かかる 荷重の 大きさに よって 破壊に 至る までの 回 
数が 違って くる。 もちろん、 航空機に 使われて いる アルミ 合金 や 鋼鉄に も 疲労 破壊が ある。 

疲労 試験の 考え方を 主翼を 例に とって 説明す ると、 次のようになる。 航空機は ワン フライト 
にお" て、 陸のと き や 旋回な どの 操 蛇を するとき、 あるいは 突風を 受けたり して 繰り返し 
の 荷重が かかる。 YS11 の 使われ 方から、 ワン フライ トを 一時間と したと き、 この間に、 た 
とえば、 主翼に かかる さまざまな 種類の 荷重が それぞれ 何回 かかる かを 想定し、 これらを 組み 
合わせ、 ワン サイクル とする。  • 

この 荷重の サイクルを 疲労 試験 装置を 使って、 実際の 完成 機の 主翼に 長時間に わたり 繰り返 
し 荷重を かける ことで、 実際に 飛行した 状態に シ ミュレ ー トさせ、 このと き、 亀裂 や 破壊が ど 
のく らいの 時 B で 起こっ てく るかを 見き わめる ので ある。 
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® 刖 •戦中の 日本では、 航空機に ついて 先の 全機静 強度 試験を 行なって いたが、 これほど 大 
きな 与圧 室 や ィン テグ ラル タンクを もつ 機体の 本格的な 疲労 試験は YS11 が 初めてで あっ 
た。 東條は 述べて いる。 

「それまで 全然 経験がない ので、 試験を やって いく 途中で 新しい 問題が 次々 と 起こった」 
それでは、 戦時中の 航空機は どうだった のか、 土 井は 説明す る。 

「戦時中の 戦闘機 なんかは 実際の 稼動 時間が 少なくて 一〇〇 時間に もなら ない 程度だった ので 
す。 比較的 長い 時間 飛ばす 大型 爆撃機で も 数百 時間でした。 そんな 程度の 飛行時間 だから、 戦 
前の 日本では 疲労 強度と いう ことがあ まり 問題に ならな かった のです」 

でも、 「戦前に 疲労 試験が 全く 問題に ならなかった という わけで もない のです」 と 東 條は指 
摘す る。 

昭和 一〇 年代に 入って 住友 金属が 開発した 画期的な i と 呼ばれた ESD  (超々 ジュラ ルミ 

ン) を 採用 するとき、 疲労 破壊の 問題が 起こった。 ESD は 欧米の： を 上回る 高 強度 材料で 

あると 強調され たが、 疲労 強度に 弱い ことが 陸軍の 九 七 式 重爆撃機の 事故で 明らかになって き 
た 0 

「九 七では、 ESD の パィプを 使った ので、 その 結合 部が 問題で、 一応は 疲労 試験を したが、 
それでも、 YS11 と 比べられない ほど 短い 時間で 亀裂が 発生した。 でも それは、 YS11 と 
は 問題 自体が、 思想 自体が 違って いた | という。 
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しかし、 航空機の 先進国で ある 欧米では、 第二次世界大戦 以前から すでに、 長期 間 使われる 
輸送機に ついては、 その 主要 構造 部分の 疲労 強度が 問題と なって いた。 

終戦に なって、 軍用機が 大量に 余って、 今度は 輸送機に 転用され て 使われる ようになった。 
稼動 時間が 長くな ってく るに したがい、 力の かかる 主要 構造 部分に、 疲労に ともなう 亀裂 やし 
わが しばしば 発見され るよう になっ て、 研究課題 として 取り上げられる ようにな った。 中に 
は、 空中分解 する 大事 故 も 起こっ て、 疲労 強度の 問題が 大きく クロ ーズ アップされ るよう にな 

ってき た。 

戦後、 欧米では、 疲労に 関する 実験 あるいは 理論的な 研究が さかんに 進められ てきた。 航空 
機を 設計す る 場合には、 実際に かかる 荷重の 数倍の 静的 荷重を かける 試験とは 別に、 長時間に 
わたって 荷重が かかっても 壊れない 疲労 強度を 考慮した 使用 時間 (耐用年数) を 設定す る セィ 
フ •ラィフと いう 規定が つくられた。 

一定の 飛行時間 ごとに 行なわれる 定期 点検では 確認が 難しい 機体 内部の 主要 構造 部材 につい 
ては、 疲労 試験に よって その 安全性と 寿命を 保証し なければ ならない という 規定で ある。 

また、 オ ー バ ー ホ ー ルな どの 定期 点検 修理の 直後に 発生した 亀裂な どの 欠陥が 次の 点検まで 
に 急速に 発展した としても、 飛行の 安全には 支障を きたさな いとする フヱ ー ルセ ィフ 性を 疲労 
試験に よって 証明し なければ ならない ので ある。 航空機に おいて、 どの 程度の 試験を すれば、 
疲労 強度の 確認が 十分で あるかを 決める 基準は、 新しい § の 事故が 発生す るた びに、 より 厳 
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しくな つてき た。 


最新 銳機 「コメット」 の 墜落 


それは ともあれ、 YS 


U  1± 


の 設計を 始め 


ヅ 

メ 

n 


る 七 年 前の 一九 五 二 年 五月、 世界 初の ジヱ 
ット 輸送機、 英 デハビ ランド 社 製 コメット 
が ロンドン— ヨハネスブルク 間の 路線に 就 
航 した。 

「ジェット機 時代の 到来」 と 世界が 注目 
し、 マスコミで もさかん に 取り上げられ、 

以後、 二 年間、 コメットは 世界 唯一の ジェ 
ット 輸送機と して 君臨した。 今から 見れ 
ば、 乗客 数は 三 六 名と 少なく、 航続距離は 
約三〇 〇〇キ ロメ j ト ルで しかなかった。 
ジ ヱッ ト 輸送機と はいえ、 レシプロ 機と 比 
ベて 経済性は 高く はなかった。 しかし、 高 
度 一万 メ ー ト ル 以上の 成層圏を 時速 七四〇 


37° 


キ ロメ ー トルの 高速で 飛行す る態此 と 快適 性は、 新しい 時代の 到来を 約束す る ものであった。 

イギリスは ジェットエンジンを 世界で もっとも 早く 開発し、 飛行 させた 航空機 先進国で ある 
と 自認し、 しかも、 航空機 大国 アメリカに 先駆けて ジェット 輸送機を 就航 させた ことで 鼻高々 
であった。 激しい競争に しのぎを 削る 世界の エアラインから デ ハピ ランド 社へ 注文が 舞い込 
み、 新しい ジェット 輸送機では コメットの 独走が 続く かに 見えた。 

ところが、 就航から 一年 八 力 月 後の 一九 五 四 年 一月 一〇 日、 シン ガボ ー ルから ロンドンに 向 
かっていた Bo Ac  (現 BA 英国航空) の コメット 量産 一号 機が 地中海の ェルバ島 上空を 飛行 
中に 謎の 空中 爆発を 起こして 胴体が 二つに 折れ、 海上に 落下して 乗員 乗客 全員が 死亡した。 

最新 技術を 結集した 将来の 花形 ジェット 輸送機の 大事 故 だけに、 衝撃は 大き かった。 ただち 
に、 事故 調査は 行なわれ たが、 これと いった 原因が つかめない まま、 三月 二三 日から 運航を 再 
開した。 ところが、 その 半月 後の 四月 八日に、 コメット 1 型 八 号 機が ロー マの チャンピ ーノ空 
港を 離陸した のちに f 心を 絶った。 捜索の 結果、 ナポリ 南東の 沖で 機体の 破片と 遺体が 発見 さ 
れ た。 

航空機 先進国を 強調し、 主要な 輸出 産業に 育てよぅと 強力な 後押しを していた イギリス 政府 
および デハビ ランド 社は 事故を 重大視し、 コメットの 運航を 中止 させて、 徹底的な 事故原因の 
究明を する ことにな った。 こぅして 四 年 半の 間、 コメットの 運航は 中止され る ことにな った。 

さまざまな 角度からの 解明と、 実 機を 使った 大 がかり な 疲労 強度 試験を 実施す る ことで、 よ 
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うやく その 原因が 明らかになっ てきた。 ジェット 輸送機は 高度 一万 メー トル もの 高空を 飛行す 
るた め、 機内は 高度 二 四 〇〇メ ー ト ル 相当の 気圧に 与圧され ている。 飛行機が 上昇す るに した 
がい、 高空の 外気 圧は 次第に 低くなる ので、 機体 全体は 外に 向かって 膨張し ようとす るので、 
その 分の 荷重が かかっ ている ことになる。 高度を 下げた ときは この 逆で ある。 

この 荷重の 繰り返しが、 飛行機の 上昇 および 下降の たびに、 胴体の 外 板に 加わり、 やがて、 

亀裂を 生じさせ、 爆発に 至っ たと 推定され た。 なにし 
ろ、 爆発を 起こした 二 機の 繰り返し 荷重 (応力) の サィ 
クルは 九〇〇 回から 一二 九〇 回の 間であった。 

この 推測を 実証す るた め、 コメットの 実 機を 大型の 水 
槽に 沈めて、 気圧の 代わりに 胴体 内に 水を 押し込んで 水 
圧を かけ、 繰り返し 荷重を かける 大 がかり な 実験を 開始 
する ことにな った。 飛行 状態と 同じ 空気 圧で 実験す る 
と、 爆発の 際に 周囲に 飛散して 危険が 及ぶ からだった。 

実験を 繰り返す うち、 胴体 外 板の 窓の 切り 欠き 部分 か 
ら 亀裂が 発生し、 次第に 発展して、 やがては 胴体が 破 断 
する ことが 実証され たので ある。 事故の 原因は 気圧 変化 
に ともなう 繰り返し 荷重に よる 疲労 破壊で ある ことが 明 
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ら かにされ たのだった。 

これ 以後、 航空機を 設計 するとき には、 疲労 強度 試験の 荷重の 値 や 繰り返しの 回数が 明確に 
定められ、 試験が 義務づけられる ようにな ったので ある。 さらには、 フヱ ー ルセ ィフと 呼ばれ 
る、 一つの 種類の 荷重を 複数の 部 材で負 担す る ことで、 もし 一つの 部材が 破損しても、 他が 荷 
重を 受け もち、 決定的な 事故へ とは 至らない 設計に する ようにな ったので ある。 

運航を 停止して 原因を 究明し、 さらに 大幅な 改造を 行った コメット 4 型 六〇人 乗りは 一九 五 
八 年 一〇月 四日、 BOAC の ロンドンー ニユ ー ョーク 間の 大西洋横断 路線で 再 登場した。 

巳707と 0 08の登場 

このわず か 三 週間 後に、 アメリカの ボー ィング 社が フェ ー ルセ ィフ 、疲労 強度 試験の 考え方 
も 取り入れて 、ジェット 輸送機 B 707 を 同じ 大西洋 路線の ニユ ー ョ ー ク— パリ 問に 就航 させ 
た。 

コメットは 中型 中距離 輸送機であった が、 B 707 は 大型の 一一 〇人 乗りで、 経済性が 高 
く、 たちまち にして 注文を 独占す るよう になっ た。 

レシプロ 機と 違い、 ジ エツ ト 輸送機は 膨大な 燃料を 消費 するとと もに、 高速 化 や 成層圏 飛行 
などに ともなう 技術的 飛躍、 機体の 高級 化から 必然的に 運行 費の 増大を 招く。 それを カバ ー す 
るた めには 搭載 量 (座席 数) を 増やす 必要が ある。 コメットは 世界 初の ジェット 輸送機を 開発 
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した 点で 技術的には 画期的な 機であった が、 旅客 者 数に おいては、 第二次世界大戦 前の DC3 
の 代替 機で しかな く、 商品と しては かわりばえ はしなかった。 

一九 五 九 年 九月 一八 日、 ボー イング 社に 負け じと ばかり、 今度は、 輸送機の 名門 企業 ダグ ラ 
ス社も ジェット 輸送機 DC8 を 就航 させた。 世界で 最初に ジェット 輸送機を 登場 させた デ ハピ 
ランド 社では あったが、 爆発 事故で もたつ いている 間に、 ボ ー イング、 ダグラスの 米 二 社から 
完全に 後れを とる ことにな った。 事故に よって 信用を 大きく 失墜 させ、 エアラインが 発注を 控 
えたた め、 やがて コメットは 歴史の 舞台から その 名が 消え去る ことになる。 

I 刖 •戦中の B17、 B29、 さらには 戦後の B47 や B52 といった 大型 ジェット 爆撃機 
で 経験 豊富な ボー イング 社は さらに、 一九 六〇 年代 半ばには B727 も 登場 させ、 以後、 ジャ 
ンボ ジェット B747 など、 ボ ー イング シリ ー ズを 次々 と 開発して、 世界の 民間 輸送機 市場を 
独走す る ことになるの である。 

コメットの 例は、 人の 命を 預かり、 何より 安全性、 信頼性が 要求され る 航空機の 世界なら で 
はの 悲劇で あり、 いち 早く 先進 技術を 導入し よぅとす る 先駆者が 負わなければ ならない リスク 

であり、 宿 八 叩で も あった。 

耐用 時間に ついての 激しい 議論 

ともあれ、 YS11 の 設計は 昭和 三 四 年 (一九 五 九 年) から 始めて おり、 コメットの 教訓は 
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取り入れられ、 フエ ー ルセ ィフ 、疲労 強度 試験 も 取り入れられ ていた。 だが、 コメットの 原因 
解明から まだ 間 もない うえ、 日本 独自の 経験 も 全く もち 合わせて いないだけ に、 疲労 強度に 関 
する 文献、 試験 デ^  — 夕は 少なく、 東條 がいうよう に、 わからな いこと、 新しい 問題が 次々 に 起 
こって、 日航 製の 設計者た ちを 悩ませた。 

また、 試験を めぐっ ては、 日航 製と、 基準を 決める 航 技研 および 運輸省 航空 局との 間で 激し 
い 論議が あった。 

当初、 YS11 の 稼動 (使用) 年数は 一〇 年く らいで あろうと 見込んで いた。 今もって 飛び 
続け、 三〇年 近く も 使い 続けて いる YS11 の 現在から 振り返る と、 見込み違い もい いところ 
なの だが、 その 当時は、 「航空機の 進歩が 急速な ので、 夕 1 ボ プロップ 式の 中型 輸送機が 使わ 
れ るのは せいぜい 一〇年 程度では ないか」 と 土 井ら 輸 研の 技術 委員会は 推定して いた。 

そうすると、 YS11 の 一日の 飛行時間は 長くて 八 時間から 一〇 時間、 年間では 三 〇〇〇 時 
間と なる。 稼動 年数を 一〇年 とすると、 合計 三 万 時間で ある。 

これを もって YS11 の 疲労 強度を 決める § 時間、 耐用 時間と 設定した ので ある。 ちなみ 
に、 現在の 大型 輸送機の 耐用 時間は 平均 六 万 時間、 二〇 年間で ある。 

しかし、 実際に 設計 するとき は、 使用 材料に 欠陥が あったり、 工作の 不良が あったり して、 
機体に よって 寿命に バラ ツキが あるので 余裕を 見て おく 必要が ある。 疲労 試験を して 一番 早く 
壊れる ものと 一番 長く もつ ものとの 比率を 「ス キヤ タ 1 ファクタ 1」 といい、 これを いくつに 
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取る かが 大きな 問題だった。 

欧米で つくられた 輸送機の 実 機 疲労 強度 試験では、 耐用 時間の 二倍の 時間 もてば よいと さ 
れ 、ス キヤ タ— ファクタ— は 二 (この 時の 対数 寿命の 標準偏差は bH 〇 •一二) であった。 こ 
れ に対して 航空 輸送機の 日本の 監督官 庁で あり、 認可 権限を もつ 運輸省 航空 局は 六を 要求して 
きたので ある。 

これより 先、 航 技研は YS11 の 疲労 強度 試験を 予定して、 スキ ヤター ファクタ 1 をい くつ 
にと るかの 研究を していた。 航 技研の 担当 官 である 上 山忠 夫は 独自の 理論に 基づき 「日本は こ 
れまで 、輸送機に ついては 実績 も 経験 もない の だから、 安全を 見て 対数 寿命の 標準偏差 び" 
〇 •二 (スキ ヤター ファクター 四に 相当) を 取るべき だ」 と 強く 主張した。 

これに 対して 設計す る 側と しての 土 井は 猛反 発した。 「こんな 大きい 値は なんだ。 YS11 
は 一〇年 程度し か 使わない の だから、 〇 •一二で 十分 だ。 欧米で もそう している の だから。 

空 機は ただ 頑丈で 安全に つくれば いいと いう ものでは ない。 そんなのは 設計 じ やない。 もし、 

9 二なん かで 設計したら、 欧米の 輸送機と 比べて 重くて しようがな いものが できあがって、 
性能 も 悪くなる」 

しかし、 結局は 権限の ある 航技 研の 考え方で 押し切られる ことにな った。 そして、 実際に 疲 
労 強度 試験を する 段になる と、 航空 局は さらに 安全を 見た スキ ヤ タ— ファクタ 1 六を 要求して 
きたの だった。 東 條も土 井と 同じように、 
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「あまりに ス キヤ タ— ファクタ 1 が 大きす ぎる。 その 根拠は なんな のか 示して ほしい」 

と 説明を 求めて 食い下がった。 しかし、 納得で きる よぅな 満足な 説明は 返って こなかった。 
いくつかの 根拠は あったが、 つまるところ、 航空 局は 「六を とって おけば、 大丈夫 だ」 とより 
安全 側に 設定して いた。 

「YS11 は 世界一 厳しい 疲労 強度 試験を する ことにな りました」 と 土 井は 苦笑す る。 それは 
安全性を 何より 重要視し ている こと 以上に、 日本が 航空機の 後進国で ある ことを 意味して い 
た。 

設計者から 見れば、 経験と 技術を 駆使し、 徹底的に 計算し 尽くして、 できるだけ 軽くて 高 性 
能の 航空機を つくり 出そぅと 努力す る 中に こそ、 設計の 意味と 目的が あり、 技術者の 存在が あ 
るから だった。 

ニニ 万 時間の 耐用 試験 

結局、 YS11 の 主翼は 三 万 時間の 六 倍に 当たる 少なくとも 一八 万 時間の 疲労 強度 試験を す 
る ことにな った。 結果 的には 試験の 過程で いろいろ 問題 も 出て きて、 主翼は 六 •三倍の 一八 • 
九 万 飛行時間、 胴体は 七 •五倍の ニニ •五 万 飛行時間に 相当す る 荷重を 実施した ので ある。 

その 試験期間は、 主翼 疲労 強度 試験が 一八 力 月、 胴体の 疲労 強度 試験は 二 六 力 月に も 及ん 
だ。 
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主翼の 疲労 強度 試験は 実 機と 同じょぅに 左右の 主翼を もった 胴体を 試験 装置に 載せ、 両翼の 
根元から 先に 向かって 八 個の 油圧 ジャッキを 配し、 これらを 油圧 ポンプで 作動 させて 上下 こ M 
り 返しの 力を かける ので ある。 主翼の 損傷は 六 •四 万 時間で 最初の クラックが 発生した。 

また 一方、 胴体の 疲労 強度 試験は、 両翼と 尾翼の ない 胴体の 内部を 密閉して、 水の 中に 沈 
め、 胴体の 中に 水を 押し込み、 内圧を かけたり、 抜いたり を 繰り返す ので、 長い 年月を 要する 

ので ある。 

胴体の 疲労 強度 試験では、 九 万 時間まで どこも 損傷せ 
ず、 その後、 主翼と 尾翼の 中間 あたりの 箇所に 微細な 亀 
j 裂が 走つ た。 二回 目は コック ピッ トと 客席 胴体と をつな 
g ぐ 前 胴と 中 胴を 接合した 箇所で、 この 近辺に 六 力 所 も 連 
I 続 的に 亀裂が 走った。 

疲 この あとは、 最初の 亀裂が 起こった 部分と、 前 胴 部分 
_に¥ 的に 発生した。 前者の 亀裂の 数は 二八 力 所、 後者 
は 四〇力 所に 及んだ。 これらの 周辺の リベットは 合計 七 
力 所が 破 断した。 

こぅした 試験の 最中に どこかに 亀裂が 入っ たり、 破損 
したりす ると、 試験は 一時 中断し、 その 箇所を 溶接で 肉 
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盛りして つなぎ合わせたり、 リベットの 間隔を 狭く する 補修を して、 十分に 強度を 増して か 
ら 、再び 試験を 続ける。 次に 今度は 別の 箇所に 亀裂が 入る とまた 同じ 補修を 行なっ て、 また 続 
ける。 こうした 肉 盛りに ょるき わめて 少しの 重量 増で いくらでも 疲労 強度を 強く し、 試験を 続 
行で きて、 この 合計 時間が 要求の 二〇万 時間と なる まで 続けた。 この 試験 方法を ストレッチ メ 
ソッ ドと 呼んで いる。 

このと きから 三十 数年が たつ 現在、 土 井は 語る。 

「われわれの 設定した 六 万 時間の 三倍 も 要求され て、 仕方なく 引き下がって、 延 々と 時間を か 
けて 疲労 強度 試験を やりました。 

でも、 結果 的には これ だけ やった ことが ょかった と 思う のです。 耐用年数の 見直しに 役立っ 
たの だな あと 思う のです。 

あの ころは 耐用 時間が 三 万 時間 くらいだ と 思って いたが、 今 YS11 で 一番 飛んで いるのは 
二 七 年間で 飛行時間は 六 万 時間を 超えて いますが、 それでも 大丈夫です、 十分 もつ といえ ま 
す。 2 u. しろ 二〇万 時間 やって いますから。 あの ころは デ ー タがない から、 〇 •二に して くれ 
となった。 でも、 ボ ー ィング B 707 も DC8 も〇 •一二だった のです から」 

YS11 は 就航して 二 年 半 後、 さらに 六 年後に、 t 北上 も 安全 基準から も 機体の 強度に まだ 
余裕が あると して、 離陸 重量を 順次 増やし、 最終的には 最大 離陸 重量を  一 •五 トン 増加 させ 
た 。このと き、 び =0  •二の 値を 取り、 機体の 中で 寿命が 短い と 思える 構造 部材を 補強す る改 
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修を 行なって、 延長す る ことができた。 このと きの 補強に ともなって 機体 重量が 七〇キ ログ ラ 
ム 増える ことにな った。 これにつ いて 土 井は 述べて いる。 

「YS11 のように 総 重量が 二 五 トンく らいの 飛行機で 七〇 キログラム 重く なっても あまり 関 
係ないで しよう。 もちろん、 軽い にこした ことは ないで しようが、 でも、 この ことは 重要な こ 
とを 教えて います。 

私は 飛行機の 設計で 細かく 重量 軽減を やります し、 重量 計算は きちっと やります。 でも、 あ 
まりに も 重量の ことば かりに 神経質になる という ことじ やなくて、 この 構 告一 でこう し-こま うが 
飛行機 全体にと ってべ 夕— だとい うなら、 少し 増やしても 構わない と 常々 いって いるので す」 

技術 哲学の 対立 

疲労 寿命の 問題 だけでなく、 土 井は 広く これまでの 栗の 航空機 設計に 対する 姿勢を 振り返 
ってい る。 日本の 敗® 刖 、特に 戦闘機な どでは、 軽い ことが すべての ようにい われ、 ことさら 
重量 軽減 ばかりが 強調され てきた。 土 井は 強調す る。 

「私には、 戦闘機な どの 設計に ついて、 あまり 重量に 神経質に なりす ぎる の もどう かとい う考 
えを もちながら やつて きたと いうと ころがあります。 その 点、 堀 越とは^^ います。 

だから、 特に 軽 くつくった 『零戦』 は 急降下 するとね じれて しまう ので 突っ込む ことは でき 
ない。 『飛燕』 では そんな ことは 全然ない。 私は 軽く する ためになんでも かんでも 冓造对 こ ■穴 


380 


を あけて という 考え方で はない。 むしろ、 いろんな 種類の 飛行機を できるだけ 共通に して 簡素 
化しろ という 考えです。 

ドィツの ドルニエ 社の 流れを 汲む という こと もあります が、 戦闘機は 騎兵と 同じで、 数が な 
ければ いけない。 なにしろ 戦闘機は 撃ち落とされ たの も 含めて 寿命を 平均す ると 二〇〇 時間く 
らいし かもたない。 という ことは 数 (量産 性) がなければ ならない という ことです。 そんな 
に、 微に いり 細を うがつ ような 芸術品を つくっ てば かりいて はだめ だと 思って やって きまし 

た」  、 
このように、 1 刖 から、 川 崎 航空機に あって、 主任 設計者と しての 豊富な 経験に 基づいた 技 

術 哲学を 身に 着けて きた 土 井と、 一方、 社風が 異な 皇菱 にあっ て、 堀 越の もとで、 あるいは 
自立して のちは 各種 軍用機の 主任 設計者と して 独自の 技術を 積み上げ てきた 東條 が、 Y S 1 1 
を 開発して いく 過程で ぶつからない はずはなかった。 

異なる 企業 出身の 五 人の サム ラィの 意見が 食い違って、 輸 研の 技術 委員会で まとまり きら 
ず、 とうとう、 現実的な YS11 の 基礎 案を 示しえなかった 結末と 似ても おかしく はな かっ 
た。 

疲労 強度 試験が 始まる 一章 ほど 前、 実大 模型を つくり 上げて いく 過程で、 じっは、 土 井が 

担当す る 艤装を めぐっ て 東條と 意見が 対立した。 

YS11 では、 各 班 (各 担当 メ ー ヵ ー) ごとに 担当を 分けてい たが、 土 井は 川 崎が 生産す る 
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主翼 や 艤装に タッチして いた。 立場 上、 土 井は、 技術 部長で ある 東條の 下であった。 

「私は 技術 委員会の ときは 艤装を 担当して いました が、 でも、 ほかの 分野に も 口を出し たので 
す。 東條 さんに なってから も 口を出しました。 航空機の 開発で、 上の 人間が すべて わかっ てい 
たら 文句な しです が、 いろいろな ものが あつて 分業 体制に なつて いますから、 細かい ところ ま 
で、 何もかも すべてに ついて 詳しく 知る という ことは できません から。 

それに、 私は 1 刖 から、 川 崎で 二十 数 機種を 設計して きた。 その 多くを 責任者と して。 部下 
の 人たち は 空 力 だ 構造 だ、 艤装 だ、 脚 だと それを 専門に やって いますが 、こっちは なんでも 屋 
です。 みんなが それぞれ 与ぇられた 担当 分野を 一生懸命 やって いるから、 私は 全体を 見て、 I 
緒の 方向を 向く ょうに 号令を かける のが 役目です。 

ですから、 私は いつでも、 空 力 や 構造 も 艤装 も 一緒に 考ぇる。 ある グル ー プが 機体を 設計し 
て、 今度は 別の グルー プが設 計した 艤装を あとから その 中に 入れる というの ではない のです。 
機体を 設計 するとき、 艤装を 入れる こと も 考慮して おいて、 最初から 必要な ところには、 たと 
ぇばフ レー ムに 穴を あけて おけと いうので す。 そうすると、 あとから 問題が 出なくて すむ か 
ら」 

YS11 の 第三 次 実 大 模型を つくり 上げて いくとき だった。 空気抵抗を できるだけ 少なく す 

るた め、 エンジン ナセル (覆い) は コンパクト にして あつた。 ところが、 ナセルの 幅が 狭い の 
で、 オィル や 燃料 用の パィプが 脚を 貫いて 通って いくが、 その スぺ ース がな く、 しょうがな 
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く、 土 井は 実 大 模型の 「主翼の 取り付け 部で ナセルの 幅を 五〇 ミリ ほど 広げろ」 と 命じた。 こ 
れ に対して、 東條は 「空 力 的に 問題 だ」 と 反対した。 

空 力 班が 設計し たもつと も 効率の いい 形状を 変更す る ことになる からだつ た。 

しかし、 土 井は 「そうし なきやで きないん だし、 それで 大丈夫なん だから」 と 主張して 考え 
の 通りに 進めて いた。 強引な 土 井の やり方に 東條は 不快の 念を 露に した。 

航空機の ように 巨大な 製品 設計では、 必ず 分業 体制を とらざる をえない。 しかし、 このと き 
いつでも 問題になる のが 各 担当の 組み合わせ 部分に あたる、 いわゆる インタ— フエー ス であ 
る 〇空力 的には ベス トの 形状を 設計しても、 現実に 搭載す る 装置 機器が うまく 収まらな けれ 
ば、 航空機 全体として はいい ものが できない。 両者が 互いに 突き詰めた 後に、 どこかで 妥協、 
あるいは もっ ともころ 合いのと ころで 手を 打たなければ ならない。 航空機を 設計して いく 過程 
で、 しばしば £ こる 問題で ある。 そこを どう 調整し、 一つの まとまりと 特長を もつ た 飛行機に 
仕上げて いくかが、 主任 設計者の 腕の 見せ どころ である。 

このと きは、 義 装の パイプを 通す ことを 優先す るか、 それとも 空 力 班の 考えを 優先す るか、 
それは 権限から いって、 技術 部長で ある 東條が 決めるべき ことであった。 

土 井に すれば 「そうした って、 そうし なくたって、 空 力が 絶対と いう わけ じ やな いんだ か 
ら 。全体としての バランスなん ですから。 だから、 パイプが 全部 通る ようにち やん とやっ て、 
実大 模型を つくらせました」 と 述べる。 
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この 食 レ 違し は 設計の 最後の 段階です でに わかっ ており、 実大 模型を つくる とき、 土中 ま ■，っ 

ざ わざ 杲飛行 機までで かけて 行き、 工場の 責任者に いった。 「日航 製が 出した 線 図なん て 気 
にしなくて いい、 この 案で やれ」 と 土 井が 指示す る 案で 進める ょう^^ TI した。 

現場では、 本物 そっくりに つくって いる 美大 模型 だから ごまかしは きかない。 日航 製から 出 
てきた 案の ままでは、 脚 も 含めて 収めるべき すべての 装置 機器が ナセル 内に 入り きらない。 現 
状の ままでは、 パイプ 類を 外に 通さない と 配管で きないの である。 

「通らない から、 そう やった のです。 私は、 これまで にも、 そういう 経験を して、 いろいろ や 
つてき てました から、 そう やつた のです」 

バランスの とれた システム 

東條 は、 大先 S* が 構わず と、 自信た っぶりに 痛を 進める のを 見て、 正面から 異を 唱ぇる わ 
けに もい かず、 苦り切って ふくれて いた。 そんな ことは 百 も 承知で 土 井は 東条こ 対して 「それ 
なら、 自分で やつて ごらんなさい」 といつ た。 

「私は 川 崎 時代に、 二階に いて 飛行機 設計 やって いたわけ じ ゃない。 人に いわれて やって いた 
のなら、 忘れる こと も あるで しょうが、 直接 手を 下して、 デ イシ ジョン メ ー キングを みんな 自 
分 自身で やって きて ますから、 インタ— フエ ー スの 部分を どうやる か、 スパン (翼の 長さ) を 
こうやつ たな ど、 ム ~7 でも いろんな 実例を しつ かりと 覚えて います | と 土 井は 話す。 
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川 崎は 中島 飛行機 や 三菱より ひと 回り 規模が 小さく、 航空^^ 術 者の 層が 薄かった。 

「経験を 積んだ 設計者が 少なく、 私の 次が 六 歳 下でした。 だから、 私が すべての 糧の 責任者 
となっ て 見て— した。 という ことは、 航空機を 設計して いく 上で、 一つの 糧 での やり方 や 
経験を、 この 機種に も、 あの 機種に ももっ てきて、 共通 化で きる ものは そうした のです。 

なにしろ、 どの 機種 も 私が 責任者で すから、 そういう ことができた のです。 フォ ー クト 博士 
の もとで 七 年 一緒に やって、 その 間、 飛行機を 五 機 ほど 設計した ことが 非常に 役立ちました。 
東 さんとは 愉快に やらせても らいました」 

土 井は 自信に 満ちた 口調で 懐かし そうに 振り返る。 

そんな 経験 豊富な 土 井が 園 田ら 若い 技術者 数人を 引き連れて 川 崎から 輸研 にきた とき、 ほと 
んど設 計 経験がない 彼らに 対して、 さかんに 襲した 考え方が あった。 園 田は 『飛行 _誌 
年の 回想』 の 「土 井さん のこと」 と 題す る 小 文で 振り返っ ている。 

「最近、 高度で 複雑な システム などを 開発す る 場合に エンジニアリング •マネジメントの 手法 
という ものが 重視され、 広い 視野で 物事を 決定し 仕事を 進める ことが 要求され るよう になり ま 
した。 その 手法の 一つに トレィ ド •オフ •スタ ディと いう ものが あります 

これは 例えば、 いろいろな システム 構成 や 設計を してみ て、 各々 の 長所 短所を 比較 検討し、 
全体として 最も バランスの とれた システムを 決定す る ことです。 

二十 年 前、 YS  - 11 の 基礎 型 決定の ころ、 土 井さん が 私たちに ある 問題を 徹底的に 検討 さ 
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せてから、 『航空機の 設計と いうのは、" ア ー ト •オブ •コン プロ マイズ" (注 •高度な 次元で 
の 妥協) だ』 という 考え方を 教えられました」 

園 田は 「コン プロ マイズ (妥協) という 言葉は 怠け者が 使う と 危険な のです が、 土 井さん の 
いう デ ー ト •オブ •コン プロ マイズ" は、 最近 流行の" トレイ ド •オフ •スタ ディ" と 同意 
語で、 言葉は 新しくな つても 設計の 考え方は 変わらな いもの だと 感じます」 と 指摘す る。 

園 田は 最初、 設計者と いうのは、 いろんな 案が 浮かぶ 中で、 「これが いいと 勘で 決めて、 そ 
の 考えで 一気に 進めて いくのでは ないか」 と 想像して いた。 ところが とんでもな いこと だつ 
た。 

土 井は いくつ も 考えられる 案を それぞれ 細かく 検討し、 計算して、 さまざまな 角度から 徹底 
的に 比較 検討した 上で、 コン プロ マイズ だと 繰り返し 繰り返し 教えて いた。 

「大抵の 人は コン プロ マイズで こういう ふうに 決めて おこうと いうと、 怠けて 適当に という こ 
とです が、 土 井さん は 怠け者 じ やない のです。 労を 惜しまないで いろいろな 角度から 定量 的に 
ズラズ ラと 計算して 出して、 それで 比； 討し、 これでよ し、 となる のです」 

園 田 自身、 輸研 および 日航 製で YS11 の 設計を 経験した 後、 今度は 防衛庁の C1 輸送機 も 
担当して きた。 独自 開発した 航空機が ほんのわず かしかない 日本の 航空 界 にあって、 園 田は 貴 
重な 存在で あり、 その 中枢を 歩んで、 多くの ことを 経験して きた。 そうした 経験を 念頭に 置き 
ながら、 園 田は さらに 語る。 
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「飛行機に 限らず、 ある ものを 頭の 中で 考え、 設計し、 計算機 や 実験な どで 確認し、 完成 させ 
るた めに、 設計者 や 技術者には、 時代を 問わず 共通した ウェイ •オブ •シン キング また フイ ロ 
ソ フイが ある ことを、 土 井さん は 絶えず 私たちに 教えよぅ とされて いるよぅ てす」 

(下巻に つづく) 


本 作品は 一九 九 四 年 八月、 小社より 刊行され たものを 
加筆 •修正し、 上下 二 巻に 分け 文庫 化した ものです。 


前 間 孝 則 一 1946 屯、 佐賀県に 生まれ 
る。 法 政 大学を 中退 0 石川岛 播磨重 
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